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巻頭言

長田俊樹

言語記述研究会は総合地球環境学研究所（略称：地球研）でおこなわれた『環境変化とイン
ダス文明』というプロジェクト（略称：インダスプロジェクト）の一環として立ち上げ、インダ
スプロジェクトは長田がプロジェクトリーダーとして立ち上げたものだった。2003年 10月に、
地球研に赴任した際は、プロジェクトの名称は『言語学的手法による古代文明の生活環境復元
とその総合的検証』という言語学を前面に出したものだったが、評価委員会からの要請もあっ
て、『環境変化とインダス文明』として、環境調査を前面に押し出したものとなった。しかし、
プロジェクトのタイトルが変わったからといって、言語学の研究をしてはならないということ
にはならない。そこで、2007年 4月から、大西正幸さんが上級プロジェクト研究員として地球
研に赴任したのを機に、この言語記述研究会を立ち上げ、2009年 3月からはその研究会の雑誌
として、『地球研言語記述論集』を発刊したのが、言語記述論集をはじめた経緯である。
インダスプロジェクトは 2012 年 3 月に終わり、今度は大西正幸さんが地球研で新たなプロ
ジェクト「アジア・太平洋における生物文化多様性の探究」を立ち上げたため、『地球研言語記
述論集』はそのまま地球研から発刊を続けたが、予算的に紙媒体で出版するのが難しいため、電
子媒体として出版し、現在 7号に至る。しかし、残念ながら、2015年 2月の評価委員会で大西
さんのプロジェクトは本研究にあがることができなかったため、地球研を冠した言語記述論集
は 7号で終わることになった。
言語記述研究会には京都大学の言語学研究室から多くの学生、院生が参加してくださった。
今後の運営を一手に引き受けてくださった千田俊太郎先生は、言語記述研が立ち上がった頃か
らのメンバーであり、論集の第 1号に、「ドム語の多義―知覺動詞を中心に」を寄せている。一
時、熊本大学に赴任しておられたが、2013年 10月に京都大学准教授と赴任されて以後、研究会
の運営や論集の編集は千田先生にゆだねられてきたので、地球研という冠が取れたからといっ
て、実質的な運営や論集の編集が変わるわけではない。あんまり形式的な巻頭言とするのは良
しとしないので、一言千田先生との思い出を書いておきたい。

1995年 6月 23日、2008年に 88才で亡くなった大野晋さんを国際日本文化研究センターに
お招きして、「日本語＝タミル語起源説を検証する」と題して、シンポジウムを開催した。大野
晋と聞いても、今の若い人にはピンとこないかもしれない。当時、岩波新書『新版日本語の起
源』が出版されたばかりで、日本語はタミル語と起源を同じくするという仮説を提唱しておら
れた。そのシンポジウムはドラヴィダ語を専門とする若手（熊本大学の児玉先生や京都大学の
家本先生など）が大野晋に挑むとして朝日新聞にも取り上げられた。そんなシンポジウムに、
若き日の、まだ学部生だった千田先生が参加したのだという。そのシンポジウムの司会をやっ
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ていたので、庄垣内さんや大阪外大の橋本さんがいらっしゃったのはわかったが、若き日の千
田先生の勇姿はまったく記憶に残っていない。ただ、あのシンポジウムはなかなか面白い体験
だった。後で、庄垣内さんにも「あれは面白かった」とほめられた。そんな会に若き日の千田
先生が参加していたのは本当に貴重な経験だったのではないかと思う。
こちらが千田先生を認識するようになったのはその後ずいぶん経ってからだ。1997年から 3

年間、京大に非常勤講師として教えに行ったが、その講義には千田先生は受講されなかった。ま
た、宮岡先生が主催した特定研究の国際会議などにも参加したが、そのときにも千田先生とお会
いしたはずだ。しかし、あまりにも多くの人々が参加していたので、千田先生のことはまった
く記憶にない。ただ、大西さんに頼まれて、ブーゲンビル島から来たテレーゼさんを自宅にお
泊めしたことがあったが、そのとき、昼間の案内人が千田先生だったように記憶する。しかし、
そのときも、会話を交わしたわけではなかった。結局、言葉を交わしたのは、2003年、オース
トラリアのメルボルンでお会いしたときだった。長田は一家で、夏休みを利用して、在外研究
でお世話になった、ニコラス・エヴァンズさんのお家に遊びに行ったのだ。ちょうどそのとき
に、ラトローブ大学に来ておられた千田先生にお会いした。こちらが次々と発する質問にあん
まり答えてくれなかった印象があるが、後で考えると、長田の好きなゴシップ話がほとんどで、
そうしたゴシップにはとくに反応することはなかっただけなのかもしれない。
千田先生は本年度の授業で、ニコラス・エヴァンズと一緒に書いた論文“Mundari: The myth

of a language without word classes”を取り上げてくれたそうだ。ほとんど日本では取り上げら
れることのない論文なので、大変感謝している。また、来年度は日文研で「日本語の起源はどの
ように論じられてきたか―言語学史の光と影」という題目で共同研究会をおこなう予定だが、そ
れにも参加していただくことになっている。大野晋の時代には、日本語系統論あるいは日本語
起源論は日本言語学の一大トピックだったが、今の時代には誰も関心を持たないテーマとなっ
てしまった。まだ若かった千田先生が大野晋を囲んだシンポジウムに参加したように、この分
野にも若い人が関心を抱いてくれることを願っている。千田先生への期待は記述研を引き継ぐ
だけではない。こうしたかつては大きなトピックだった分野にも取り組んでいただき、日本言
語学の将来を背負ってくれるのではないか。そう期待してやまない。千田先生の期待を表明し
て、この巻頭言を締めくくることにする。
記述研の益々の発展を心より祈り、ペンを置くことにする。
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ジンポー語の 2つの民話資料と文法注釈 ∗

倉部慶太

日本学術振興会/東京外国語大学

キーワード：ジンポー語，カチン語，カチン人，民話,ビルマ (ミャンマー)

1 はじめに

本稿では、筆者が北部ビルマ (ミャンマー)に位置するカチン州ミッチーナー市において行っ

た現地調査により収集した 2つのジンポー語テキスト資料とそれらに対する文法注釈を提供す

る。以下、2節ではジンポー語の概況について、3節では本稿における表記法について記す。4

節では「太陽を買った話」と題する民話資料の本文とその文法注釈を、5節では「ジンポー人が

稲を手に入れた話」と題する民話資料の本文とその文法注釈をそれぞれ提示する。

2 ジンポー語

2.1 系統・地理・人口

ジンポー語 (Jinghpaw)は、シナ・チベット語族 (Sino-Tibetan)チベット・ビルマ語派 (Tibeto-

Burman)に属する言語であり、北東インドのブラマプトラ渓谷上流から北部ビルマを通り中

国雲南省西端部に跨がる地域に分布する。ジンポー人の人口は、ビルマに 630,000人 (Bradley

1996)、中国に37,000人 (戴 2012)、インドに5,000から 6,000人 (Morey 2010)が居住すると

推定される。この人口に示されるとおり、ジンポー人の分布の中心は北部ビルマにあると言え

る。ジンポー語は、チャック語 (Cak/Sak)、カドゥー語 (Kadu)、ガナン語 (Ganan)などルイ語

群 (Luish/Asakian)に属する言語と特別な親縁性を示すが (Matisoff 2013)、この言語群は東南ア

ジア大陸部北西部に広く、しかし断続的に分布している。

2.2 北部ビルマの言語状況

ジンポー語が分布する北部ビルマは言語接触地域を形成しており、チベット・ビルマ諸語、漢

語、タイ諸語、パラウン諸語などの話者が複雑に混ざり合う地域である。そのため、この地域

において多言語使用は珍しくない。ジンポー語に関して特に重要な事実は、ジンポー語がカチ

ン人 (Kachin)の用いる言語のひとつであるという事実である。カチン人は北部ビルマに居住す

るビルマ有数の民族であり、複数のチベット・ビルマ系言語を話す言語集団から成る。カチン

人は言語的に多様であるが、婚姻連合など社会・文化的基盤を共有し、多かれ少なかれ、ひと

∗ 本稿を執筆するにあたり、オスロ大学/国立民族学博物館の鈴木博之氏から詳細なコメントをいただ
いた。ここに記して感謝申し上げる。なお、本稿に誤りがあれば、全て筆者の責に帰する。本研究

は、JSPS特別研究員奨励費 24-2938、26-2254の助成を受けている。
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つの社会・文化共同体を形成している。このカチンにおいてジンポー語は共通語として用いら

れており、カチンの人々を結びつけるひとつの紐帯の機能を果たしている。カチン文化圏にお

ける言語接触の総合的研究は未だ現れてはいないが、共通語としてのジンポー語が他のカチン

諸語に与えた影響は決して少なくないと考えられる。

加えて、当該地域がタイ (シャン)文化圏 (新谷編 1998)と部分的な重なりを持つ事実も無視

できない。カチン地域において、本来、カチン人は焼畑を営む山地民であり、シャン人は水田

稲作を営む低地人である。その生態学的対照性に関わらず、カチン人とシャン人は常に近い隣

人であり、カチン人が時としてシャン人に「なる」という事実は当該地域の民族的流動性を反

映している (Leach 1954)。タイ系民族のカチンへの影響は言語面にも反映されており、少なく

とも 500語を越えるタイ由来のジンポー語語彙はその証人である (Kurabe 2015)。

ビルマ語、漢語、アッサム語がジンポー語に与えた影響は、通時的には決して強かったわけで

はない。ただし、近年においては、ジンポー語はこれら近隣の大言語の強い影響下にある。ビ

ルマ地域においてはビルマ語からの、中国地域においては漢語からの、インド地域においては

アッサム語からの影響が、各地域に分布するジンポー語方言にそれぞれ見受けられる。

なお、ジンポー人が現在のビルマのシャン州北部に移住したのは比較的最近ではあるが、

Ethnologueによるとこの地域においてジンポー語はパラウン系の人々の間でもある程度の通用

性を持つ (Lewis et al. 2014)。

2.3 ジンポー語の方言

ジンポー語には様々な方言的変種の存在が認められるが (Kurabe 2014)、本稿で対象とする方

言はビルマのミッチーナー市、バモー市、クッカイ市などで通用する方言である。この方言はビ

ルマのジンポー語における事実上の標準語とされており、他方言が分布する地域においても通

用性を持つ。上述のとおり、ジンポー語は中国雲南省西端にも分布するが、雲南省のジンポー

語とビルマの標準ジンポー語の方言差は大きくない。また、東北インドに分布するジンポー語

方言は特にシンポー語 (Singpho)という名称で知られるが、シンポー語とジンポー語の方言差

は大きく相互理解が容易ではない。

2.4 地域および類型的特徴

本節ではジンポー語の概要を地域的・類型的観点から記述する。詳細に関しては戴 (2012)、

Kurabe (2016, to appear)などを参照されたい。ジンポー語は、近隣言語同様、音節声調を持つ

声調言語である。音節構造は C(C)V(C)/Tと一般化が可能である。多くのモン・クメール諸語

や複数のチベット・ビルマ諸語と同じく、ジンポー語は弱強格リズムを持つ二音節語を多く有

する。三音節以上の単一形態素は極めて少なく、基礎語彙において、動詞は一音節語、名詞は

二音節となる傾向が認められる。

形態論的には、複合、重複、接辞付加、ゼロ派生などの語形成規則が認められるが、このうち

複合と重複の生産性が特に高い。複合には名詞と動詞が関与し、動詞と名詞から成る複合語に

おいては主要部の位置に一貫性が認められないが、名詞のみから成る複合語の主要部は原則と

倉部 慶太
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して右側主要部規則に従う。重複は、基本的に部分重複として実現され、最終音節が左から右

へ複製される。重複により、習慣性、分配性、不定性、複数性などが示される。重複は副詞や

譲歩の副詞節を形成する主要な手段のひとつでもある。

名詞と動詞が主要な品詞であり、名詞は名詞句の主要部になれるという基準により、動詞は

否定辞を付加することができるという基準により定義する。名詞のうち、代名詞、数詞、類別

詞、場所名詞、後置詞など閉じたクラスの名詞類は普通名詞と比較して取りうる連体修飾語に

制約が認められる。東南アジア大陸部の多くの言語同様、形態統語的基準に基づくと形容詞は

動詞の下位類として位置づけられる。ジンポー語の副詞は、接辞付加、重複、動詞連続の副詞

化などにより、動詞から共時的・通時的に派生されたものが大部分を占める。

ジンポー語は、大多数のチベット・ビルマ諸語がそうであるように、動詞後置型言語であり、

述語動詞は常に節末に現れる。ジンポー語は、東南アジア大陸部の近隣言語同様、アスペクト

卓立型言語であり、文法的時制は認められない。アスペクトは変化・非変化の二項対立を成す。

変化相は事象の直近の変化を示すが、事象の限界性 (telicity)に基づき、始動・終了の両方を示

しうる。ジンポー語は主格・対格型言語である。対格接語は DOM (differential object marking)

として機能する。被動者の格標示には格の交替が認められ、原則として有生性階層において被

動者が動作主に対して相対的に上位か同等の位置にある場合、被動者は義務的に対格で標示さ

れ、それ以外の環境では対格の生起は任意である。ジンポー語は、近隣言語同様、動詞連続を

発達させた serializing languageであり、動詞連続により事象間の継起性、同時性、目的性など

が表される。また、動詞連続は補足節 (補文)を形成する主要な手段のひとつでもある。動詞連

続の項構造は構成要素の項構造の組み合わせに基づくが、同じ意味役割を持つ項は、中核項で

あれ周辺項であれ、構成要素間で原則、共有されなければならない。動詞連続の構成要素には

脱範疇化がしばしば認められ、V1 は副詞へと、V2 は助動詞へと脱範疇化する傾向にある。

3 本稿の表記

本稿の表記には以下に示した筆者の分析による音素表記を用いる。

頭子音 末子音 母音

p t ts c k P p t k P i u

ph th kh e @ o

b d dz j g a

s C (h)

m n N m n N

Pm Pn PN

w l r y

Pw Pl Pr Py

ジンポー語は音節声調言語であり、声調として高平調 (H)、中平調 (M)、低下降調 (L)、高下

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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降調 (F)の 4つが認められる。本稿では、それらをそれぞれ má、ma、mà、mâと表記する。な

お、促音節においては高と低の 2つの声調のみが対立を成す。接辞付加が関与する以下の変調

規則が認められ、一部の声調は基底形と表層形が相違する (以下の Tは閉鎖音末子音を表す) 1 。

本稿の表記は音素表記に基づくため、表層形に近い表記を取る。

(A) Tone spreading

L → F / H

(e.g. ń-sà → ń-sâ ‘not send’)

(B) Tone assimilation

a. H→ M / M

(e.g. ń-sa → n-sa ‘not go’)

b. L → H / H T

(e.g. ń-sàt → ń-sát ‘not kill’)

4 民話 1「太陽を買った話」

本節では「太陽を買った話」と題するジンポー語民話資料を提示する。本資料は、筆者が

2011年 3月にカチン州ミッチーナー市において、Du Kahtawng地区の男性 (当時 70代) から

対面調査により得た一次資料である。調査では、まず、リニア PCMレコーダー (ZOOM H4n)

にマイク (audio-technica AT9904)を接続して音声 (44.1kHz/16bit)を取り込んだ。対面調査後、

筆者が正書法を用いて音声を文字に書き起こし、後日、コンサルタントの協力のもと、データ

の確認作業を行った。

4.1 「太陽を買った話」の本文

要約：昔、人間や動物たちは天の君主から太陽を買うためにそれぞれの身体部位を差し出す

ことになった。しかし、蝙蝠やムササビたちは太陽の購入に参加しなかった。そのために、今

日、彼らは日中姿を現すことができない。

(1) múNkan

world

ǹnán

newly

làt

be.born

Pay

NMLZ

C@lóy

when

múNkan

world

nday

this

gò

TOP

jan

sun

wa

TOP

P@́-tsôm

ADV -beautiful

g@rày

yet

ń-thôy

NEG-light

Pay

DECL

dàP.

HS

世界が最初に誕生したとき、この世界は太陽がまだ十分には輝いていなかったそうだ。

1 変調規則 (A) と変調規則 (B)の b.は相補分布の関係にあるため、音韻論的に単一規則の異なる実現
形と解釈することができる (藤原敬介氏のご教示による)。
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(2) yáP

now

ná

GEN

d@rám

about

jan

sun

ń-thôy

NEG-light

Pay

DECL

dàP.

HS

今ほどには輝いていなかったそうだ。

(3) pha

what

m@jò

because

ń-thôy

NEG-light

Pay

DECL

Pi

y/n.Q

Nú

say

yàN

when

‘‘nánthe

2pl

múNkan

world

ǹtsa

above

kóP

LOC

Nà

exist

Pay

NMLZ

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

thèP

COM

dùsàt

animal

ni

PL

jan

sun

m@ri

buy

rà

need

Pay’’

DECL

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

なぜ輝かないかというと「お前たち地球上に住む人間と動物たちは太陽を買わなければ

ならない。」と (天の君主たちが)言ったそうだ。

(4) thó

up.there

l@mù

sky

ǹtsa

above

ná

GEN

kho.khám

king

ni

PL

tsun

say

Pay

DECL

dàP.

HS

あちら (上)の天の君主たちが言ったそうだ。

(5) C@lóy

then

Pè

SFP

‘‘gày,

INTJ

ráy

COP

yàN

when

jan

sun

m@ri

buy

gàP

HORT

lô’’

SFP

Nú

say

ǹná

SEQ

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

thèP

COM

dùsàt

animal

ni

PL

dzùp-phòN

gather-assemble

Pay

DECL

dàP.

HS

その時、「さあ、それでは太陽を買いましょうよ」ということで人間と動物たちは集まっ

たそうだ。

(6) C@lóy

then

gò

TOP

‘‘C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

nánthe

2pl

nóP

still

m@ri

buy

m-ùP’’

pl-IMP

Nú

say

Pay

NMLZ

C@lóy

when

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

gò

TOP

Cánthe

3pl

ǹmày

tail

phéP

ACC

dòP

cut

ǹná

SEQ

jan

sun

m@ri

buy

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

その時、「人間たち、あなたたち買いなさい」と言った時、人間たちは彼らの尻尾を切っ

て (尻尾と交換に)太陽を買ったそうだ。

(7) ǹmày

tail

phéP

ACC

dòP

cut

Pay

DECL

dàP.

HS

尻尾を切ったそうだ。

(8) C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

CoN

first

CòP

pull

Pay

DECL

dàP.

HS

人間が最初に差し出したそうだ。

(9) day

that

phaN

after

Na-w@loy

cattle-buffalo

ni

PL

gò

TOP

nday

this

l@thàP

up

m@gá

side

ná

GEN

wa

tooth

m@lóP

pull.off

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

その後、牛や水牛たちはこの上部の歯を (太陽を買うために)抜いて与えたそうだ。

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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(10) dùmsu

cow

ni

PL

Na-w@loy

cattle-buffalo

ni

PL

m@lóP

pull.off

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

牛や水牛たちは抜いて与えたそうだ。

(11) day

that

phaN

after

Pù

bird

ni

PL

ráy

COP

jaN

when

na

ear

wa

TOP

dòP

cut

ǹná

SEQ

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

その後、鳥たちはというと (太陽を買うために)耳を切って与えたそうだ。

(12) Pù

bird

ni

PL

ńtâ-Pù

house-bird

ni

PL

Pù

bird

nùm-ji

NMLZ -small

ni

PL

máP

be.exhausted

khrà

until

gò

TOP

na

ear

wa

TOP

dòP

cut

ǹná

SEQ

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

鳥たち、鶏たち、小鳥たちすべては耳を切って与えたそうだ。

(13) day

that

phaN

after

gùy

dog

ni

PL

ráy

COP

jaN

when

ruN

horn

wa

TOP

m@lóP

pull.off

ǹná

SEQ

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

その後、犬たちはというと (太陽を買うために)角を抜いて与えたそうだ。

(14) wàP

pig

ni

PL

mùN

also

ruN

horn

ni

PL

m@lóP

pull.off

ǹná

SEQ

ya

give

káw

away

Pay

DECL

dàP.

HS

豚たちも角を抜いて与えたそうだ。

(15) day

that

C@lóy

then

gò

TOP

yú

rat

ni

PL

kóP

LOC

báy

again

sán

ask

Pay

DECL

dàP.

HS

その時、鼠たちのところでもまた尋ねたそうだ。

(16) yú

rat

ni

PL

phéP

ACC

Nú

say

jaN

when

yú

rat

ni

PL

gò

TOP

s̀ıNko

wing

m@lóP

pull.off

káw

away

ya

BEN

Pay

DECL

dàP.

HS

鼠たちに言うと鼠たちは翼を抜いてくれたそうだ。

(17) yú

rat

ni

PL

gò

TOP

鼠たちは。

(18) s̀ıNko

wing

lè.

SFP

翼だよ。

(19) s̀ıNko

wing

m@lóP

pull.off

káw

away

ya

BEN

Pay.

DECL

翼を抜いてくれた。

倉部 慶太
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(20) day

that

phaN

after

p@tśıp

bat

phéP

ACC

báy

again

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

その後、蝙蝠にまた言ったそうだ。

(21) p@tśıp

bat

phéP

ACC

Nú

say

yàN

when

gò

TOP

‘‘yáP

now

Pù

bird

ni

PL

m@ri

buy

PùP’’

IMP

Nú

say

jaN

when

‘‘Pê,

SFP

Nay

1sg

gò

TOP

Pù

bird

ń-rê

NEG-COP

lô.

SFP

蝙蝠に言うと「今、鳥たち買いなさい」と言った時は「私は鳥ではないよ」。

(22) Nay

1sg

gò

TOP

Pù

bird

ń-rê.

NEG-COP

「私は鳥ではない。」

(23) Nay

1sg

gò

TOP

yú

rat

CèP

indeed

rê.

COP

「私は実は鼠だ。」

(24) yú

rat

CèP

indeed

rê.

COP

「実は鼠だ。」

(25) Nay

1sg

gò

TOP

yú

rat

CèP

indeed

rê.

COP

「私は実は鼠だ。」

(26) Pù

bird

ń-rê’’

NEG-COP

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「鳥ではない」と言ったそうだ。

(27) ‘‘yáP

now

yú

rat

ni

PL

báy

again

jan

sun

m@ri

buy

m-ùP’’

pl-IMP

Nú

say

jaN

when

‘‘Nay

1sg

gò

TOP

Pù

bird

CèP

indeed

rê.

COP

「今、鼠たちまた太陽を買いなさい」と言った時、「私は実は鳥だ。」

(28) Pù

bird

CèP

indeed

rê’’

COP

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「実は鳥だ」と言ったそうだ。

(29) day

that

m@jò

because

p@tśıp

bat

gò

TOP

jan

sun

m@ri

buy

ń-lóm

NEG-accompany

Pay

DECL

dàP.

HS

だから、蝙蝠は太陽を買うのに参加しなかったそうだ。

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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(30) day

that

m@jò

because

yáP

now

C@ńı

day

ń-Nâ

NEG-exist

lù

get

Pay,

DECL

p@tśıp

bat

gò.

TOP

だから、今日、日中に姿を現すことができない、蝙蝠は。

(31) Ci

3sg

gò

TOP

dày-ńı

this-day

C̀ıNko

wing

mùN

also

tu

grow

Pay.

DECL

彼は今日、翼も生えている。

(32) na

ear

mùN

also

tu

grow

Pay.

DECL

耳も生えている。

(33) ǹmày

tail

mùN

also

tu

grow

Pay.

DECL

尻尾も生えている。

(34) p@tśıp

bat

gò.

TOP

蝙蝠は。

(35) ráy

COP

t̂ım

but

C@ńı

day

ń-Nâ

NEG-exist

lù

get

Pay.

DECL

しかし、日中は姿を現すことができない。

(36) jan

sun

m@ri

buy

ń-lóm

NEG-accompany

Pay

NMLZ

m@jò.

because

太陽を買うのに参加しなかったためである。

(37) yù-bỳı

rat-flying.squirrel

má

also

day

that

thèP

COM

m@rên

same

rê

COP

dàP.

HS

ムササビもそれと同様だそうだ。

(38) yú

rat

ni

PL

m@ri

buy

na

IRR

Nú

say

yàN

when

‘‘Nay

1sg

Pù

bird

CèP

indeed

rê

COP

lô’’

SFP

Na

say

Pay.

DECL

鼠たちが買うと言った時、「私は実は鳥だよ」と言った。

(39) Pù

bird

ni

PL

m@ri

buy

na

IRR

Nú

say

yàN

when

‘‘Nay

1sg

yú

rat

CèP

indeed

rê’’

COP

Na

say

Pay.

DECL

鳥たちが買うと言った時、「私は実は鼠だ」と言った。

倉部 慶太
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(40) ráy

COP

ǹná

SEQ

yù-bỳı

rat-flying.squirrel

mùN

also

jan

sun

ń-m@ri

NEG-buy

Pay

DECL

dàP.

HS

そうしてムササビも太陽を買わなかった。

(41) rê

COP

m@jò

because

yù-bỳı

rat-flying.squirrel

ni

PL

p@tśıp

bat

ni

PL

C@ńı

day

ń-Nâ

NEG-exist

lù

get

Pay

DECL

dàP.

HS

だから、ムササビや蝙蝠たちは日中、姿を現すことができないそうだ。

(42) jan

sun

thèP

COM

ń-Nâ

NEG-exist

lù

get

Pay.

DECL

太陽と共にいることはできない。

(43) C@ńı

day

ráy

COP

jaN

when

wó

over.there

k@tà

inside

dèP

ALL

l@gýım

hide

to,

CONT

C@náP-ńśın

night-darkness

CèP

only

pyen

fly

khom

walk

lù

get

Pay

DECL

dàP.

HS

日中はあの奥の方に隠れていて、夜の暗がりでのみ飛び回ることができるそうだ。

(44) day

that

rê

COP

m@jò

because

j̀ıNphòP

Jinghpaw

ni

PL

kháy

tell

Pay

NMLZ

màwmùy

folktale

thàP

LOC

Pè

SFP

pha

what

ráy

COP

t̂ım

but

m@nu

cost

jòP

give

rà

need

Pay.

DECL

だから、ジンポー人たちが語る民話では何であっても対価を支払わなければならない。

(45) m@nu

cost

ń-jóP

NEG-give

Pay

NMLZ

wa

man

gò

TOP

ń-khâmCá

NEG-receive

lù

get

Pay

DECL

Nú

say

Pay

NMLZ

màwmùy

folktale

day

that

khu

like

tsun

say

dá

RES

màP

3pl

Pay

NMLZ

ráy.

COP

対価を支払わない者はそれを享受することができないという民話をそのように語ってい

るのだ。

4.2 民話 1の文法注釈

本節では、4.1節で提示した民話資料本文に例示される文法項目のうち、特に注意を要するも

のに対する文法注釈を記す。以下の注釈番号は 4.1節の例文番号と対応する。

1. 名詞 múNkan「世界」の前部要素は単独で「国」という意味を表し、シャン語 m7N4「国」に

由来する。この語は他のカチン諸語にも広く借用されており、当該地域の地域語彙のひとつで

あるといえる (e.g. Zaiwameng11、LhaovomuNH、Lacidmoug:、Leqi m@N33、Rawangmóng)。

ジンポー語の指示詞 nday「これ、この」は意味の変化を伴わず、意味的主要部の前後どちら

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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にも生起しうる。

動詞 tsòm「美しい」は副詞化接頭辞により副詞化されると「よく、十分に」という意味を表

す。本例文では程度副詞 P@́-tsôm「よく」と相副詞 g@rày「未だに」が共起しているが、このよ

うに副詞が単一節中に 2つ以上現れた場合、アスペクト的意味を表す副詞は常に動詞に近い位

置に生起する。

ジンポー語の叙述文を形成する法標識 Payは名詞化標識 Payと同形であり、これらの形式は

共時的または通時的な関連性を持つと考えられる。ただし、これらの間には以下に示すような

相違も観察されるため、本稿では異なるグロスを与える。(a)名詞化標識 Payにより形成される

節の A (他動詞節の動作主)または S (自動詞節の唯一項)は属格によって標示されうるが、法標

識 Payにより形成される文はこの特徴を持たない。(b)名詞化標識 Payにより形成される節には

主題標識 gòが生起しえないが、法標識 Payにより形成される文には生起しうる。

3. 名詞 dùsàt「動物」はシャン語 to1shat4「動物」に由来する。

ジンポー語は、近隣言語同様、疑問文が真偽疑問文であるか疑問語疑問文であるかに従い、異

なる疑問文末詞を用いる。基本的に、真偽疑問文は文末詞 Piによって形成され、一方、疑問語

疑問文は文末詞 ráyや tâによって形成される。このように、原則として疑問語は疑問語疑問文

の文末詞を誘発するが、引用節中ではこの現象がキャンセルされる。例 (3)はまさにその例で

ある。

ジンポー語の名詞節はこの例に観察されるとおり、関係節としても機能し、関係節化は名詞

化の一機能であると見なすことができる。なお、ジンポー語では、関係節に加え、補足節 (補文)

や副詞節の一部も名詞化により形成される。この種の名詞化と従属節化の密接な関係はチベッ

ト・ビルマ諸語に広く観察される特徴である (Matisoff 1972)。

4. 名詞 kho.khám「王」はシャン語 hO1kham4「王宮」に由来するが、ジンポー語において換喩

的意味変化が起きている。

ジンポー語の遠称指示詞は直示中心からの相対的高さにより三分割され、直示的中心より高

い位置を指す thó、直示的中心と同位置を指す wó、直示的中心より低い位置を指す léの三項対

立を成す。

5. ジンポー語の引用節の内容は必ずしも実際に発せられた発話でなくともよく、実際には発せ

られなかった意図を表すことも可能である。例 (5)に観察される引用節は、実際に発せられた発

話とも実際は発せられなかった発話とも解釈できる。

並列複合動詞 dzùp-phoN「集まる」は 2つの類義動詞から成る。ジンポー語の並列複合語の

構成要素の順序は、以下の 2つの規則に従って決定されるが (倉部 2011)、例(5)における並列

複合動詞の順序は規則 (1)が関与している。

(i) Higher first rule

構成要素間の音節数が同じ場合、相対的に高い母音を持つ要素が先行する

倉部 慶太
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(ii) Shorterfirst rule

構成要素間の音節数が異なる場合、相対的に短い音節数を持つ要素が先行する

なお、例 (9)に観察される並列複合名詞 Na-w@loy「牛や水牛」は 2つの類義名詞から成るが、

その構成要素の順序は上記の規則 (2)が関与的である。

12. 動詞 máP「尽きる」と接続助詞 khrà「まで」は全体で「全て」という意味の量化子として

機能する。

18. 文末詞 lèはビルマ語の確かさを表す文末詞 lèに由来する。ビルマに分布する現代ジンポー

語はビルマ語の強い影響下にあり、文末詞や間投詞にビルマ語からの借用形式が散見される。

29. この例において、動詞 m@ri「買う」と動詞 lóm「同行する」は補文関係の動詞連続を形成

している。動詞連続が補文形成の一方略として用いられる現象は東南アジア大陸部において珍

しくない。

30. 動詞 lù「得る」は主動詞とともに用いられると状況可能を表す助動詞のように機能する。

ただし、助動詞的機能を担う場合においてもこの動詞に直接、否定辞を付加することが可能で

ある。この事実は、自動詞的に用いられる場合であってもこの動詞が未だ動詞性を保っている

ことを示唆する。なお、動詞「得る」が可能を表す形式へと文法化する現象は東南アジア大陸

部諸語に系統を越えて広く観察される (Enfield 2004)。

44. 譲歩の接続助詞 t̂ımは接続助詞 t́ıP「しかし」と副助詞 mùN「も」の融合により成立した形

式である。

45. 動詞 khàmCá「受ける」はビルマ語 khàðzá「受ける、味わう」に由来する。

3人称複数を表す標識 màP は義務的ではない。この形式は通時的に m-àP (pl-3rd)と分析可

能である。ただし、動詞の一致を持たない周辺言語との言語接触により、現代ジンポー語では

本来有していた動詞の一致がほぼ消失している。複数標識 màPも本来は分析可能な動詞語尾で

あったが、現代語においては 3人称を示す人称接辞 -àPはこの語にしか保存されていないため、

màPは現代語においては分析不可能な形式と母語話者に認識されている。

5 民話 2「ジンポー人が稲を手に入れた話」

本節では「ジンポー人が稲を手に入れた話」と題する民話資料を提示する。本資料が依拠す

るデータは 4節の最初に記したものと同様である。

5.1 「ジンポー人が稲を手に入れた話」の本文

要約：昔、稲には籾殻が付いていなかった。しかし、人間や動物があまりにも稲を食べたが

ために稲は天界へと逃げ帰った。天の精霊は稲に籾殻を付け、地上に戻るように諭した。本来、

稲は稲軸が太く稲穂も豊かであったが、地上へ戻る道中、カメレオンの呪いによって稲は細く

痩せこけたものになってしまった。

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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(1) j̀ıNphòP

Jinghpaw

ni

PL

mam

rice.plant

phéP

ACC

lù

get

lá

take

Pay

NMLZ

lam

way

gòn

narrate

dá

RES

Pay

NMLZ

lam

way

lóP-lóP

many-RED

Nà

exist

Pay

NMLZ

ráy

COP

t́ıP

but

mùN

also

g@dùn

short

Pay

NMLZ

khu

like

ǹná

ABL

nà

hear

Pay

NMLZ

lam

way

phéP

ACC

tsun

say

gàP

HORT

Na

say

yàN

when

j̀ıNphòP-P@myú

Jinghpaw-race

ni

PL

gò

TOP

mòy-CoN

long.ago-before

dèP

ALL

jan-C@ta-gá

sun-moon-land

ná

GEN

mam

rice.plant

phéP

ACC

lù

get

lá

take

màP

3pl

Pay

DECL

dàP.

HS

ジンポー人が稲を手に入れたことを語った話はたくさんあるけれども、短く聞いた話を

ひとつ言いましょうと言うならば、ジンポー人は最初、天界の稲を手に入れたそうだ。

(2) ráy

COP

t̂ım

but

nday

this

mam

rice.plant

Na

say

t̂ım

but

CoN

before

lù

get

lá

take

Pay

NMLZ

gò

TOP

kòp

rind

ń-lóm

NEG-accompany

Pay

DECL

dàP.

HS

しかし、これは稲といっても最初に手に入れたものは籾殻がついていなかったそうだ。

(3) ngu,

husked.rice

ngu

husked.rice

phéP

ACC

lù

get

lá

take

Pay

DECL

dàP.

HS

白米、白米を得たそうだ。

(4) lù

get

lá

take

ǹná

SEQ

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

wa

TOP

day

that

ngu

husked.rice

phéP

ACC

Cá

eat

Pay.

DECL

手に入れて人間たちはその白米を食べた。

(5) kháy

plant

yàN

when

mùN

also

day

that

ngu

husked.rice

phéP

ACC

kháy

plant

Pay.

DECL

植える時もその白米を植えた。

(6) ngu

husked.rice

tu

grow

Pay.

DECL

白米が生えた。

(7) ngu

husked.rice

pru

come.out

Pay.

DECL

白米が出てきた。

(8) ngu

husked.rice

tu

grow

pru

come.out

Pay

DECL

dàP.

HS

(植えたならば)白米が (そのまま)生え出てきたそうだ。

倉部 慶太
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(9) ráy

COP

t́ıP

but

mùN

also

day

that

ngu

husked.rice

wa

TOP

phyen

enemy

grày

very

lóP

many

Pay

DECL

dàP.

HS

しかし、その白米は敵が大変多かったそうだ。

(10) khàP

water

g@bà

big

wà

VEN

Pay

NMLZ

C@lóy

when

Ná

fish

ni

PL

mùN

also

Cá

eat

Pay

DECL

dàP.

HS

川が溢れると魚も食べたそうだ。

(11) Pù

bird

ni

PL

mùN

also

Cá

eat

Pay

DECL

dàP.

HS

鳥も食べたそうだ。

(12) yú

rat

ni

PL

mùN

also

Cá

eat

Pay.

DECL

鼠も食べた。

(13) dùsàt-dù.myéN

animal-COUP

ni

PL

mùN

also

Cá

eat

Pay.

DECL

動物も食べた。

(14) ngu

husked.rice

day

that

phéP

ACC

nàw

too.much

dz̀ıNr̀ı

trouble

Pay

NMLZ

m@jò

because

l@-ńı

one-day

mi

one

ná

GEN

P@tèn

time

thàP

LOC

ngu

husked.rice

day

that

wa

TOP

jan-C@ta-gá

sun-moon-land

dèP

ACC

phroN

flee

màt

COMPL

Pay

DECL

dàP.

HS

その白米をあまりにもいじめたために、ある日その白米は天へ逃げてしまったそうだ。

(15) phroN

flee

màt

COMPL

ǹná

SEQ

ńtâ-m@dùP

house-master

ni

PL

wà

return

yu

see

Pay

NMLZ

C@lóy

when

ngu

husked.rice

ń-Nâ

NEG-exist

s-ay

CSM-DECL

dàP.

HS

逃げてしまって主人たちが帰って見たとき白米はもういなくなっていたそうだ。

(16) ngu

husked.rice

ń-Nâ

NEG-exist

Pay

NMLZ

m@jò

because

day

that

m@Cà

person

ni

PL

g@thòN-m@Cà

village-person

ni

PL

grày

very

maw

wonder

Nà

CONT

màP

3pl

Pay

DECL

dàP.

HS

白米がいなかったのでその人たち、村人たちは大変驚いたそうだ。

(17) day

that

C@lóy

when

Pè

SFP

gùy-là

dog-male

l@Nây

one

mi

one

gò

TOP

‘‘Nay

1sg

mù

see

s-ay.

CSM-DECL

その時、一匹の雄犬が「私は見つけました」

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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(18) ngu

husked.rice

g@náN

where

dèP

ALL

yoN

face

wà

VEN

Pay

NMLZ

Nay

1sg

mù

see

s-ay’’

CSM-DECL

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「白米がどこへ向かったか私は見つけました」と言ったそうだ。

(19) C@lóy

then

gò

TOP

‘‘day

that

ráy

COP

yàN

when

naN

2sg

Nú

say

Pay

NMLZ

C@rà

place

dèP

ALL

Pánthe

1pl

phéP

ACC

woy

lead

sa

go

mỳıP’’

1pl.IMP

Nú

say

Pay

NMLZ

C@lóy

when

Pè

SFP

gùy-là

dog-male

day

that

gò

TOP

thó

up.there

jan-C@ta-gá

sun-moon-land

dèP

ACC

woy

lead

sa

go

Pay

DECL

dàP.

HS

その時、「それならば、あなたが言う場所へ私たちを連れて行ってください」と言った時、

その雄犬はあの天の地へ連れて行ったそうだ。

(20) woy

lead

sa

go

ǹná

SEQ

day

that

jan-C@ta-rúN

sun-moon-office

dèP

ALL

dù

arrive

Pay

NMLZ

C@lóy

when

day

that

jan-C@ta-l@mù-m@day-nát

sun-moon-sky-celestial.spirit-spirit

ni

PL

kóP

LOC

‘‘Pê,

INTJ

nánthe

2pl

jòP

give

Pay

NMLZ

ngu

husked.rice

wa

TOP

báy

again

wà

return

s-ay.

CSM-DECL

連れて行ってその天の役所に到着した時、その天の精霊たちのところで (人間たちは)「あ

なたたちがくれた白米がまた帰ってしまった」

(21) nánthe

2pl

kóP

LOC

báy

again

wà

return

s-ay

CSM-DECL

lô’’

SFP

Nú

say

ǹná

SEQ

tsun

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「あなたたちのところへまた帰りましたよ」と言ったそうだ。

(22) C@lóy

then

ngu

husked.rice

day

that

gò

TOP

‘‘Pê,

INTJ

Nay

1sg

múNkan-gá

world-land

dèP

ALL

ń-Nâ

NEG-exist

lù

get

s-ay.

CSM-DECL

その時、その白米は「私は地上ではもう暮らせません。」

(23) Nay

1sg

phéP

ACC

m@kòp-m@ga

cover-shield

Pay

NMLZ

ń-Nâ

NEG-exist

Pay.

DECL

「私を守ってくれるものはいません。」

(24) yòN-yòN

all-RED

Nay

1sg

phéP

ACC

jóm

join.force

Cá

eat

Pay

NMLZ

m@jò

because

Nay

1sg

ń-Nâ

NEG-exist

gúy

dare

Pay.

DECL

「みんなよってたかって私を食べるので私は (地上に)暮らす勇気がありません。」

(25) khr̀ıt

fear

Pay’’

DECL

Nú

QUOT

tsun

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「怖いです」と言ったそうだ。

倉部 慶太
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(26) day

that

C@lóy

then

gò

TOP

jan-C@ta-nàt-m@gam

sun-moon-spirit-authority

ni

PL

gò

TOP

‘‘Pê,

INTJ

day

that

ráy

COP

yàN

when

gò

TOP

naN

2sg

phéP

ACC

m@kòp-m@ga

cover-shield

na

IRR.NMLZ

m@tu

for

m@kòp

cover

dàt

away

ya

BEN

na’’

IRR

Nú

say

ǹná

SEQ

ngu

husked.rice

kóP

LOC

phýıP

skin

C@-lóm

CAUS-accompany

ya

BEN

Pay

DECL

dàP.

HS

その時、天の精霊たちは「はい、それならばあなたを守るために覆ってあげましょう」

と言って白米に籾殻を付けてやったそうだ。

(27) ráy

COP

t́ıP

but

mùN

also

‘‘Pê,

INTJ

phýıP

skin

Cà

only

C@-lóm

CAUS-accompany

Pay

NMLZ

Nay

1sg

ń-gúy

NEG-dare

Pay.

DECL

しかし、「籾殻を付けただけでは私は勇気がありません。」

(28) ń-wâ

NEG-return

gúy

dare

s-ay’’

CSM-DECL

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「もう帰りたくありません」と言ったそうだ。

(29) ‘‘Pê,

INTJ

day

that

ráy

COP

yàN

when

gò

TOP

náP

2sg.GEN

m@nò-m@naN

COUP-friend

ni

PL

mùN

also

grày

very

jòP

give

dàt

away

na’’

IRR

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「はい、それならば、あなたの友達もたくさんあげましょう」と (天の精霊は) 言ったそ

うだ。

(30) kháynu

maize

jòP

give

dàt

away

Pay

DECL

dàP.

HS

トウモロコシを与えたそうだ。

(31) C@gyi

millet

jòP

give

dàt

away

Pay

DECL

dàP.

HS

キビを与えたそうだ。

(32) C@pre

bean

jòP

give

dàt

away

Pay

DECL

dàP.

HS

豆を与えたそうだ。

(33) nàm-pàn

forest-flower

ni

PL

jòP

give

dàt

away

Pay

DECL

dàP.

HS

花を与えたそうだ。

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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(34) kumgyin

cucumber

ni

PL

k@khûm

pumpkin

ni

PL

Pnày

yam

ni

PL

ràw

together

Cà

only

di

do

ǹná

SEQ

báy

again

jòP

give

dàt

away

Pay

DECL

dàP.

HS

胡瓜や南瓜、芋を一緒にしてまた与えたそうだ。

(35) jòP

give

dàt

away

ǹná

SEQ

múNkan-gá

world-land

dèP

ACC

báy

again

wà

return

s-ay

CSM-DECL

dàP.

HS

与えて地上へまた帰ったそうだ。

(36) mam

rice.plant

nday.

this

この稲は。

(37) báy

again

wà

return

Pay

NMLZ

C@lóy

when

gò

TOP

jan

sun

dù

arrive

wà

VEN

Pay

NMLZ

m@jò

because

lam

road

l@pran

between

kóP

LOC

Pyúp

sleep

Pay

DECL

dàP.

HS

また帰る時、日が暮れたので道の途中で寝たそうだ。

(38) lam

road

l@pran

between

kóP

LOC

Pè

SFP

mam

rice.plant

gun

carry

wà

VEN

Pay

NMLZ

ni

PL

day

that

gùy-là

dog-male

thèP

COM

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

báy

again

wà

return

Pay

NMLZ

C@lóy

when

day

that

C@náP

night

ĆıNnyên

chameleon

l@Nây

one

mi

one

sa

go

wà

VEN

Pay

DECL

dàP.

HS

道の途中で、稲を担いで来た者たち、その雄犬と人間たちがまた帰る時に、その夜、一

匹のカメレオンが来たそうだ。

(39) ‘‘Pê,

INTJ

nánthe

2pl

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

mam

rice.plant

lá

take

wà

VEN

Pay

DECL

Na

say

Pay

NMLZ

gò

TOP

g@rà

which

khu

like

rê

COP

mam

rice.plant

wa

TOP

rê

COP

tâ’’

wh.Q

Nú

say

ǹná

SEQ

sán

ask

Pay

DECL

dàP.

HS

「やあ、あなたたち人間たちが稲を持って来たというのはどのような稲ですか」と言って

聞いたそうだ。

(40) C@lóy

then

C̀ıNgyim-m@Cà

hominoid-human

ni

PL

tsun

say

Pay.

DECL

その時、人間たちは言った。

(41) ‘‘mam

rice.plant

ń-phún

paddy-stalk

gò

TOP

Na-w@loy-l@koN

cattle-buffalo-upper.part.of.ear

rám-rám

about-RED

g@bà,

big

mam

rice.plant

ń-ŝı

paddy-fruit

gò

TOP

gùmrà-ǹmày

horse-tail

d@rám

about

wum

rich

Pay

DECL

dàP

HS

lô’’

SFP

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「稲軸は牛や水牛の耳上部のように太く、稲穂は馬の尻尾くらい豊かだってよ」と言った

倉部 慶太
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そうだ。

(42) C@lóy

then

ĆıNnyên

chameleon

pha

what

tsun

say

Pay

DECL

Pi.

y/n.Q

その時、カメレオンは何と言ったか。

(43) ‘‘Pê

INTJ

nánthe

2pl

mam

rice.plant

ń-phún

paddy-stalk

Nú

say

Pay

NMLZ

gò

TOP

nday

this

nyéP

1sg.GEN

PàP

GEN

m@ruN

spine

dzòn

like

grèn-grèn

be.raw.boned-RED

ráy

COP

PùgàP’’

OPT

Nú

say

Pay

DECL

dàP.

HS

「あなたたちが稲軸というのはこの私の背骨のように痩せこけますように」と言ったそ

うだ。

(44) ‘‘mam

rice.plant

ń-ŝı

paddy-fruit

Nú

say

Pay

NMLZ

mùN

also

nday

this

nyéP

1sg.GEN

PàP

GEN

ǹmày

tail

dzòn

like

rê

COP

k@ćı

few

Cà

only

ráy

COP

PùgàP’’

OPT

Nú

say

ǹná

SEQ

tsun

say

káw

away

ya

BEN

Pay

DECL

dàP.

HS

「稲穂というのもこの私の尻尾のように少なくなりますように」と言ったそうだ。

(45) day

that

m@jò

because

mam

rice.plant

ń-phún

paddy-stalk

mùN

also

g@j̀ı

small

màt

COMPL

Pay

DECL

dàP.

HS

そのために、稲軸も小さくなってしまったそうだ。

(46) mam

rice.plant

ń-ŝı

paddy-fruit

mùN

also

g@j̀ı-g@lù

small-long

ráy

COP

màt

COMPL

Pay

NMLZ

rê

COP

dàP.

HS

稲穂も細長くなってしまったのだそうだ。

(47) day

that

m@jò

because

dày-ńı

this-day

nát-jòP-pràt

spirit-give-period

ná

GEN

j̀ıNphòP

Jinghpaw

ni

PL

gò

TOP

day

that

ĆıNnyên

chameleon

phéP

ACC

mù

see

jaN

when

mù

see

Pay

NMLZ

C@rà

place

kóP

LOC

sàt

kill

káw

away

màP

3pl

Pay.

DECL

そのために、今日、精霊信仰をするジンポー人たちはそのカメレオンを見たら、見た場

所で殺してしまう。

(48) nday

this

gò

TOP

mam

rice.plant

thèP

COM

seN

be.related

Pay

NMLZ

màwmùy

folktale

g@dùn

short

ráy

COP

s-ay.

CSM-DECL

これが稲に関する短い民話である。

5.2 民話 2の文法注釈

本節では、5.1節で提示した民話資料本文に例示される文法項目のうち、特に注意を要するも

のに対する文法注釈を記す。4.2節同様、以下の注釈番号は 5.1節の例文番号と対応する。

ジンポー語の 2 つの民話資料と文法注釈
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1. 名詞 lamは本来的に「道」を意味する語であるが、補文を導入する補文標識としての機能も

果たす。

3. ジンポー語では近隣言語同様、「米」と関連する語彙が細分化されている。名詞 nguは脱穀さ

れた米 (玄米、白米)を指し、脱穀されていない米 (籾米)を指す名詞mamと対立を成す (Suzuki,

Kurabe, Iwasa, Shirai, Ebihara and Matsuse to appear)。これらの語は別語根である点に注目され

たい。なお、名詞 mamは「稲」の意味も表す。

14. 名詞 l@-ńı (one-day)「1日」の l@-は数詞 l@Nây「1」の弱化形に由来する。ジンポー語は、一

般的な数詞 l@Nây「1」に加え、より限られた環境で現れる数詞mi「1」を持つ。特に類別詞の

後では一般的な数詞 l@Nây「1」は生起せず、必ず数詞mi「1」が現れる。また、数詞mi「1」は

数詞 l@Nây「1」に後続し不定の意味を表す際にも用いられる。

23. ジンポー語の関係節は、4.2節の注 3に記したとおり、名詞化標識 Payにより形成され、関

係節形成は名詞化の一機能であると考えられる。本例において、名詞化標識 Payは無主部関係

節 (headless relative clause)を形成する役割を果たしている。

24. 動詞 jóm「協力する」は動詞連続の V1 として用いられると「一緒に」という意味を表し、

副詞的機能を果たす。ただし、副詞的に用いられる場合であっても、この動詞には否定辞を直

接、付加することができる。この事実はこの動詞が未だ動詞性を保っていることを示している。

25. 引用標識 Núは動詞 Nú「と言う」に由来する。動詞 Núは引用標識として用いられる場合、

否定辞を付加することができない。(25)に例示される Núは否定辞を付加することができないた

め、動詞ではなく引用標識へと移行しているものと考えられる。なお、動詞「言う」の引用標

識への文法化は通言語的に観察される現象である (Matisoff 1991:398–99, Lord 1993:151–213,

Heine and Kuteva 2002:261–65)。

29. 二人称代名詞属格形 náPは通時的に二人称代名詞 naNと属格 PàPの融合に由来する。

41. 名詞 mam ń-phún「稲軸」および mam ń-ŝı「稲穂」における形態素 ń- は通時的には名詞

mam「稲」の弱化形に由来する (Dai and Wu 1995:101)。この種の所有物に付加される所有者

形態素は一種の主要部標示 (head-marking)の例と見なすことができる。類例として以下の例が

ある。

(49) naN ‘you’ or náP ‘your’ > ń- ‘your’

náP

2sg.GEN

ń-nû

2GEN-mother

「あなたの母」

42. 4.2節の注 3に記したとおり、疑問語は本来、疑問語疑問文を形成する文末詞を誘発する

が、引用節中ではこの現象がキャンセルされる。本例では真偽疑問文を形成する文末詞 Piが用

いられている。この事実は、本例は表面上は引用節ではないけれども、Nú「と言うと」のよう

な形式が本例の後で省略されていることを示唆する。

倉部 慶太
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記号

. syllableboundary - morpheme boundary

略号

1 first person HORT hortative

2 second person HS hearsay

3 third person IMP imperative

pl plural INTJ interjection

sg singular IRR irrealis

wh wh-question LOC locative

ABL ablative NEG negative

ACC accusative NMLZ nominalizer

ADV adverbializer OPT optative

ALL allative PL plural

BEN benefactive Q question

CAUS causative QUOT quotative complementizer

COM comitative RED reduplicant

COMPL completive RES resultative

CONT continuous SEQ sequential

COP copula SFP sentence-final particle

COUP couplet TOP topic

CSM change-of-state marker VEN venitive

DECL declarative y/n yes/no

GEN genitive
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カムチベット語塔公 [Lhagang]方言の文法スケッチ

鈴木博之 四郎翁姆
オスロ大学 オスロ大学

キーワード：カムチベット語、Minyag Rabgang 方言群、名詞句、動詞句

1 はじめに
中国四川省甘孜藏族自治州康定市西部を中心に話されるカムチベット語Minyag Rabgang（木

雅熱崗）方言群 1に属する各種方言は、周辺の方言群 2と比べると分かるように、音対応や語彙
形式の面で一定の差異が認められる（Suzuki 2014a, Suzuki & Sonam Wangmo 2014）。一方、文
法的特徴に関しては、先行研究による記述が少なく、方言群の間の具体的な差異がどれほどな
のかを知ることは困難である。同様に、Minyag Rabgang方言群内の方言間の差異についても、
音声特徴（鈴木 2009, Lha-mo-skyid 2010）以外については知られていない。

図１（左）&図２（右） 塔公村の位置（＝印の位置）3

本稿では、康定市塔公鎮塔公村で話されるカムチベット語 Lhagang方言の簡便な文法スケッ
チを提示する。ただし、塔公村に居住するチベット語母語話者の普段の言語使用状況は単純で
はない。Suzuki & Sonam Wangmo (2014) の記述によると、塔公村には少なくとも４種類のチ
ベット系言語が話されており、そのうち２種がカムチベット語、残りの２種がアムドチベット語

1 格桑居冕 (1985) が「中路次方言」と呼ぶ諸方言とほぼ同一のものを指すと考えられる。ただし、
Zhang (1996)を見ると、中国の先行研究において格桑居冕 (1985)以外は特に当該地域のカムチベッ
ト語について独立の方言区画を設けていない。瞿靄堂・金效静 (1981)、張濟川 (1993)などを参照。

2 Suzuki (2009, 2014b)などを参照。
3 Suzuki & Sonam Wangmo (2015d) に用いられている地図と同じである。これらは Googlemaps

(https://www.google.co.jp/maps/)によって作成した (2015年６月 25日にアクセス)。

言語記述論集 (                                                                                                )                           Journal of Kijutsuken, Descriptive Linguistics Study Group                                                                                                                             8                                                                                                                                (2016), 21-90
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となっている 4。２種のカムチベット語は地域変種としては単一で、社会言語学的な差異とみな
すことができ、いずれも Lhagang方言と呼べるが、区別するために Suzuki & Sonam Wangmo

(2014)では Lhagang-A、Lhagang-Bと分けている。Lhagang-Bとは現地に最初期から定住して
いる人々が話す土地のカムチベット語を反映するものである。一方、Lhagang-Aは Lhagang-B

を基礎に、特にアムドチベット語の影響を受けて発達途上にある、Lhagang-Bの社会言語学的
変異といえる 5。本稿で記述するのは Lhagang-Bのほうである。以降、本稿で Lhagang方言と
述べている場合は原則 Lhagang-Bを指すものとする。なお、Suzuki & Sonam Wangmo (2015d)

が Lhagang-Aと Lhagang-Bの語彙形式を対照する形で資料を提供している。
Lhagang 方言の母語話者の言語使用はほぼ Lhagang 方言を用いて行われているが、村内に
複数の言語が分布しかつ用いられている点で、日常的な言語接触を生み出し、場合によっては
接触言語（アムドチベット語）も話すなど、必ずしも「単一言語使用」とはみなされない。実
際、語りの文脈では Lhagang-B による発話に Lhagang-A の形式が挿入されることがある（鈴
木ほか 2015ab, Suzuki & Sonam Wangmo 2017）。また、日常生活の中で漢語（西南官話四川方
言）の広範な使用も認められる。このため、Lhagang方言の置かれている言語環境は、Minyag

Rabgang方言群に属する方言群の中で、アムドチベット語との接触という特別な環境にあると
いえる。塔公村の人口は約 1500 人を数えるが、半数は本来塔公村周辺で牧畜民として生活し
ていたが政策によって定住した経緯を持つ移住者であり（Sonam Wangmo 2013）、本稿でいう
Lhagang 方言（Lhagang-B）の話者数もまた約半数と見積もられる。また、Lhagang-B は上述
の言語環境の中で急激な変化を被っており、塔公村の定住民が代々伝えてきた言語を現在記録
しない限り、容易に知ることができなくなる危惧がある（Suzuki & Sonam Wangmo 2015ab）。
本稿で用いる Lhagang方言の言語資料は、第１著者の現地調査で得られたものと、Lhagang

方言（Lhagang-B）を母語とする第２著者が提供したものである。前者の主な調査協力者はラモ
チェ [Lha-mo-skyid]さん（女性）で、塔公村の出身である。語彙調査および文法調査ともに漢
語を媒介言語とした翻訳形式を中心に行った。なお、本稿に収録する語彙および例文は、すべ
て第２著者によるチェックを経て、Lhagang方言（Lhagang-B）であることを確認した。これに
より本稿は Lhagang方言に関連する記述の中で、初めて Lhagang-Bに特化したものになる。
本稿の構成は、Lhagang方言の音体系の記述と具体例の提示（２節）、名詞句（３節）、動詞句

（４節）、文のタイプと分類（５節）の順で記述を行う 6。内容は Lhagang方言の記述に的を絞
り、近縁方言やチベット文語形式との対比という観点からの分析は行わない。語釈つき例文に
は通し番号を与える。末尾に索引を兼ねたもくじを配する。なお、本スケッチは、名詞句・動
詞句といった分類方法から漏れる周辺的な要素の記述が不十分であるほか、なお詳細な分析を
必要とする部分が少なくない。これについては、個別にかつ段階を経て稿をなすこととする。

4 Suzuki (2016), Suzuki & Sonam Wangmo (2016, 2017)はさらに複数の言語・方言の存在を報告して
いる。塔公村の詳細な背景については Sonam Wangmo (2013, 2014, 2016, forthcoming)を参照。

5 この複雑で整理の難しい状況になっているのは、塔公村の言語状況が十分に理解されないまま鈴木
(2006)による Lhagang-Aの記述報告が先行してしまったことによる。

6 本稿の構成は鈴木 (2014)に近い。ただし、Tournadre & Suzuki (forthcoming)を参考に書きかえた。
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2 Lhagang方言の音体系
本節では Lhagang方言（Lhagang-B）の音体系と各音素の具体例を提示する。表記には特殊

文字のようなものを含まない正書法を設けず、超分節音の記述を除いて直接音標文字を用いる。
音標文字には IPAのほか朱曉農 (2010)に定義される音標文字と鈴木 (2005)で用いられている
表記法も用いる。Lhagang 方言の音体系を提示している先行研究は存在する 7が、Lhagang-B

に限定した記述はないため、ここで改めて具体例を挙げつつ記述する。

2.1 音節構造
2.1.1 最大の音節構造

Lhagang方言の最大の音節構造（分節音の配列）は、鈴木 (2005)を参照して以下のように記
述できる。

CCiGVC

このうち Ci（初頭主子音）と V（音節核の母音）が必須であり、CiVを音節の最小構成とみ
なすことができる。C（先行子音）と G（わたり音）は共起することがほとんどない。しかし絶
対ないとは言えない。

Lhagang方言に認められる末子音は/P, w, j/がある。このうち、/P/が大部分の例を占める。/P/

は脱落する場合がある（2.3参照）。
これに超分節音素として声調が加わって実現される。ただし声調は原則的に最大２音節の音
韻語を単位としてかかるため、「音節構造」の中には記述されない。また、接辞類が付加される
場合には必ずしも語単位ではなく形態素単位になる（2.2参照）。

2.1.2 具体例
以下、各種分節音の配列について、それぞれ１つずつ例を掲げる。

表１：Lhagang方言の音節構造の具体例
C Ci G V C 具体例 語義

Ci V ´na 病気だ
Ci G V ´kwa 食用種子

C Ci V ¯HNa 太鼓
C Ci G V ´Hgwi Hgwi キャビネット

Ci V C ´úAP 崖
C Ci V C `hseP 金

各種音節構造はその出現頻度に大きな異なりが認められ、Gを含む例はあまり見かけない。

7 鈴木 (2006)、Suzuki & Sonam Wangmo (2015d)など。鈴木 (2006)の記述は Lhagang-Aを扱ってい
る。
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2.2 超分節音素
2.2.1 声調とその表記

Lhagang方言の超分節音素はピッチの高低による声調として実現される。声調パターンとし
て、以下の４種が認められる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

声調は原則として最大２音節からなる音韻語を単位としてかかるり、３音節以上からなる語
については、３音節目以降低平～中平のピッチとなって、弁別的にならないか、もしくは異な
る声調領域を形成する（具体例については 3.2や 3.7.1を参照）。
ただし、１音節語では高（高平/下降）、低（上昇/上昇下降）の２タイプのみが対立する。接
尾辞がついた時の声調の現れにより、４つのいずれかの声調記号を与えることになる。
声調のかかる単位の中には各種接尾辞類（格標識、名詞化標識、動詞接尾辞など）も含まれ
るが、接頭辞がある場合は接頭辞の声調パターンが語全体の声調に影響し、必ずしも中核的な
語の声調が維持されるとは限らず、動詞複合形式では中心となる各形態素（動詞語幹や TAM標
識）に接頭辞がつくたびに声調が新たに設定される。特定の接頭辞は独立した声調を担うこと
もある。
以上の声調記号は語（または音節）の初頭に付される。

2.2.2 具体例
以下に１～２音節語の声調の具体的な現れを示す。[ ]内には各音節の分節音を Sで代表し、
その右肩に調値を５段階 8で表示する。

表２：Lhagang方言の声調の実現
高平 上昇 下降 昇降

１音節語 ¯miP ´me `mı̃ ˆúe:

[S55/52] [S24/243] [S55/52] [S24/243]

「目」 「火」 「名前」 「ラバ」
２音節語 ¯miP hpW ´m@ tshe `m@ tsho ˆme toP

[S55S55] [S24S55] [S55S32] [S24S53]

「眉毛」 「命」 「他の人」 「花」
以上に示した調値は、初頭子音によって若干異なりが現れるが、弁別的ではない。声調は型
が弁別的に作用すると考えられる。
１音節語では２通りの型が認められ、語頭の高低だけが重要である。接尾辞がつくときの音
声実現によって声調の型が与えらえる。

8 正確には朱曉農 (2010)の定義に従うため３域６段階表示であるが、Lhagang方言では声域の区別を
行わない。また、伝統的な５段階で記述が可能であるため、５段階で記述することには問題はない。
いずれにせよ、調値は Lhagang方言の音体系にとっては重要ではない。
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2.3 母音
2.3.1 母音の舌位置による一覧
舌位置による一覧は次のようになる。

i 0 W u

e @ o

　 E 　 O

　　 a A

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母音は互いに
独立しているため、計４種の対立が認められる。ただし、すべ挙ての舌位置について４種の対
立が認められるわけではない。特に長鼻母音は出現に制限が見られ、語例もきわめて限定的で
ある。
母音の舌位置の表記は、実際の発音に最も近い補助記号を用いない音標文字で行う。母音の
性質上、音環境によって舌位置に変動が認められるが、本稿ではその記述を省略する。
「短母音＋声門閉鎖音/P/」の組み合わせは、語（形態素）によって語中において長母音と交替
することがある。この場合は実際の発音に基づいて記述する。

2.3.2 具体例
以下に短母音、長母音、鼻母音の具体例を掲げる。

　短母音例　　　 長母音例 鼻母音例
i ¯miP 目 ¯tshi: ラード ¯húı̃ 雲
e ´me 火 ¯Che: できる ˆúhẽ Ha 数珠
E ¯m

˚
E 薬 `mE: hso 休む ˆHzẼ Ca 袈裟

a ˆma htsa 資金 ´rW Hba: 亀 ¯Hmi lã 夢
A ´lA Na 腕 ´HdA: po 主人 `Hgo HÃ 鷹
O ´Ca shO 鳥小屋 ¯shO: őı̃ 明日 ¯HlÕ 牛
o ´mo hta xE 占い師 ´to: 熊 ´úA: khõ 洞窟
W ´mW tiP 真珠 ´kW: テント ¯hpW̃ ïãi 兄弟姉妹
u ¯mu ku 鳩 ¯ő̊u: ma 竹 ¯Hlũ mba 湿った
0 ´t0 tChe la 祭り ´p0: 昇る ˆtCh0̃ ts@ スカート
@ ¯m@ 人 ¯Hő@: ka ひづめ ¯tCh@̃ tsho 家族

/0̃/は借用語を除いて認められない。
鼻母音は語末位置にくる例において、発話によってはその鼻腔共鳴が失われ、非鼻母音とし
て実現されることがよくある。この事例は語を単独で発音する場合には認められない。
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2.4 子音
2.4.1 子音音素一覧
音節構造の主子音（Ci）位置に現れる要素の一覧は以下のようである。

表３：Lhagang方言の主子音（Ci）位置に現れる音素
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無声無気 F s ù C x h

有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

半母音 有声 w j

Lhagang方言に見られる子音連続の組み合わせ数は比較的多いが、その組み合わせのパター
ンは単純で、大きく前鼻音、前気音、わたり音を含むものに分けられる。前の２者とわたり音
は独立して現れることができるから、最大で３子音連続を形成するが、それの出現頻度は低い。

2.4.2 具体例
子音は、初頭子音について単子音および子音連続に分けて具体例を挙げつつ考察する 9。

A.単子音
単子音の具体例は、可能な限り２例ずつ挙げる。

閉鎖音・破擦音
Lhagang方言は基本的に閉鎖/破擦音に無声有気、無声無気、有声の３系列を有する。ただし、

声門閉鎖音は/P/の１つである。
そり舌閉鎖音系列/úh, ú, ã/は、場合によって微弱な摩擦を伴う破擦音として実現されることが、

9 末子音としては、/P, w, j/のみが認められるため、特にここでは取り上げない。
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その摩擦の弱さから破擦音とはみなさない。
有声音の系列はいずれも単子音としてはあまり見られず、語中に現れる例が多い。単子音/ã,

dý/は未確認である（子音連続の項を参照）。また、単子音/dz/は定着した借用語に限って現れる。

例語 語義 例語 語義
ph ´phAP HgE ぶた `ta phe: phe: 蝶
p ´pa mo 霜 ´pi: li 小牛
b ¯hkWP ba 糸 `tCh@ bu 大きい
th ¯thOP ka かまど ¯thuP 出会う
t ´ta hta 今 ´tuP 毒
d ¯tsẼ dE 栴檀 ´Hdo: do １にぎり
úh `úha mo 細い ¯úhiP 導く
ú ´úa 網 ˆúe: ラバ
ã 該当なし
kh ˆkha leP ふた ¯kho 彼/彼女
k ´ka Hu 護身符箱 ´ko Ngo 鶏
g ¯mW ge htõ 飢饉
P ¯Pa ma 母 `P@ ői: to 用途
tsh `tsha 塩 ¯tshi: 脂肪油
ts `tsa: ´pi: 芽が出る ´tsi ,i ねずみ
dz ´ji: dz@ 石鹸 ¯khE: dz@ 箸
tCh ¯tCha ro 氷 ¯tChoP あなた
tC `tCa lAP 道具 ´tCo: 着る
dý 該当なし

摩擦音
Lhagang方言は最大で摩擦音に無声有気、無声無気、有声の３系列を有する。ただし両唇摩
擦音とそり舌摩擦音には無声有気音のみが認められる。軟口蓋摩擦音、声門摩擦音は有気音を
欠く。単子音/s/は未確認である（子音連続の項を参照）。

例語 語義 例語 語義
F ¯Fu tsha 唐辛子 ¯FW tCi 飛行機
sh ¯sha 地 ¯shi Hbu 背負いかご
s 該当なし
z ˆzã mba 橋 ´zi: tChW 露
ù ¯ùa mo 硬い ´ù@: ts@ 柿
Ch ¯Cha 肉 ¯Chi: ,e 半分
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C ¯Ca Hdi ごみ ¯Ci: tshÕ 鳥の巣
ý ˆýa őu 鉛 ¯ýi 畑
x ¯xEj ts@ 靴 ¯xo tshE マッチ
, ´lA ,a 手 ´ji ,e 文字
h ¯hÕ 落ちる ¯ha ´ko 理解する
H ´Ho tCa ミルクティー `HuP pa ふくろう

共鳴音
Lhagang方言は基本的に鼻音/流音に無声、有声の２系列を有し、半母音には有声の系列のみ

が認められる。ただし、/r/には無声音がない。/r/は音価が多様で、中でも [ü, R, ô]といった発音
がよく認められる。

例語 語義 例語 語義
m ´ma ma 祖母 ¯miP 目
m
˚

¯m
˚

E 薬 ¯m
˚

uP pa 霧
n ´na hpa 病人 ¯n@ 天
n
˚

`n
˚

a 鼻 ¯n
˚

W 油
ő ´őa 魚 ´ői ma me toP ひまわり
ő̊ ¯ő̊i 心臓 ¯ő̊u: ma 竹
N ´Na 私 ´NW 泣く
N̊ ¯̊Na: tshe 早い ¯̊No 炒める
l ´lã 道 `luP 綿羊
l
˚

¯l
˚
a 神 ¯l

˚
E: 埋める

r ´ra tCoP つの ´re: 布
w ˆwa mo キツネ ´nA: wo 森林
j ´ja hkE 口蓋 ˆju hpu カラスムギ

B.子音連続
Lhagang方言に見られる子音連続の組み合わせは比較的多いが、その組み合わせには大きく
分けて主たる子音に先行する前鼻音と前気音、そして主たる子音に後続するわたり音に分けら
れる。わたり音と前２者は独立しており、最大で３子音連続となるが、借用語以外はほとんど
見られない。
また、基本的に前鼻音・前気音と主たる子音の間の有声性は一致する。
以下に子音連続の組み合わせを基準に分類して具体例を掲げる。
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前鼻音
前鼻音は有声および無声有気閉鎖・破擦音および一部の摩擦音に先行し、調音位置および有

声性において一致するのが基本である。
有声音に先行するもの

mb : ´mbW　虫
nd : ´ndã mba　泥
ïã : ´ïã@　めすヤク
Ng : ´Ngo　頭
ndz : `ndzo　ゾ（ヤクと牛の交配種のおす）
ődý : ´ődýã mba　あご

無声有気音に先行するもの

m
˚p

h : `m
˚pha r@　ジャッカル

n
˚t
h : ¯n

˚the mo　親指
ï̊úh : ¯ï̊úhi hpa　胆のう
N̊kh : ¯N̊kha Na　どら
n
˚ts

h : `n
˚tshe: úhuP　双子

ő̊tCh : `ő̊tChu hte　仏塔
ő̊Ch : ¯pha r@ `ő̊ChiP　拭き消す

前気音
前気音は各種無声無気音および有声音に先行し、有声性において一致する。
無声有気音に先行するもの

hp : `hpa wo　英雄
ht : ¯hta　馬
hú : `hú@ ma　乞食
hk : ¯hkWP ba　糸
hts : ¯htsa wa　根
htC : ¯htCÕ ma　木
hs : ¯hsE: ma　豆
hù : ´hùo　縫う
hC : ¯hCW　はぐ
hl
˚

: ¯hl
˚
A:　はやぶさ
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有声音に先行するもの

Hb : `Hba HlAP　波　　
Hd : ¯Hdo　石　　
Hã : ´Hãi:　蛇　　
Hg : ¯Hgo: pa　にんにく
Hdz : ´Hdzõ　町
Hdý : ˆHdýA: ýo　背　　
Hz : ´HziP　豹　
Hý : ¯Hýo:　乳牛
Hm : ¯Hma Ca　孔雀　
Hn : ¯Hna ma　息子の嫁
Hő : ¯Hői: ma　しわ
HN : ¯HNa ma　尾　　
Hl : ¯HlÕ　牛
Hw : `HwÃ tCha　権力
Hj : ¯Hje: ma　花椒　

そのほか
特定の語にのみ見られる子音連続の組み合わせには、両唇接近音/w/が語中に現れる例が認め

られる。これは有声前気音とは交替しない。

wdý : ¯htC0 wdýEP　 18　　
wý : ¯htC0 wý@　 14　　

わたり音
わたり音には/w/と/j/が認められる。多くが借用語に現れる。
/w/をもつもの

kw : ´kwa kwa　食用種子（＜漢語「瓜瓜」）

/j/をもつもの

pj : ˆpjẼ tã　かつぎ棒（＜漢語「扁擔」）
tj : ¯tjẼ　電気（＜漢語「電」）

３子音連続
Hgw : ´Hgwi Hgwi　キャビネット
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3 名詞句
3.1 名詞句の基本構造

Lhagang方言における名詞句は、中心となる語が名詞の場合、おおよそ以下のような構造で
現れる。

(指示詞)-(関係節)-名詞-(形容詞)-(数詞)-(指示詞)-格標識-(主題標識)

名詞句は基本的に何らかの格標識（ゼロ形態含む）を伴うと考えることができる。しかし実
際の記述の上では、一部の場所・時間などを表す名詞句がゼロ形態による格標識をとるものは
絶対格ではなく位格に置かれていると考え、ゼロ形態素 (∅)および語釈をいちいち表示しない。
また、格標識には主題標識が後続しうる。主題標識は名詞句のみに付加される。
指示詞は２か所に現れうるが、同時に現れることはまれである。詳細は 3.3.2参照。
修飾句は名詞化接辞を伴う名詞句の場合は被修飾語である名詞に前置され、形容詞もしくは
それに準じる形態の場合は被修飾語である名詞に後置される。両者の修飾句は共起可能である。
また、名詞化接辞を伴う名詞句それ自体が名詞と同等に機能するときも以上の名詞句構造を
とる。
以上のうち、名詞句の中心となる名詞に先行する指示詞、関係節、形容詞は、音節数にかか
わらず独自に声調を担うことができる。
名詞句の中心となる語には、名詞のほかに代名詞も現れる。代名詞の場合、名詞句はおおよ
そ以下のような構造で現れる。

代名詞-(数詞)-格標識-(主題標識)

代名詞は、形態によっては、格標示を格標識ではなく語幹の形態変化によって表すものがあ
る。なお、代名詞は修飾語（句）を伴わない。

3.2 名詞
単音節語、２音節語が多い。派生語や複合語の場合、３音節や４音節で１語になっているも
のもある。

1. 単音節語
¯n@「空」、´me「火」、´Ngo「頭」、`luP「綿羊」

2. ２音節語
¯Hda wa「月（天体）」、¯tChW miP「泉」、´HdA: po「主人」、¯hta Hga「くるみ」

3. ３音節語
¯HlÕ mbW tChe「象」、`ta phe: phe: 「蝶」、`thAP n

˚thAP htCe「織機」
4. ４音節語

¯Hdo Hdýe pha lã「ダイヤモンド」、´ú@ ma ődýe thi「垢」、¯hkÕ Hdýa ´lAP Hdýa「ムカデ」
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３、４音節語と考えられるものの中には、１～２音節ごとに個別の声調を担うものもある。
たとえば´HdýE: ´ka: ra「蜘蛛」、¯Pa tshu ´mbo ro「頬」などがある。
3.1で触れたように、場所・時間などを表す名詞はそれ自体位格に置かれていると解釈できる

一方、普通の名詞と同様にふるまい、文法格による標示が行われることも可能である。たとえ
ば、次のような名詞がある。

• 場所：¯Hjo ,o ma「左」、´nÕ tCha「内側」、`thoP「上」
• 時間：´ta ri「今日」、¯̊Na mo「朝」、¯shÕ pheP「来年」

ただし、場所を表す名詞は位格標識を伴うことが多い。
語構成について見ると、次のような接尾辞がよく見られる：/pa, ba, ma, wa, po, mo, wo/。い
ずれも語彙的に決まっており、基本的に生産的であるとは言えない。特徴的なのは/wa/で、本来
語・外来語を問わず各種地名に付加されて「～（出身）の人」の意味を表す、数少ない生産的な
接辞である。
動詞の名詞化接辞については、独立した節 3.5を設けている。

3.3 代名詞
人称代名詞と指示詞に分けて述べる。

3.3.1 人称代名詞
人称代名詞は、人称と数が区別される。

表４：人称代名詞一覧
人称 単数 不特定複数 特定複数（２を例に）
１ ´Na ´Na tsho ´Na Hői:

´Na r@ tsho [排除]

２ ¯tChoP ¯tChuP tsho ¯tCho: Hői:

３ ¯kho ¯kho tsho ¯kho Hői:

「数」は基本的に単数、不特定複数、特定複数が区別される。特定複数とは数詞を含む複数形
式である。以上の例では「２」を用いているが、「３」や「４」に置き換えることができる 10。こ
のうち、１人称の「２数」には聞き手の「包括」と「排除」が区別される。複数を表す/tsho/ 11は
[tsho, tso, dzo, zo]のいずれでも発音される。
「性」はいずれの人称においても区別されない。
「敬称」はいずれの人称においても認められない。

10 理屈の上ではどんな自然数でも入るが、実際の使用では２～５ぐらいが多くを占める。
11 形態素的には集合標識であり、複数標識ではないが、代名詞に付加されているものは、先行する形
態素とともに１語とみなし、語釈においても [複]と記す。
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１人称単数は、属格について格標識を伴う形式とともに、代名詞語幹の音形の異なりだけで
表すことができる。次のようにまとめられる。

表５：人称代名詞の語幹交替
格 １人称単数 ２人称単数 ３人称単数

絶対格 ´Na ¯tChoP ¯kho

属格 `Na / ˆNa-g@ `tChoP-g@ ¯kho-g@

表５の異なりは、たとえば次のように現れる 12。
(1) a `Na ´po mo-∅ ´reP

1.[属] 娘-[絶] [判]

（彼女は）私の娘です。
cf. b ´Na-∅ ´po mo-∅ ´ji:

1-[絶] 娘-[絶] [判/E]

私は（彼の）娘です。

3.3.2 指示代名詞
指示詞は近称、遠称が体系的に区別される。近称は基本的に話し手の手の届く範囲を示す。
遠称は話し手の手の届かない範囲ではあるがあまり離れていない範囲を示す。話し手からかな
りの距離がある範囲を示す形態が認められ、超遠称と呼んでおく。指示詞にさまざまな形態素
を伴い、場所や様態を示すことができるが、近称の場所には形態の異なる例が認められる。超
遠称は遠称の重複形で、指示詞単独でのみ用いられる。

表６：指示代名詞一覧
近称 遠称

指示詞 ¯nd@ / ´nd@ / ¯P@ nd@ ¯pha ru / ¯pha lu

集合 ´nd@ tsho ¯pha ru tsho / ¯pha lu tsho

場所 ´nd@ n@ / `Pa na ¯phu na

方向 ´nd@ ChoP ¯pha ru ChoP

様態 ´nd@ ïãa / ¯P@ ïãa ¯t@ ïãa

集合形は主に人について用いられる。場所形は位置または方向を示す。
指示詞は代名詞の機能と形容詞の機能を兼ねる部分がある。指示形容詞として用いる場合、
中心語に前置することも後置することも可能である。前置される指示形容詞は、後続する名詞
とは異なる声調領域の独立の声調を持つ。これらが単なる指示形容詞として、ただしその指示
力がほぼ失われた状態として用いられるとき、名詞に後置され、かつ独立した声調を担わない。

12 本稿における動詞にかかわる語釈には若干の注意が必要である。特に存在動詞と TAMを表す接辞
群には特別の語釈の方法を適用する。4.2.2, 4.6.1および本稿末尾の付録を参照されたい。
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(2) a ¯nd@ ´őA: őõ-∅ ¯shW-∅ ´reP

この 子供-[絶] 誰-[絶] [判]

この子供は誰ですか？
b ´őA: őõ-nd@-∅ ¯shW-∅ ´reP

子供-この-[絶] 誰-[絶] [判]

この子供は誰ですか？
(3) `Pa na ¯pı̃ ga-∅ ¯htCeP meP ´joP

ここ ビスケット-[絶] 少し [存]

ここにビスケットが少しあります。
(4) ¯P@ ïãa `P@-reP

このような [疑]-[判]

このようですか？

3.4 疑問語
疑問語は名詞句もしくはその一部を占める要素として機能するもののに加え、副詞的に機能
したり単独で述語になるものもある。ここで一括して記述する。

Lhagang方言の疑問語には次のようなものがある。

表７：疑問語一覧
形態 語義
¯shW 誰
`tC@ t@ 何
ˆka na どこ
¯tChW tsheP ´ka いつ（何時）
¯tC@ t@ reP te どのように
¯tC@ tsheP どれぐらい

疑問語には疑問文に用いられ疑問を表すものと、平叙文に用いられ疑問を表さないもの（不
定名詞、不定形容詞など）に分かれる。構造上はほぼ区別されないが、不定用法の場合、肯定
文は譲歩を表す接続詞¯naを伴う文の中に現れる傾向がある。以下では、疑問と不定の例をとも
に記述する。

¯shW「誰」
人について尋ねるときに用いる。複数形に¯shW shW / `shW tsho 13「誰々」がある。前者は複

数の特定の人物を列挙した答えを要求するときに用いられ、後者は誰かを代表とした集合の答
えを要求するときに用いられる。

13 第２の形式は「誰」に人称代名詞の集合標識が付加されたものである（3.3.1を参照）。
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(5) ¯tChoP-∅ ¯shW-∅ ´ji:

2-[絶] 誰-[絶] [判/E]

あなたは誰ですか？
(6) ¯tChoP tsho ´nÕ-la ¯shW shW-∅ ˆjo:-reP

2.[複] 家-[位] 誰.[複]-[絶] [存]-[判]

あなたたちの家には誰々がいますか？
(7) ¯nd@-∅ `shW tsho-g@ ¯khÕ mba-∅ ´reP

これ-[絶] 誰.[複]-[属] 家-[絶] [判]

これは誰の家ですか？
不定名詞の例は以下のようである。

(8) ¯shW-∅ ´ji: ¯na `Che:-l@ reP

誰-[絶] [判] ても 知っている-[未]

誰でも知っているでしょう。
(9) `shW-htCiP-g@ ´Na-∅ ´HdẼ la ´m@-ődý@-tu

誰-一-[能] 1-[絶] [否]-信じる-[証]

誰１人私を信じてくれません。

`tC@ t@「何」
事物についてたずねるときに用いる。

(10) `tChoP-la ¯mı̃-∅ `tC@ t@-∅ ˆhtA:-reP

2-[与] 名前-[絶] 何-[絶] という名前である-[判]

あなたは名前を何というのですか？
不定名詞の例は以下のようである。

(11) `tC@ t@ ¯shO: tCha:-la ´ta: rOP ¯ő̊i:-∅ ˆjoP reP

何 動物-[与] でも 心臓-[絶] [存]

どんな動物でも心臓があります。
¯tC@という１音節でも用いられるが、疑問を表さないことがある。

(12) ˆNa-la ¯tC@ ´na-HdýW-∅ ˆmeP-tu

1-[与] 何 病気だ-[名]-[絶] [存/否]-[証]

私には何も病気になるものはありません。（＝私は何の病気もしていません）

¯tC@「どんな」
疑問形容詞と呼べる。名詞に後続し、格標識がさらに後続する。

(13) `tChoP-la ¯hsÃ tCe ¯tC@-∅ ´jo:

2-[与] 意見 どんな-[絶] [存]

あなたはどんな意見がありますか？
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ˆka na「どこ」
場所についてたずねるときに用いる。名詞、位置、方向を表すとき、疑問詞単独で出現する

ほか、各種格標識を付加することで場所にかかわるさまざまな疑問文を形成することができる。
名詞 14

(14) ¯tChoP ¯pha ji:-∅ ˆka na ´reP

2.[属] 故郷-[絶] どこ [判]

あなたの故郷はどこですか？
位置

(15) ˆka na `nduP-jo:

どこ いる-[継]

（あなたは）どこに住んでいるのですか？
方向

(16) ˆka na ´ïão-go

どこ 行く-[必要]

（あなたは）どこに行きたいですか？
起点を表す場合は奪格標識を用いる。

(17) ¯tChoP tsho-∅ ˆka na-n@ ˆHõ-z@ ji:

2.[複]-[絶] どこ-[奪] 来る-[過]

あなたたちはどこから来ましたか？
人の出身を尋ねる場合は属格標識を用いる。

(18) ¯tChoP-∅ ´ta: ndo ˆka na-g@ ´reP

2-[絶] [地名] どこ-[属] [判]

あなたはダルツェンドのどこの人ですか？
不定名詞の例は以下のようである。

(19) ˆka na ´ma-ji:-sha ´tsi ,i-∅ ˆji:-tu

どこ [否]-[判]-[名] ねずみ-[絶] [判]-[証]

どこであろうと、ねずみ（ばかり）です。
(20) ´m@ ´ïã@ ïãa-∅ ˆka na ´ji: ¯na ˆjo:-reP

人 このような-[絶] どこ [判] ても [存]

こんな人はどこにでもいます。

¯tChW tsheP ´ka「いつ」
時間についてたずねるときに用いる。形態的に分析すると「どれくらいの時間」となるが、
実際の用法としては単に「いつ」の意味で用いられる。時間について「何時」と尋ねる場合に

14 この場合は統語上疑問詞「どこ」は名詞として機能しているが、絶対格は付加しない。
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は/¯tChW tshoP ¯tChW tsheP ´ka/ 15となる。
(21) a ¯tChoP-∅ ¯tChW tsheP ´ka `htseP-z@ ji:

2-[絶] いつ 到着する-[過]

あなたはいつ到着したのですか？
b ¯tChoP-∅ ¯tChW tshoP ¯tChW tsheP ´ka `htseP-z@ ji:

2-[絶] 何時 到着する-[過]

あなたは何時に到着したのですか？
不定副詞の例は以下のようである。

(22) ¯tChoP-∅ ¯tChW tsheP ´ka ¯khÕ ¯na ´Na tsho ´nÕ-la ´Hõ n@

2-[絶] いつ 暇だ ても 1.[複] 家-[位] 来る て
ˆőE:-l@ reP

できる-[未]

あなたは暇な時いつでも私たちの家に来ていいです。

`tC@ ïãa「どのようだ」
これは疑問副詞のほか、疑問形容詞として機能するため、次のように、動詞句用の接辞、名
詞化接辞が付加されうる。3.9および 4.4の形容詞の記述を参照。

(23) a ¯nd@ ¯m@-∅ `tC@ ïãa-tu

この 人-[絶] どのようだ-[証]

この人はどんなようですか？
b ¯nd@ ¯m@-∅ `tC@ ïãa-htCiP-∅ ´reP

この 人-[絶] どのようだ-[名]-[絶] [判]

この人はどんな人ですか？
不定副詞の例は以下のようである。

(24) ¯tChoP-∅ `tC@ ïãa ´lE: n@ ˆőE:-l@ reP

2-[絶] どのように する て できる-[未]

あなたはどのようにしてもいいです。

`tC@ ïãa z@ n@ / ¯tC@ t@ reP te「どのように」
方法、様態についてたずねるときに用いる。

(25) ¯tChoP-∅ ¯nd@ nÕ `tC@ ïãa z@ n@ ˆHõ-z@-ji:

2-[絶] ここ どのように 来る-[過]-[判]

あなたはここへどのように来たのですか？

¯tC@ tsheP「どれぐらい、いくら」
数量についてたずねるときに用いる。

15 形態素分析をすると、/¯tChW tshoP/「時間」＋/¯tChW tsheP ´ka/「いつ」となるが、ここでは語釈と
してひとかたまりで「何時」と示す (21b)。
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(26) ´ői ma ¯tC@ tsheP `nduP ¯tChoP

日にち いくら いる できる
（あなたは）何日いることができますか？

(27) ´úa pa-∅ ¯tC@ tsheP ˆjoP-reP

僧-[絶] どれくらい [存]-[判]

僧侶はどれぐらいいますか？
不定形容詞の例は以下のようである。

(28) ´Na-∅ ´tã: ¯tC@ tsheP ´hCoP ¯na ´Na-∅ ´t@-∅ ˆőo-li:

1-[絶] お金-[絶] どれくらい 使う ても 1-[絶] それ-[絶] 買う-[意]

私はお金をいくら使っても、それを買います。

`tC@ t@ re: hts@ reP「なぜ」
理由を尋ねる場合、固定された表現はなく、形態的に分析すると「どのような理由で」とな
る句を「なぜ」の意味で用いることになる（例文 29）ほか、複文の形式を取る場合（例文 30）
もある。

(29) ¯tChoP-∅ `tC@ t@ re: hts@ reP ´ïãa ïãa `tCh@ n@ ´Ho:-na

2-[絶] なぜ このように 遅い 来る-[調]

あなたはなぜこのように遅く来たのですか？
(30) ¯tChoP-∅ ¯hkEP tCha ´Ce: ´m@-őE: ¯n@ ¯tC@ ´reP

2-[絶] 話をする [否]-できる なら どんな [判]

あなたはなぜしゃべらないのですか？

3.5 名詞化標識
頻繁に見出される名詞化標識には/N̊khE/、/sha/、/HdýW/がある。名詞化標識はほとんどの場合、

名詞と同じく直後に格標識がつく。また、別の名詞に先行して、修飾句となったり、主部内在
型の構造を取ることもできる。

/-N̊khE/は/-xE/という異形態をもち、動詞語幹および形容詞語幹に後続して「人、行為者」を表
す名詞句を作ることができる。そのほか、その直後に/-m@/を伴い、全体として「～する人」を
意味する名詞句の一部となる。別の名詞に先行して、修飾句となるときには、名詞化される動
詞の行為を行うものが「人」に限定されない。

/-sha/は動詞語幹に後続して「場所」を表す名詞句を作ることができる。/-sha/がついた状態
で１つの名詞と分析することも可能である。ほかにも、単なる動詞の名詞化する機能も認めら
れる。

/-HdýW/は事物を表す名詞句を作る。
ほかに、動詞の TAM接辞に用いられる一部の接辞と形態論的に共通する形式/-z@, -l@/などが

統語上のふるまいとして、名詞化標識と分析される例（たとえば (33)など）が認められる。/-z@/

は「～したこと」（過去）を意味し、/-l@/は「～すること」（非過去）を意味する。

鈴木 博之・四郎翁姆

38



名詞化標識を伴う名詞句の例は以下のようである。

表８：名詞化標識を伴う名詞句
名詞化前 名詞化後
´No ´Che:「知り合う」 ´No ´Che:-N̊khE「知り合い」
¯l
˚
a ´Hzo「仏像を作る」 `l

˚
a Hzo-xE「仏像彫刻家」

¯khE: ma ¯hts@「牛を入れる」 ¯khE: ma hts@-sha「牛小屋」
´za「食べる」 ´za-HdýW「食べもの」
´za ma ´za「ごはんを食べる」 ´za ma ˆza-go-N̊khE「ごはんをこれから食べる人」

´za ma ˆza-tsha:-N̊khE「ごはんを食べ終わった人」

名詞化標識を伴う名詞句が文中に現れる場合の例は以下のようである。
(31) ¯luP HgE-∅ `hso-N̊khE-∅ ´joP-l@ reP

羊-[絶] 飼う-[名]-[絶] [存/疑]

羊を飼う人はいますか？
(32) ¯Pa ndo ¯hkEP-∅ ¯HdýÕ-sha-∅ `htsa-l@ ˆma reP

アムドチベット語-[絶] 学ぶ-[名]-[絶] 簡単な-[否/判]

アムドチベット語を学ぶのは簡単ではありません。
(33) ¯nd@-∅ ¯húa Chi-g@ ´úi-z@ `P@-reP

これ-[絶] [人名]-[能] 書く-[名] [疑]-[判]

これはタシが書いたものですか？
次の文は２通りの解釈ができる 16。

(34) ¯kho tsho-∅ ˆr@ Ngo-n@ ´ma: l@ ˆHo:-z@ ´reP

3.[複]-[絶] 山-[奪] 下へ 来る-[過] [判]

a 彼らは山から下りてきた人たちです。（名詞化の読み；語釈は直前の通り）
b 彼らは山から下りてきました。（動詞接辞群の読み；語釈の最後の [判]は不要 ）17

以上のほかに、/-HdýW/も認められ、主に「行為」を表す名詞句を形成する場合に用いられる。
その際動詞に接尾辞がある場合、その後ろに置かれる。

(35) ¯tChoP-∅ ´mA: tCÃ-∅ ´HdýAP-HdýW-la `P@-Hga

2-[絶] 麻雀-[絶] する-[名]-[与] [疑]-好む
あなたは麻雀をするのが好きですか？

16 厳密にいえば、(34)に示した語釈に従うと aの意味で理解される。ところが、実際の発話において、
文末の判断動詞が実際に声調を担っているかどうかは分かりにくい。声調を担っていない分析をす
ると、bの読みになる。

17 すなわち、/-z@ reP/で１つの単位を形成し、それに対して [過]の語釈が与えられるためである。4.6.1
を参照。
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(36) ¯nd@-∅ ´Na-∅ ´lE:-go-HdýW-∅ ˆji:-reP

これ-[絶] 1-[絶] する-[必要]-[名]-[絶] [判]-[判]

これは私がするべきことです。
名詞化した名詞句は修飾句になれるが、例文を見る限り被修飾語（句）に前置されるものと
主部内在型をとるものに分かれる。

(37) ´poP ko:-∅ ´tCõ-N̊khE ´őA: őõ-∅-t@ ˆka na ¯the:

チベット服-[絶] 着る-[名] 子供-[絶]-[主] どこ 去る
チベット服を着た子はどこへ行ってしまいましたか？

(38) `kho-g@ ´za ma-∅ ´lE:-z@-∅-t@ ´m@-ýı̃-tu

3-[能] おかず-[絶] 作る-[名]-[絶]-[主] [否]-おいしい-[証]

彼が作ったおかずはおいしくありません。

3.6 位置名詞の文法化
特定の位置を表す名詞は、別の名詞に後続し、それと同一の声調領域を形成しつつ、かつ直後
に位格標識を伴っても伴わなくてもよい、という環境で現れる。このような語は名詞が格標識
と似たふるまいをする形態への変化の途上、すなわち文法化の過程にあるといえる。分析上は
位置名詞の後ろにゼロ形態の位格があるものと理解しておく。このような名詞には、/Ngo/「～
の上」、/nÕ/「～の中」などがある。
たとえば、以下のようである。

(39) ¯tChoP-∅ ¯khuP ma-∅ ¯úo dz@-Ngo `HýAP-mo

2-[絶] かばん-[絶] テーブル-[位名] 置く-[調]

かばんをテーブルの上に置きなさいよ。
(40) ´Na-∅ ˆúÕ-nÕ ˆïão-li:

1-[絶] 街-[位名] 行く-[意]

私は街の中へ行きます。

3.7 数詞・量詞
ここでは基数詞、序数詞、不定標識、集合標識、量詞について記述する。

3.7.1 基数詞
以下に１から 29までの形態を示す。
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表９：基数詞（１～29）
+10 +20

0 ¯htCW ´ői ChW

1 ¯htCiP ¯htCo htCiP ´ői ChW ´htsa htCiP

2 ¯Hői: ¯htCo: Hői: ´ői ChW ¯htsa Hői:

3 `hsW̃ ¯htCW hsW̃ ´ői ChW ¯htsa hsW̃

4 ´Hý@ ¯htC0 wý@ ´ői ChW ¯htsa Hü@

5 ¯HNa `htCo: HNa ´ői ChW ¯htsa HNa

6 ´úuP `htC0 úuP ´ői ChW `htsa úuP

7 ¯Hd@̃ ¯htCW Hd@̃ ´ői ChW ¯htsa Hd@̃

8 ¯HdýEP ¯htC0 wdýEP ´ői ChW ¯htsa HdýEP

9 ¯HgW ¯htCW HgW ´ői ChW ¯htsa HgW

「１」は名詞とともに用いられるとき、/´tCiP/という異形態をもつ。
10台の数は基本的に「10」と「１の位」の形態素を並列する形になるが、各形態素の細部に
異なりが認められる。

20台の数は「20＋つなぎの要素/htsa/ 18＋１の位」で表し、「30」以降のきりの悪い数字も 20

台と同様の構成を取る。
30から 100までのきりのよい数は以下のようになる。
¯shW̃ tCW「30」
´Hý@ htCW「40」
¯HNa htCW「50」
ˆúu htCW「60」
ˆHd@̃ tCW「70」
ˆHdýa htCW「80」
ˆHgW htCW「90」
`Hdýa thã mba「100」
「100」は単独で用いる場合、形態素/`Hdýa/「100」に/thã mba/「ちょうど」を伴う形式が用い
られる。「100」から「199」までは「/`Hdýa/＋/d@/＋各種１～２けたの数」を並列して構成する。
「200」「300」などは、それぞれ¯Hői: Hdýa、¯hsW̃ Hdýaのように構成される。
「1000」以上の数詞には以下のようなものがある。
¯htõ / ¯htõ úhAP ¯htCiP「1000」
¯úh@ / ¯úh@ tshAP ¯htCiP「10000」
「2000」「20000」などの形式は、上の右側の形式の最後の音節の数詞を「２」に替えることに
よって構成される。
基数詞は算数の表現において名詞と同等の扱いを受ける。

18 声調は後続の１の位とともに１つの声調領域を形成する。
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(41) `htCiP-Ngo-la ¯Hői:-∅ ´nÕ n̄a `hsW̃-∅ ´reP

一-[位名]-[位] 二-[絶] 足す と 三-[絶] [判]

１足す２は３です　。19

例文 (41)のように、基数詞は位置名詞（3.6参照）を伴うことができ、文の構造から絶対格
（ゼロ形態）として扱われることになる（3.8参照）。

3.7.2 序数詞
序数詞は基本的に基数詞に/¯Pã/を先行させ、かつ基数詞に/-pa/を後続させることによって形
成される。たとえば/¯Pã ¯Hői:-pa/「第２」などのようである。ただし「第１」は/¯Pã ˆtÃ mbo/と
なる点に注意が必要である。

3.7.3 不定標識
不定標識は名詞句において数詞の位置に現れる数量表現である。形態的には/-ýiP/で、語源的
には数詞「１」/¯htCiP/と関連するが、特定数を表すものではない。

(42) ˆNa-hke Ha ´ji ge ¯hsa: pa-ýiP-∅ ´őo-roP

1-[領] 本 新しい-[不定]-[絶] 買う-[調]

私に新しい本を買ってください。

3.7.4 集合標識
集合標識は 3.3で触れたように、代名詞とともに現れるが、名詞に後続する場合もある。集合
標識とは、複数標識と異なり、先行する名詞の複数性を示すものではない。特に人名に後続す
る場合、それが意味するのは「～家の人々/一家」となる。

(43) ¯nd@-∅ ¯HwO HdE-tsho-g@ ¯khÕ mba-∅ ´reP

これ-[絶] [人名]-[集]-[属] 家-[絶] [判]

これはワンデ家の家です。

3.7.5 量詞
量詞は大きく類別詞と計量の単位（度量衡の単位を含む）に分けられるが、前者は Lhagang

方言には認められず、名詞（句）に直接数詞を後続させることができる。また、度量衡の単位
は漢語をそのまま用いることもある。
量詞を含む語順は「名詞＋量詞＋数詞」である。何らかの容器による単位を表す場合、「１」
に/´kÕ/が用いられる。また、「１」の場合は声調を担わず、先行名詞（もしくは量詞）とともに
１つの声調領域を形成することがある。

19 直訳すれば「１の上に２を足すならば３です」となる。
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(44) a ¯m@ {¯htCiP / ´tCiP}

人 １
１人の人

b ¯m@ ¯Hői:

人 ２
２人の人

(45) ¯xEj ts@ ¯tCha ¯htCiP

靴 対 １
１そろいの靴

(46) ¯tChÕ ´tã mbi ´kÕ

酒 瓶 １
１瓶の酒

量詞と数詞のみからなる句が名詞を修飾せず独立して用いられることもある。
(47) ´ta rOP ´phW r@ ´kÕ-∅ ¯za

もう 碗 １ 食べる
もう１碗食べなさい。

3.8 格体系
Lhagang方言は、文法格として複数項を取る動詞（4.3参照）の行為者をマークする能格型の
格体系を持つ 20。

3.8.1 格標識一覧表
Lhagang方言における格標識の一覧は次のとおりである。

表 10：格標識一覧
形式 S/A/P標示 非 S/A/P標示

無標（∅） 絶対格 （位格）
g@ 能格 具格/属格

la / l@ 与格 位格
d@ 共格
n@ 奪格

hke Ha 受領格
ji: / le: 比較格

Lhagang方言は、文法格として絶対格、能格、与格、共格が認められ、S/A/Pの標示を担う。
これらの格は動詞が要求することが通常であるが、厳密な格支配関係を認めるのではなく、特

20 格体系の記述は澤田編 (2010)を参考にしている。
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に能格標示については語用論的な側面が強い 21。
格標識を形態論的に見た場合、ゼロ形態を含めても７種類が区別されるだけであるが、格の

名称はその機能によってある程度下位区分を設ける。非 S/A/P標示については語用論的な省略
が認められない傾向にある、といった面も考慮される。
絶対格は無標であり、例文中に ∅で示す。また位格もしばしば音形が省略され、絶対格と区
別ができなくなるが、文中での役割が異なっている。本稿の例文において、音形式の認められ
ない位格は一律表示していない。これは 3.2で述べた場所・時間を表す名詞、および 3.6で述べ
た位置名詞などに当てはまる。
格標識は独立して名詞句を形成することはできない。ただし共格は独立の声調を担い、接続
詞として機能する事例も認められる。
また、格標識の連続は認められない。
なお、人称代名詞の属格は形態（声調）変化によって標示する。詳細は 3.3.1を参照。

3.8.2 用法
以下、文法格（S/A/P標示）、非文法格（非 S/A/P標示）の順に、簡潔に用法を記述する。

文法格：絶対格（-∅）
絶対格の用法としては、判断動詞の Sおよび補語、存在動詞の Sおよび所有者、１項動詞の

S、多項動詞の被動者 P、多項動詞の行為者 A、使役文における被使役者などがある。
判断動詞の Sおよび補語

(48) ´t@-∅ ˆtõ N̊khu:-∅ ´reP

それ-[絶] マニ車-[絶] [判]

それはマニ車です。
存在動詞の S

(49) ˆNa-la ¯khÕ ba ¯Hői:-∅ ´joP

1-[与] 家 ２-[絶] [存]

私には家が２軒あります。
１項動詞、形容詞述語の S

(50) ´Na-∅ `kha hkÃ-tu

1-[絶] のどが渇く-[証]

私はのどが渇きました。
多項動詞の被動者

(51) ¯tChoP-∅ ¯kho-∅ ´No `P@-Che:

2-[絶] 3-[絶] 知り合いである [疑]-[語幹]

あなたは彼を知っていますか？

21 DeLancy (2011)の記述もあわせて参照。
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多項動詞の行為者
(52) ¯tChoP-∅ ´tu wa-∅ `n

˚thÕ-l@ `P@-reP

2-[絶] たばこ-[絶] 飲む-[名] [疑]-[判]

あなたはたばこを吸いますか？
使役文の使役者

(53) `Pa ma-∅ ˆNa-la `kho rO: ´ko ze-∅ ´tCu:-htCuP-the:

母-[絶] 1-[与] 自身の 服-[絶] 着る-させる-[完]

母は私に彼女自身の服を着させました。
文意が明確であれば、すべての文法格の表示が行われる名詞句は絶対格で現れうる。

(54) ´Na-∅ ¯tChoP-∅ ¯nd@-∅ ´Hýi:

1-[絶] 2-[絶] これ-[絶] 与える
私はあなたにこれをあげましょう。

文法格：能格（-g@）
能格は多項動詞の行為者を示すが、中心語が名詞・代名詞にかかわらず、その使用は任意で
あり、行為者を強調したり対比したい場合に特に用いられる。ただし行為者が被動者より後に
来る場合 22は、ほぼ義務的に用いられる。これは文意の曖昧性の回避のために起こる現象であ
ると考えられる 23。
行為者が文頭にある場合

(55) ¯kho-g@ ´poP hkEP-∅ ¯Che:-l@ `P@-reP

3-[能] チベット語-[絶] 知っている-[疑/未]

彼はチベット語が分かりますか？
行為者が被動者より後に来る場合

(56) ¯nd@-∅ ¯Hdo Hdýe-g@ ˆlẽ-z@ reP

これ-[絶] [人名]-[能] 作る-[完]

これはドッジェが作りました。
被動者が発話に現れない場合

(57) ˆNa-g@ `hso-z@ ˆma-ji:

1-[能] 育てる-[過/否]

私が（それを）飼っているのではありません。
原因を表す場合（無生物の行為者としての解釈 24）

(58) ¯HlÕ kha-g@ ¯Ch ı̃ phõ-∅ `ndzoP-khe:

風-[能] 木-[絶] 倒れる-[完]

風で木が倒れました。

22 この語順の場合、日本語では受け身で訳すほうが意味的に近いと考えられる。
23 LaPolla (1992)を参照。
24 例 (50)においては、動詞語幹に「倒れる」と「倒す」の区別が存在しないため、「風」に付加され
る/-g@/が能格とも具格とも解釈することができる。
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名詞句の中に現れる行為者を示すときにも能格標示が維持される。
(59) ¯tChoP-∅ ˆNa-g@ ¯Che:-∅ `htCeP-z@-∅-t@ ˆnÕ-la `khW-sho:

2-[絶] 1-[能] 薪-[絶] 割る-[名]-[絶]-[主] 中-[位] 持つ-行く.[命]

あなたは私が割った薪を持って家の中へ入りなさい。
使役文の使役者も能格で現れうる。能格を用いた場合、使役者が故意に行った行為であるこ
とを強調する。

(60) `kho-g@ ¯luP HgE ´tChõ tChõ ¯Hői:-∅ `Ch@-htCuP-khe:

3-[能] 羊 小さい ２-[絶] 死ぬ-させる-[完]

あなたは２匹の子羊を（わざと）死なせました。
能格が期待される場合に絶対格を用いるのも文法的に許容される。

(61) ´Na-∅ ¯nd@-∅ ´za-őE:-l@ ˆma-reP

1-[絶] これ-[絶] 食べる-できる-[否/未]

私はこれを食べることができません。
(62) ´Na tsho-∅ `kho-la ¯nd@-∅ ´za-kha ˆma-htCuP

1.[複/包]-[絶] 3-[与] これ-[絶] 食べる-[使] [否]-させる
私たちは彼にこれを食べさせてはいけません。

文法格：与格（-la）
文法格として機能する与格は特定の動詞と結びついて用いられる。動作動詞および感情動詞
の場合は対象を、授与動詞の場合は受益者を、存在動詞の場合は所有者もしくは位置を、それ
ぞれ標示する。特に存在動詞とともに現れる与格はたとえ場所を意味する名詞句についても省
略されないため、文法格の与格に相当すると解釈する 25。

(63) ´Na-∅ `tChoP-la ¯Hga

1-[絶] 2-[与] 愛する
私はあなたを愛しています。

(64) ´Na-∅ ˆïãe-la `htCAP-tu

1-[絶] お化け-[与] 怖い-[証]

私はお化けが怖いです。
(65) ´Na-∅ `kho-la ¯nd@-∅ ´Hýi:-li:

1-[絶] 3-[与] これ-[絶] 与える-[意]

私は彼にこれをあげましょう。
(66) ´Hgwi Hgwi ´nÕ tCha-la ¯Hde: ma-∅ ´ta: rOP `P@-ji:-tu

キャビネット 中-[与] 皿-[絶] まだ [疑]-[存]-[証]

キャビネットの中にお皿はまだありますか？

25 /-la/には表 10のように、文法格としての「与格」と非文法格としての「位格」の２つの機能がある。
存在動詞（4.2.2 参照）は「所有」「存在」「位置」を統語上の格標示によって表すため、ここでは
「位格」ではなく「与格」となる。
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また、３項動詞における受益者を表す場合にも用いられる 26。
(67) ˆNa-la ¯tCh@ ´Hdýa-∅ `Hja:-roP

1-[与] 元 100-[絶] 貸す-[調]

私に 100元貸してください。
(68) ˆNa-la ¯za ma-∅ ¯htCeP meP `Hýi:-roP

1-[与] ごはん-[絶] 少し 与える-[調]

私にごはんを少しください。
加えて、使役文における被使役者も与格で表示される。

(69) ´Hão: ma-la ´la ji:-∅ ´le:-htCuP-Hgo

[人名]-[与] 民謡-[絶] 歌う-させる-[必要]

ドマに民謡を歌わせましょう。

文法格：共格（-d@）
文法格として機能する共格の例は多くはなく、特定の動詞と結びついて用いられる。

(70) ¯kho-∅ ¯őAP őõ ´tChõ tChõ-d@ ¯ïãa ïãa-reP

3-[絶] 子供 小さい-[共] 同じだ-[判]

彼は小さな子供と同じです。

非文法格：属格（-g@）
属格は所属、属性を表す際に用いられる。属格標識は/g@/である。

(71) ¯kho-g@ ¯pha ji:

3-[属] 故郷
彼の故郷

(72) ¯shÕ pheP-g@ ´lo hsE:-∅ ¯Nda wa ¯Hői: pa-nÕ ˆreP-pa

来年-[属] 新年-[絶] ２月-[位置] [判]-[証]

来年の新年は２月でしょう。
属格標識で形成される名詞句が直接判断動詞の補語として用いられる場合がある。S/A/P の
表示にからむ点では属格標識の後ろにゼロ形態の絶対格が認められる余地があるが、ここでは
この記述を省略する 27。

(73) ¯kho tsho-∅ ´põ mbo `Hgõ ba-g@ ´reP

3.[複] ボン教寺院-[属] [判]

彼らはボン教寺院の所属の人です。

非文法格：具格（-g@）
具格は道具、材質、手段などを示す際に用いられる。

26 ただし、与格で標示される項自体を省略することができる。
27 属格をめぐる格標示の構造については、さらに考察する必要性がある。属格標識は名詞（句）に後
続するため、「名詞化標識」ではないが、名詞の派生接辞という見方もある。
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材質
(74) ¯nd@-∅ `Chi:-g@ ˆle:-z@ reP

これ-[絶] 木-[具] 作る-[過]

これは木でできました。（これは木製です）
道具

(75) ¯tCh@ HgE ¯pha lu t@-∅ ¯l
˚
a mo-g@ ˆpiP Hga-g@ `HdýAP-z@ reP

犬 あの-[絶] [人名]-[能] 棍棒-[具] 打つ-[過]

あの犬はラモが棍棒で打ちました。
なお、/g@/という音形には多数の意味が存在し、次の例のように１文中に共起することもある。

(76) `tChoP-g@ ¯HgÃ po-∅ ¯Hdo Hdýe-g@ `htCAP-g@ ˆlẽ-z@ reP

2-[属] 箱-[絶] [人名]-[能] 鉄-[具] 作る-[完]

あなたの箱はドッジェが鉄で作りました。

非文法格：受領格（-hke Ha）
受領格は、動詞が特別に項として要求してはいないが、受益者・受領者を表すときに用いられ
る。与格と機能が重なっているところがあるが、受領格のほうが発話の中で「～のために」と
いう意図を明確に表す。

(77) ˆNa-hke Ha ´ji ge ¯hsa: pa-ýiP-∅ ´őo-roP

1-[領] 本 新しい-[不定]-[絶] 買う-[調]

私に新しい本を買ってください。
(78) ˆNa-hke Ha ´ji ge-ýiP-∅ ˆúi-roP

1-[領] 手紙-[不定]-[絶] 書く-[調]

私に手紙を書いてください。
(79) ˆNa-hke Ha `Hgo-tCiP-∅ `Chi-roP

1-[領] 扉-[不定]-[絶] 開ける-[調]

私のために扉を開けてください。

非文法格：位格（-la）
位格は無標の位置・方向を示す。文意が明快な場合は省略可能で、しばしばゼロ形態として
現れる。
位置名詞に後続する位格は省略可能である。

(80) ´pa thaj-Ngo-la ¯tChÕ ´tÃ bi `HýAP-ji:-tu

カウンター-[位置]-[位] 酒瓶 置く-[継]-[証]

カウンターの上には酒瓶が置いてあります。

非文法格：奪格（-n@）
奪格は時間・空間の起点を表す。
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(81) ´Na-∅ ¯l
˚
a sha-n@ ˆHõ-z@ ji:

1-[絶] [地名]-[奪] 来る-[過]

私はラサから来ました。
(82) ¯Hde Hge-n@ ¯l

˚
a sha ´pa: ma ¯thAP ˆri:-l@ `P@-reP

[地名]-[奪] [地名] 間 遠い-[未/疑]

デルゲからラサまでの間は遠いですか？

非文法格：比較格（-ji: / -le:）
比較格は比較対象を表し、２つの形式が認められる。これらは交換不可能であるが、その使
い分けの基準は明らかではない。

(83) ´me toP-nd@-∅ ¯pha lu-g@ ´me toP-ji: ¯htE: ˆjAP-tu

花-この-[絶] あれ-[属] 花-[比] さらに よい-[証]

この花はあの花よりきれいです。
(84) ´Na-∅ `tChoP-le: ´lo ¯htCW-∅ `tChe-tu

1-[絶] 2-[比] 年 10-[絶] 大きい-[証]

私はあなたより 10歳年上です。
以上のもの以外にも、比較は複文形式で表されることもある。

(85) ¯m
˚

jE:-∅ ¯n
˚thõ ¯ji: ht@ ¯khAP ¯HdýAP-n@ ˆphẼ-tu

薬-[絶] 飲む 比べる 点滴を打つ -[名] 有効だ-[証]

薬を飲むよりも点滴を打つほうがよいです。

28

3.9 形容詞：修飾用法として
Lhagang方言における形容詞は、名詞に後続させて修飾語として用いられる場合と、動詞と

共通する接辞をとって述語になる場合がある。ここでは、名詞を修飾する構造について述べる。
修飾用法として用いられる形容詞の形態としては、以下のようなものが代表的である。

1. 重複語幹およびそれに準じるもの
¯Ngo Ngo「曲がった」、ˆnAP nAP「黒い」、`Hma Hma「低い」、´tChÕ tCho「小さい」

2. １音節語幹＋接尾辞
`tCh@ bu「大きい」、`Hdý@P mo「重たい」、¯Hőı̃ mba「古い」、´jA: xE「よい」

3. ２音節語
ˆlo tChõ「若い」、`HlE Hgo「平凡な」

4. 複合型
ˆHdýa tCh@ bu「幅広い」（「幅」＋「大きい」）、
¯Hma ¯she she「真っ赤の」（「赤い」＋（強意））、

28「点滴を打つ」という語は/¯khAP/「針」と/¯HdýAP/「打つ」という複合語で表されるが、これは漢語
の「打針」（点滴を打つ）の翻訳借用であろう。
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¯Cha ¯HdýA: pa「太った」（「肉」＋「太った」）、
´kõ `Hde mo「安い」（「値段」＋「安らかな」）

修飾用法の場合、単音節語幹が単独で現れることはほとんどない。
重複タイプは、必ずしも第１音節と第２音節の音形式が同じになるとは限らない。また、重
複それ自体は形態の一特徴であり、形容詞の修飾用法および単純な述語用法 29であることを明
示する以外に特別な意味機能があるわけではない。
文中で修飾語として用いられる場合、形容詞は被修飾名詞に後置されるのを基本とし、数詞
は形容詞に後続する。形容詞が複数ある場合、数量を表す形容詞が最後に来る。

(86) a Na-la ´me toP ¯Hma: bo ´tChõ tChõ-∅ ´joP

1-[絶] 花 赤い 小さい-[絶] [存]

私は小さい赤い花を持っています。
b Na-la ´me toP ¯Hma: bo ´tChõ tChõ ´mÃ bo-∅ ´joP

1-[絶] 花 赤い 小さい 多くの-[絶] [存]

私は多くの小さい赤い花を持っています。
名詞化による修飾句は被修飾語に前置される。

(87) Na-la `tChoP-g@ ¯htCe:-z@ ´me toP ´tChõ tChõ ´mÃ bo-∅ ´joP

1-[絶] 2-[能] 摘む-[名] 花 小さい 多くの-[絶] [存]

私はあなたの摘んだ多くの小さい花を持っています。

3.10 主題標識
主題標識は/t@/で、語用論的に特定の名詞句を主題化したいときに格標識の後ろに現れ、同時

に名詞句の終止を示す。また、息継ぎ、あるいは考えながら発話するときのフィラーとして機
能する場合があり、必ずしも付加された名詞句を主題化しているとは限らない。

(88) ¯phAP ¯hka Hbo-∅-t@ ¯kho tsho-g@ `hso-z@ reP

白ぶた-[絶]-[主] 3.[複]-[絶] 育てる-[過]

白ぶたは彼らが飼っていました。

4 動詞句
4.1 動詞の基本構造

Lhagang方言における動詞は、動詞語幹が単独すなわち動詞連続を形成していない場合、お
およそ以下のような構造で現れる。

(方向接辞)-(否定辞/疑問接辞)-動詞語幹-(TAM標示部分)-(疑問接辞/語気助辞)

このうち、TAM標示部分は複数の接辞群から成立しており、否定辞がここに現れる場合もあ
る。通常の否定文の場合、否定辞は動詞語幹に先行しないが、２度否定辞が現れることがあり、
それは二重否定の意味となる。

29 特定の述語用法の場合には重複しない例がある。4.3参照。
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接頭辞が１つで、かつ動詞語幹と直接的につながっている場合、接頭辞と動詞語幹は１つの声
調単位になり、接尾辞はそれが否定辞もしくは疑問辞を含まない限り、独立の声調をもたない。
以上の基本構造はすべての動詞についてあてはまるが、動詞語幹は述語動詞と本動詞に分け
られる。そのうち述語動詞については、特別な記述が必要とされる。このため、以下 4.2および
4.3に分けて記述する。

4.2 述語動詞
述語動詞には、判断動詞と存在動詞がある。これらは単独用法のほかに動詞句末接辞として
置かれて動詞句を形成する要素にもなる。これらは 4.6.1で記述する TAM接辞との共起に制限
がある。

4.2.1 判断動詞
判断動詞の主な形態は以下のようである。

表 11：判断動詞の形態
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
egophoric ´ji: ´ma-ji: `P@-ji: ´ma-ji:-la

non-egophoric ´reP ˆma-reP `P@-reP ´ma-reP-la

判断動詞の語幹は/´ji:/と/´reP/の２種類が認められる。これらの使い分けは、前者が発話内容
を発話者自ら（１人称）に関連づける（egophoric）ときに用いられ、そうでない（non-egophoric）
場合は後者が用いられる 30。発話者自らに関する発話に関して egophoric と non-egophoric の
使い分けが可能である。ただし、条件、譲歩を表す従属節の中においては、egophoricの性質は
区別されず、/´ji:/語幹のみが使用される。
疑問文および各種否定は以上の２つの語幹を含む接辞を伴う形で表されるが、その接辞は上
表に示したものが一般的である。

(89) a ´Na-∅ `tshõ mba-∅ ´ji:

1-[絶] 商人-[絶] [判/E]

私は商人です。
b ´Na-∅ `tshõ mba-∅ ´reP

1-[絶] 商人-[絶] [判]

私は（誰が見ても分かるように）商人です。

30 用語の詳細は Tournadre & LaPolla (2014)を参照。
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(90) a ´Na-∅ ¯lo s@-∅ ´ma-ji:

1-[絶] 先生-[絶] [否]-[判/E]

私は先生ではありません。
b ´Na-∅ ¯lo s@-∅ ´ma-reP

1-[絶] 先生-[絶] [否]-[判]

私は（誰が見ても分かるように）先生ではありません。
(91) ´t@-∅ ¯phAP HgE-∅ ´reP

それ-[絶] ぶた-[絶] [判]

それはぶたです。
次のような例では、たとえ発話が発話者にかかわっているとしても、/´ji:/語幹の使用は容認さ

れない。
(92) ¯kho-∅ `Na ¯me me-∅ ´reP

3-[絶] 1.[属] 妹-[絶] [判]

彼女は私の妹です。
２人称が主語であるとき、肯定文では non-egophoricの形式が、疑問文では egophoricの形式
が用いられる。これは egophoricの予測的用法（anticipation usage）と呼ばれる 31。

(93) ¯tChoP-∅ ¯shW-∅ ´ji:

2-[絶] 誰-[絶] [判/E]

あなたは誰ですか？
否定疑問の形式に現れる接尾辞/-la/は、おそらく TAM接辞/-l@/と語気助辞/-Ha/の連続/-l@-Ha/

の縮約に由来するものと考えられる。これは否定疑問にのみ用いられる。この形式は、確認の
語気助辞を含んでいるとはいえ、文字通り疑問の意味しか持たない。

(94) ¯tChoP-∅ ¯l
˚
oP ma-∅ ´ma-ji:-la

2-[絶] 誰-[絶] [否]-[判/E]-[疑]

あなたは学生ではないのですか？
/´ji:/にはさらに TAM接辞類のなかの判断動詞が後続する。/ˆji:-reP/は当然であるという含意
がある。一方、egophoricityの表出は明確ではなくなる。

(95) ¯P@ ïãa ˆji:-reP

このように [判]-[判]

当然このようです。
/´ji:-l@ `P@-reP/や/´ji:-l@ reP/といった表現も認められる。前者が可能性の低い判断を表明する

疑問文であり、それに対して平叙文の形態が呼応する。平叙文単独ではあまり用いられない。

31 用語の詳細は Tournadre & LaPolla (2014)を参照。
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(96) a ´No ma ¯P@ ïãa ´ji:-l@ `P@-reP

本当に このように [判]-[未/疑]

本当にこのようなのですか？
b ´No ma ¯P@ ïãa ´ji:-l@ reP

本当に このように [判]-[未]

本当にこのようです。
c ´No ma ¯P@ ïãa ´ji:-l@ ˆma-reP

本当に このように [判]-[未/否]

本当にこのようではありません。
判断動詞の否定疑問の形式に/-l@ `P@-reP/がつくと反語的用法になり、意味的には強調を伴う
肯定となる。

(97) ¯tChoP-∅ ¯l
˚
oP ma-∅ ´ma-ji:-la-l@ `P@-reP

2-[絶] 誰-[絶] [否]-[判]-[疑]-[未/疑]

あなたは学生ではないのですか？（学生でしょ！）
次の文は、構造上も意味上も存在を表していると考えられるが、動詞には判断動詞が用いら
れている。

(98) ´shÕ pheP-g@ ´lo hsE:-∅ ¯ndA: ¯Hői: pa-nÕ ˆreP-pa

来年-[属] 新年-[絶] ２月-[位置] [判]-[証]

来年のロサル（新年）は２月中（にある）でしょう。
従属節における用法は次のようなものである。語釈には [判]のみが与えられる。

(99) ¯shW-∅ ´ji: ¯na `Che:-l@ reP

誰-[絶] [判] ても 知っている-[未]

誰でも知っているでしょう。

4.2.2 存在動詞
存在動詞は、発話内容の情報をどのように手に入れたか（access to information）32の異なり

に基づいて、以下のように記述できる。

表 12：存在動詞の一覧
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
直接情報確認 ´joP ´meP `P@-joP ´meP-l@ `P@-ji:

直接情報非確認 ˆji:-tu ˆmeP-tu `P@-ji:-tu ´meP-l@ `P@-ji:

非直接情報 ˆjoP-reP ˆjoP-l@ ˆma-reP ˆjoP-l@ reP ´meP-l@ `P@-reP

直接情報確認とは、話者が自らの五感を通して直接得た情報で、これに基づく発話は基本
的に egophoric である。直接情報非確認とは、話者が持っている知識や常識で判断した情報

32 用語の詳細は Tournadre & LaPolla (2014)を参照。
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で、それを話者が自らの五感を通して直接得たことを表す。これに基づく発話もまた基本的に
egophoricである。非直接情報とは、話者がもっている知識や常識で判断した情報であるが、話
者が自らの五感を通して直接得たのではなく、一般的知識や伝聞から間接的に得た情報である
ことが通常である。客観的事実確認としても用いられる。これは egophoric である場合もあれ
ば non-egophoricである場合もある。
直接情報確認を示す語幹には肯定形式と否定形式の２種がある。直接情報非確認の肯定には
独立の語幹形式が認められるが、単独では用いられない。単音節語幹を除き、上表のように形
態素分析が可能であるものの、以上の形式はひとかたまりに扱い、語釈においてはすべて [存]

～[存/否]～[存/疑]で統一して扱う 33。
存在動詞は意味的に「所有」、「存在」、「位置」の３点を表す 34が、Lhagang方言ではこれら

をすべて表 12の形態で表し、これらの意味的差異は統語上の格標示によって示される。
「所有」は所有者が与格、所有物が絶対格で標示される。
(100) ¯tChoP-la ¯khõ mba-∅ `P@-joP

2-[与] 暇-[絶] [疑]-[存]

あなたは暇がありますか？
「存在」は存在物が絶対格で標示される。
(101) ¯pha ma-d@ ¯HgE mo-d@ ´pW ýi-∅ ´joP

両親-[共] 妻-[共] 息子-[絶] [存]

（私には）両親と妻と息子がいます。
(102) ¯shO: őı̃ ¯khõ mba-∅ ´joP

明日 暇-[絶] [存]

明日暇があります。
(103) ¯tC@-∅ ´meP

何-[絶] [存/否]

何もありません。/何でもありません。
「位置」は位置情報が与格または場所を表す名詞で示され、存在物が絶対格で表示される。位
置情報はしばしば文頭に来る。

(104) ¯úo dz@-Ngo ¯khuP ma-∅ ´joP

テーブル-[位置] かばん-[絶] [存]

テーブルの上にかばんがあります。
直接情報確認 (105a)と直接情報非確認 (105b)の用法は次のように対比できる。

33 この方法は Tournadre & Suzuki (forthcoming) で採用されている方法である。形態論的には分析的
に記述できるように見えるが、意味的にはひとかたまりとして理解するほうが現実的であり、母語
話者の直感とも合うためである。また、4.6.4で扱う epistemic modalityの記述においては、分析的
な記述はほぼ通用しない。近似の方法は Zeisler (2004) でも採用されている。末尾に付録として、
分析的語釈の例と意味的語釈の例の対照を掲げておく。

34 黄成龍 (2013)を参照。
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(105) a ¯Pa pha-∅ ˆnÕ-la `P@-joP

父-[絶] 家-[位] [存/疑]

父は家の中にいますか？（父と一緒にいるか？）
b ¯Pa pha-∅ ˆnÕ-la `P@-ji:-tu

父-[絶] 家-[位] [存/疑]

父は家の中にいますか？（父がいるのをちょっと前に見たか？）
非直接情報による存在動詞の疑問形は、4.6.1に述べる TAM接辞群と共通の形式を見せるが、
機能が全く異なっている。

(106) ¯nd@ `nÕ-la ¯HnÃ HãW ´pA: sha-∅ ˆjoP-l@ `P@-reP

この 中-[位] 空港-[絶] [存/疑]

ここに空港はありますか？
ただし、以上の形式に否定辞がついたものは単なる否定の意味しか持たない。

(107) ¯húAP mo ˆjoP-l@ ˆma-reP

とても [存/否]

（人が）とても（たくさん）いるのではありません。
存在動詞の否定は次のようになる。

(108) a ¯hta HgE `hsW̃-∅ ´m@ tshEP ´meP

馬 ３-[絶] しか [否/存]

馬は３頭しかいません。（今頭数を数えて知った）
b ¯hta HgE `hsW̃-∅ ´m@ tshEP ˆmeP-tu

馬 ３-[絶] しか [否/存]

馬は３頭しかいません。（３頭しかいないことを知って答える）
(109) ¯Pa wo-g@ ¯khÕ mba ¯Hőı̃ mba-∅-t@ ´joP-l@ ˆma-reP

祖父-[属] 家 古い-[絶]-[主] [否/存]

祖父の古い家といえば、ありません。
存在動詞の否定は必ずしも肯定形の否定の意味とならず、話者のよく知っている事柄には/´joP

ˆma-reP/が、今知った事柄については/ˆmeP-tu/が用いられる。
(110) a ´lÃ-∅ ´joP ˆma-reP

道-[絶] [否/存]

道は（そもそも）ありません。
b ´lÃ-∅ ˆmeP-tu

道-[絶] [否/存]

道は（以前はありましたが今はなくなって）ありません。
存在動詞が否定の意味を持つときは TAM接辞群がつき、以下のような表現が認められる。
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(111) a ´lÃ-∅ ˆmeP-khe:

道 [否/存]-[完]

道は（今知ったことに）なくなってしまいました。
b ´lÃ-∅ ´joP-z@ ´ma-ji:-khe:

道 [存]-[過/否]-[完]

道は（そもそも）あったのではありません。

4.3 本動詞
動詞の形態としては、次のようなものが代表的である。

1. １音節語幹
´mboP「呼ぶ」、¯úhiP「導く」、´Hga「愛する」

2. ２音節語 35

¯ha ´ko「理解する」、´No Che: 「知り合う」、¯Hna htCe「誓う」
3. 名詞（音節数を問わない）＋補助動詞（/´HdýOP/や/´tCeP/）「する」

¯tsha pa ´HdýAP「熱がある」、¯htCı̃ mba ´HdýAP「賠償する」¯po ´tCeP「口づけする」

本動詞の語幹自体は無変化であるが、命令形と非命令形で語幹が異なる動詞があり、表 13の
２例である。

表 13：動詞語幹の交替
語義 非命令形 命令形
行く ´ïão ¯shõ / ¯sho:

来る ´Hõ / ´Ho: `ChoP

また、動詞の要求する項の数とその格標示の観点から、次のような分類が可能である。

1. １項動詞（S：絶対格）
´Não「歩く」、´NW「泣く」、´na「病気だ」

2. ２項動詞（A：能格か絶対格、P：絶対格）
¯za「食べる」、¯hseP「殺す」

3. ２項動詞（A：能格か絶対格、P：与格か絶対格）
`riP「会う」

4. ２項動詞（A：絶対格、P：共格）
´ïãa ïãa「似ている」

5. ２項動詞（A：絶対格、P：与格）
´Hga「愛する」

6. ２項動詞（R：与格、S：絶対格）

35 ２音節で１語を形成するものと、１音節ごとに独立した語からなるが切り離せないものの２タイプ
がある。
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`húAP「怖がる」、´htAP「～という名前である」
7. ３項動詞（A：能格か絶対格、P：絶対格、R：与格）

`hte:「手渡す」、¯Hja:「貸す 36」、`Hýi:「与える」

以上の分類において、「項」とはいうが、文意が明快であれば統語的に現れる必要はなく、省
略するのが通例である。また、動詞の形態で「名詞＋動詞」の組み合わせを取るもので、かつ
全体で１つの意味を構成する場合は、この名詞は上の分類にいう「項」に数えない。
本動詞のみで完結する文は、動作動詞の場合「命令」「勧誘」などの意味を表す平叙文か命令
文の形になる 37。

(112) ¯tChoP-∅ ´rÕ ¯hsÃ Hlo ¯htõ

2-[絶] 自分で 考える
あなたは自分で考えなさい。

(113) ´őA: őõ-∅ ´ma-Hdõ

子供-[絶] [否]-叩く
子供を叩くな。

状態を表す動詞については、たいてい現在の状態を意味する。
(114) ´Na-∅ ¯tChoP-la ¯Hga

1-[絶] 2-[与] 愛する
私はあなたが好きです。

また、未来のことを示す場合にも動詞語幹で終止する文がある。
(115) ¯tChoP-∅ ¯shO: őı̃ `P@-ïão

2-[絶] 明日 [疑]-行く
あなたは明日出かけますか？

4.4 形容詞：述語用法として
ここでは、動詞と共通する接辞をとって述語になる場合の形容詞について述べる。また、4.5,

4.6における各接辞の記述では、動詞と並んで形容詞の例も区別せずまとめて掲げる。
形容詞の形態は修飾用法の場合と変わらない。このとき、述部を形成するときは通常判断動
詞が必要とされる。形容詞は補語の位置にあるとも分析できる。

(116) ¯nd@ ¯sha tCha-∅ ´No ma ¯htCiP po ´reP

この 地方-[絶] 本当に 快適な [判]

この地方は本当に快適です。
しばしば形容詞に/´tCiP/「１」が後続して述部を形成する。以下の例文を見ると分かるよう

に、代名詞は形容詞の修飾を受けないため、形容詞は述部の一部にあると考える。

36 この動詞語幹は同時に「借りる」も意味するが、その場合は２項動詞である。
37 文のタイプについては５節の記述を参照。
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(117) ¯tChoP-∅ ¯HzÕ mbo `húAP mo ´tCiP ´reP

2-[絶] 優しい とても 一 [判]

あなたはとても優しいです。
ただし、接辞類が付加されるとき、重複するタイプの語幹は非重複形となり、/pa, po, ma, mo/

などの接尾辞が脱落するのが通例である。
(118) ´m@-ő̊tChAP-tu

[否]-寒い-[証]

（私は）寒くありません。
また、本動詞と同様に何も付加されずに名詞句として用いられるが、格標識を付加する場合
は名詞化接辞/t@/が必要とされる。
形容詞述語が比較を表す場合、接辞類が付加されてもされなくても、重複するタイプの語幹
は非重複形となり、/pw@, mw@/などの接尾辞が脱落するのが通例である。

(119) ¯kho-∅ ˆNa-thoP-la ´lo `hsW̃ `tChe-reP

3-[絶] 1-[位置]-[位] 年 ３ 大きい-[判]

彼は私より３歳年上です。
形容詞述語が「最も～」を表す場合、形容詞語幹に/ChuP-t@/を後続させるか、文脈から分かる
場合は形容詞に/-t@/のみを付加する形式を取る。

(120) ¯nd@-∅ `tChe-ChuP-t@ ´reP

これ-[絶] 大きい-最も-それ [判]

これが最も大きいです。
(121) ¯kho tsho ˆnÕ-la ¯húa Chi-∅ ´lo ¯tCh@ bo-t@ ´reP

3.[複] 中-[位] [人名]-[絶] 年を取っている-それ [判]

彼らの中でタシが最も年を取っています。
ほかにも、独立の副詞を用いて「最も～」を表すこともできる。

(122) ¯tChoP-∅ ¯tC@-∅ ´őo-Hgo-hsÃ ¯na `Hnõ htCiP ¯tCh@ bo-t@ ´őo

2-[絶] 何-[絶] 買う-[必要]-思う ならば 最も 大きい-それ 買う
もしあなたが何か買いたいのならば、最も大きいものを買いなさい。

4.5 接頭辞類
4.5.1 方向接辞
方向接辞と考えられる要素には、次の４種類がある。

1. 上方：´ja:-

2. 下方：´ma:-

3. 向心：`tsh@-

4. 離心：`pha-
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これらは方向接辞と呼んでいるが、文法的機能はほとんどない。特に「向心」「離心」は個別の
動詞語幹に添えられ、特別に強い意味を担わない化石化した要素となっている。方向を表す必
要がある場合は、方向接辞ではなく、方向を表す２音節形式の語、たとえば/´ja la/「上へ」、/´ma

la/「下へ」などを動詞語幹の前に置く。これは動詞語幹とは異なる声調領域に置かれ、接辞で
はなく副詞と呼べる。
方向接辞を伴う例としては、次のようなものがある。

(123) a ´ja:-htCe

[方]-生まれる
（植物が）成長する。

b ´ma:-HőAP

[方]-押さえる
押さえつける。

c `tsh@-Cho:

[方]-来る.[命]

こちらに来なさい。
d `pha-hl

˚
a

[方]-教える
教える。

(124) ˆja: la ˆma:-nduP

上へ [方]-座る
上（上座）のほうへ座ってください。

(125) ´Na-∅ ´Ho htCiP ˆr@-Ngo ´ma:-l
˚
Õ-n@ ¯Pa Hdo `Ch@-the:

1-[絶] １度 山-[位置] [方]-落ちる-[名] もう少しで 死ぬ-[完]

私は１度山で下に落ちて、死にかけました。

4.5.2 否定辞
否定辞には、以下の２種がある。

1. 未完了否定：´m@-

2. 完了否定：´ma-

未完了否定と完了否定の異なりは次のようである。
(126) a ´Na-∅ ´m@-úi

1-[絶] [否]-書く
私は書きません。

b ´Na-∅ ´ma-úi

1-[絶] [否]-書く
私は書きませんでした。/私が書いたのではありません。
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否定辞は、それが動詞句のどこに配されようとも、必ず声調を担う。
複音節動詞の例は次のようになる 38。

(127) ´Na-∅ ´No ˆm@-Che:

1-[絶] 知り合いである [否]-[語幹]

私は（彼を）知ってはいないです。
完了否定は禁止命令 39にも用いられる。

(128) ˆma-sho:

[否]-行く.[命]

行くな。
(129) ¯tshiP kha ´ma-za

怒る [否]-[語幹]

怒らないで（ください）。/ごめんなさい。

4.5.3 疑問接辞
疑問接辞は疑問文を形成するときに用いられるほか、推量や推測を述べるときにも現れる。
疑問文を形成する接辞は接頭辞と接尾辞がある。ただし両者は共起しない。
ここでは接頭辞について述べる。疑問接頭辞には/`P@-/が認められる。疑問接頭辞は動詞語幹

に否定辞がつかない場合に限って現れる。動詞が TAM 接辞を伴う場合、疑問接頭辞は動詞語
幹ではなく TAM接辞の直前に現れうる。

(130) ¯tChoP-∅ ¯kho-la `P@-Hga

2-[絶] 3-[与] [疑]-愛する
あなたは彼が好きですか？

(131) ¯tChoP-∅ ¯khE: `P@-le:

2-[絶] [疑]-賛成する
あなたは賛成しますか？

選択疑問文の場合は最後の選択肢を除くものに疑問接辞がつき、最後の選択肢は平叙文と同
様の形式をとる。

(132) ¯tChoP-∅ ¯ïãE:-∅ ´za-l@ ¯P@-ji: ¯t@ ¯htsÃ mba-∅ ˆza-li:

2-[絶] 米-[絶] 食べる-[未/疑] または ツァンパ-[絶] 食べる-[未]

あなたはごはんを食べますか、それともツァンパを食べますか？
疑問接頭辞`P@-と同一形態であるが、疑問を表さず自問を表す事例も認められる。

38 動詞/ˆNo Che:/「知り合いである」のような形態素分析のできない複音節からなる動詞は、その接辞
類を最終音節に付加する。

39 特定の動詞を除いて命令形とそれ以外の動詞語幹の形態が同一であるため、完了否定か禁止命令か
は文脈によって決まる。
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(133) ¯Cha-nd@-∅ ¯hta ¯na ´ýı̃ mbo-´ïãa joP sha reP `P@-ýı̃-na

肉-この-[絶] 見る と おいしい-[可] [疑]-おいしい-[調]

この肉を見るとおいしそうですが、おいしいかな？

4.6 接尾辞類
4.6.1 TAMを表す接辞群
動詞語幹の後部には TAM を表す接辞群がつく。この接辞群はほとんどの場合形態論的に分
析することが可能であるが、実際の用法においては、複数の要素の組み合わせで１つの意味を
表現する。しかし、まずは形態論的に細かく分析し、各形態素に分解して示す。続いて具体例
を掲げる際には、表現する意味カテゴリーに分類してそれぞれ記述する 40。

構成する形態素の配列
4.1で示した動詞の基本構造の中における「TAM標示部分」に含まれる接辞群の配列をモデ

ル化すると、次のようになる。

(TA接辞-1)-(TA接辞-2)-(AM接辞)-(述語動詞由来接辞)-(M接辞)

M接辞は語気を表す助辞もしくは諾否疑問用の疑問接辞と同じ位置を占める。また、可能性・
推測を表す表現を構成する要素も述語動詞由来接辞に後続しうる 41。
それぞれに入る接辞類の形態の一覧は次のようである。

1. TA接辞-1

-z@, -HdýW, -l@, -C@

2. TA接辞-2

-Hgo, -the:, -khe:

3. AM接辞
-li:

4. 述語動詞由来接辞
-ji:, -mı̃, -reP, -joP, -meP

5. M接辞
-tu, -pa

TAM接辞を５種類に分けたのは、配列のみが問題になるのではなく、次のような異なりが認
められることによる。

40 本節の記述は Suzuki & Sonam Wangmo (2015c) の発表およびそれに対するコメントに基づいて改
訂増補した。

41 これを「述語動詞由来接辞に後続しうる」と分析するか、述語動詞由来接辞を含む一連の音形をひ
とかたまりととらえるかは考察の余地がある。本稿の記述では、これを分析することなくひとかた
まりとして扱う。4.6.4参照。
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• TA接辞-1 は名詞化標識としても機能することがある（3.5 参照）。通常述語動詞が付加
される。また、動詞句の否定、疑問を表す接頭辞をその直前にとることができないもの
でもある。

• TA接辞-2は述語動詞を必ずしも必要とせずかつ動詞句の接頭辞をその直前にとることが
できるものである。ただしこれらの形態素が単独で用いられることはほとんどない。こ
こに含まれる接辞群は、１つの動詞句に並列して用いることができる。ふるまいとして
は、動詞連続と共通する点が多い。これらの形態の多くはもともと独立した動詞であっ
たが、のちに文法化し固定化したものであると考えられる。

• AM接辞は基本的に述語動詞をとらずかつ動詞句の接頭辞をその直前にとることができ
ないものである。語形成としては、「TA接辞-1＋述語動詞」の縮約形である。

• 述語動詞由来接辞は、単独で用いられる述語動詞（4.2.1 参照）と同一の形態であるが、
意味するところが異なっている。単独ではその意味機能を記述できないため、他の接辞
とまとめて記述する必要がある。

• M接辞は証拠性を反映する接辞であり、本動詞、述語動詞、その他の TAM接辞に後続
が可能である。一般に動詞句の最も後ろを占める。

ただし動詞句は以上のいずれの接辞を伴わなくても文を終止することができる。
述語動詞・本動詞・形容詞に共通して付加できるものと、どれかに限定されるものに分かれる。
動詞句を否定する場合は否定辞（接頭辞）が本動詞につく場合と、動詞句末接辞に否定形を
用いる場合がある。疑問文の場合は疑問接頭辞が TAMを表す接辞につくことがある。TAM接
辞にこれらの接頭辞を付加する場合は本動詞と異なる独立の声調領域を形成する。述語動詞の
否定形と同じ形式が単独で用いられる場合も同様である。

TAMの総合的記述
時制とアスペクトの観点から見ると、Lhagang方言では、未完了未実現、現在/継続、現在進

行、アオリスト、現在完了が区別される。まず、この分類に従って記述を行う。そののち、M

接辞について独立に記述する 42。

未完了
未完了とは一般的に未来と呼ばれるカテゴリーに非常に近い。行為の実現がなされていない
状況のほか、行為は開始しているが達成がなされていない状況を表す。過去のことを言及する
ことはできない。平叙文肯定形式の場合、次のような形式が認められる。

42 ここで採用する分析方法は、Suzuki & Sonam Wangmo (2015a)、鈴木ほか (2015ab)で採用されてい
る分析方法とは異なっている。
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表 14：未完了平叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-l@ ji: 未完了/egophoric [未/E]

-l@ reP 未完了/non-egophoric [未]

-li: 意思未来/egophoric [意]

-HdýW reP 可能未来/non-egophoric [未]

-go / -Hgo 必要未来/egophoric [必/E]

-go reP / -Hgo reP 必要未来/non-egophoric [必]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

表 15：未完了接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
-l@ ji: -l@ ´ma-ji: -l@ `P@-ji: -l@ ´ma-ji:-la

-l@ reP -l@ ˆma-reP -l@ `P@-reP -l@ ´ma-reP-la

-li:

-HdýW reP -HdýW ˆma-reP -HdýW `P@-reP -HdýW ´ma-reP-pa

-go / -Hgo ´m@-go

-go reP / -Hgo reP -go ˆma-reP

空白になっている個所は日常的に用いられないものである。
(134) a ´Na-∅ ´ïão-l@ ji:

1-[絶] 行く-[未/E]

私は行くでしょう。
b ´Na-∅ ˆïão-li:

1-[絶] 行く-[意]

私は行きますね。
c ´Na-∅ ˆïão-go

1-[絶] 行く-[必/E]

私は行かないといけません。（もう行く時間だ）
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(135) a ¯kho-∅ ´ïão-l@ reP

3-[絶] 行く-[未]

彼は行くでしょう。
b ¯kho-∅ ´ïão-HdýW reP

3-[絶] 行く-[未]

彼はたぶん行くでしょう。
c ¯kho-∅ ˆïão-go reP

3-[絶] 行く-[必]

彼は行かないといけません。（もう行く時間だ）
(136) ¯tChoP-∅ ´ta rı̃ ´ïão-li: ¯t@ ¯shÕ ői: ˆïão-li:

2-[絶] 今日 行く-[意] または 明日 行く-[意]

あなたは今日行くつもりですか、それとも明日行くつもりですか？
(137) ¯shÕ őı̃ ˆka na ˆïão-Hgo `hsÃ-CO:

明日 どこへ 行く-[必] 思う-[進]

（あなたは）明日どこへ行きたいと思っていますか？
(138) ´ko ze-∅ ´úõ mbo ˆtCo-Hgo reP

衣服-[絶] 暖かく 着る-[必]

衣服は暖かく着る必要があります。
(139) `tChoP-g@ ´lE:-HdýW-g@ ¯za ma-∅ ´Na-∅ `za-Hgo-tu

2.[能] 作る-[未]-[属] ごはん-[絶] 1-[絶] 食べる-[必]-[証]

あなたが作ってくれるごはんを私が食べましょう。
/-go/-/-Hgo/を平叙文で２人称の行為者とともに用いる場合、語用論的には「絶対に～しなさい
よ」といった命令の意味を帯びる。丁寧に語釈を与えれば、この/-go/-/-Hgo/は義務の意味になる
だろう。しかしながら、構造上は命令文になっているわけではない 43。

(140) ¯tChoP-∅ ˆHo:-Hgo

2-[絶] 来る-[必]

あなたは絶対来なさいよ。
/-l@ `P@-reP/-/-l@ reP/ 44は TAとは関係なく疑問の意味を表す場合がある。

43 命令文の構造については、5.2.3を参照。
44 規則的な組み合わせは/-l@ `P@-reP/となるだろうが、実際の運用においては/-l@ reP/のように疑問接辞
を含まない形式で現れる。前者は実際の例によって支持されない。
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(141) a ´za-őE:-l@ `P@-reP

食べる-よい-[未]

（これは）食べられますか？
b ´za-őE:-reP

食べる-[判]

（これは）食べられます。
なお、発話において未来のことに言及しているのが文脈から明らかな場合、以上の接辞が現
れなくても文は成立する。

継続
現在の状態が継続している状況を表すのは、述語動詞の存在動詞である。肯定形式の場合、
次のような形式が認められる。

表 16：継続平叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-joP 現在/継続/egophoric [継/E]

-joP reP 現在/継続/non-egophoric [継]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

表 17：継続接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
-joP -meP -joP-l@ `P@-ji: -meP-li:

-joP reP -joP ˆma-reP -joP-l@ `P@-reP

空白になっている個所は日常的に用いられないものである。
(142) ´Na-∅ `Pa na `nduP-joP

1-[絶] ここ 泊まる-[継/E]

私はここに泊まっています。
(143) ¯kho-∅ `Pa na `nduP-joP reP

3-[絶] ここ 泊まる-[継]

彼はここに泊まっています。

習慣/判断
動詞語幹に直接判断動詞が後続する場合がある。この場合の表現する TA解釈は文脈による
が、基本的に現在および習慣性の行為について言及していることが多い。肯定形式の場合、次
のような形式が認められる。
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表 18：習慣/判断平叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-ji: 判断/egophoric [判/E]

-reP 判断/non-egophoric [判]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

表 19：習慣/判断接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
-ji: ´ma-ji: -l@ `P@-ji:

-reP ˆma-reP -l@ `P@-reP

空白になっている個所は日常的に用いられないものである。
(144) ´za-őE:-reP

食べる-よい-[判]

（これは）食べられます。
(145) ¯kho tsho-∅ `thÃ htCeP ´ndzo mo-∅ `hso-reP

3.[複]-[絶] みんな 乳牛-[絶] 飼う-[判]

彼らはみんな乳牛を飼います/飼っているものです/飼うつもりです。
習慣について言及する場合、egophoric形式が用いられることは少ない。

(146) ´Na-∅ ¯khE: ma-∅ `hso-reP

1-[絶] 牛-[絶] 飼う-[判]

私は牛を飼います/飼っているものです/飼うつもりです。
(147) ´Hgõ mo ¯̊Na tse ¯htCeP meP ´ői:-l@ `P@-reP

夜 早い 少し 眠る-[判/疑]

（あなたは）夜早い目に寝る（習慣をもっている）のですか？
判断を伴う形式で疑問文を作る場合、/-l@ reP/となることもある。

(148) ´za ma-∅ ´lE: ¯hkAP ´mbW HdýW-∅ `hsA:-l@ reP

ごはん-[絶] 作る 時 薪-[絶] 燃やす-[判/疑]

ごはんを作るとき薪を燃やしますか？
判断の接辞がつく場合の疑問文に対する答えにおいて、egophoric形の否定は次のように分析
的なものにもなる。

(149) a ¯nd@-∅ ¯za-N̊khE-∅ ¯tChoP-∅ `P@-ji:

これ-[絶] 食べる-[名]-[絶] 2-[絶] [疑]-[判/E]

これを食べたのはあなたですか？
b ´Na-∅ ˆma-ji: ¯HjÕ htC@P-∅ ˆreP-pa

1-[絶] [否]-[判/E] [人名]-[絶] [判]-[証]

私（が食べたの）ではありません。ヨンチェ（が食べたの）でしょう。
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判断と継続は次のような対比ができる。
(150) a ¯kho-∅ ¯htsa thoP `nduP-reP

3-[絶] 上の階 泊まる-[判]

彼は上の階に泊まっています。（一般に彼にはそういう傾向がある）
b ¯kho-∅ ¯htsa thoP `nduP-joP reP

3-[絶] 上の階 泊まる-[継]

彼は上の階に泊まっています。（彼の存在を間接的に聞いたことを述べる）
以上の (150b)の発話を受けて、次のように１人称主語に non-egophoricを用いて客観性を強
調する表現が可能となる。

(151) ´Na-∅ `htsa ýAP `nduP-joP reP

1-[絶] 下の階 泊まる-[継]

私は（といえば）、下の階に泊まっています。

進行
動作が進行しているもしくはしていた状況を表す接辞が存在する。これらはこれから進行す
ることを想定した発話には用いられないため、非未来の事柄を表すときに用いられるといえる。
肯定形式の場合、次のような形式が認められる。

表 20：進行平叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-C@ joP / -CO: 非未来/進行/egophoric [進/E]

-C@ joP reP / -CO: reP 非未来/進行/non-egophoric [進]

-C@ ji:-tu / -Ci: tu 非未来/進行/non-egophoric [進]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

表 21：進行接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態
平叙文 疑問文

肯定 否定 肯定 否定
-C@ joP / -CO: -C@ joP-l@ `P@-ji:

-C@ joP reP / -CO: reP -C@ joP-l@ `P@-reP

-C@ ji:-tu / -Ci: tu

空白になっている個所は日常的に用いられないものである。否定の表現が認められないのは
注目に値する。
現在の進行の例としては、以下のようなものがある。

カムチベット語塔公 [Lhagang] 方言の文法スケッチ

67



(152) a ¯tChoP-∅ ¯tC@-∅ `Hzo-C@ joP

2-[絶] 何-[絶] する-[進/E]

あなたは何をしているのですか？
b ¯kho-∅ ¯tC@-∅ `Hzo-CO: reP

3-[絶] 何-[絶] する-[進]

彼は何をしているのですか？
(153) `t@ tsho-g@ `tC@ t@-∅ ˆHzo-Ci:-tu

あの人たち-[能] 何-[絶] する-[進]

あの人たちは何をしているのでしょうか？
過去の進行の例には、通常時間を表す要素が含まれる。たとえば以下のようである。

(154) ¯kho tsho-g@ ´ta tCiP `tC@ t@-∅ ˆHzo-Ci:-tu

3.[複]-[能] さっき 何-[絶] する-[進]

彼らはさっき何をしていたのでしょうか？

アオリスト
アオリストとは、一般的に過去と呼ばれるカテゴリーに非常に近く、実際 Lhagang 方言の

TAM体系の中では「過去」と呼んでも差し支えない 45。この形式での発話の意味は、過去に起
こった事項についての言及であり、現在の状況と何の関連づけも意図されていない。また、動
作が発話内容の時間軸の中で終了したことを示している 46。肯定形式の場合、次のような形式
が認められる。

表 22：アオリスト平叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-z@ ji: アオリスト/egophoric [過/E]

-z@ reP アオリスト/non-egophoric [過]

-z@ アオリスト [過]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

表 23：アオリスト接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態 47

平叙文 疑問文
肯定 否定 肯定 否定
-z@ ji: -z@ ´ma-ji: -z@ `P@-ji: ´ma-V-z@-ji:

-z@ reP -z@ ˆma-reP -z@ `P@-reP ´ma-V-z@ `P@-reP

-z@ ´ma-V-z@

45 しかし一方で時制 (tense)の体系における「過去」とは異なるため、記述の上ではアオリストと呼ん
でおく。

46 フランス語の単純過去の用法に非常に近い。また、行為の終結が含意されている点は、次に述べる
現在完了と共通するところがある。

47 表中の Vは動詞語幹を表す。
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空白になっている個所は日常的に用いられないものである。
(155) ´lo ´mÃ mbo-la ´ma-ri:-z@ ji:

年 多い-[位] [否]-会う-[過/E]

（私はあなたと）長年会っていませんでした。
(156) ¯tChoP-∅ ´tõ dAP-∅ ¯Hã@-tsha:-z@ `P@-ji:

2-[絶] 用事-[与] する-完成する-[過/疑/E]

あなたは用事をし終えましたか？
判断動詞を伴わない形式は、egophoricityについて言及されないため、どのような発話にでも
用いられる。

(157) a ´Na-∅ ¯Pa hto: ¯Hã@-tsha:-z@

1-[絶] ほとんど する-完成する-[過]

私は（用事を）ほとんどし終えました。
b ¯kho-∅ ¯Pa hto: ¯Hã@-tsha:-z@

3-[絶] ほとんど する-完成する-[過]

彼は（用事を）ほとんどし終えました。
口承物語で叙述される過去の事柄は基本的に/-z@ reP/が用いられる。

(158) ´t@ ïãa ˆze:–z@ reP-s@ reP

そのように 言う-[過]-[伝]

そのように言ったそうです。（『菩薩の愛する地・塔公』）
疑問文における egophoricの予測的使用は、この接辞の場合にも適用される。

(159) ¯tChoP-∅ ˆka na-n@ ˆHõ-z@ ji:

2-[絶] どこ-[奪] 来る-[過/E]

あなたはどこから来ましたか？

現在完了
現在完了での発話の意味は、過去に起こったことと現在の状況と何らかの関連があることを
意識した発話となり、発話に現れる行為が直接体験か否か、すなわち発話内容が五感によって
認識したことに基づいているかそれともすでにある知識や常識に基づく判断が働くことによっ
て間接的に情報を認識したかという異なりにおいて形式を異にする。肯定形式の場合、次のよ
うな形式が認められる。

表 24：現在完了叙文肯定形式の接辞一覧
形態 意味 語釈
-the: 現在完了/直接体験 [完]

-khe: 現在完了/非直接体験 [完]

以上の形態について、平叙文否定、疑問文肯定、疑問文否定の形態は以下のようになる。

カムチベット語塔公 [Lhagang] 方言の文法スケッチ

69



表 25：現在完了接辞の肯定/否定、平叙/疑問の形態 48

平叙文 疑問文
肯定 否定 肯定 否定
-the: ´ma-V-the: `P@-V-the: ´ma-V-the:-ji:

-khe: ´ma-V-khe: `P@-V-khe: ´ma-V-khe:-la

/-the:/、/-khe:/、およびこれらと対比できる/-tu/（現在の直接体験；M接辞）の使い分けをあ
わせて示すと、次のようになる。

(160) a `P@-ő̊tChAP-the:

[疑]-寒い-[完]

（あなたは）寒かったですか？
b `P@-ő̊tChAP-khe:

[疑]-寒い-[完]

（水は）冷たかったですか？
c `P@-ő̊tChAP-tu

[疑]-寒い-[証]

（あなたは）寒いですか？
現在完了とアオリストの異なりは、意図性に現れる場合がある。

(161) a ´Na-∅ ¯ze:-no:-khe:

1-[絶] 言う-間違う-[完]

私は（偶然に）言い間違ってしまいました。
b ´Na-∅ ¯ze:-no:-z@

1-[絶] 言う-間違う-[過]

私は（わざと）言い間違いました。
次の対話では/-the:/と/-khe:/が対比的に用いられ、用法の差異を浮き彫りにしている。

(162) a ¯m@ ¯tCh@ tsheP-∅ ˆHo:-the:

人 どれくらい-[絶] 来る-[完]

何人の人が来ましたか？
（来た人数を直接的な情報に基づいて把握しているかを意図した質問）

b ¯m@ ´ői ChW htse-∅ ˆHo:-khe:

人 20くらい-[絶] 来る-[完]

20人くらいが来ました。
（間接的な情報に基づいた数しか把握していないという言明）

現在完了とはいうが、実際の状況が完了していないように見えても、発話は成立しうる。こ
れには、動詞語幹にそなわった固有のアスペクトが作用していると考えられる。以下の例にお
ける/`mbAP/「降る」は、降り始めた時点でその動詞が表す動作が完了しているものと理解する。

48 表中の Vは動詞語幹を表す。
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そして、接辞の使い分けは次のように記述できる。
(163) a ¯tCha Hba-∅ `mbAP-the:

雨-[絶] 降る-[完]

雨が降ってきました。（今降っている状態にあるのを見ている）
b ¯tCha Hba-∅ `mbAP-khe:

雨-[絶] 降る-[完]

（地面が濡れているから）雨が降りました。（今はやんでいる）
類似の例に、次のようなものもある。

(164) a ¯kho-∅ ´HýiP HdAP ˆHdýAP-the:

3-[絶] 滑って転ぶ-[完]

彼は滑って転びました。（その現場を目撃した）
a ¯kho-∅ ´HýiP HdAP ˆHdýAP-khe:

3-[絶] 滑って転ぶ-[完]

彼は滑って転びました。（直接その現場を目撃していないが知っている）
現在完了の否定は、原則的に「まだ～していない」の意味になる。

(165) ´Na-∅ ´ta rO: ¯húA: mo ´ma-ko-the:

1-[絶] まだ とても [否]-分かる-[完]

私はまだちゃんと分かっていません。
(166) (´Na-∅) ´ma-hka-the:

(1-[絶]) [否]-疲れる-[完]

（私はまだ）疲れていません。
現在完了とアオリストを対比すれば、以下のような説明を与えられるが、実際の会話におい
て用法上区別があまり認められない傾向にある 49。

(167) a ¯tChoP-∅ `P@-ko-the

2-[絶] [疑]-分かる-[完]

分かりましたか？（今きちんと理解しているかの意）
b ¯tChoP-∅ `P@-ko-z@

2-[絶] [疑]-分かる-[過]

分かりましたか？（過去に理解したかの意；今理解しているかは関係ない）

M接辞の証拠性
もっともよく観察されるのは/-tu/ 50と/-pa/ 51である。これらは単独の声調を担うことはない。

また、この直前に否定辞や疑問接辞はつかない。
/-tu/は発話の内容が直接経験に基づくことであることを述べる。また、自らではコントロー

49 語りの場面では異なりが維持されている可能性があり、調査が必要である。
50 環境によって [-tu, -du, -ndu]などの音形がある。
51 この形式は環境による異なる音形をもたないようだ。
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ルが効かない内的感覚（endopathic）による発話を表す。
(168) ¯kha `P@-hkÃ-tu

[疑]-のどが渇く-[証]

（あなたは）のどが渇きましたか？
(169) ˆm@-htoP-tu

[否]-空腹である-[証]

（私は）空腹ではありません。
/-pa/は発話内容に確実性がない場合に用いられる。確実性の度合いにはかかわらない。

(170) ˆHo:-pa

来る-[証]

（彼は）たぶん来るでしょう。

4.6.2 語調を表す助辞
/-Ho/「確認、念押し」、/-mo/「確認、促し」、/-roP/「依頼」、また、命令文の語調を和らげる/-ta/

などがよく認められる。
(171) ¯ődýoP pa ˆïão-Ho

素早い 行く-[調]

急いで行きましょうよ。
(172) `hta-mo

見る-[調]

（ほら）見て！
(173) ¯n

˚thÕ-roP

飲む-[調]

飲んで下さい。
(174) ´ta rÕ ´Ho `htCiP `ze:-ta

もう 回 １ 言う-[調]

もう一度言ってください。
以上のほか、疑問接尾辞として機能するように見える/-la/もここに含める。おそらく TAM接

辞/-l@/と語調を整える接辞/-Ha/の縮約に由来すると考えられる。この形態が現れる文は、形式上
は疑問文と認めず、疑義を伴う語調を表す表現と考えるが、否定疑問文では固定的にこの接辞
が用いられる 52。

(175) ´No ma ´ïãa ïãa ˆreP-la

本当に こんなよう [判]-[調]

本当にこのようなのですか？

52 否定疑問文は、語用論上通常の疑問文とは異なり、驚きや疑いを表現に含みうる。

鈴木 博之・四郎翁姆

72



4.6.3 伝聞を表す表現
伝聞を表すには、/-s@ reP/ 53をM接辞の位置に置く。M接辞がついた状態で伝聞を表す場合
には/-ze: reP/を付加する。伝言する場合には動詞/¯ze:/が独立した声調を担って現れ、埋め込み
文を形成する。

(176) ´tCo wo-g@ `kha úAP-z@ reP-s@ reP

ジョウォ-[能] 口を開く-[過]-[伝]

ジョウォが口を開いたそうです。（『菩薩の愛する地・塔公』）
(177) ¯kho-∅ ´ta: rOP `htoP-tu-ze: reP

3-[絶] まだ 空腹の-[証]-[伝]

彼はまだおなかがすいているそうです。

4.6.4 可能性・推測を表す表現
「たぶん～、おそらく～」などの可能性・推測を表す表現は非常に豊富にあり、全体像はまだ
つかめていない 54。もっとも単純な表現は 4.6.1 で述べた M 接辞/-pa/を用いた表現であるが、
それ以外に分析の困難な形態素の連続によって表す。たとえば、以下のようである。

(178) `kho-g@ ´úi-z@-∅ ¯Pa: hto ˆji: the:

3-[能] 書く-[名]-[絶] [可]

（これは）おそらく彼が書いたものでしょう。
(179) ¯tCha Hba-∅ ˆmbAP-go hsÃ CO: ´ïãa HdýW reP

雨-[絶] 降る-[可]

雨が降りそうだ。
(180) ´Na-∅ ´ïão-HdýW la sha ˆma-reP

1-[絶] 行く-[可/否]

私はたぶん行けないでしょう。
以上のように、否定辞などの配置を手がかりに形態素の関係を分析的に考えることは可能で
はあるが、TAM接辞群の例と同じく、ここではあえて分析的な語釈を与えない 55。

4.7 動詞連続・動詞形容詞連続
動詞語幹は何の接続要素を伴うことなく並列することができる場合がある。これを動詞連続
と呼ぶ。Lhagang方言では動詞連続はあまり豊富ではなく、限られた要素が形成するにとどま
る。特に「可能」「使役」などを表す動詞がその主たるものである。動詞連続を構成する第１の

53 環境によって [-z@ reP]とも発音される。
54 このカテゴリーは epistemic modality と呼ばれ、Vokurková (2008) に詳しい。おそらく可能性・
推測を表す表現の全体像は膨大で、単純な列挙ですら困難である。カムチベット語については、
Tshe-ring Lha-mo (2013)により詳しい用例がある。

55 複数の形態素がまとまって新たな意味を持つ場合、分析的な語釈を与えることは共時的記述になら
ず、歴史的な成立背景を提示するにとどまる。このため、本稿ではあえてこのように記述する。
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動詞語幹が１音節語で接頭辞・接尾辞ともに取らない場合、第１の動詞語幹と第２の動詞語幹
で１つの声調領域を形成する。接辞類は第２の動詞語幹につく。接頭辞類がつく場合、声調領
域が分けられる。

(181) ¯tChoP-∅ ´poP hkEP-∅ ¯HdýAP `P@-Che:

2-[絶] チベット語-[絶] 話す [疑]-知っている
あなたはチベット語を話せますか？

(182) `kha úo-∅ ¯ze: ˆm@-Hgo:

ありがとう-[絶] 言う [否]-必要である
ありがとうを言う必要はないです。/どういたしまして。

/-őÕ/「経験がある」は単独では用いられないが、TAMを表すものではないため、動詞連続の
構造を取る。

(183) ´Na-∅ ˆpoP go:-∅ ´tCo: ˆma-őÕ

1-[絶] チベット服-[絶] 着る [否]-経験がある
私はチベット服を着たことがありません。

(184) ¯tChoP-∅ ´t@ ïãa ´ze: `P@-őÕ

2-[絶] あのように 言う [疑]-経験がある
あなたはあのように言ったことがありますか？

使役を表す動詞には/¯htCuP/がある。これも基本的に単独では用いられない。使役文の構成に
は、/¯htCuP/を動詞連続の第２要素とするもの (185a)のほか、先行する動詞に/-kha/をつけて名
詞化したうえで/¯htCuP/を本動詞とするようにみえる構造を取ることができる (185b)。いずれも
語釈は同一とするが、語用論的には後者のほうが強制力がある。

(185) a ¯l
˚
a mo-la ´la ji:-∅ ´le:-htCuP-Hgo

[人名]-[与] 民謡-[絶] 歌う-させる-[必]

ラモに民謡を歌わせなければなりません。
b ¯l

˚
a mo-la ´la ji:-∅ ´le:-kha `htCuP-Hgo

[人名]-[与] 民謡-[絶] 歌う-させる-[必]

ラモに民謡を歌わせなければなりません。
使役の依頼を表す場合は語調を表す助辞の/-roP/を用いるが、使役者は発話者ではない点に注
意が必要である (172a)。上の/-Hgo/との違いを見ると、次のようになる。

(186) a ¯húa Chi-la ¯HlW `htCiP-∅ ´le:-htCuP-roP

[人名]-[与] 歌 １-[絶] 歌う-させる-[調]

タシに１曲歌を歌ってもらうように（司会者に）いいましょう。
b ¯húa Chi-la ¯HlW `htCiP-∅ ´le:-htCuP-Hgo:

[人名]-[与] 歌 １-[絶] 歌う-させる-[必]

タシに１曲歌を歌ってもらう必要があります。
使役の強制性/放任性は TAM接辞で表現する。放任の意味では/-Hgo/が用いられない。
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(187) ´Na-∅ ¯tCh@ HgE-la `Pa na ¯htCA xa-∅ ¯hto:-htCuP-z@

1-[絶] 犬-[与] ここで 糞-[絶] する-させる-[過]

私は犬にここで糞をさせました。
第２の動詞にさまざまな接辞や修飾語が付加されうるため、第１と第２の動詞が連続してい
るように見えない場合もあるが、文の構造としては動詞連続とみなせる。

(188) ´Na-∅ ´ïão ¯húAP mo ˆm@-hsÃ-tu

1-[絶] 行く とても [否]-思う-[証]

私はそんなに行きたくありません。
継起する動作を表したり、移動動詞をともなう場合、Lhagang方言では動詞連続ではなく、先
行する動詞を名詞化する必要がある。

(189) ´NaP-∅ ¯̊Na: mo ¯tChoP-∅ ¯hsW-sha ˆHõ-li:

1-[絶] 朝 2-[絶] 迎える-[名] 来る-[意]

私は朝あなたを迎えに来るつもりです。
しかし一方、継起ではなく、移動を伴う同時進行的動作については動詞連続が許容される。

(190) ¯kho-∅ ¯pha ru `úhiP-ïão-N̊khE-∅ ¯tChoP-∅ `P@-ji:

3-[絶] あそこ 連れる-行く-[名]-[絶] 2-[絶] [疑]-[判/E]

彼をあそこへ連れていったのはあなたですか？
動詞と形容詞の連続では、先行する動詞には何もつかず、形式上動詞連続として現れる。

(191) ´Na-∅ ¯ze:-no:-khe:

1-[絶] 言う-誤る-[完]

私は言い間違えてしまいました。

4.8 呼応する動詞句表現
Lhagang方言には２句以上の動詞句を結ぶ固定された表現があり、そこに現れる現象には以
上の記述に現れなかったものも含まれる。

（名詞句＋）´P@-動詞/形容詞＋（名詞句＋）´P@-動詞/形容詞「～も～も」
/´P@-/という形態は疑問接辞と似ているが、声調が異なる点に注意が必要である。

(192) ´mbW HdýW-∅ ´P@-hsA:-reP ´tjẼ lu-∅ ´P@-joP reP

薪-[絶] も-燃やす-[判] 電気コンロ-[絶] も-[存]

薪も燃やすし、電気コンロもあります。

形容詞＋-tse＋形容詞＋-tse「時に～時に～」
/-tse/は動詞接尾辞と同じふるまいをし、先行する述語形容詞と１つの声調領域を形成す
る。/-tse/がつく複数の述部は同一の主部をもつ。

(193) ¯HnÃ No-∅ ˆúo-tse `ő̊tChAP-tse

天気-[絶] 暖かい-時に 寒い-時に
天気は時に暖かく、時に寒いです。
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¯htCePmeP＋動詞句＋¯htCePmeP＋動詞句「～たり～たりする」
/¯htCeP meP/はこれだけで独立の声調をもち、文中では副詞のようにふるまう。この要素は動
詞の直前に置かれるほか、何らかの名詞句が動詞の前に現れても構造上は問題ない。

(194) ¯htCeP meP ´tÕ ¯htCeP meP ¯tCha Hba-∅ ´mbAP

たり 晴れる たり 雨-[絶] 降る
晴れたり雨が降ったりします。

´j@̃ m@ ¯na＋動詞句-ýAP＋´j@̃ m@ ¯na＋動詞句-ýAP「～するか～するかである」
文の構造を子細に観察すると、/´j@̃ m@ ¯na/の部分はは複文の形式をとっていると考えられる

（5.4参照）。しかし慣用的な表現になっているとも考えることができる。
(195) ´ji ge-nd@-∅ ´j@̃ m@ ¯na `htsõ-ýAP ´j@̃ m@ ¯na ¯m@ Hde tsho-la `ýi:-ýAP

本-この-[絶] するか 売る-[調] するか 他人-[与] 与える-[調]

この本は、売ってしまうか、ほかの人にあげなさい。

´te:＋動詞句＋´te:＋動詞句「～であればあるほどより～」
/´te:/が単独でどのような意味を担っているかは不明であるが、動詞または形容詞の直前に置
かれる。

(196) ´te: ¯̊Na: ´te: ˆjAP-reP

どんどん 早い どんどん よい-[判]

早ければ早いほどよりよいです。
以上の形式に関連するものとして、次のようなものがある。

(197) ¯tChoP-∅ ´te: ta ´te: ¯Cha ¯HdýAP pa ˆïão-Ci: tu

2-[絶] どんどん 太る 行く-[進]

あなたはどんどん太っていっています。
/´te: ta ´te:/に含まれる/´te:/は例文 (196) に用いられる形態素と同一であると考えるが、中間
の/ta/が単独でどのような意味を持っているのは解釈できないため、これら３音節をひとかたま
りにして「どんどん」と語釈を与える。
なお、「どんどん」を表す表現としては、以下のように/¯htẼ ýAP/を用いる例もある。この要素
は/´te: ta ´te:/と交替可能である。

(198) ¯tChoP-∅ ¯Pa ma-dA ¯htẼ ýAP ˆïãa-Ci: tu

2-[絶] 母-[共] どんどん 似ている-[進]

あなたはどんどん母親に似てきています。
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5 文のタイプと分類
本節では Lhagang方言の文の構造とタイプ別の記述を行う 56。

5.1 文の成立
Lhagang方言は、他のチベット系諸言語と同じく、類型的には動詞述部を文末に置く構造を

取る。
Lhagang方言における発話は、間投詞のようなものを除いたとしても、名詞か動詞のどちら
か一方で成立する１語文がある。あいさつ語も１語文で成立するものがある。

(199) ´phAP HgE-∅

ぶた-[絶]

ぶた（だ）！
(200) ´ïão

行く
行こう。

(201) `Hde mo

さようなら
さようなら。

(199)は、たとえば話者の近くにぶたの存在を認めたときの発話として成立する 57。(200)は
頻繁に認められる発話である。語用論的には勧誘を表している。(201)はあいさつ語の例で、１
語で成立し、また、これ以上形態素分析もできない。また、次のように、形態素分析は可能で
あるが、動詞述部１語で成立する発話がある。この種の表現は非常に豊富である。

(202) ˆőE:-tu

よろしい-[証]

よろしいです。/OK。
また、名詞からなる１語文を除けば、動詞句を伴わない名詞文は原則的に用いられない。加
えて、間投詞を除いて名詞とも動詞ともつかない語が認められる。次のような例は副詞と呼ぶ
ことができる：/-Ha/ 58「～も（また）」、/´rÕ/「～自身（で）」、/`őã mbu/「いっしょに」、/`thÃ tCeP/

「みんな」、/¯lo:/「当然」、/¯húAP mo/「とても」など。副詞は基本的に修飾する動詞句の直前に
置かれる。ただし/-Ha/は名詞句に後続する形で用いられる。

(203) ˆNa-∅-Ha ¯shẽ ¯húAP mo `Hga-tu

1-[絶]-も 心 とても うれしい-[証]

私もとてもうれしいです。

56 文のタイプの記述は澤田編 (2013)を参考にしている。
57 塔公寺の周辺には、放生の一環としてぶたが放し飼いにされている。村全体で世話をしているよう
だ。

58 声調は先行する形態素と同一の範囲内におさまるように見える。接辞である可能性もある。
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(204) ¯kho-∅ ˆïão-li: ¯ze: ¯na ˆNa-∅-Ha ˆïão-li:

3-[絶] 行く-[意] 言う ならば 1-[絶]-も 行く-[意]

彼が行くと言うなら、私も行きましょう。
接続詞については 5.4を参照。

5.2 文のタイプ
Lhagang方言においては、平叙文と疑問文が形態統語的に明確に区別される。命令文は命令

の対象（通常は２人称）が伴わず発話として成立している場合をいう。しかし、実際にはほと
んどの場合で２人称代名詞が文中に現れることが可能で、このとき記述の上では平叙文と変わ
らず、発話時の語調などによって機能が変わってくるといえる。また、文のタイプとしては勧
奨文や祈願文が言及されうるが、Lhagang方言では命令文もしくは平叙文と構造上変わること
がない。
以下、平叙文、疑問文、命令文について記述する。

5.2.1 平叙文
(205) ´Na-∅ `khE le:-li:

1-[絶] 同意する-[意]

私は同意しましょう。
(206) ´Na-∅ ˆm@-htoP-tu

1-[絶] [否]-空腹だ-[証]

私は空腹ではありません。
次の文は意味的には禁止命令を表しているが、行為者が発話に現れるため、文のタイプとし
ては平叙文に含められる。

(207) ¯tChoP-∅ ´ji ,e-∅ ´ma-úi

2-[絶] 文字-[絶] [否]-書く
あなたは字を書いてはいけません。

次の文は意味的に祈願を表しているが、行為者が発話に現れるため、文のタイプとしては平
叙文に含められる。

(208) ¯tChoP-∅ `Hde mo ¯tshÃ mbo ˆji:-Hgo

2-[絶] 平安な 願い [判]-[必]

あなたが平安でありますように。

5.2.2 疑問文
疑問文には諾否疑問文、疑問詞疑問文、付加疑問文、選択疑問文などの種類がある。
諾否疑問文は疑問接辞を動詞句に付加して表す。4.1で述べたように、疑問接頭辞は動詞/形
容詞語幹の直前に付加されるか、TAM接辞群の中に述語動詞が含まれる場合はその直前に付加
される。
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(209) ¯tChoP-∅ `P@-ïão

2-[絶] [疑]-行く
あなたは行きますか？

(210) (¯tChoP-∅) `P@-őE:-tu

(2-[絶]) [疑]-よい-[証]

（あなたは）元気ですか？
(211) (¯tChoP-∅) `P@-hka-the:

(2-[絶]) [疑]-疲れる-[完]

（あなたは）疲れましたか？
(212) ˆnÕ la-∅ ¯thÃ tCeP ¯Hde mo `P@-reP

家族-[絶] みんな 元気だ [疑]-[判]

家族全員元気ですか？
(213) ¯nd@-∅ `tC@ t@-∅ ´reP

これ-[絶] 何-[絶] [判]

これは何ですか？
否定文の疑問には/-la/が用いられるが、肯定文に用いられることもある。

(214) ¯kho-∅ ¯CO: thÃ ´őA: őõ-∅ ´ma-reP-la

3-[絶] 学生-[絶] [否]-[判]-[疑]

彼は学生でないのですか？
(215) ¯kho-∅ ´ma-n

˚thO-khe:-la

3-[絶] [否]-飲む-[完]-[疑]

彼は飲まなかったのですか？
(216) ¯P@ ïãa ´reP-la

このように [判]-[疑]

このようですよね？
形式は疑問文であるが、あいさつ言葉として機能するものがある。

(217) `P@-Hde

[疑]-元気だ
元気ですか？（＝おはよう ）59

付加疑問文は形式的には認められないが、それと同義となる構造として、文末に/-la/または/-l@

`P@-ji:/を配することで成立する。

59 この形式は Lhagang 方言の分布域の周辺で話されるアムドチベット語にも見られ、起源的には
Lhagang-Bの表現ではないかもしれないが、現在では広く使われている。
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(218) a `tChoP-la ¯Cha ői-∅ ˆmeP-l@ `P@-ji:

2-[与] 兄弟-[絶] [否/存/疑]

あなたには兄弟がいないのですよね？
b `tChoP-la ¯Cha ői-∅ ˆmeP-la

2-[与] 兄弟-[絶] [否/存]-[疑]

あなたには兄弟がいないのですよね？
選択疑問文の場合、選択する要素の間に TAM接辞/-l@ reP/を配するか、接続詞¯ta「または」

を用いるか、またはその両方を用いるかのなどの方法で構成される 60。
(219) ¯tChoP-∅ ¯Pa pha-la ´ïãa-l@ reP ¯Pa ma-la ´ïãa-reP

2-[絶] 父-[与] 似る-[未] 母-[与] 似る-[判]

あなたは父親に似ていますか、それとも母親に似ていますか？
(220) `Hdýa-jiP-∅ `P@-reP ¯ta ˆpoP jiP-∅ ´reP

漢語-[絶] [疑]-[判] または チベット語-[絶] [判]

（それは）漢語ですか、それともチベット語ですか？
(221) ¯pã li-∅ `tC@ ïãa `za-Hgo reP ¯HlW̃ mba ¯za-Hgo reP ¯ta

栗-[絶] どのように 食べる-[必] 生の 食べる-[必] または
`htso-n@ `za-Hgo reP

蒸す-[名] 食べる-[必]

栗をどのように食べますか？生で食べますか、それとも蒸して食べますか？

5.2.3 命令文
命令文と勧誘文は、行為者は発話に現れないという点で、構造的には同じである。

(222) ´za ma-∅ ´za

ごはん-[絶] 食べる
ごはんを食べなさい。/召し上がれ。

(223) ´ta hta ˆma-sho:

今 [否]-行く.[命]

今行くな！
(224) `thÃ htCeP ¯Hga hsW ýW

みんな 歓迎する
（私たち）みんなで歓迎しましょう！

60 形態素/-l@ reP/は本来的には/-l@ `P@-reP/であるかもしれない。6.4.1を参照。例文 (220)を見れば分
かるように、選択する要素の第１項の動詞は疑問接辞を伴うが、第２項の動詞は疑問接辞を伴わな
い。
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ただし、次のように命令形と非命令形が異なる動詞の場合、命令文には命令形が、勧誘文に
は非命令形が用いられる 61。

(225) ´ka le ¯sho:

ゆっくり 行く.[命]

ゆっくり行きなさい。（＝気をつけて）
(226) ´ïão

行く
行きましょう。

5.3 文の埋め込み
平叙文の埋め込みでは、通常補文標識を伴わない。

(227) ´Na-∅ ´ta: rOP ¯tChoP-∅ `Pa na ˆHo:-z@ reP `hsÃ-z@

1-[絶] まだ 2-[絶] ここ 来る-[過] 思う-[過]

私はまだあなたがここに来ると思っていました。
ただし、埋め込み文を主題化する場合は/-HdýW/を付加する。すなわち名詞化して埋め込むこ

とになる。
(228) ´Na-∅ ¯l

˚
a sha m@ ´ji:-HdýW-∅-t@ ¯shW `htCiP-g@ ´HdẼ la ´m@-ődý@

1-[絶] ラサ人 [判]-[名]-[絶]-[主] 誰 １-[能] 信じる [否]-[語幹]

私がラサ人であるとは誰１人信じません。
諾否疑問文もしくは疑問語を含む文の埋め込みでは、埋め込まれた文に補文標識/-htCiP/を伴

うことが多い。補文標識の代わりに名詞化標識を用いても容認されることもある。補文標識は
文中において絶対格を役割を付されているものと理解し、ゼロ形態の存在を記述しない。

(229) ¯tChoP-∅ ¯kho-∅ `Pa na `P@-htse: ´m@-htse:-khe-htCiP `hta-ta

2-[絶] 3-[絶] ここ [疑]-着く [否]-着く-[完]-[補] 見る-[調]

あなたは彼がここへ到着したかどうか確認してください。
(230) ¯tChoP-∅ ¯kho-∅ ´Hge HgE-la `tC@ t@-∅ ´ze:-HdýW `hl

˚
aP-pa

2-[絶] 3-[絶] 先生-[与] 何-[絶] 言う-[名] 教える-[証]

あなたは彼が先生に何を言うか教えなさい。
また、補文標識は主題標識を伴うことができる。

(231) ¯kho-∅ ´Na-∅ `tC@ t@-∅ ´ji: n@ `za-őE:-htCiP-t@ ¯ha ˆko-reP

3-[絶] 1-[絶] 何-[絶] [判] ても 食べる-できる-[補]-[主] 分かる-[判]

彼は私が何であろうと食べることができるということを分かっています。
命令文（勧誘文）の埋め込みでは、補文標識を伴わない。

61 実際のところ、「行く」と「来る」のみ命令形と非命令形が異なる。4.3参照。これら以外の動詞につ
いては、発話の調子（口調）によって命令か勧誘かどちらの意味であるのかを判断することになる。
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(232) ¯Pa pha-∅ ˆNa-la ´lE: ka ´lE:-sho: ˆze:-tu

父-[絶] 1-[与] 仕事 する-行く.[命] 言う-[証]

父は私に仕事に行きなさいと言いました。

5.4 複文
等位関係を表す並列文は通常接続詞を必要とせず、第１文には TAM を表す接辞類がつかな

いことが多い。ただしイントネーションが異なり、発話としてひとかたまりになっていること
が分かる 62。

(233) ¯phAP ˆnAP nAP-∅-t@ ¯kho tsho-g@ `hso-z@ reP ˆNa-g@ `hso-z@ ˆma ji:

黒ぶた-[絶]-[主] 3.[複]-[絶] 育てる-[過] 1-[能] 育てる-[過/否]

黒ぶたは彼らが飼っていたのであり、私が飼っていたのではありません。
(234) ´ta ri ¯HnÃ No-∅ ˆm@-jAP-tu ¯tCha Hba-∅ `P@-mbAP ´m@-ko-tu

今日 天気-[絶] [否]-よい-[証] 雨-[絶] [疑]-降る [否]-分かる-[証]

今日は天気が良くありません。雨が降るかもしれません。

¯na

条件や時間的順序に従って継起する事象を時間を表す要素を用いず表す場合、接続詞¯naが用
いられる。

(235) ´t@ ïãa ¯Hzo ¯na `P@-őE:-tu

あのように する と [疑]-よい-[証]

あのようにしたらいいですか？
(236) ¯úhe phjo-∅ ´őo-roP ´z@ ¯na `P@-őE:

チケット-[絶] 買う-[依頼] 言う と [疑]-よい
チケットを買ってくれませんかと言ったら、よろしいですか？
（＝チケットを買ってくれませんか？）

譲歩を表す場合にも接続詞¯naが用いられる。
(237) ¯tCha Hba-∅ ´mbAP ¯na ¯tChoP-∅ ´ïão-HdýW ¯P@-ji:-ta

雨-[絶] 降る ても 2-[絶] 行く-[未/疑/E]-[調]

雨が降っても、あなたは行くのですか？
また、次のような例もある。本来埋め込まれる文が複文化したものである。

(238) ¯Pa ma-∅ ˆNa-la ´ze: ¯na ¯ődýoP pa ¯sho: ˆze:-tu

母-[絶] 1-[与] 言う と 急いで 行く.[命] 言う-[証]

母が私に言うことには、「急いで行きなさい」と。
3.4でも述べたことであるが、接続詞¯naは疑問語とともに用いられて疑問語を不定語と解釈

する文を形成する。このとき、¯naを伴う従属文は、主文の中に割り込むことが多い。

62 ただし例文 (233, 234)はイントネーションを記述しないため、単に２つの文が羅列されているよう
に見える。
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(239) ´m@ ´ïã@ ïãa-∅ ˆka na ´ji: ¯na ˆjo:-reP

=(20) 人 このような-[絶] どこ [判] ても [存]

こんな人はどこにでもいます。
例文 (239) では¯na を伴う従属文は/ˆka na ´ji:/の範囲にとどまると考えられる。これが主
文/´m@ ´ïã@ ïãa-∅ ˆjo:-reP/の中に割り込んで入っていることになる 63。

n@ 64「～して、～しながら」
(240) ¯kho-∅ ¯nda-∅ ´HdýAP n@ ¯Ci tsi-∅ `hseP-the:

3-[絶] 矢-[絶] 放つ て 鳥-[絶] 殺す-[完]

彼は矢を放って鳥を殺しました。
(241) ¯tChoP tsho-∅ ¯hta HgE-∅ ¯HgÕ n@ ˆka na ˆïão-li:

2.[複]-[絶] 馬-[絶] 乗る て どこ 行く-[意]

あなたたちは馬に乗ってどこに行くのですか？

¯hkAP 65「～のときに」
/¯hkAP/を伴う従属文の中では、TAMに関する表示が行われないことが通例である。時間関係

は主文の TAMおよび文脈とあわせて理解される。
(242) `Ch@ la ´ïão `hkAP-la ¯ChoP HduP-∅ ¯khW-HdýW-∅ ´ma-HdýeP

外 行く とき-[位] 傘-[絶] もっていく-[名]-[絶] [否]-忘れる
外へ行くとき、傘を持っていくのを忘れるな。

(243) ´Hdýa Hza ´kõ dýo-∅ ´po-la ´ja la ´Hde úÕ `hkAP-la

文成公主-[絶] チベット-[位] 上へ 迎える とき-[位]

¯thÕ ´Hdýa po-g@ `kho-la ´tCo wo ´tCiP-∅ `ýı̃-z@ reP

唐の皇帝-[能] 3-[位] ジョウォ 一-[絶] 与える-[過]

文成公主がチベットへと迎えられるとき、唐の皇帝は彼女に一体のジョウォを
与えました。（『菩薩の愛する地・塔公』）

´ma zeP「～しないだけでなく」
(244) ´tsi ,i-∅ ´mõ HziP-la ´m@-húAP ´ma zeP ´ta: rOP

ねずみ-[絶] 猫-[絶] 恐れる しないだけでなく なお
´mõ HziP-∅ `hte-Ci: tu

猫-[絶] 追う-[進]

ねずみが猫を恐れないだけでなくさらに猫を追うのです。

63 もちろん、不定疑問の構文を一種の慣用表現ととらえ、文の主従関係を認めないという分析も可能
であろう。

64 この形式は声調を担わない。ゆえに、動詞接辞と分析することも可能である。
65 これは接続詞ではなく、時間を表す名詞と分析する。位格標識を付加することができる。
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付録：融合的語釈と分析的語釈の対照
ここでは、存在動詞および TAM 接辞群に対する語釈について、本稿で採用している融合的

語釈の例と、それぞれの形態素に分析的語釈を与えた例を対比し、読者の理解に供する。なお、
音表記の部分は分析的に記述してある。なお Vは動詞語幹を意味する。

(A) 音形式 ´meP

融合的 [否/存]

分析的 [否/存]

参考　 4.2.2存在動詞

(B) 音形式 ´joP-l@-ˆma-reP

融合的 [否/存]

分析的 [存]-[未]-[否]-[判]

参考　 4.2.2存在動詞

(C) 音形式 ´meP-l@-`P@-ji:

融合的 [否/存/疑/E]

分析的 [否/存]-[未]-[疑]-[判/E]

参考　 4.2.2存在動詞

(D) 音形式 -C@-ji:-tu

融合的 -[進]

分析的 -[進]-[存]-[証]

参考　 4.6.1 TAMを表す接辞群・進行

(E) 音形式 -l@-´ma-ji:-la

融合的 -[否/未/E/疑]

分析的 -[未]-[否]-[判/E]-[疑]

参考　 4.6.1 TAMを表す接辞群・未完了

(F) 音形式 ´ma-V-z@-`P@-reP

融合的 [否]-V-[疑/過]

分析的 [否]-V-[過]-[疑]-[判]

参考　 4.6.1 TAMを表す接辞群・アオリスト

(G) 音形式 -HdýW-´ma-reP-pa

融合的 -[否/未]-[証]

分析的 -[未]-[否]-[判]-[証]

参考　 4.6.1 TAMを表す接辞群・未完了
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略号表
文法機能語で略号を作らないものは直接 [　]の中に機能を書き込んでいる。複数の略号
が重なるときは / で区切って示す。語形変化で何らかの文法的機能を表す場合は、語義
のあとに . をはさんで機能を書き入れる。

1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .１人称
2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .２人称
3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .３人称
[絶] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 絶対格
[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格
[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格
[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格
[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格
[具] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .具格
[奪] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .奪格
[領] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 受領格
[比] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 比較格
[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識
[位名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位置名詞
[複] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .複数
[集] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .集合
[量] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .量詞
[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 判断動詞
[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 存在動詞

[重] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .重複
[命] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 命令形
[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .否定
[方] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .方向
[疑] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .疑問
[未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .未来
[進] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .進行
[E] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . egophoric

[意] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 意思未来
[過] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . アオリスト/過去
[完] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 現在完了
[証] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 証拠性
[可] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 可能性
[伝] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .伝聞
[調] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 語調助辞
[補] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 補文標識
[主] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 主題標識
注 66 　

なお、例文中に（『菩薩の愛する地・塔公』）と注記しているのものは、当該例文が語り
『菩薩の愛する地・塔公』によるもので、物語の全体と記述は鈴木ほか (2015a)に基づい
ている 67。

66 egophoricity に対する語釈 [E] については、形態素に対応するいうよりはむしろ、文全体として
egophoricityの意味が特に現れる場合に用いる。そうでない場合は語釈を省略する。

67 ただし一部の分析については、本稿の提示と当該文献のものとの間に異なりがある場合がある。
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A sketch grammar of Lhagang Tibetan, a dialect of Minyag Rabgang Khams

Hiroyuki SUZUKI Sonam Wangmo

Universitetet i Oslo Universitetet i Oslo

Abstract

This article presents a sketch grammar of Lhagang Tibetan, a dialect of Minyag Rabgang Khams

spoken in Tagong Village, Tagong Town, Kangding Municipality, Ganzi Prefecture, Sichuan

Province, China. This sketch grammar deals with a variety of Minyag Rabgang Khams, so-called

Lhagang-B, transmittetd by the earliest sedentary Tibetans. It contains sound system and descrip-

tion (Section 2), noun phrase (Section 3), verb predicate (Section 4), and sentence construction

(Section 5).

Section 3 noun phrase is divided into ten subsections: basic structure of the noun phrase (3.1),

nouns (3.2), pronouns (3.3), interrogative words (3.4), nominalisers (3.5), grammaticalisation of

position nouns (3.6), numbers (3.7), case marking system (3.8), adjectives as a modifier (3.9), and

topic marker (3.10). Section 4 verb predicate is divided into eight subsections: basic structure of

the verb predicate (4.1), copulative and existential verbs (4.2), general verb stems (4.3), adjectives

as a predicate (4.4), prefixes (4.5), suffixes (4.6), verb concatination (4.7), and verbal phrase con-

cordance (4.8). Section 5 sentence construction is explained in variation of sentences (5.1), types

of sentence (5.2), sentence embedding (5.3), and complex sentences (5.4).

Even though this article merely provides an essence of grammatical aspects of Lhagang Tibetan,

it will be worth recording a traditional vernacular of Khams in Lhagang before it changes because

of intense language contact.

Keywords: Khams Tibetan; Minyag Rabgang dialectal group; noun phrase; verb predicate
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/é/が語る音変化史
　

—カムチベット語香格里拉方言群における硬口蓋系列音素についての覚え書き—

鈴木博之
オスロ大学

キーワード：カムチベット語、Sems-kyi-nyila 方言群、有声硬口蓋閉鎖音、音変化

1 はじめに
チベット系諸言語（Tibetic languages; Tournadre 2014）の中で、中国雲南省北西部を中心に

分布するカムチベット語 Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群の諸方言の中には、前部硬口蓋系
列と硬口蓋系列の間に対立を形成する方言がある。たとえば、/ť, ć/と/c, é/の間、/C, ý/と/ç, J/の
間、/ő/と/ñ/の間に対立を形成したりするといった具合である（鈴木 (2010a), Suzuki (2016)；音
表記の方法は鈴木 (2005)、朱曉農 (2010)を参照）。これらの対立は、各方言について、ほぼ明
確な形でチベット文語（以下「蔵文」）形式との対応関係を見出すことができ、音対応の観点か
ら整理ができる特徴であるが、その対応の仕方の方言差が非常に大きいため、調査地点の間隔
を狭くして、具体的には自然村単位で調査を行わなければ全体像がつかめないばかりか、音変
化の観点から明確な説明を与えることもまた困難である。

1.1 Sems-kyi-nyila方言群の下位分類
Sems-kyi-nyila方言群は現段階の分析（鈴木 2015；名称に若干の変更あり）で、次の５つの

下位方言群に分類できる。

1. rGyalthang（建塘）下位方言群
2. 雲嶺山脈東部下位方言群
3. Melung（維西塔城）下位方言群
4. dNgo（翁上）下位方言群
5. Lamdo（浪都）下位方言群

そのうち本稿で議論するのは rGyalthang下位方言群と雲嶺山脈東部下位方言群の一部の方言
である。その他の下位方言群についても、必要な場合に触れる。各種方言の地理的分布につい
ては、末尾の付録を参照。
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1.2 議論の対象となる現象
先に示した下位方言分類のうち、rGyalthang下位方言群における前部硬口蓋系列と硬口蓋系

列に関する音体系とその方言間の変遷については、鈴木 (2015)に示したように、一応の整理が
ついているものと考えて差し支えない。鈴木 (2015) の分析方法は、西田 (1987) などに指摘が
あるように、口語形式と蔵文形式の対応関係を単一の音素と文字という関係ではなく、一定の
音体系の中で体系的にとらえるものである。rGyalthang下位方言群の当該調音位置における阻
害音に限った蔵文との主要な対応関係については、代表的なものとして以下の３つのタイプが
認められ、それぞれ第１類、第２類、第３類と呼ぶ。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第１類 /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第３類 /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

表中にある蔵文形式についてはおおむね以下のように説明できるが、鈴木 (2015)も述べてい
るように、例外もあり、１つの傾向として理解される必要がある。

• 蔵文 Kr：蔵文 k, kh, gに足字 rを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Ky：蔵文 k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Pr：蔵文 p, ph, bに足字 rを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Py：蔵文 p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式

また、以上の蔵文の配列と表内の音素の配列は関係がない。ここで注目する必要があるのは
単に調音位置と閉鎖・破擦・摩擦の別のみである。有声性・有気性についてはそれぞれ複雑な
対応関係があるが、本稿では直接的に関連しないため、説明を割愛する。詳細は格桑居冕・格
桑央京 (2002:271-280)などを参照。
以上のうち、第１類の共時的記述には鈴木 (2014a)が、第２類の共時的記述には鈴木 (2011)

が、第３類の共時的記述には Hongladarom (1996)、Wang (1996)、《雲南省誌》編纂委員會
(1998:421-441)などがある。

1.3 具体的な問題点
上表のように整理してみるとわかるように、rGyalthang下位方言群では音変化の相対年代の
差異が方言間において共時的に認められ、音対応の複雑さから、第１類がもっとも古く、次い
で第２類があり、最も変化の進んでいるのが第３類となる。そして第２類について、前部硬口
蓋系列と硬口蓋系列の対立を閉鎖を伴うもの（閉鎖音と破擦音）と閉鎖を伴わないもの（摩擦
音）の間で、硬口蓋系列が前部硬口蓋系列に合流する時期にずれが認められると理解できる。
ここで生じる１つの問題はこのずれの起こり方で、摩擦音のほうが音声学的に先に合流した
ことに対して説明をいかに与えられるかということである。論点を言い換えると、閉鎖音と破
擦音が摩擦音よりも先に合流する事例は存在しないのか、ということにもなる。鈴木 (2015)は
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この点について何の言及もしていない。rGyalthang下位方言群の中にそのような事例が発見さ
れていないからである。ところが、雲嶺山脈東部下位方言群に所属する方言の中には、確かに
このような音体系を示す方言が存在することが、筆者の最近の調査で分かってきた。
本稿では、先に示した３種類の蔵文の音対応の中で、第２類は合流のタイプによって以下の
ように２種類 A/Bに分かれることを示す。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

加えて、第２類 Bの方言には硬口蓋閉鎖音に/é/だけが認められるものがあり、その音変化も
考察する。また、A/Bとしているように、Aと Bの音変化は独立して起きたもので、互いの変
化の順序を考える必要はなく、ともに第１類と第３類の間に位置づけられることも示す。

2 Sems-kyi-nyila方言群の各種方言の子音音素一覧
ここでは、本稿で取り上げる問題にかかわる４つの方言の子音音素一覧を提示する。配列と
しては、硬口蓋系列について、複雑なものから順に掲げる。
なお、以下では簡潔な提示を目的とするため、それぞれの音表記について補注を加えない。
筆者の音表記の方法は基本的にすべてのチベット系諸言語に共通である。音表記の提示に先立
ち、本節の理解に必要な説明を述べる。
筆者の採用する音表記は Tournadre & Suzuki (forthcoming) に言及される pandialectal pho-

netic descriptionに基づき、国際音声字母 (IPA)で規定されるもののほか、朱曉農 (2010)で明確
に定義される主に中国で使用されている音声記号も用いる。
本稿において特に注意すべきは、本来分けるべき調音位置である「前部硬口蓋」と「硬口蓋」
を、「硬口蓋」の下位区分として「前」、「後」と表示している点である。これらは pandialectal
phonetic descriptionにおいて、それぞれ prepalatalと palatalに当たる。この点をめぐる調音位
置と音標文字の定義は朱曉農 (2010)に従っている。「硬口蓋・後」は後部硬口蓋を指しているの
ではない点に注意が必要である。
また、/r, r

˚
/は IPAおよび朱曉農 (2010) に規定される音標文字の用法とは異なり、/r/ならば、

文字通りふるえ音 [r]のほか、[R, ô]といったさまざまな音声実現を含み、すべて自由変異であ
るため、/r/によって代表させざるをえない。これは pandialectal phonetic description の規定で
ある。本稿で扱う方言は/r/は/ü/と対立するため、/r/は [ü]を含みえないが、両者が対立を形成し
ない方言においては/r/は [ü]を含みうる。
なお、本稿で言及する諸方言の超分節音素は語声調によって実現し、表記の際には以下の符
号を語頭に置くことで表示する。

¯：高平 ：́上昇 ：̀下降 ：̂上昇下降

加えて、以降の例語には蔵文形式をWylie転写で添える。
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2.1 Khrezhag（開香）方言：雲嶺山脈東部下位方言群
Khrezhag方言は香格里拉市尼西郷幸福行政村開香自然村で話される。この方言は硬口蓋音系

列に閉鎖音、摩擦音、鼻音、半母音が認められる。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h

有声 z ü ý J , H

鼻音 有声 m n ï ő ñ N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

以上に示した子音体系は、Sems-kyi-nyila 方言群の中でもっとも複雑なものの１つに数えら
える。
半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。

前部硬口蓋 硬口蓋
`chAP「血」khrag
¯co「小麦」gro
`ñéE:「米」’bras

¯tChõ「家」khyim
¯tCÕ「壁」gyang
`Hdýa「漢族」rgya
¯CheP「半分」phyed `çhe hkW「細い」phra
¯hCÕ khW「狼」spyang khi ¯çÕ ta「胸」brang
`HýÕ「学ぶ」sbyang `HJÕ「砂糖」sbrang
´őa「魚」 nya `ñ@「めすヤク」’bri
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2.2 rTswamarteng（祖莫頂）方言：雲嶺山脈東部下位方言群
rTswamarteng方言は香格里拉市尼西郷幸福行政村祖莫頂自然村で話される。この方言は硬口

蓋音系列に有声閉鎖音、摩擦音、鼻音、半母音が認められる。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h

有声 z ü ý J , H

鼻音 有声 m n ő ñ N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。
前部硬口蓋 硬口蓋

¯ñéOP「雷」’brug
`tChAP「血」khrag
¯tCÕ「壁」gyang
`Hdýa「漢族」rgya
¯Ch@「開ける」phye `çh@ hkW「細い」phra
¯Ca「鶏」bya ´çAP「崖」brag
`HýÕ「学ぶ」sbyang ¯HJÕ hts@「ミツバチ」sbrang rtsi
¯őa「魚」nya `ñ@「めすヤク」’bri

/é/については、前鼻音を伴って現れる点に注意が必要である。これが続く節で議論する要と
なる。
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2.3 Gyennyemphel（吉念批）方言：rGyalthang下位方言群
Gyennyemphel 方言は香格里拉市小中甸郷聯合行政村吉念批自然村で話される。この方言は
硬口蓋音系列に閉鎖音、鼻音、半母音が認められる。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無声無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。
前部硬口蓋 硬口蓋

`chAP「血」khrag
´c@ ãüÕ「ナイフ」gri chung
´ñéOP「雷」’brug

¯tChõ「家」khyim
¯htCwo:「酸っぱい」skyur mo
´Hdýa「漢族」rgya
¯ChuP「方向」phyogs
´Ca「鶏」bya
¯ý@「暖かい季節」dbyar
´őa「魚」nya
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2.4 mTshomgolung（錯古龍）方言：rGyalthang下位方言群
mTshomgolung方言は香格里拉市建塘鎮錯古龍自然村で話される。この方言は硬口蓋音系列

に半母音しか認められない。Sems-kyi-nyila方言群の中でもっとも単純な子音体系をもつ。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無声無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

mTshomgolung方言は硬口蓋（前・後）の対立が成立しない言語であるため、ここでは例を
省略する。

2.5 そのほか
ここまで４つの方言の事例について見たが、前部硬口蓋と硬口蓋の間で閉鎖音どうしまたは
破擦音どうしの対立が成立する例が認められない。これは音声学的な理由で存在しえないので
はなく、他の下位方言群には対立する例が認められる。Sems-kyi-nyila方言群の内部もしくはそ
の分布地域の近隣（雲南省内）で話される言語について見てみると、閉鎖音については Lamdo

（浪都）方言（Lamdo下位方言群；鈴木 2010b）に、破擦音については Bodgrong（丙中洛）方
言（雲嶺山脈西部下位方言群；鈴木 2014b）に、それぞれ次の対立が認められる。

Lamdo方言 Bodgrong方言
前部硬口蓋 硬口蓋 前部硬口蓋 硬口蓋
ťh ch tCh cçh

ť c tC cç

ć é dý éJ

以上、雲南省で話されるカムチベット語諸方言は、硬口蓋部での調音がいかに多様であるか
が分かる。
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3 各種硬口蓋音の蔵文との対応関係
3.1 対応関係の類型について
先に各種方言の子音体系を概観したが、共時的な音体系を見ただけでは、最初に提示した各

種類型の全容を理解するということにはならない。ここでは、２節に掲げた方言の形式と、４
種の蔵文形式との対比を行う。

蔵文 語義 Khrezhag rTswamarteng Gyennyemphel mTshomgolung

khrag 血 `chAP `tChAP `chAP `tChAP

skrag 怖がる `hcAP `htCAP `hcAP `htCAP

khyod あなた ¯tCh0P ¯tCh0P ¯tCh0P ¯tCh0P

gyang 壁 ¯tCÕ ¯tCÕ ´tCÕ ´tCÕ

phra bo 細い `çhe hkW `çh@ hkW ¯Ch@ htsi `Che ri

brag がけ ´çAP ´çAP ´CAP ´CAP

phye 開ける ¯Ch@ ¯Ch@ ¯Ch@ `Ch@

bya 鶏 ¯Ca ¯Ca ´Ca ´Ca

以上の基本的な対応関係は、鈴木 (2015) で示した分類と照らしてみると、Khrezhag 方言
は第１類、Gyennyemphel 方言は第２類、mTshomgolung 方言は第３類に属するといえる。
rTswamarteng方言の類型は鈴木 (2015) には言及されていないパターンである。これを第２類
Bとし、Gyennyemphel方言の事例を第２類 Aとすると、以下のように整理できる。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

上のように整理できることから、第２類 Aと第２類 Bの合流は重なるところがなく、独立に
発生したものと考えてよい。ただし、rTswamarteng 方言のように、第２類 B に属するものの
中に硬口蓋閉鎖音系列に/é/のみが存在するという事例があることの背景を説明しなければなら
ない。

3.2 /é/の存在について
先に述べた状況から、rTswamarteng 方言の音体系に含まれる/é/の蔵文との対応関係に注目

したい。先にふれたとおり、/é/は前鼻音を伴う/ñé/という形でのみ現れる。rTswamarteng 方言
で/ñé/およびそれに関連する音を含む例を、上表と同様の形で以下に整理する。

蔵文 語義 Khrezhag rTswamarteng Gyennyemphel mTshomgolung

’brug 雷/龍 ´ñéOP `ñéOP ˆñéOP ´ődýOP

’bras 米 `ñéE: `ñéE: ¯NgW: ¯NgW:

’bri めすヤク `ñ@ `ñ@ ´ñé@ ¯ődý@

以上のように、rTswamarteng方言の/ñé/は蔵文’brと対応関係があるといえる。カムチベット
語の他の方言を見ると、たとえば蔵文 byは前部硬口蓋摩擦音に対応するが、蔵文’byは前鼻音
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を伴う前部硬口蓋破擦音に対応するという現象があり、音対応のパターンとしては、この例と
rTswamarteng方言に見られる現象は並行しているといえる。ただし rTswamarteng方言では硬
口蓋が関係している。なお、「めすヤク」が示す例外的音対応については鈴木 (forthcoming)に
詳しく述べているが、/ñé/の子音連続の順行同化による単鼻音化が起こっている。つまり、表面
上/é/が現れていないが、この閉鎖音の調音位置が/ñ/の成立に必要不可欠であるということであ
る。第１類に属する Khrezhag方言ではもちろんのこと、第２類 Aに属する Gyennyemphel方
言においても、前鼻音つき有声硬口蓋閉鎖音/ñé/という音対応を認めることができるが、この方
言の場合は硬口蓋閉鎖音系列が音体系に存在するため、当該形式が現れることに疑問はない。
なお、「米」が示す例外的音対応については Suzuki (2012)を参照。また、視点を変えて考える
と、子音連続を形成している場合に限って硬口蓋閉鎖音系列を残している方言に dNgo下位方
言群に属する Phuri方言（鈴木 2013）がある。この事例は音声学的に子音連続の状態にある場
合には、音素の合流前の古い段階を見せることを示唆している。まとめると、第２類 Bにおい
て起きているこの不均衡な硬口蓋閉鎖音の存在は、音変化の結果同一の音素/é/と認められたと
しても、その蔵文との対応関係、すなわち蔵文 Krか蔵文 Prかによって音変化の過程に異なり
が認められることを示している。蔵文’brを独立させた音対応表を以下に示す。

蔵文 Ky 蔵文 Kr 蔵文’br 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 Aに見られる/ñé/は、蔵文 Kr対応形式に硬口蓋閉鎖音系列が存在するため、蔵文’br対
応形式もまた蔵文 Kr対応形式の音声実現と並行しているといえる。ところが第２類 Bに見ら
れる/ñé/は、蔵文と体系的な音対応の認められる硬口蓋閉鎖音系列が前部硬口蓋破擦音に合流し
ていると分析されるため、蔵文’br対応形式の調音位置は蔵文 Pr対応形式と一致しているとい
える。また、第１類の Khrezhag方言の場合について見るならば、その音声実現が蔵文 Kr対応
形式に由来する硬口蓋閉鎖音系列と同じ音素に分析されても、それは単に音声実現が一致して
いるだけで、上表の第２類 Aの関係になっているかどうかは断定できない。
総じて、第１類から第３類への推移として理解できる硬口蓋音系列が前部硬口蓋音系列に合
流する現象において、それが音体系の推移であることは事実であるが、正確には蔵文 Kr 対応
形式が蔵文 Ky対応形式に合流するか、蔵文 Pr対応形式が蔵文 Py対応形式に合流するか、と
述べるほうが適切である。これら２種の合流は、先に例示したように、独立して起きると考え
てよいため、第２類とする音変化は第１類と第３類の中間に位置する状態を反映し、上述２種
の蔵文形式の合流について、どちらか片方が先行して起きた状態を第２類と考えることができ
る。それゆえ、第２類には２種の下位区分に A/Bを設け、互いの相対的順序を不問にすること
で、その歴史的な位置を表すのが現状においては妥当であるといえる。このとき、第２類 Aは
rGyalthang下位方言群を特徴づけるものであり、第２類 Bは雲嶺山脈東部下位方言群を特徴づ
けるものである。両者の分布は地理的に互いに接しているが、それぞれ連続した一定の言語区
域をもつ。A/Bの分布は地理的には重なることがないという点もまた指摘しておく（末尾の付
録を参照）。
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以上の状況を総合して考えると、音体系の体系的変化の一部は蔵文との対応関係に強く条件
づけられているといえる。そして個々の音素がどのように存在するかは共時的な体系ではなく、
歴史的なある種の分類（ここでは蔵文形式）が音変化の重要な要素として作用しうるというこ
とを、現代の共時的な方言差異が示しているといえる。もちろん、音体系の体系的推移によっ
て説明できる現象も当然ながらある。たとえば、第２類 Aに分類される方言において、蔵文’br
だけが/ñé/として現れる事例が複数認められる（鈴木 (2011, 2012)、Suzuki (2013)など）。第２
類 Aについては、音体系の推移として、蔵文対応形式の不規則性を理解することができるのは
確かであるが、そうでない事例すなわち第２類 Bのような事例も存在することを本稿が示した
ことになる。

4 まとめと展望
鈴木 (2015)において、第１類～第２類～第３類の音変化は歴史的に１本の線でつながってい
ることを示し、第１類から第２類への変化は蔵文 Pr対応形式の蔵文 Py対応形式への合流が蔵
文 Kr対応形式の蔵文 Ky対応形式への合流よりも先行して起きた段階であることを示した。し
かしこの関係は rTswamarteng方言の存在によって修正を必要とし、これら２種の合流のどちら
か片方が先行して起きた状態を第２類と考えることが妥当であると結論づけた。これを整理す
ると、以下のようになる。

蔵文 Ky 蔵文 Kr 蔵文’br 蔵文 Pr 蔵文 Py

第１類 /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 A /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第３類 /tCh, tC, dý/ /ődý/ /Ch, C, ý/

本稿の議論により、第２類 A/Bは第１類と第３類の間に位置する独立した２つの音変化であ
ると考える。また、第２類 A/Bを示す方言の属するそれぞれの下位方言群に含まれる方言が共
通して第１類の体系をもつことは、rGyalthang下位方言群では Choswateng（吹亞頂）方言（鈴
木 2014a）の存在によって、雲嶺山脈東部下位方言群においては Khrezhag 方言の存在によっ
て、それぞれ示されている。また、第１類の音対応の特徴はさまざまなチベット系諸言語の中で
Sems-kyi-nyila方言群のみが見せる特徴である（瞿靄堂、金效静 (1981)、張濟川 (1993, 2009)、
江荻 (2002)などを参照）。それゆえ、第２類 A/Bの分化が Sems-kyi-nyila方言群の内部分岐で
あり、異なる下位方言区分を設けられる１つの言語学的根拠になるといえる。
/ñé/の存在は、音体系の推移において蔵文対応形式の観点から考えることが重要であることを

示唆している。チベット系諸言語の共時的研究においても、ほとんどの先行研究がそうである
ように、一部の音特徴と音変化に関しては、常に蔵文を意識的に参照して分析する必要性があ
る。この参照をしない限り説明のできない共時的な差異が出てくることになるだろう。またそ
れが本稿で扱った現象のように、細かな方言調査を通してはじめて明らかになる点もあるとい
うことを銘記しておく必要がある。
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付録：rGyalthang下位方言群および雲嶺山脈東部下位方言群方言の分布図 

 

 
 凡例 

 rGyalthang 下位方言群 雲嶺山脈東部下位方言群 
第１類  
第２類 A   

第２類 B  

第３類  

dNgo 下位方言群   

Lamdo 下位方言群   

 

この地図は http://ktgis.net/gcode/lonlatmapping.html の Geocoding によって作成した。中国

雲南省迪慶藏族自治州香格里拉市建塘鎮を中心とする一帯を示す。 
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拘束形態素上のスープラリニアー・ストローク *
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コプト・エジプト語サイード方言スープラリニアー・ストローク成節子音シュワー

1 はじめに

1.1 スープラリニアー・ストローク

コプト・エジプト語 (Coptic Egyptian) は、少なくとも 14 世紀には死語になったと考えられ

ている言語であり、その音韻論について述べるのは難しい。しかしながら、コプト教会の伝

統、アラビア文字による転写、様々なダイアクリティカルマークの研究などから、科学的に推

測することは可能である。コプト語には全般的にスープラリニアー・ストローク (supralinear

stroke/superlinear stroke) というダイアクリティカルマークがよく用いられた。これは、例え

ばnのように文字の上に書かれる水平線で、コイネー・ギリシア語 (Koine Greek)のアンシャル

体 (Uncial)の写本 1や古代教会スラヴ語 (Old Church Slavonic)においても使われたものである

が、これらの言語の場合、それらはノミナ・サクラ (nomina sacra) 2(Hurtado 1998:657, Uspenskij

2013:9)と数文字 3を表すために使われた。それに対し、コプト語では、ノミナ・サクラと数文

字以外のにも用いられた。特に、ボハイラ方言以外のコプト語方言でその傾向が顕著である 4。

ボハイラ方言では、スープラリニアー・ストロークはノミナ・サクラと数文字を示すためにしか

使われず、その他には母音挿入を示すジンキム (djinkim)と呼ばれる`に似た記号が用いられる

(Kasser 1991)。今回研究対象とするサイード方言は、特にスープラリニアー・ストロークの使

* 本研究は JSPS科研費 JP15J05370 の助成を受けたものである。
† 2015 年 10月 1日から。
‡ 2015 年 4月 1 日から 9月 30日までの期間。
1 例えば、シナイ写本 (Codex Sinaiticus聖書学上の略記は ℵ) など多くの古い写本で見られる。
2 ラテン語で「聖名」。nomina sacra は複数形であり、単数形は nomen sacrum。特定の語から 2つな
いし 3 つの文字を取って、スープラリニアー・ストロークを冠して表示する表記法である。聖なる
人物・称号・場所・事物を表す名詞に対して使われることが多かったためにこの呼び名がある。取
られる文字は最初と最後の文字であることが多い。例えば、ihcouc「イエス」はic、xrictoc「キ
リスト」はxcで表される。

3 アルファベットで数字を表す。例えば、文字アルファとスープラリニアー・ストロークの組み合わ
せであるaは 1 を表す。

4 古ヌビア語 (Old Nubian)でもこの用法がある。ただしヌビア語では、コプト語の伝統的発音にみら
れるような、/e/や/@/の挿入ではなく、母音/i/の挿入である (Browne 2002:12)。
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用が多い方言の 1つであり、ジンキムは用いられない。サイード方言は、3-10世紀の間、コプ

ト語の共通語的な地位を占めた威信方言であり、コプト語のなかで、最も言語資料が多い言語変

種である。現に、Trismegistosデータベース (Depauw and Gheldof 2014)では、コプト語の資料

21,143のうちで、サイード方言であることが明確な資料数は 9,161であり、全体の約 43.3%を

占める (http://www.trismegistos.org/, accessed on 2015-12-30)。

コプト教会の伝統的な発音では、子音文字上のノミナ・サクラや数文字ではないスープラリニ

アー・ストロークは、その子音文字の前に母音/e/を入れて読まれる。しかしながら、この母音

を表すための文字は別にある。よって、同じ母音に對して母音字とスープラリニアー・ストロー

クが書き分けられていたことになるが、どうしてそのような書き分けがあるのか謎であった。

そこで、Worrell (1934)は、スープラリニアー・ストロークは、母音を表すのではなく、成節子音

を表すとする節を最初に唱えた。この論文は、1934年に出版されたが、1932年にはすでに学界

で出回っていたようである (Worrell 1933:130)。彼以降、この説は、Polotsky (1933)や Depuydt

(1993)によって継承され、Layton (2011)の文法書でも採用された。Depuydt (1993:133-134)は

次のように述べている。“the superlinear stroke is a syllabic marker: it is placed over consonants

that serve in place of a vowel as a sonorous center, and it extends backward or forward so as to

include in part a preceding or succeeding letter belonging to the same syllable.” ただし、これら

は Peust (1999:64) が言うように、“In sum, we have to state that neither the interpretation of the

superlinear stroke as a vowel sign nor as a syllabic marker is proven.”であり、完全に受け入れら

れているとは言い難い。Till (1932)や Hintze (1980)、また Loprieno (1995)は伝統的なスープラ

リニアー・ストローク=母音 eまたはシュワーの挿入説を採用している。スープラリニアー・ス

トローク＝成節子音説を採用する理由としては、コプト文字によるアラビア語の表記 (Worrell

1934)や、母音字がくると、スープラリニアー・ストロークが付されなくなる現象 (Ex. sôtM 5

「聞く」, sotm-ou「彼らを聞く」)や、比較的新しい写本において成節的な母音にもスープラリ

ニアー・ストロークが付されるようになること、などがある。

Beltzung and Patin (2007) は、音韻論的な見地から、伝統的な母音挿入節と成節子音説をジ

ンテーゼしている。彼らの説明では、スープラリニアー・ストロークが付された子音字には音

声レベルでは自由変異としてシュワーが前に挿入されることもあるが、音韻レベルでは成節子

音である。このようなシュワーは epenthetic schwaと呼ばれる。これは、英語 bottle ["b6t@l] ≈
["b6tl

"
]などにも見られる現象である (Akamatsu 2013:161)。

コプト語の写本には、共鳴音のみにスープラリニアー・ストロークをつけるものもあれば、そ

れ以外の子音字以外にもつけるもの、さらに、母音にもつけるものもある。ノミナ・サクラや数

文字以外のこれらのスープラリニアー・ストロークを「(狭義の)スープラリニアー・ストロー

ク」とすると、次の図 1のように分類できる。

5 以降、大文字をスープラリニアー・ストローク付きの子音字とする。なお、スープラリニアー・ス
トロークの位置と長さについては、第 2章を参照。
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図 1: スープラリニアー・ストローク (SS)の分類

(広義の)スープラリニアー・ストローク

(狭義の)スープラリニアー・ストローク

ノミナ・サクラ

数文字

本稿では、この (狭義の)スープラリニアー・ストロークのみを扱う。

1.2 前名詞形と前代名詞形

コプト語には様々な品詞で前名詞形と前代名詞形がある。前名詞形は必ず後ろに名詞が来る

形で、前代名詞形は必ず後ろに代名詞 (接尾代名詞)が来る形である。以下、前名詞形と前代名

詞形をもつ品詞をそれぞれ概観する。

図 2: 動詞体系

動詞

不定詞

絶対状態

拘束状態
前名詞形

前代名詞形

状態形 絶対形

(命令法)

(絶対形)

((女性単数形))

((男性単数形))

((女性複数形))

((男性複数形))

(拘束形)
(前名詞形)

(前代名詞形)

表 1: 動詞形の分布

不定詞絶対形 不定詞拘束形 状態形

他動詞 ✓ ✓ ✓
自動詞 ✓ – ✓
準動詞 – ✓ –

コプト・エジプト語サイード方言における拘束形態素上のスープラリニアー・ストローク
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図 2は動詞の語形を階層的に分類して示したもの (動詞体系)であり、動詞はまず不定詞形、

命令形、状態形に分かれる。図ではごく一部の動詞しか持たない語形を一重括弧で、ごくごく一

部の動詞しか持たない語形を二重括弧で括った。命令形は一部の動詞にしかない語形の一つで

ある 6。不定詞を絶対形と拘束形にわけると、他動詞は理論上、不定詞絶対形、不定詞拘束形、

状態形の全てをとる 7。その一方、自動詞は不定詞絶対形と状態形、準動詞は不定詞拘束形しか

もたない。他動詞において、絶対形では目的語にはかならず対格標識 N-または Mmo-が必要で

あるが、拘束状態では、目的語は動詞に直接後続する。状態形は状態受動もしくは継続相を表

す。準動詞は、なかば形容詞のような意味が多く、「美しい」、「善い」などといった主観的な形

容が多い。ただし、準動詞の意味は主観的形容だけでなく、「曰く」という意味の準動詞 peče-、

peča-はよく用いられる。準動詞は、自動詞や他動詞とは異なり、前方に主語をとらず、主語は

後続する。コプト語では、通時的に名詞的な機能をもった不定詞形が迂言法を経て動詞として

機能するようになったため、通常の動詞述語文の場合、動詞の不定詞が助動詞と組み合わせら

れて用いられる。不定詞が主動詞として機能する場合は、第 1現在以外は TAM標識である助

動詞および転換詞が用いられる。第 1現在はもともと t-ではじまる助動詞的要素があったと考

えられる 8が、1人称単数、1人称複数、2人称複数以外ではそれが消失した。不定詞は名詞的

に使われることもあり、その場合男女の性の区別がある。

図 3: 名詞の体系

名詞 (男性単数/女性単数/複数）

絶対形

拘束形
前名詞形

(前代名詞形)

図 3は、名詞の体系である。名詞は内在する文法範疇として、男性単数、女性単数、複数の 3

つに分類されるが、これらの名詞には絶対形と拘束形の 2種の形式があり、拘束形には、前名

詞形と前代名詞形がある。ただし、名詞で前代名詞形をもつのは身体名詞などに限られる。

6 なお、命令形で女性単数形、男性単数形、女性複数形、男性複数形の特別な語形を持つのは ei「来
る」のみで確認されている。Allen (2010:189) によれば、ei の命令形はそれぞれ、女性単数 amê、
男性単数 amou、女性複数 amêi、男性複数 amôi。また、そもそも命令形を持つ動詞は動詞のうち、
基本的なものを中心にごくわずかである。

7 全ての動詞に全ての語形が確認されている、というわけではない。
8 新エジプト語では tw=としてその祖先が見られる (Junge 2001:112)。
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図 4: 前置詞の分類

前置詞 拘束形
前名詞形

前代名詞形

図 4のように、前置詞は絶対状態をもたず、拘束状態のみである。例えば、方向格前置詞 e-

は、前名詞形 e-と前代名詞形 ero-のみを持ち、絶対形を持たない (例、e-p-aggelos「その天使

に」、ero-f「彼に」)。

形容詞は、šêm「小さい」など数少ない。属格標識の N-を伴った形容詞的名詞 (または属性名

詞)が形容詞の機能をはたす。副詞はたいていの場合、前置詞と名詞もしくは不定詞との組み合

わせであり、これらを 1つの語としてとらえるべきかは不透明である。

また、以上のほか「助動詞」と「転換詞」と呼ばれる品詞がある。これらは前置詞と同じよう

に、拘束形のみをもつ絶対形は持たない。転換詞は助動詞と似ているが、助動詞と組み合わせ

て使うことができる。語順は <転換詞−助動詞−主語−動詞 >となる。ただし、助動詞は必

ず、動詞とともに用いられるが、転換詞は動詞なしの文においても用いられる。

1.3 コプト語の自由形態素と拘束形態素

宮川 (2013)では、自由形態素のみを取り上げたので、それに連なる本稿は拘束形態素のみを

取り上げる。自由形態素および拘束形態素という概念は、文法レベルと音韻レベルの 2側面か

ら考えることができる。

文法的な独立性の最も信頼できるパラメーターとしては、Wackernagel cliticによって、2つ

の形態素が分かたれるか否かがある。もともとコプト語は分かち書きがなされなかったが、コ

プト正教会からカトリックに改宗しヴァチカンにおいてコプト語資料の研究を続けた Rafael

Al-Tukhi などを筆頭に、17-18 世紀以来、分かち書きが行われてきた Takla (1998-1999:121)。

どの分かち書きスタイルにおいても、Wackernagel clitic で分断可能な境界は、空白が置かれ

る。ただし、Wackernagel clitics 自体は前の語とつなげて書かれることもある (Kuhn 1956)。

Wackernagel cliticとは文の「第 2位置」に現れる接語であり、コプト語ではコイネー・ギリシ

ア語のWackernagel cliticと同様 encliticである。これらのWackernagel cliticには ceなどエジ

プト語本来語のものもあるが、de、garなどギリシア語からの借用語も多数存在する。

(1) a. NtôtN

2PL

de

WC

n-et-R-nobe

DEF.PL-REL-do.PRENOM-sin

「罪を犯しているのはあなたがただ。」(Besa, On Vigilance, 8.1, Kuhn (1956))
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b. mNNsa-tre-u-ti-sbô

after-CAUS-3PL-give-teaching

de

WC

na-n

DAT-1PL

etbe-naı̈

about-DEM:PL

têr-ou

all-3PL　

彼らが私たちにそれら全てについて教えた後で (Besa, Reproofs and monastic rules,

6.5, Kuhn (1956))

上記の例文のように、Wacernagel clitic の前には多数の形態素があるが、この Wackernagel

cliticは必ず文の第 2位置にくることがわかっているから、Wackernagel cliticの前後、つまり、

mNNsa-tre-u-ti-sbôと na-nの間には文法語の境界がある、ということがわかる。これは日本語

の文法語の境界を間投助詞「ね」等の挿入で測定することと同じ原理である。Wackernagel clitic

でその要素が他と切り離されるかどうかの尺度で測った場合、コプト語の語彙は図 5のように

分類できる。

図 5: 文法レベルでの語の分離

語彙

分離可能
絶対形

Wackernagel clitics

分離不可能

前名詞形

前代名詞形

接辞

これに対して音韻レベルでの基準では、コプト教会の伝統的な発音および 20世紀前半におけ

るいくつかの地域のコプト教会に伝わる発音に関する数種の報告 (Dyneley Prince 1902, Worrell

and Vycichl 1942など)に基づく。これらによると、コプト語のアクセントは、かならず絶対形

か前代名詞形の ultimaもしくは paenultimaにしか来ない (Lambdin 1983:xv-xvi)。図 6で、こ

のアクセントによる区分を示した。大部分は、図 5と同様であるが、前代名詞形とWackernagel

cliticsの位置が交替している。

図 6: アクセントによる区分

語彙

アクセントを持てる
絶対形

前代名詞形

アクセントを持てない

前名詞形

接辞

Wackernagel clitics
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表 2: サイード方言の母音体系

無強勢 (unstressed) <i> /̈ı/ <e> /@/ <a> /5/

強勢 (stressed)
弛緩 (lax) <e> /"E/ <a> /"ä/ <o> /"O/

緊張 (tense)　 <(e)i> /"i:/ <ê> /"e:/ <ô> /"o:/ <ou> /"u:/

ただし、前代名詞形には例外がり、助動詞の前代名詞形はアクセントを代名詞の後の動詞に

ゆずる。(2)では、第一語には、8つもしくは 9つの形態素 9があるが、アクセントは前代名詞

形の touô-の ôにおちる 10。

(2) 11 če-eke-mere-p-et-hi-touô-k

/tj@.P@.k@.m@.r@.p@t.ḧı."two:k/

QUOT-2SG.M:OPT-love.PRENOM-DEF.SG.M-REL-on-bosom-2SG.M

nG-meste-pe-k-čače

/N
"
.m@s.t@.p@k.tj5."tjE/

CONJ:2SG.M-hate.PRENOM-POSS.SG.M-2SG.M-enemy

「汝の隣人 (lit. 胸の上に居る者)を愛せよ、汝の敵を憎め、と (聞いたことがあるだろう)。」

(Mt. 5:43; Horner (1911:40))

アクセントはコプト語の母音体系にとって重要である。Loprieno (1997:452) は長母音 (狭母

音説では、狭母音)しか強勢母音に来れないことを示している。Loprieno (1997)などは長母音

説をとるが、現在まで、<ê> と <ô> を長母音とするか狭母音とするかで議論が対立してき

た。しかしながら、そもそも死語であることもあり、両説とも確固たる証拠を呈してはいない。

Allen (2013c:15) は、これら両説を折衷して、<ê> と <ô> を緊張 (tense) 母音として、弛緩

(lax)母音である <e>と <o>と対比させた。

サイード方言の子音体系は表 3である。なお、有声破裂音は主にギリシア語からの借用語で

用いられる。

9 本文で 1形態素として示した eke-は接周辞 e- -e-と 2人称単数男性代名詞 k に分解しうる。
10 2 番目の語の接続の助動詞の 2 人称男性単数形の表記は nG であるが、Peust (1999:91) が指摘して
いるように、<ng> は/N-/と発音されたと考えられる。

11 Horner (1911)は、Layton (2011)よりもより細かい分かち書き方法を行っている。Layton (2011)は
前名詞形と名詞を離さずに書くが、Horner (1911) は離している。本稿は近年アメリカで特に比較
的一般的な Layton (2011) の分かち書き方式に従う。Layton (2011) 以外の方式で書かれたものは、
Layton (2011) の方式に修正する。

12 母音字で始まる形態素ではその形態素の前に、形態素中の母音字の連続では母音の後に声門閉鎖音
が挿入されたと考えられている。本稿は、母音字連続において声門閉鎖音の後は母音が弱化した

コプト・エジプト語サイード方言における拘束形態素上のスープラリニアー・ストローク

111



表 3: サイード方言の子音体系

無声破裂音 <p> /p/ <t> /t/ <č> /tj/ <c> /kj/ <k> /k/ Ø 12/P/

有声破裂音 (<d> /d/) (<g> /g/)

無声摩擦音 <f> /f/ <s> /s/ <š> /S/ <h> /h/

有声摩擦音 <b> /v/ (<z> /z/)

鼻音 <m> /m/ <n> /n/ <ng> /N/

接近音 <(o)u> /w/ <r> /r/ <ei> / <ı̈> /j/

側面接近音 <l> /l/

今回、「拘束形態素」と括っているのは、図 6 の音韻論的拘束形態素ではなく、図 5 の文法

的形態素である。つまり、Dixon and Aikhenvald (2007)の音韻語 (phonological word)と文法語

(grammatical word)の区別では、文法語を優先させているといえる。これにはメリットがある。

というのは、コプト語サイード方言の文献は主に 3-10世紀に残されている一方、現代までに伝

わっている発音はボハイラ方言 13のみであり、この発音ばかりに依拠するわけにはいかないか

らである。音韻語を重視すると現代ボハイラ方言の発音に大きく依拠してサイード方言の分析

をすることになってしまう。文法語を優先させることでこの不都合を避けることができる。

2 研究方法

これらの前提を基に、コプト語サイード方言拘束形態素の分析を行った。コプト語の辞典と

して代表的なものに Crum (1999)やWestendorf (1992)があるが、これにはスープラリニアー・

ストロークが記載されていない。そのため、研究対象は、宮川 (2013)と同じく、Smith (1999)

の辞書を用いた。ただし、この辞書ではスープラリニアー・ストロークは、コプト語資料におい

てその表記が安定している <r>、<l>、<b>、<m>、<n>のみに付されている。写本によっ

ては、これら５母音以外の子音字や母音字にも付される。特に、無声摩擦音への付記はよく見

られる。後期には母音字にスープラリニアー・ストロークが書かれる写本も出現する。これは、

ボハイラ方言のジンキム (`)にみられる、その母音のみで音節を構成することを示す用法である

と思われる。しかしながら、このような写本はサイード方言では少ない。よって、Smith (1999)

ではそれらは除外されているようである。また、Smith (1999)は、その編集方針に “Not every

spelling variant is listed. Most conjectural readings and some hapax legomena have been excluded.

シュワーがあったとする説を用いて記述している。なお、母音字連続を声門閉鎖音挿入とする解釈
する説 (Layton 2011 など) に対して、母音字連続は長母音を表していると解釈する説 (Greenberg
1990[1986]) も存在する。

13 19 世紀後半に、コプト正教会教皇キリル 4 世 (1854–1861) によって現代コプト語教会発音が導入
された。これは、現代ギリシア語の発音を取り入れたものであり、当初から批判があった。以前の
伝統的なボハイラ方言の発音は、Old Bohairic pronunciation と呼ばれる。
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Nonetheless, the words listed provide a large enough vocabulary for the reading of Nag Hammadi

texts along with standard texts such as the Coptic New Testament.”(Smith 1999:x)とある。ここか

ら、Smith (1999)は、任意の語彙において、写本によって書いたり書かれなかったりするスープ

ラリニアー・ストロークは掲載せず、頻度が多く標準化されたと考えられるスープラリニアー・

ストロークのみを記載していていると思われる。

この論文では、Smith (1999)に記載されたスープラリニアー・ストロークのみを考慮し、実際

に資料にある、長さに基づくスープラリニアー・ストロークの種類については考慮しなかった。

スープラリニアー・ストロークには次の 3種類の長さに細かく区分されることがある (Hedrick

and Pagels 1990:10)。

1. 1つの文字の上にのみつくもの

2. 2つの文字の上につき、最初の文字の中央から次の文字の中央にかけて書かれるもの

3. 3つの文字の上につき、最初の文字の中央から最後の文字の中央にかけて書かれるもの

これらは、文献学的研究では Coptic SCRIPTORIUMコーパス (Schroeder and Zeldes 2013-)

のように、区別されることもあるが、Kuhn (1956)のように、出版上の理由で全く区別を行って

いないものもある。これらの出版物では、1.はそのままだが、2.は後ろの文字に 1.を付し、3.

は中央の文字に 1.を付すことで代替としている。 Smith (1999)も同様である。ただし、長さに

よる細かな分類が必ずしも実際のコプト語読者によって弁別されていたかはわからない。とい

うのも、これらの分類の中間に位置するものが多数存在すること、書記によって長さや位置は

異なること、ある語彙上のある位置のスープラリニアー・ストロークの長さが必ずしも一定で

はないことなど不明確な要因が多数存在するからである。

序言でナグ・ハマディ写本に 1節さき、また、見出語の出典に多数のナグ・ハマディ写本関

連書を挙げているように、Smith (1999)はナグ・ハマディ写本 (3-4世紀)のコプト語サイード

方言を意識して編まれたと考えられる。ナグ・ハマディ写本のサイード方言はリコポリス方言

の要素がかなりみられる。そのため、この辞書では、サイード方言を基礎としながらも、[ ]に

リコポリス方言 (準アクミーム方言)形を掲載している。本稿では、標準的なサイード方言のみ

に集中するため、リコポリス方言形は除外した。

コプト学の伝統では前名詞形の名詞に接続する部分をハイフン (-)、前代名詞形の代名詞に

接続する部分をまたは右斜め上に傾いたイコール (=) で書きあらわす。例えば、不定詞絶対

形cwtm「聞く」の前名詞形はcetm-、前代名詞形はcotm=である。Smith (1999)はこの伝

統的な表記法を用いている。本稿は、Leipzig Glossing Rules など記述言語学の潮流にならい、

どちらもハイフンで書くことにした。

本稿では、Smith (1999)において、(狭義の)スープラリニアー・ストロークが付されている

字を大文字で示している。スープラリニアー・ストロークの位置や長さに関しては第 2節を見

よ。なお、前述したように、Smith (1999)は、結合スープラリニアー・ストロークは表記してい

ない。
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2.1 ソノリティとスープラリニアー・ストローク=成節子音説の妥当度
ソノリティには細かい差異に基づけば様々な指標があるが、ここでは、宮川 (2013)と同様に

次のように数値化した 14。

表 4: ソノリティスケール

数値 7 6 5 4 3 2 1

自然類 低&中母音 高/半母音 共鳴音 有声摩擦音 無声摩擦音 有声破裂音 無声破裂音

また、スープラリニアー・ストローク=成節子音説を検証するため、次の基準を用いた。ピッ

クアップした語において、スープラリニアー・ストロークがソノリティ・ピークにあたる場合

は、3、宮川 (2013) でも用いた最適性理論的制約群を用いて説明出来るもの (表 8) を 2、音韻

論的手段ではどう考えても説明できない場合を 1として数値化した。これらを「スープラリニ

アー・ストローク=成節子音説」の妥当度とした。以降、これを単純に「レベル」と称する。

3 分析結果

以下が結果である。なお、子音字に対応する音素表記に関しては前述の表??、母音字に対応
する音素表記に関しては前述の 2を見よ。

3.1 レベル 3の語
これらの語では、明らかにソノリティ・ピークにスープラリニアー・ストロークが来ていた。

以下、対象となった全形式を、前名詞形、前代名詞形に分け、さらにそれらを品詞に分けて表

示する。なお、第 1章で述べたように前代名詞形はアクセントを持つが、前名詞形はアクセン

トを持たない。

表 5: レベル 3・前名詞形 (アクセントを持たない)

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 動詞 cN- /kjn
"
-/ 「行動に関する

名詞」形成

15 3

前名詞形 動詞 R- /r
"
-/ 複合動詞形成 5 3

前名詞形 動詞 cN- /kjn
"
-/ 「見つける」 15 3

14 なお、英語のソノリティスケールでは、共鳴音の中をさらに、/r/ > /l/ > /m/, /n/とすることもあ
る (Giegerich 1992:133)。また、Gordon et al. (2012:222) は、Kenstowicz (1997), de Lacy (2002),
Gordon (2006)らの見解をまとめ、母音内のソノリティスケールを Low Vowel > Mid Vowel > High
Vowel > Mid-central Vowel > High-central Vowelとして示している。
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表 5: レベル 3・前名詞形 (アクセントを持たない)[続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 動詞 cM- /kjm
"
-/ 「見つける」 15 3

前名詞形 動詞 cLč- /kjl
"
tj-/ 「からまる、くっ

つく」

154 3

前名詞形 動詞 cLp- /kjl
"
p-/ 「啓示する」 151 3

前名詞形 動詞 cL- /kjl
"
-/ 「集める」 15 3

前名詞形 動詞 cL- /kjl
"
-/ 「帰還する」 15 3

前名詞形 動詞 čNt- /tjn
"
t-/ 「試す、始める」 251 3

前名詞形 動詞 čN- /tjn
"
-/ 「尋ねる、言う」 25 3

前名詞形 動詞 čehM- /tj@.hm
"
-/ 「汚れる」 2735 3

前名詞形 動詞 hN- /hn
"
-/ 「近く」 35 3

前名詞形 動詞 hetB- /h@.tB
"
-/ 「殺す」 3714 3

前名詞形 動詞 hBs- /hB
"
s-/ 「覆う」 343 3

前名詞形 動詞 hatB- /h5.tB
"
-/ 「覆う」 3714 3

前名詞形 動詞 štRtR- /Str
"
.tr

"
-/ 「かき乱す」 31515 3

前名詞形 動詞 šNt- /Sn
"
t-/ 「編む」 351 3

前名詞形 動詞 šN- /Sn
"
-/ 「衰弱する」 35 3

前名詞形 動詞 šMše- /Sm
"
.S@-/ 「奉仕する、礼

拝する」

3537 3

前名詞形 動詞 šB- /SB
"
-/ 「剃る」 34 3

前名詞形 動詞 šB- /SB
"
-/ 「変化する」 34 3

前名詞形 動詞 tM-　　 /tm
"
-/ 「閉める」 15 3

前名詞形 動詞 sR-　 /sr
"
-/ 「広める」 35 3

前名詞形 動詞 sNt -　　 /sn
"
t-/ 「創る」 351 3

前名詞形 動詞 sN-　　 /sn
"
-/ 「通る」 35 3

前名詞形 動詞 smN-　 /smn
"
-/ 「確立する」 355 3

前名詞形 動詞 sLsL- /sl
"
.sl

"
-/ 「慰める」 3535 3

前名詞形 動詞 tMhe- /tm
"
.h@-/ 「点火する」 1537 3

前名詞形 動詞 tMs- /tm
"
s-/ 「埋める」 153 3

前名詞形 動詞 kB- /kB
"
-/ 「二重になる、

折る」

14 3

前名詞形 動詞 cMke- /tjm
"
.k@-/ 「悩ます」 1517 3

前名詞形 動詞 bL- /bl
"
-/ 「解く、説く」 45 3

前名詞形 動詞 šRp- /Sr
"
p-/ 「初めである」 351 3
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表 5: レベル 3・前名詞形 (アクセントを持たない)[続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 動詞 R- /r
"
-/ ギリシア語由来

の動詞の形成

5 3

前名詞形 動詞 skRkR- /skr
"
.kr

"
-/ 「回転する」 31515 3

前名詞形 動詞 setM-　 /s@.tm
"
-/ 「聞く」 3715 3

前名詞形 動詞 sBte- /sB
"
.t@-/ 「準備する」 3417 3

前名詞形 動詞 sBbe- /sB
"
.B@-/ 「割礼する」 3447 3

前名詞形 動詞 Rč- /r
"
tj-/ 「締める、確実

にする」

52 3

前名詞形 動詞 R- /r
"
-/ 「する」 5 3

前名詞形 動詞 pRč-　 /pr
"
tj-/ 「分ける」 152 3

前名詞形 動詞 pRš-　 /pr
"
S-/ 「広げる」 153 3

前名詞形 動詞 pNg-　 /pn
"
g-/ 「引く、汲む」 152 3

前名詞形 動詞 N- /n
"
-/ 「持ってくる」 5 3

前名詞形 動詞 kMš- /km
"
S-/ 「あざける」 1753 3

前名詞形 名詞 šN- /Sn
"
-/ 「調査、ニュー

ス」

35 3

前名詞形 名詞 šbR- /SBr
"
-/ 「仲間」 345 3

前名詞形 名詞 šRp- /Sr
"
p-/ 複合名詞前部要

素「最初の～」

351 3

前名詞形 名詞 cB- /kjB
"
-/ 「葉」 14 3

前名詞形 名詞 hM- /hm
"
-/ 「職人」 35 3

前名詞形 名詞 šN- /Sn
"
-/ 「息子」/「娘」 35 3

前名詞形 名詞 tN-　 /tn
"
-/ 「手」 15 3

前名詞形 名詞 sR- /sr
"
-/ 「とげ、はり」 35 3

前名詞形 名詞 Rp- /r
"
p-/ 「ワイン」 51 3

前名詞形 名詞 rMpe- /rm
"
.p@-/ 「年」 5517 3

前名詞形 名詞 rM- /rm
"
-/ 「人」 55 3

前名詞形 名詞 rMN- /rm
"
.Pn

"
-/ 「～の人」 555 3

前名詞形 前置詞 čN- /tjn
"
-/ 「～から」 25 3

前名詞形 前置詞 hN- /hn
"
-/ 「～において」 35 3

前名詞形 前置詞 hičN- /ḧı.tjn
"
-/ 「～の上で」 3625 3

前名詞形 前置詞 hitN- /ḧı.tn
"
-/ 「～を通して」 3615 3

前名詞形 前置詞 hahtN- /h5h.tn
"
-/ 「～とともに、

～の側で」

37315 3

宮川 創

116



表 5: レベル 3・前名詞形 (アクセントを持たない)[続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 前置詞 hatN- /h5.tn
"
-/ 「～とともに、

～の側で」

3715 3

前名詞形 前置詞 šatN- /S5.tn
"
-/ 「～を除いて」 3715 3

前名詞形 前置詞 tetN- /t@.tn
"
-/ 「貴方たちが」 1715 3

前名詞形 前置詞 Nci- /n
"
.kj ı̈-/ 後置主語の標識 516 3

前名詞形 前置詞 NtN- /n
"
.tn

"
-/ 「～から、～に

よって」

515 3

前名詞形 前置詞 Nte- /n
"
.t@-/ 「～の」 517 3

前名詞形 前置詞 Nsa- /n
"
.s5-/ 「～の後ろで」 517 3

前名詞形 前置詞 NbL - /n
"
.Bl

"
-/ 「～を除いて」 545 3

前名詞形 前置詞 nahrN- /n5h.rn
"
-/ 「～の前で」 57355 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 属格標識 15 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 属性標識 15 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 所格標識 15 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 対格標識 15 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 同等の N- 15 3

前名詞形 前置詞 N- /n
"
-/ 対格標識 15 3

前名詞形 前置詞 mNnsa- /mn
"
n.s5-/ 「～の後で」 55537 3

前名詞形 前置詞 Mn- /m
"
n-/ 共格標識 55 3

前名詞形 前置詞 mN- /mn
"
-/ 共格標識 55 3

前名詞形 前置詞 ečN- /P@.tjn
"
-/ 「～なしで」 725 3

前名詞形 前置詞 ečN- /P@.tjn
"
-/ 「～の上で」 725 3

前名詞形 前置詞 ehrN- /P@h.rn
"
-/ 「～に、～の間

で」

7355 3

前名詞形 前置詞 etN- /P@.tn
"
-/ 「～に」 715 3

前名詞形 前置詞 erN- /P@.rn
"
-/ 「～に、～の上

で、～で」

755 3

前名詞形 前置詞 ačN- /P5.tjn
"
-/ 「～なしで」 725 3

前名詞形 代名詞 tN-　 /tn
"
-/ 「私たちが」 15 3

前名詞形 代名詞 Ntk- /n
"
tk-/ 「貴方は～であ

る」

1511 3

前名詞形 代名詞 NtetN- /n
"
.t@.tn

"
-/ 「貴方たちは～

である」

151715 3
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表 5: レベル 3・前名詞形 (アクセントを持たない)[続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 代名詞 Nte- /n
"
.t@-/ 「貴女は～であ

る」

1517 3

前名詞形 代名詞 -tN　 /tn
"
-/ 「貴方たちを」 15 3

前名詞形 代名詞 -N /n
"
-/ 「私たちを (が)」 5 3

前名詞形 冠詞 petN- /p@.tn
"
-/ 「あなた方の」

所有冠詞単数形

1715 3

前名詞形 冠詞 N- /n
"
-/ 定冠詞複数形 15 3

前名詞形 転換詞 Nta- /n
"
.t5-/ 関係第 1完了 1517 3

前名詞形 存在詞 mNte- /mn
"
.t@-/ 所有否定 5517 3

前名詞形 存在詞 mN- /mn
"
-/ 存在否定 55 3

前名詞形 存在詞 MmN- /m
"
mn

"
-/ 存在否定 1555 3

前名詞形 助動詞 Nta- /n
"
.t5-/ 第 2完了 517 3

前名詞形 複合前置詞 phN- /phn
"
-/ 「～しながら」

（定冠詞 p-+ 所

格の hN-)

135 3

前名詞形 助動詞 Ntere- /n
"
.t@.r@-/ 後時の助動詞

「～の後で～す

る」

151757 3

前名詞形 助動詞 Mpate- /m
"
.p5.t@-/ 未然の助動詞

「まだ～してい

ない」

151717 3

前名詞形 助動詞 Mpe- /m
"
.p@-/ 否定第 1 完了

「～しなかった」

1517 3

前名詞形 否定辞 tM- /tm
"
-/ 不定詞や特定の

助動詞の否定

15 3

前名詞形 否定辞 N- /n
"
-/ 否定標識 5 3

前名詞形 接頭辞 mNt- /mn
"
t-/ 抽象名詞形成 551 3

前名詞形 接頭辞 N- /n
"
-/ 副詞形成 5 3

前名詞形 数詞 šMt- /Sm
"
t-/ 3 351 3

前名詞形 数詞 mNt- /mn
"
t-/ 10 551 3

前名詞形 助動詞 Nta- /n
"
.t5-/ 第 2完了 517 3

前名詞形 動詞接頭辞 MpR- /m
"
.pr

"
-/ 否定命令形形成 1515 3

コプト語の名詞は、語頭に子音字が書かれない場合でも、声門閉鎖音/P-/を有していると考え
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られるため、すべての名詞は初頭子音を持っている、といえる。

表 6: レベル 3・前代名詞形・アクセント有り

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前代名詞形 動詞 cNt- /"kjn
"
t-/ 「見つける」 151 3

前代名詞形 動詞 hNt- /"hn
"
t-/ 「動く」 351 3

前代名詞形 動詞 hLhôl- /hl
"
."ho:l-/ 「殺す」 35375 3

前代名詞形 動詞 štRtôr- /Str
"
."to:r-/ 「混乱させる」 315175 3

前代名詞形 動詞 šRšôr- /Sr
"
."So:r-/ 「動揺させる」 35375 3

前代名詞形 動詞 šNhtê- /Sn
"
h."te:-/ 「憐れむ」 35317 3

前代名詞形 動詞 šNt- /"Sn
"
t-/ 「探し求める」 351 3

前代名詞形 動詞 šMšêt- /Sm
"
."Se:t-/ 「奉仕する、礼

拝する」

35371 3

前代名詞形 動詞 tsBko- /tsB
"
."kO-/ 「減らす」 13417 3

前代名詞形 動詞 tNtôn- /tn
"
."to:n-/ 「似る、比較す

る」

15175 3

前代名詞形 動詞 tMho- /tm
"
."hO-/ 「点火する」 1537 3

前代名詞形 動詞 tBtôb- /tB
"
."to:B-/ 「形作る」 14174 3

前代名詞形 動詞 smNt- /"smn
"
t-/ 「正確にする、

順序付ける」

3551 3

前代名詞形 動詞 sLsôl- /sl
"
."so:l-/ 「宥める」 35375 3

前代名詞形 動詞 sBtôt- /sB
"
."to:t-/ 「準備する」 34171 3

前代名詞形 動詞 Rhtê- /r
"
h."te:-/ 「反映する、後

悔する」

5317 3

前代名詞形 動詞 Rhna- /r
"
."hnä-/ 「欲する」 5357 3

前代名詞形 動詞 Nt- /n
"
t-/ 「持ってくる」 51 3

前代名詞形 動詞 cMso- /kjm
"
."sO-/ 「座る」 13537 3

前代名詞形 動詞 cMko- /kjm
"
."kO-/ 「悩ます」 13517 3

前代名詞形 前置詞 Nhêt- /n
"
."he:t-/ 「～の中で」 5371 3

前代名詞形 前置詞 Ntoot- /n
"
."tO.P@t-/ 「～によって、

～から」

51711 3

前代名詞形 前置詞 Nta- /n
"
."tä-/ 「～の」 517 3

前代名詞形 前置詞 Nsô- /n
"
."so:-/ 「～の後で」 537 3

前代名詞形 前置詞 Nsô- /n
"
."so:-/ 「～を除いて」 537 3

前代名詞形 前置詞 Mmo- /m
"
.mO-/ 対格標識 557 3

前代名詞形 前置詞 ečNt- /"PE.tjn
"
t-/ 「～なしで」 7251 3
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表 6: レベル 3・前代名詞形・アクセント有り [続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前代名詞形 前置詞 ačNt- /"Pa.tjn
"
t-/ 「～なしで」 7251 3

前代名詞形 存在詞 mNta- /mn
"
."tä-/ 否定所有 5517 3

前代名詞形 名詞 rNt- /"rn
"
t-/ 「名前」 551 3

前代名詞形は通常アクセントを持つが、助動詞の前代名詞形は、それ自体ではアクセントは

もたず、前代名詞形に後続する代名詞の後の動詞にアクセントをゆずる。

表 7: レベル 3・前代名詞形・アクセント無し [続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前代名詞形 複合助動詞 MpRtre- /m
"
.pr

"
.tr@-/ 否定使役態命

令法 (否定命令

MpR-、使役動詞

前代名詞形 tre-

)

515157 3

前代名詞形 複合助動詞 hMptre- /hm
"
p.tr@-/ 「～が～してい

る時に」（所格

hM-男性単数定

冠詞 p-使役動

詞前代名詞形

tre-)

351157 3

前代名詞形 複合助動詞 Ntere- /n
"
.t@.r@-/ 「～が～する時

（後）に」

51757 3

前代名詞形 助動詞 Nta- /n
"
.t5-/ 関係第 1完了相 517 3

前代名詞形 助動詞 Nta- /n
"
.t5-/ 第 2完了 517 3

前代名詞形 助動詞 Mpate- /m
"
.p5.t@-/ 否定未然相 51717 3

前代名詞形 助動詞 N- /n
"
-/ 接続 5 3

3.2 レベル 2の語彙
レベル 2の語は、スープラリニアー・ストロークの位置にソノリティ・ピークが来ない。し

かし、これらは、宮川 (2013:149)のタブローを改良した表 8のタブローのように音節形成に関

する制約と制約のランキングで考えた場合に説明できるものである。
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表 8: タブロー

/P5mntE/ *DOUBLE-HIGH-SON ONSET *DOUBLE-SON-PEAK SON-PEAK

a. /P5."mntE/ *! * *

b. /P5mn."tE/ *!

c. /P5m.n."tE/ *!

d. /P5m."ntE/ *! *

�d. /P5.mn
"
."tE/ *

*DOUBLE-HIGH-SON 高いソノリティの音がオンセットもしくはコーダに 2つ以上来る

ことはできない。

ONSET 初頭音節以外の音節は必ずオンセットを持たなければならない。

*DOUBLE-SON-PEAK 音節内で 2つ以上ソノリティ・ピークをつくってはならない。

SON-PEAK ソノリティ・ピークの音が音節核を構成する。

amNte /Pa.mn
"
."tE/は「西」や「地獄 (ハデス)」を意味する自由形態素であり、宮川 (2013)で取

り上げたコプト語サイード方言の語である。ここでも、この語を例として使った。*DOUBLE-

HIGH-SON をやめて、 *COMPLEX で説明したほうが、一般的かもしれないが、その場合、サ

イード方言にある単語である shime「女」など複数の初頭子音を持つ単語が説明できない。な

お、shime の初頭子音にスープラリニアー・ストロークがくる例は確認されていない。この制

約群と制約ランキングは、レベル 1の語彙でも妥当である。ソノリティ・ピーク以外にもオン

セットやコーダの長さの制限から音節核が生じる現象は、次のように、タシルハイト 15・ベルベ

ル語などでも確認されている。tŽ.la「迷う」txZ.nas「店」(Dell and Elmedlaoui 1985:106)。こ

の言語の更なる最適性理論的な説明は (Prince and Smolensky 2002:11ff.)でなされている。

表 9および表 10はレベル 2の語彙である。

表 9: レベル 2・前名詞形

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 助動詞 Nne- /n
"
.n@-/ 第 3未来 557 2

前名詞形 前置詞 hirN- /hi.rn
"
-/ 「～で、～の上

で」

3655 2

前名詞形 前置詞 harN- /ha.rn
"
-/ 「～の下で、～

の前で」

3755 2

前名詞形 動詞 tNneu-　 /tn
"
.n@w-/ 「送る」 15576 2

前名詞形 動詞 tBbe-　 /tB
"
.B@-/ 「清める」 1447 2

15 ta- -tはこの言語で言語名を表す接周辞であるため、シルハ・ベルベル語としたほうが呼び名として
最適であろう。
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表 9: レベル 2・前名詞形 [続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 動詞 cBbie- /kjB
"
.Bj@-/ 「辱める、謙虚

である」

134467 2

表 10: レベル 2・前代名詞形

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前代名詞形 名詞 atNrat- /P5.tn
"
"rät-/ 「追跡不可能」 715571 2

前代名詞形 前置詞 NbLla- /n
"
.Bl

"
."lä-/ 「～を除いて」 54557 3&2

前代名詞形 動詞 cNrat- /kjn
"
."rät-/ 「探す」 15571 2

前代名詞形 動詞 cMcôm- /kjm
"
."kjo:m-/ 「触る」 15175 2

前代名詞形 動詞 clMlôm- /kjlm
"
."lo:m-/ 「捻る、組み合

わせる」

155575 2

前代名詞形 動詞 tNnoou- /tn
"
."nOw-/ 「送る」 15576 2

前代名詞形 動詞 tNno- /tn
"
."nO-/ 「送る」 1557 2

前代名詞形 動詞 tBbo- /tB
"
."BO-/ 「清める」 1447 2

前代名詞形 動詞 sBbêt- /sB
"
."Be:t-/ 「割礼する」 34471 2

前代名詞形 動詞 Nrat- /n
"
."rät-/ 「突き止める」 5571 2

前代名詞形 前置詞 nMma- /nm
"
."mä-/ 「～と」 5557 2

前代名詞形 助動詞 Nne- /n
"
."nE-/ 否定第 3未来時

制

557 2

前代名詞形 動詞 tMrô- /tm
"
."ro:-/ 「黙る」 1567 2

前代名詞形 動詞 thBbio- /thB
"
.BjO-/ 「蔑む」 134467 2

前代名詞形 動詞 cBbio- /kjB
"
."BjO-/ 「蔑む」 134467 2

3.3 レベル 1の語
レベル 1の語は、単純なソノリティ・ピークでも、表 8でも説明できない語彙である。表 11

および表 12はレベル 1の語彙の分析結果である。

表 11: レベル 1・前名詞形

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 前置詞 mNNsa- */mn
"
.n
"
.s5-/ 「～の後ろで」 55537 1
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表 11: レベル 1・前名詞形 [続き]

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前名詞形 動詞 tNtn- */tn
"
.tn-/ 「似る、比較す

る」

1515 1

前名詞形 動詞 touN- */twn
"
-/ 「起きる、起こ

す」

165 1

前名詞形 動詞 ouM- */wm
"
-/ 「食べる」 65 1

前名詞形 存在詞 ouNte- */wn
"
.t@-/ 肯定所有 6517 1

前名詞形 存在詞 ouN- */wn
"
-/ 肯定存在 65 1

前名詞形 存在詞 neuN- */n@.wn
"
-/ 過去の肯定存在

(転換詞 ne + 存

在詞 ouN-)

5765 1

前名詞形 接頭辞 hNou- */hn
"
w-/ 様態の副詞形成

(所格 hN- + 不

定冠詞 ou-)

156 1

前名詞形 複合助動詞 mNNsatre- */mn
"
.n
"
.s5.tr@-/ 「～の後で」 55537157 1

表 12: レベル 1・前代名詞形

語形 品詞 語彙 音素表記 意味・機能 ソノリティ レベル

前代名詞形 名詞 souNt- */"swn
"
t-/ 「値」 1651 1

前代名詞形 動詞 Rana- */r
"
.P5."na-/ 「喜ばせる」 5757 1

前代名詞形 動詞 thNo- */thn
"
."O-/ 「潰す」 1357 1

前代名詞形 存在詞 ouNt- */"wn
"
t-/ 肯定所有 651 1

前代名詞形 前置詞 mNNsô- */mn
"
.n
"
."so:-/ 「～の後ろで」 55537 1

前代名詞形 前置詞 mNNsô- */mn
"
.n
"
;"so:-/ 「～の後で」 55537 1

hNou-は所格前置詞 hN-と不定冠詞 ou-から形成されており、語彙的というよりも、統語的に

捉えられるものである。現に、Smith (1999) では hN-と ou-は別々の語彙として掲載されてい

る。おそらく、コプト語書記は、形態素境界を優先させたとも考えられるため、これらは、問

題にはならない。例えば、表 12の Rana-「喜ばせる」は、Rnobe「罪を犯す」が R-「する (eire

の前名詞形)」と nobe「罪」に分解できるように、おそらく R-「する (eireの前名詞形)」と化石

化した ana-「～の喜び (?)」という名詞の複合であろう。mNNsatre-などは、レベル 3の表にあ

る mNnsa- (/mn
"
n.s5-/ 「～の後で」 55537) とは異なり、なぜ 2 つ目の n が音節核を構成する
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のかが、表 8のタブローでは説明できない。しかしながら、表 8を改良すれば、これらを含め

て包括的に説明できる可能性もある。tNtn-に関しては、最後の nが音節核を形成し、スープラ

リニアー・ストロークが成節子音を表すならば、tNtN-となるはずであるが、そうはなっていな

い。しかしながら、これは前名詞形であるため、/w/や/j/で始まる名詞が後ろに来た場合、2つ

目の nはソノリティ・ピークを形成せず、スープラリニアー・ストロークが音節核を表すとす

る説に合致する。Smith (1999)はそのような場合の例から抜き出してこの tNtn-を掲載した可能

性がある。

問題になるのは、touN-, ouM-, ouNte-, ouN-, neuN-, souNt-, thNo-, ouNt-である。これらは、

ソノリティー・スケール、表 8をもってしても説明できない。neuN-は preteriteの転換詞の ne-

と肯定の存在詞 ouN-の融合形であるが、ouN-、ouNte-、ouNt-は古エジプト語の wnn/wn「あ

る・存在する」（『ピラミッド・テクスト』、 Allen 2013aおよび Allen 2013b、PT 223, 217bな

ど）にさかのぼる古い語彙であり、スープラリニアー・ストロークが付された子音の前にさら

なる形態素境界があるとは考えられず、それらの子音の前で/w
"
.Pn

"
-/のように、声門閉鎖音を仮

定することはできない。ouM-も同じく、古エジプト語の wnm「食べる」（『ピラミッド・テクス

ト』、Allen 2013aおよび Allen 2013b、PT 46, 35cなど）にさかのぼる語であるため、同様であ

る。souNt-、touN-に関しては、歴史的にスープラリニアー・ストロークが付された子音の前で

さらなる形態素境界があったかどうかは不明である。

4 考察

Smith (1999) では、<r>、<l>、<b>, <n>, <m> というソノリティーが高い子音にしか

スープラリニアーが付されていない、というこれほどの好条件をつけたのにもかかわらず、ソ

ノリティー・スケールでも、表 8 でもスープラリニアー・ストロークが成節子音を表すとす

る説を支持しない例が出たのは問題であり、この説が誤りであるである可能性が高い。この

ソノリティー・スケールを英語のものと同じ、「母音 > j,w > r > l > n,m > [...]」(Giegerich

1992:133)にした場合、さらに、当説に反する例が多くなる。これには、レベル 2の語彙の多く、

例えば、hirN-などが相当する。いくつかの写本では sôtP など、無声破裂音にもスープラリニ

アー・ストロークが現れるものもある。このことからみても、“the superlinear stroke is a syllabic

marker: it is placed over consonants that serve in place of a vowel as a sonorous center”(Depuydt

1993:133-134)とする、スープラリニアー・ストローク=成節子音説は全ての例において妥当で

ではない。ここで、レベル 1の語を「例外」とみなせば、整合性を保てる。しかしながら、「例

外」を設けずに説明する方法もある。

スープラリニアー・ストロークが <e> に相当する音を挿入することを示す記号であるとす

る、コプト教会の伝統的な解釈は、健全である。実際、スープラリニアー・ストロークと <e>

の交替は数多く見られる。また、コプト語の写本には、いくつか省略記号が用いられる。ノミ

ナ・サクラにもちいられるスープラリニアー・ストロークはこの一種である。また、nの省略記

号で、母音字の上で末端にフックがついたような線で表される ny lineという記号もある。スー

プラリニアー・ストロークも、これらの省略記号のように、母音字の省略と考えたほうが妥当
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ではないだろうか。これらの省略記号の存在も、子音字上のスープラリニアー・ストロークが

母音の挿入、逆に考えれば、母音字の省略であるする説を裏付ける。

スープラリニアー・ストロークが書かれたり書かれなかったりするのは、もともとスープラ

リニアー・ストロークが書かれる位置に、シュワーが音韻論的に存在して、それが、音声実現

するときに、日本語の草 [ku
˚

sa]のように、母音が消失することがあるためと考えたほうが、例

外を設けずに済む。

5 結論

今回 Smith (1999) 記載の拘束形態素をソノリティーを中心に分析した結果、スープラリニ

アー・ストロークの位置にソノリティ・ピークが来ない例 (レベル 2、レベル 3)が多数存在する

ことがわかった。音節形成の制限からはレベル 2の語彙は説明できたものの、レベル 3の語彙

は説明できなかった。一方、スープラリニアー・ストロークが母音挿入を表す記号であるとす

る説では、今回取り上げた音韻論的拘束形態素の例において齟齬はない。このことから、近年

多くの文法が支持しているスープラリニアー・ストロークが成節子音を表すとする説に疑義を

呈し、スープラリニアー・ストロークが母音挿入を表す記号である説を見直す必要があると結

論付けた。

略号一覧

/ / 音素表記 < >　 字素表記 - 形態素境界

: 形態素境界が不明瞭 CAUS causative CONJ conjunctive

DAT dative DEF definite DEM demonstrative

M masculine OPT optative PL plural

POSS possessive PRENOM prenominal QUOT quotative

REL relative SG singular WC Wackernagel clitic
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滋賀県湖北北部方言の命令形式について 1 
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京都大学大学院・mauswara57@gmail.com 

キーワード：滋賀県湖北方言 命令形式 命令文 終助詞 

 

1 はじめに 

 湖北方言は滋賀県湖北地方 (地図１：琵琶湖の北東部、現在の長浜市、米原市) で話され

ている日本語の方言である。この方言は特徴的な待遇表現を持つことや、いくつかのアク

セントが混在していることなどから県下でも特異な方言と位置づけられてきた (井之口

1952、筧 1962 ほか) 。中でも 2006 年の市町村合併以前の伊香郡、東浅井郡に当たる北部

地域 (おおむね姉川を境に南北に分割した北部に当たる) には、比較的古い形式や用法が保

存されている場合がある。本稿ではこれを湖北北部方言と称する。この方言では地域に特

徴的な形式のほか京阪方言や県内の他の方言と共通の形式も観察され、これらが形態的、

統語的に異なったふるまいを示しつつ共存している。しかしその形態音韻論についての分

析はほとんど行われてきていない。そこで本稿では、湖北北部方言の共時的な記述の一環

として、この方言の命令形式に焦点を当てる。初めに 2 節において形態音韻的に多様な命

令形式がどのように現れうるかを記述する。さらに、それらがどのような意味と機能を持

って使い分けられているかを分析する。3 節ではこれらの形式に後続する終助詞を観察し、

これらが命令文に接続する際に３つのグループに分けられることを示す。4 節で結論と今

後の課題を述べる。 

 
地図１ ：滋賀県湖北地方 (脇坂 2015)  

 

                                                      
1  本稿の執筆にあたり鈴木博之氏、山田真寛氏より多くの有益なコメントをいただいた。また植田

尚樹氏、千田俊太郎先生より多くの助言をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。 
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この方言にはアクセントが異なる変種が現在も混在している  (脇坂 2015)  が、本稿で扱う

変種は京阪式アクセントの一種と考えられるものでアクセント単位の初頭に高起式、低起

式のアクセント型の区別をもちピッチの下がり目が弁別的な多型アクセント体系である。

例文はかたかなで表記し次のとおりアクセントおよびイントネーション情報を付す。本文

中の語形にも原則としてアクセント情報を付すが、アクセントに関係がない文脈で煩雑に

なる場合には省略している。 

・[ は音声的なピッチの上がり目を示す 2。 

・]は音声的なピッチの下がり目を示す。 

・[[は高起式のアクセント型を示す。 

・＃は低起式のアクセント型を示す。 

・文末イントネーションが指定される場合は文末イントネーション境界を＝で示し、上昇

調下降調をそれぞれ↑、↓で示す。 

 引用先表示がある例文は、2004 年に湖北北部方言を母方言とする筆者が同方言でインタ

ビューしたデータによる。情報提供者は、湖北北部地方に言語形成期から発話時現在まで

居住している 2004 年現在 84 歳の男性 (以下 (A) とする) 、と 82 歳の女性 (以下 (B) とする) 

であるが、 (A) は兵役のため 18 歳から 26 歳まで外地で生活している。 (A) 、 (B) は夫婦

で同時にインタビューを行っている。引用先の表示がない例文は 18 歳まで湖北北部地方

で生活した筆者の内省による。 

 本文中では煩雑となるのを避けるため、禁止形やテ形複合動詞などにおいて「センデ」

「スルナ」「シテクレ」のように動詞未然形を「セ」、連用形を「シ」、終止形を「スル」

で代表させることがある。 

  
2 湖北北部方言の命令文の形式 

 本節では、湖北北部方言の命令表現にはどのような形式が現れうるかを記述しその特徴

について概観する。ここで言う命令は基本的には「相手に動作を強制する場合のムード」 

(益岡・田窪 1992 : 118) であるが、この方言では後述するように命令形命令であっても依

頼に近い機能を持つこともあり、必ずしも明示的な命令専用の形式ではない。ここでは明

示的、非明示的を問わず、広く命令として認識され機能しうる形式を扱う。 

 

2.1 先行研究 

 湖北方言について、滋賀県全域の方言記述の中で言及されているものとしては井之口 

(1952) 、筧 (1962) がある。いずれも滋賀県方言の全体像を簡潔に記述しており現在では既

に失われた形式なども記述されているため歴史的な資料価値も高くなっている。これらに

おいて湖北方言は県下でも特殊な方言と位置づけられているが、その根拠は主に京阪式と

は異なるアクセントの混在と特徴的な待遇表現である。この特徴的な待遇表現については

                                                      
2  後述の用例に見るように、ピッチの上がり目は複合語の形態素境界などを示すことがある。 
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宮治 (1987) などの研究があるが、先に述べたとおり湖北方言の命令形式について形態音韻

論的に詳しく記述した研究は管見の限りでは存在しない。井之口らの研究においても湖北

方言への言及は部分的なものに留まり、また既に半世紀以上が経過していることから、こ

の方言の共時的な分析にあたっては、その前提となる現状に即した記述が求められるとこ

ろである。本稿では湖北方言の中でも、地理的な事情などによって近年の共通語や京阪方

言の影響による画一化が遅れたと見られる北部方言のうち、京阪式アクセントを持つ変種 

(脇坂 2015) を資料としその命令形式について記述を試みる。 

 

2.2 命令形命令 

 湖北北部方言の動詞の命令形は男女ともに使用され、直接的な命令を示す。丁寧さの度

合いや男女差は主として後続の待遇表現を示す接辞や終助詞およびイントネーションに標

示される。この方言に特徴的な点として、命令形が単独で使われる場合に、ぞんざいなニ

ュアンスが希薄である点が挙げられる。近隣の京阪方言と比較すると、たとえば森山 

(1999) には京都市方言の命令形について「女性の発話としては、目下の人相手でも、「入

れ」などとはかなり言いにくい。」 (森山 1999 : 43) といった制限や語末のイントネーショ

ンについて「共通語でも京都市方言でも、常体の裸の命令形は上昇できない。」 (同書 : 

45) といった制約が存在することが記述されている。しかしこれらの記述は湖北北部方言

には該当しない。この方言では命令形単独の形態は女性の発話としても許容され、語末に

上昇調のイントネーションが可能である。この二点は関連しており、命令形単独の発話が

まったく男女差なしに現れるのではなく、女性については文脈によっては上昇調イントネ

ーションを伴った命令形命令のほうが下降調の命令形よりも許容されやすい。この点に関

しては、次に見る連用形命令との関連で次節で検討する。表１に動詞の活用型とその命令

形を示す。 
  

表 1 ：湖北北部方言動詞の命令形 
活 用

型 
終止形 命令形語幹 命令形接辞 アクセントパターン 

五段 読む #yo[m-u #yo[m- -e アクセント型とモーラ数

による ( 表 2)  
 一段 起きる #oki-[ru #o[ki ]-yo3 

 
-2 型 

サ変 する [[su-ru 
[[se]- -e 
[[si- ]-yo 

カ変 くる #ku-[ru [[ko]- -i 

クレ くれる [[kure-ru 
[[ku]r- -e 
#oku[r- -e 0 型 

 

                                                      
3  後述のとおり、終止形が低起式 2 モーラの動詞でも命令形接辞の前では核を取る。そのため命令

形の語頭は高起式になる。 
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以下 0 型は核なし、-2 型、-3 型はそれぞれ語末から 2 モーラ目、3 モーラ目にアクセント

核があることを示す。サ行変格活用 (サ変) 、カ行変格活用 (カ変) のほかに、動詞[[クレル

は、一段活用型の活用をするが已然形と命令形において一段動詞と異なる [[クレ (已然形)、 

[[ク]レ (命令形) という活用形を取り、命令形にのみ丁寧さを示す接頭辞「オ」が付いた #

オク[レがある。接尾辞のヨ (以下 -yo とする) は必ず直前に核を取るので ]-yo と表記し、

変格活用の下がり目は語彙的な核とみなして語幹に ] を付ける形とした。 

五段動詞は 子音語幹に命令形接辞の -e を取り、アクセントパターンは下記の表 2 のよ

うに語頭のアクセント型 (低起式・高起式) とモーラ数によって決まる。一段動詞と変格動

詞は原則として-2 型である。一段動詞は母音語幹に命令形接辞の -yo を取り、アクセント

型やモーラ数に関わらず -yo の直前のモーラにアクセントを取る。サ変は [[セ]ーであるが 

[[シ]ヨという一段動詞型の変異もあり終助詞が付かない命令形単独では[[セ]ーが優勢であ

る。カ変は [[コ]イである。動詞 [[クレルの命令形は上述のとおり[[ク]レとなるが、接頭辞

のオが付く命令形の#オク[レは低起式でアクセントは核なしの 0 型になる。五段動詞の語

頭の式とモーラ数によるアクセントパターンを表 2 に示す。 

 
表 2 ：湖北北部方言五段動詞の命令形アクセント 

語頭の

式 
 

モ ー

ラ数 
アクセントパターン 例  

低起式 

2 0 型 #to[re     取れ 

3,4 -2 型 
#a[so]be      
#haki[da]se    

遊べ 
吐き出せ 

5 以上 
複合語の後部要素が 2 モー

ラなら-2 型、それ以外は-3
型 

#aruki[to]ose   
#aruki[ki]re      

歩き通せ 
歩ききれ 

高起式 

2 -2 型 [[i]ne        往
い

ね  ( 帰れ) 

3 -3 型 [[ka]ere    帰れ 

4 

複合語の後部要素が 3 モー

ラなら-3 型、ただし形態

素境界が認識されない場合

は-2 型 4。それ以外は-2型  

[[miya]bure    
[[miyabu]re 
[[hatara]ke      

見破れ 
 
働け 
 

5 以上 
複合語の後部要素が 2 モー

ラなら-2 型、それ以外は-3
型 

[[tatakida]se  
[[tatakika]ese   

叩き出せ 
叩き返せ 

 

次にそれぞれの活用型の例を見る。上述のとおり命令形命令はこの方言ではジェンダーな

どの観点からは比較的中立的な表現形式であるが、直接的な命令であるため近親者や子供

に対して用いることが多い。 (1) 、 (2)  は五段動詞の命令形である。 
 

                                                      
4   同一話者でもゆれがある。 
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 (1)  [[イヤ]ナラ  [[オ]ケ 5 

嫌なら捨て措け ( 嫌だというなら勝手にしなさい) 
 

 (2)  ＃ワタシワ [[シラン]シ  #オ[ジ]ーチャンニ  #カイテ[モ]ラエ  (B)  

私は知らないのでおじいちゃんに描いてもらいなさい 
 

 (1)  は子供が好き嫌いを言って食べ物を嫌がった時などに用いられる。(2) はインタビュ

ー時に話題に出ている祭事の食卓の様子について図示を依頼した筆者に (B) の女性が返事

をしている場面である。女性が命令形命令を単独で使用している例であるが、この発話で

は語末イントネーションは上昇調にはなっていない。その場合でもこの女性から見て筆者

が孫のような親しく低い待遇関係にあるために許容される。 

一段動詞は (3) のように接尾辞の -yo を取る。また (4) のように、終止形が低起式 2 モー

ラの#ミ[ル、＃デ[ルであっても命令形接辞の -yo の前ではアクセント核を取るため、語頭

は高起式になる (脇坂 2015) 。 
 

(3)    [[ハ]ヨ ＃オ[キ]ヨ 

早くおきろ 

(4)    [[ハ]ヨ [[デ]ヨ 
早く出ろ 
 

この方言では、一段活用型の命令形の接尾辞と全ての活用型の意向形の接尾辞が同じ分

節音の -yo になるが、一段動詞の命令形は直前にアクセント核を取るのに対して意向形は

原則として語幹に高いピッチで接続するため、アクセントによって弁別できる。 

サ変には上述のとおり[[セ]ーのほかに[[シ]ヨがあるが[[シ]ヨは単独では現れにくく (6) 

のように終助詞を伴って現れることが多い。カ変は (7) のように命令形は[[コ]イになる。

ただし筧 (1962) には「湖北では「コーェ」[koi → koé → ko:é]の形がある。」 (筧 1962 : 

181) という記述があり、これは現在も観察されることがある。この方言では /oi/ が /e:/ と

なる例は見られず、「細い」/hosoi/～/hosoe/、「樋」/toi/～/toe/ など /oi/~/oe/ の交替が現れ

る場合がある。 
 

 (5)    [[ハ]ヨ [[セ]ー / ？[[シ]ヨ 

早くしろ 
(6)    [[ハ]ヨ [[セ]ーイヤ /  [[シ]ヨイヤ 

早くしろよ 
                                                      
5  この表現と同様の意味で決まり文句として「嫌ならオケソクもったいない」という囃しことばも

ある。オケソクはこの地域に多い浄土真宗用語の華足 ( けそく) で仏前に供える餅などを指す。捨

て措けの意味の「措け」と「オケソク」を掛けたもの。 
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 (7)  [[ハ]ヨ  [[コ]イ 

早く来い 
 

動詞[[クレルの命令形[[ク]レとこれに丁寧さを示す接頭辞のオが付いた#オク[レ、さらに

これらが連用形に後続する接続助詞のテに付いて複合動詞として使われるシテクレ、シト

クレ ( ＜シテオクレ) は、2015 年現在でおおよそ 70 代以上の高齢層では男女を問わず極め

て生産的である。テ形複合動詞となる場合は、シテクレに関しては形態音韻的な切れ目の

位置がシテ・クレ、とシ・テクレ、の二通りに捉えられるため、命令形アクセントにもゆ

れがあり、-2 型のシテク]レと、-3 型のシテ]クレ (動詞が低起式であればシテ[ク]レ/シ[テ]

クレ) の双方が許容される。シトクレについては、これがシテオクレに由来することは、

双方の形式が自由変異に近い形で現れうる 6ことからも明らかであるため形態音韻的な切

れ目はシ・トクレのみで、-2 型の *シトク]レは存在しない。二重母音が融合した後もオク

レの低起式が残った形の [[シ]トクレと、トクレが一つの接辞として認識され、-3 型となる 

[[シト]クレ (動詞が低起式であれば#シ[ト]クレ) の二通りになる。しかし若年層ではオク

レ、トクレは著しく衰退し、クレ、テクレに集約している。 (8) の子守唄はこの地域に伝

承されてきたものであるが若年層に伝えられているかは不明である。 (歌なので例文の表

記はひらがなにしアクセント表記はつけない。)  
 

(8)  (子守唄) うちの○○はよい子でござる、みんなよい子と呼んでおくれ 

 

次の (9) は、昔は叱られて家から閉め出されて泣いている子が多かったという話で、 (10) 

は集落の頼母子講（たのもしこう）7の掛け金を払えないので待ってもらうように区長に

掛け合いに行ったという話である。 
 

(9)  #コラエ[テ]クレ、#コラエ[テ]クレー [[チュ]ーテ [[ヨ]ー [[ナイテル [[コーガ 

[[ギョ]ーサン #アッ[タ]ガナ  (A)  

  許してくれ、許してくれと言ってよく泣いている子がたくさんいたではないか 

(10)  [[ク]チョーサン [[ト]コエ [[ス]マン [[ケ]ンド #モー [[チョ]イト #マッ[ト]クレー 

#ゼニ[ガ #ナ[イ]ンヤ [[チュ]ーテ [[コトワリニ [[イッタン]8ヤテ  (A)  

区長さんの所へ、すまないけれどもうちょっと待ってください、お金がないのです

と言って、断りに行ったということだ 

 

                                                      
6  現在ではシテオクレの形式は廃れつつあり若年層では見られなくなっている。しかしその場合で

もこれらの形式が同じ意味であることは直観的に認識していると考えられる。 
7  集落で行われていた無尽講で、加入者から掛け金が集められて抽選などで順にまとまった金額を

手にできるしくみ。 
8  この方言では撥音も核を担う。 
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(9) は、20 世紀前半ぐらいまでの親の権威が強かった時代を想定した子供から親への発話

であり (10) も当時の社会階層を反映して区長が社会的に地位の高い存在であった時代の発

話で、いずれもここでは話者から見て待遇価の高い相手に対して命令形を単独で使用して

いる例である。これは命令形単独の発話が必ずしも丁寧さに欠けるぞんざいな表現ではな

いことを示している。双方ともに直接引用の形式であり 9、命令形命令が実質的には依頼

として機能する場合があることがわかる。 (10) では待遇価が高い区長に対してトクレが使

われている。このことは、クレ、テクレに接頭辞オが付いた形のオクレ、トクレは、クレ、

テクレよりも丁寧なニュアンスがあることを示している。 (10) の「マットクレ」を現代共

通語に訳す場合は「待っておくれ」ではなく「待ってください」が近い。しかし上述のと

おりオクレ、トクレの形式そのものが衰退しつつあるため、この丁寧さの差異も現在では

消滅しつつある。 

以上が湖北北部方言の命令形命令の形式である。次に連用形命令について見る。 
 

2.3 連用形命令 

連用形命令は動詞の連用形を命令に用いる形式で、京阪方言においては広く観察されて

いる (森山 1999、牧野 2009 ほか) 。井之口 (1952) はこれを連用命令法と称し、以下のよう

に述べている。 
 

普通の命令の他に、たとえば「買イー」 (「お買い」の意) 、見ー (「お見」の意) のように、

動詞の連用形を、親しい間柄または同輩以下に対する親愛的な命令をあらわすのに用いる。な

お上方ではこの連用命令法を近世後期以降用いている。 

 (井之口 1952  :  42)  

 

この井之口の観察は、現在の湖北北部方言にも適用できる。本稿ではこの連用形の後に

何も付かない形式を命令形命令に対して連用形命令と呼ぶ。 

湖北北部方言の命令形命令が京阪方言での用法とは話者の分布が異なっていた点に対応

して、この形式にも京阪方言とは異なる話者の分布が見られる。連用形命令はたとえば大

阪市方言では「日常的な行為指示場面で男女ともに使用される。」 (牧野 2009 : 79) とある

のに対して湖北北部においては、小さい子供に話しかける場合などを除いては主に女性が

使用する形式である 10。この対照を表３に示す。京阪方言では、より直接的な命令形命令

をほぼ男性のみが使うことによって標示されるジェンダー差が、湖北北部方言では、より

「親愛的」ないし間接的な連用形命令をほぼ女性のみが使うことによって標示されている。

                                                      
9   明示的に直接引用を示す形式があるのではないが、文末に長母音が現れている（コラエテクレ

ー、マットクレー）ことや、声色を使っていることなどにより判断される。 
10 筆者の観察では、湖北方言でも南部では連用形命令が北部よりも広く普及しており使用頻度も高

く男性にも使う人が多いと見られる。また、北部でも若年層では分布が異なる可能性がある。ただ

し定量的なデータはないので詳しい調査は今後の課題としたい。 
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ただし、この方言では命令形命令の語末を長母音化し上昇調のイントネーションにするこ

とにより命令形の直接的なニュアンスを緩和できる。このような上昇調イントネーション

を伴う命令形は女性に使用されることが多い。 
 

表 3 ：命令形命令と連用形命令の使用者の男女別分布 
 湖北北部方言 京都市・大阪市方言 
命令形命令 男女共に使用 

ただ  
ほぼ男性のみ 

連用形命令 ほぼ女性のみ 男女共に使用 
 

連用形が 1 モーラになる一段動詞については、湖北北部方言では内容語には最小性制約

が働くため、上に引用した井之口 (1952) にも見られるとおり、連用形命令は長母音で現れ

る。アクセントは活用型に関わらず語頭の式により、高起式であれば  (11)  のように平板

に、低起式であれば (12) のように連用形接辞の -i または -e を含むモーラの前でピッチが

上昇する。 
 

(11)    ＃コッチ [[キー 

           こっちへおいで 

(12)    ＃ク[ス]リ ＃ノ[ミ 

                 薬をのみなさい～薬をのんでね 

 

動詞 [[クレルは連用形と命令形がともにクレという形式を取るが、アクセントを考慮に

いれると現れるのは命令形のみで連用形命令の用法は見られない。すなわち、[[クレルの

連用形は [[ク]レテ、[[クレナガラのように高起式であるので、もし連用形命令が現れると

するならば、アクセントは  (13)  のように平板になるはずである。しかし実際には (14) の

ように-2 型の命令形アクセントの形式しか現れない。 

 

(13)    *＃ワタシ[ニ]モ[[クレ 

          私にもくれ 

(14)    ＃ワタシ[ニ]モ[[ク]レ 

        私にもくれ 
 

しかしテ形複合動詞においては、 (15) - (18) のような例が観察される。 
 

(15)    [[チョ]ット[[ミテク]レ/ [[ミテ]クレ 

         ちょっと見てくれ 

(16)    [チョ]ット[[ミテ]ク[レ 

          ちょっと見てくださいな 
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(17)   [[チョ]ット[[ミ]トクレ/ [[ミト]クレ 

         ちょっと見てくださいな 

(18)   [[チョ]ット[[ミ]トク[レ/ [[ミト]ク[レ 

ちょっと見てくださいな 

 

(15) は命令形命令で、これまでに見たように形態音韻的な区切りをとミテ・クレと捉え

るかミ・テクレと捉えるかによって二通りのアクセントがありうる。 (16) はこれまで見て

きたアクセントパターンによれば、クレが低起式であってさらにミテとクレの間に音韻的

な区切りがあれば連用形命令と考えられる。しかし [[クレルの連用形 [[クレは上述のとお

り高起式であって低起式ではない。可能性として考えられることは、このクレは、接頭辞

のオが付いた低起式の＃オク[レのオが脱落した形式ではないかということである。2.2 で

見たように、オクレ、トクレの形式は、クレ、テクレよりも丁寧なニュアンスがある。そ

のため、命令形よりも丁寧なニュアンスを持つ連用形命令にはクレ、テクレは使用されず、

オクレ、トクレ ( ＜テオクレ) が使用されたと考えるとアクセントパターンに合致する。

テ形複合動詞のテオクレ (teokure) には eo の母音連続のうち、e が落ちる場合と o が落ちる

場合があり、後者の場合に母音の o は落ちてもアクセント単位境界での低起式が残り、連

用形命令のシテ#オク[レ → シテ]ク[レの形式になったと考えることができる。e が落ちる

場合は命令形命令は (17) に、連用形命令は (18) になる。 (16) は (18) の変異と考えること

ができる。なお (18) の例のうち (16) に対応するのは [[ミト]クレの形式のみで、(18)の[[ミ]

トク[レに対応する*[[ミ]テク[レという形式は存在しない。ここでは形態的には融合してい

る複合語においてアクセント単位の境界が残っているものと仮定している。しかしもしア

クセント単位が新しく形成されたとするならば、1 つのアクセント単位にピッチの山が 2

か所存在することになる。この点については、今後この方言のアクセント体系の中で統一

的な説明を与えなければならない。 

 (19) はアクセントパターンは (18) と同じで、昔、生活が苦しい上出 (かみで、山間部) 

の人々が山で柴を拾って平野部の方へ売りに行った時の話題である。連用形命令が依頼と

して機能している。 
 

(19) #シバ[オ #オ[ー]テ #ドー[カ [[コー]トク[レ [[チュ]ーテ #モッテカ[[ハル #ワ

[ケ]ヤ     (A)   

柴を背負って どうか買ってくださいなと言って 持っていかれる訳だ 

 

森山 (1999)  は京都市方言において「何もつかない連用形をゼロ連用形命令、「テ」に

よる連用形の命令をテ形命令と呼び、両者を連用形命令として一括したい」 (森山 1999 : 

42) とし、この双方について「直接的な依頼を表す」 (同上) としている。湖北北部方言に

おいては、テの後に何も付かないテ形命令は高齢層ではあまり見られず、これまでに見た
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テクレ・トクレの形式を取るほうが一般的である。しかし 2015 年現在で 60 代以下ぐらい

の世代になるとテ形命令もさかんに見られ、ニュアンスは (20) - (21) のように依頼になる。 

(20)   #ホッ[チ  #カイ[テ 

そちら側を持ってください ( 重いものを持ち上げる時) 

(21)   [[ア]レマー、#コラエ[テ/ [[コラエテ 11、 [[コンナニ [[セントイテ 

あれまあ、許してね、こんなにしないでね 

       (高齢女性が高額の頂き物をした時のお礼など) 

 

ジェンダー差はこの形式がよく使用される世代層ではあまり見られないが高齢層で使用

される場合は女性に多い傾向が観察される。アクセントは動詞の活用型やモーラ数に関わ

らず、テが前部要素に高く後続する。 
 

2.4 命令形命令と連用形命令の差異が示す文法化の過程 

湖北北部方言における命令形命令と連用形命令の差異は、次のような例でも観察される。 
    

(22)  [[ミテ]ミ / [[ミテミ]ヨ 

      見てみろ 

(23)  [[ミテミ / [[ミテミー 

         見てごらん 

 

 テ形複合動詞ミテミルの命令形命令は  (22) [[ミテミ]ヨ、連用形命令は  (23)  [[ミテミー

となり、いずれも会話では語末モーラが脱落してそれぞれ[[ミテ]ミ、[[ミテミとなる形式

がある。湖北北部方言では双方の形式に語末モーラの脱落前と脱落後が並存しているため、

脱落後の形態の意味の差異が命令形命令と連用形命令の差異に基づくことが観察できる。

しかし命令形接辞のヨが失われつつある湖北南部方言などでは、意味の差が明示されてい

た語末モーラが失われた結果、脱落後の形態のみを手がかりに語末のミを終助詞と捉え、

これらの形式の意味の差異はイントネーションの差異であるとみなされることがある。脱

落後の形態はそれぞれシテ＋助詞として共時的には (24) - (25)  のように分析することも可

能である。 
 

(24)  [[ミテ＝ミ↓ 

          見てみろ 

(25)  [[ミテ＝ミ↑ 

              見てごらん 

 

                                                      
11  動詞コラエル「許す」は、低起・高起のアクセント型にゆれがある。 
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このことは、方言接辞のアクセントを含む形式を記述することによって、共時的には方

言終助詞のイントネーションの差異として分析されうる形式に、助詞が文法化する前の複

合動詞などの形式を提示し、意味の差異について根拠を与えられる可能性を示している。

また湖北南部方言や京阪方言のように、当該方言では根拠となる形式が失われていても、

湖北北部方言のように近隣方言に元になる形式が残存している場合があることも例証して

いる。もとより古い形式が推定できることで全てを説明できる訳ではなく、当該の形式が

どのような過程を経ていつごろ文法化したのか、音韻的な変化との関連はどうなっている

のかなど個々の事例については個別に検証されなければならないが、方言終助詞の意味を

分析する際には考慮すべきことの一つといえるだろう。 
 

2.5 待遇表現を含む命令 

湖北方言は北部に限らず非常に待遇表現が豊かな方言であるが、命令形に限っては、基

本的に待遇価が高い相手には使用されにくいこともあってそれほど多くの形式はない。ま

た、共通語の影響を受けて最も大きく変化している部分でもあり、特に待遇価の高い相手

に対して使用する形式は「テクダサイ」に取って代わられつつある。 

 (26) は 2.2 で見たトクレの命令形の形式に丁寧さを示す接辞のヤスが付いた形でほぼ最

上級の待遇価を示し命令形であっても依頼を表す。 (27) は動作主への敬意を示し連用形に

後続する接辞のナール/ナハルの命令形であるが、連用形ではレが落ちてクナーレ/クナハ

レ、さらには接尾辞も短縮されたクナイの形式が使われる。これも丁寧な命令の形式で実

質的には依頼を表す。なお京都市方言などで見られる「お入りやす」 (森山 1999 : 44) のよ

うな「お＋連用形＋やす」の形式は、湖北北部方言では定型化した挨拶表現を除きほぼ見

られなくなっている。 

 

(26)  [[モー  [[シモト]クレ [ヤ]ス  

      もう仕舞ってください (まだ仕事をしている人に終わることを促す) 

 

(27)  [[モー [[シモ]トク[ナ]ーレ/ [[シモ]トクナ[イ 

                もう仕舞ってください 

 

(28) はシマウの未然形に待遇価が話者と同等か低く親しみのある相手に対する接尾辞の[ン

ス・[ヤンス (-(j)ans-) 12の命令形 [[ヤ]ンセが後続した形式である。本稿で扱っている変種

では語末音節にs/hの交替がある 13。 (26) - (27) に見られる聞き手に対する敬意の標示はな

                                                      
12 この接辞は待遇表現だけでなくアスペクト、有生性、人称等を示し多機能であるが詳細について

は稿を改めたい。子音語幹動詞に接続する時には初頭子音の[j]が脱落する。 
13 s/h の交替は湖北方言では一般的によくあるがこの変種では特に多く、全ての変種でこの接辞に

交替が見られるわけではない。また一般的には s が優勢であるがこの変種では h が優勢である。 
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く、待遇価は低いが親しみを示し、家族など親疎の関係が親しい間柄であれば年長者など

にも使える。 
 

(28)  [[モー  [[シマワ]ンセ/ [[シマワ]ンヘ 

もう仕舞いなさいな 
 

2.6 アスペクト表現を含む命令 

 共通語のシテイロに当たる表現は湖北北部方言ではシテイ]ヨになるが、イは脱落した

形がこの方言では標準であるため、命令形はシテ]ヨになる。 
 

(29)  #シ[ズ]カニ [[シテ]ヨ 

静かにしていろ 

(30)  #シ[ズ]カニ [[シテテ 

静かにしていて 

(31)  #シ[ズ]カニ [[シト]レ 

静かにしていろ 

 

(29) は共通語では「静かにしていろ」であって「静かにしてよ」ではない。 (30) は「静

かにしていて」に当たる。また待遇表現とアスペクト等を標示する接尾辞トルを用いても 

(31) のように同様の命令になるが、この場合は (29) よりも聞き手の待遇価が下がり乱暴な

ニュアンスになり、この表現を用いるのはほぼ男性のみである。また大阪市方言に見られ

るような「じっとシトッテ」という形式は湖北北部方言には見られない。湖北方言ではト

ルは非常に待遇価が低く、近親者の待遇価を下げる聞き手尊敬表現か、動作主が子供や目

下の人間、ペットなどの場合にしか使えない。大阪市方言などのように聞き手に親しみを

こめて気軽に使用する言葉ではないので、この接辞を使用してテ形命令に当たる柔らかい

表現ができないためと考えられる。 

このほか共通語のシテシマエに当たる形式は、命令形命令のシテマエと連用形命令のシ

テマイがあり、動詞のアクセント型に応じて以下のように現れる。 

 

(32) #ハヨ [[イッテ]マエ 

早く行ってしまえ 

(33) #ハヨ [[イッテマイ 

早く行ってしまってね 

(34) #ハヨ #クテ[マ]エ 

早く食べてしまえ 

(35) #ハヨ #クテマ[イ 

早く食べてしまってね 
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すなわち、動詞が高起式であれば命令形命令は (32) のように[[シテ]マエ、連用形命令は

(33) のように[[シテマイに、低起式であれば命令形命令は (34) のように#シテ[マエ]、連用

形命令は (35) のように#シテマ[イになる。 
 

2.7 禁止の命令 

湖北北部方言の最も基本的な禁止の命令は終止形＋ナのスルナである。(36) のように終

止形接辞のル -ru- はナ -na の直前で ru ~ n ~ φの交替を示す。 

    

   (36)  [[アケ]ルナ /  [[アケ]ンナ/  [[アケ]ナ 

        開けるな 

 

子音語根動詞では、-n- や (-φ-) - na が後続することは音節構造上できないため、五段活

用では（37）の例に見られるように、原則としてそのような交替はない。ただし、語根末

が r で終わる子音語根動詞については、(38)のように-n-na の形式をとることができる。語

根末の r が接尾辞の -ru- と接続する際に接辞の初頭子音が脱落し、語根末の r が接辞の一

部と再解釈されて交替が起きたと考えられる。 

 
(37)  [[サガ]スナ / * [[サガ]ンナ/  *[[サガ]ナ 

     探すな 

(38)  [[サガ]ルナ /  [[サガ]ンナ/  *[[サガ]ナ 

     下がるな 
 

2.5、2.6 で見た待遇表現やアスペクト表現を用いる場合も(39) - (41) のように接辞の終止

形＋ナの形式になる。 

 
(39)  [[アケヤ]ンスナ 

          開けないで 

(40)  [[ミテ]ルナ /  [[ミテ]ンナ/  [[ミテ]ナ 

見ているな 

(41)  [[アケテマ]ウナ 

開けてしまうな 

 

(42) のような動作の結果が継続する動詞の場合、シテルナの形式は動作そのものではなく

その結果の継続を禁じる表現になる。「戸を [[アケテ]ルナ/ [[アケテ]ンナ/ [[アケテ]ナ」と

いえば戸を開けた結果戸が開いているという状態を禁じ、語用論的には寒いので戸を閉め

ろ、というような意味合いを持つ。共通語の「シテルンジャナイ」のように開けてしまっ

たことを咎めるような意味を持たせることもできる。 
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(42)  [[アケテ]ルナ/ [[アケテ]ンナ/ [[アケテ]ナ 

開けているな 
 

強い禁止の命令には終止形に形式名詞のコト＋ナランが後続するスルコトナランが用いら

れる。ただしこの形式は若年層では使われなくなってきている。 
 

(43) #ミル[[コ]ト [[ナ]ランホン 

                 決して見てはいけないぞ 
 

コトナランが強い禁止であるのに対してコトイランは必要ないという意味を含む弱い禁

止であり文脈によっては提案になる。こちらは比較的若年層でも使用されている。 
 

(44)   #ミル[[コ]ト [[イランホン 

                見るなよ～見なくてもいいよ 
 

依頼に近い弱い禁止は「しないでいてくれ」という意味のセントイテクレ、セントイト

クレになり、この用法ではイテのアスペクトマーカーとしての意味は消失している。*セ

ンデクレのようにトイテを介さずにクレルに直接接続できる否定のテ形は観察されない。

クレルをつけないテ形命令の形式も使用され、若年層ではクレルをつけない形式のほうが

一般的になりつつある。 
 

(45)   #ミントイ[テ]クレ/#ミントイ[テ 

                見ないで 
 

禁止命令に現れる接辞のシンタグマティックな関係を見ると (46) のような禁止命令文で

は否定辞は動詞とボイスなどを表す接辞の後に付く。禁止を表すナは文末に付き文全体に

かかる。ただしムードを表す終助詞は後続することができる。  
 

(46) #ヨマ     サ  ン     ト  イ        トクレ    

           読む  使役 否定 助詞 アスペクト 待遇・命令    

       読ませないでください 

(47) #ヨマ サ   ンス  ナ   イヤ 

           読む 使役 待遇 禁止 終助詞 

     読ませるなよ 
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2.8 その他の命令の形式 

この他、連用形＋ヤレのシヤレはやや強い命令を示すが現在ではほぼ消滅したと見られ

る。先行研究に言及があるものとしては、井之口 (1952) に「連用禁止法」として連用形＋

ナで禁止を表す用法の記録があるが、これも現在では全く見られない。ただし、一段動詞

については終止形のルが落ちた形と連用形は同形であるために形式だけでは見分けは付か

ない。井之口 (1952) 、筧 (1962) のほか、現代の用例を集めた中山 (2012) などにも言及が

あるクダイはクレの意とされるが、少なくとも本稿で扱う変種では全く使われていない。

これは地域的な偏りとも考えられ、湖北北部において使用している地域があるかどうかは

今後の課題としたい。 
 

3 湖北北部方言の命令文に付く終助詞 

これまで述べてきたように、湖北北部方言の命令文では終助詞によってムードやジェン

ダーなどが標示されることがある。また実際の会話においては命令文の形態は終助詞を伴

って現れることが非常に多い。本節では、湖北北部方言の命令文に付く終助詞とその性質

を概観する。 
 

3.1 湖北北部方言の命令文に付く終助詞 

 湖北方言の命令文に付く終助詞には 以下の(48) – (52) に見られるものがある。 
 

(48)  #ヨ[メ]イヤ 

読め (ほぼ男性専用)  

(49)  #ヨ[メ]ノ 

読みなさい (ほぼ女性専用)  

(50)  #ヨ[メ]ヨ 

読めよ (命令を確認している)  

(51)  #ヨ[メ]イネ/#ヨ[メ]イナ 

読みなよ (強い奨励でまだ読んでいないのかというニュアンスもある)  

(52)  #ヨミ[ヤ/#ヨミ[ナ 

読んでね (提案を念押ししているニュアンス)  
 

命令文の形態と命令文のほかにこれらの終助詞が付ける主な文のタイプを表 4 に示す。 
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表 4 ：命令文に後続する終助詞と先行できる文のタイプ 

先行形式 例 イヤ ( イ) ノ ヨ イネ イナ ヤ↑14 ナ↑ 

命令形命令 読め ○ ○ ○ ○ ○ × × 

連用形命令 読み × × × × ○ ○ ○ 

テ形命令 読んで × × × × ○ ○ ○ 

シテクレ形 
読んで

くれ ○ ○ ○ ○ ○ × × 

シ 15ヤンセ

形 
読まん

せ × ○ × ○ ○ × × 

シトレ形 
読んど

れ ○ × ○ × × × × 

シテヨ形 
読んで

よ ○ ○ ○ ○ ○ × × 

スルナ形 読むな ○ ○ ○ ○ ○ × × 

セントイテ

形 
読まん

といて × × × ○ ○ ○ ○ 

先行する文 例 イヤ ( イ) ノ ヨ イネ イナ ヤ↑ ナ↑ 
疑問文 
 読むか ○ ○ × ○ ○ × 〇 

反語文 
 読もか ○ ○ × ○ ○ × × 

意向形 
 読も 16 × × × × × × ○ 

終止形宣言

文 
 

読む × × × × × × ○ 

 

表４に見るとおり、湖北北部方言の命令文に後続する終助詞には (1) 命令形命令に後続

するタイプ (イヤ、（イ）ノ、ヨ) 、 (2) 連用形命令に後続するタイプ (ナ、ヤ) 、 (3) どち

らにも後続するタイプ (イナ) の３種類がある。イネは判断が難しいところがあるがふるま

いを見ると（イ）ノに近いタイプのようである。このうち、ジェンダー差を標示するのは

イヤと (イ) ノで前者がほぼ男性のみ、後者がほぼ女性のみの分布になっている。この両者

はシヤンセ形、シトレ形を除いては完全にふるまいが一致している。シヤンセ形、シトレ

形については 2.5、2.6 でそれぞれ見たとおり、シヤンセ形は親しみを標示するため、やや

高圧的なニュアンスがあるイヤと共起せず、シトレ形は非常に待遇価が低く乱暴なニュア

ンスを与えることから一般に女性の発話には見られることがない。従ってこの空白は社会

的な理由によると考えられる。これ以外の終助詞ははっきりしたジェンダー差は示さない
                                                      

14  イヤ、イナと紛らわしい形態を区別するため、上昇調のイントネーションを付す。 
15 ただし、 (-(j)ans-)は五段活用では未然形に接続する。 
16 この方言では意向形は基本的に短母音で現れる。 
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が、筆者の観察の限りではイネ、イナは女性に多くヨは男性に多い傾向がある。ただし、

これらには共通語や京阪方言の影響もあると見られる。 

次にこれらの終助詞の性質を概観する。 
 

3.2 湖北北部方言の命令文に付く終助詞の性質 

 井上 (2002) は方言終助詞の文法的性質を記述する際のポイントとして使用可能な文タイ

プと他の終助詞との共起関係を指摘している。平叙文や疑問文などさまざまのタイプの文

で使える終助詞は汎用性が高く命令文など使える文のタイプが特化されているものは汎用

性が低い。この観点から湖北北部方言の終助詞を観察すると、まず表４の中ではヨ、ヤ↑

だけが命令文にのみに接続し、汎用性の低い形式であるように見える。しかし、ヤ↑につ

いてはそういえるが、ヨについては、上記の表には入っていない種々のムードを標示する

平叙文の中にはヨが接続できる形式もあるため、必ずしも汎用性が低いとはいえない。ヨ

はイヤ、 (イ) ノとともに命令形命令に後続するグループに属し、テ形、セントイテ形を含

む連用形命令には後続できない。この点において、命令形命令に後続するイヤ、(イ)ノ 、

ヨと、連用形命令に接続するヤ、ナのグループははっきりとした対照をなし、相補分布し

ている (社会言語学的な理由が考えられるシヤンセ形、シトレ形を除く) 。このことから、

たとえば連用形命令に後続するタイプの終助詞は連用形命令の形式とともにこの方言に後

から導入されたのではないかということなどが推測される。明らかなことは、この方言に

は命令文に付く終助詞の中に命令形命令に後続するグループ、連用形命令に後続するグル

ープ、両方に後続し中間的な性質を示すグループが存在するということである。命令形命

令に後続するグループは疑問文にも反語文にも接続できるという点では汎用性が高いが意

向形や、終止形のみの宣言文には後続できない。ナは汎用性が高いが反語文には後続でき

ない。ヤは、テ形を含む連用形命令の形式に後続するのみで、汎用性は低い。イヤ、イ 

(ノ) 、ヨのグループにイネ、イナを加えた命令形に接続する終助詞は、ヨを除いて疑問文

反語文にも接続し汎用性の高さを示すが、いずれも意向形や終止形の宣言文には接続でき

ない。しかしこれらについても終止形に他の終助詞が付いた形式の宣言文には接続できる

場合がある。 

 終助詞の汎用性の高さとその意味との関係について井上 (2006) は、たとえば共通語の

「よ」のような極めて汎用性の高い終助詞の意味記述は比較的抽象的なものになり、これ

に対して方言終助詞には汎用性が低く具体的な心的態度を直接とらえる分析が中心となる

ことを指摘している。井上 (2006) で示されたような命令文のみに後続できる方言終助詞な

どと比較すると、湖北北部方言に現れる終助詞はヤを除いて他の文タイプにも接続できる

ことから汎用性が高いといえるが、2 節で見たように、命令文であってもその形式に応じ

てさまざまな制約があり、文のタイプ以外に待遇価やジェンダーなど社会言語学的な状況

もその分布に関連している。このような個々の終助詞の性質を詳しく記述するには、命令

文以外の文を検討する必要があり、これについては稿を改めたい。また、湖北北部方言の

命令文に後続する終助詞は、先に述べたとおりヤを除き他の終助詞と共起が可能で命令文
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に後続する形式が文末に位置する。どの終助詞と共起するかは終助詞によって異なり、こ

れについても今後の課題としたい。  
 

4 結論と今後の課題 

 本稿では、滋賀県湖北方言の命令形式について形態音韻的な記述を行った。2 節では命

令形命令と連用形命令の差異をはじめこの方言で生産的な形式について詳しく記述し、待

遇表現やアスペクト形式を含む命令、禁止命令など命令文に現れる形式を概観した。3 節

では命令形に後続する終助詞を観察し、終助詞の中には命令形に後続するグループと連用

形命令に後続するグループ、いずれにも接続するグループがあることを明らかにした。今

後の課題はそれぞれの形式の意味的な記述をさらに詳細に記述し分析することである。3

節で扱った終助詞については命令文以外の文に付く場合と比較対照することによってそれ

ぞれの性質を明らかにしなければならない。また、湖北北部方言のうち本稿で扱った変種

は一部地域に限られているため、引き続き方言/変種の調査を行う必要がある。さらにこの

方言の体系的な記述に向けて研究を進めたい。 
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スワヒリ語カエ方言の「関係節」

―準体言としての記述― 

古本 真 

京都大学大学院 / 日本学術振興会1 

キーワード：スワヒリ語、関係節、準体言

0  はじめに 

  柴谷2は体言化 (nominalization) には、レキシコンに登録される名詞を作り出す語彙的体言

化 (lexical nominalization) と、一時的に名詞に準ずる機能を担う準体言を生み出す文法的体

言化 (grammatical nominalization) があると述べている (Shibatani 2009: 187, 柴谷 2014: 5)。 

(1) 日本語の体言化の例 (柴谷 2014: 5 より一部抜粋)

語彙的体言化：  遊び、相撲取り、召し使い

文法的体言化： ［太郎と花子が結婚している］のは誰もが知っている。（事態準体言） 

［花子が Ø 作ってくれた］のをみんなで食べた。（項準体言） 

（［］内が準体言。Ø は空所を表す。） 

そして、類型論的立場から、「関係節」と呼ばれるものの実体は、準体言であり、その準体

言が名詞同様に主名詞を修飾していると説いている。この主名詞は、一般に関係節の「先行

詞」と呼ばれるものにあたる。 

スワヒリ語カエ方言3には、(2) - (4) に挙げるような「関係節」として記述される4四つの形

式が存在する。形式的特徴の詳細については 3 節に譲るが、ここで簡単に違いを述べると、

動詞が接頭辞 m̩でマークされるもの（(2a) (3a)）、動詞が接頭辞 o5でマークされるもの（(2b) 

(4a)）、m̩でマークされたコピュラ動詞に定形節が後続するもの（(2c) (3b)）、接頭辞 o でマー

1
 本稿は日本学術振興会特別研究員奨励費 (DC1) (課題番号: 25･3150) の研究成果の一部である。この

研究のためにデータを提供してくれた Sigombe Haji Choko 氏、草稿の段階から有益な助言を与えて

 くれた大西正幸氏、宮川創氏には、ここに記して謝意を表します。 
2
 柴谷の議論については、2014 年 7 月 5 日の大阪大学での講演 ‘Rethinking relative clause’ のスライド

（http://www.let.osaka-u.ac.jp/eigogaku/Matt_Shibatani_koenkai.pdf 2016 年 3 月 31 日閲覧）や、2014 年 

11 月 7 日の東京外国語 大学での講演「関係節再考」の要旨（http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/images/ 

20141107koenkai_abs.pdf 2016 年 3 月 31 日閲覧）も参照されたい。 
3
 カエ方言は、主にタンザニア連合共和国・ザンジバル、ウングジャ島南部のマクンドゥチ郡で話さ

れるスワヒリ語の地域変種の一つである。一般に「スワヒリ語」として知られる標準スワヒリ語と

は、語彙、音調、名詞や動詞の屈折形式など、多くの点で違いがみられる。本稿で提示する例文は、

特に述べない限り、マクンドゥチ郡北部カジェングワ出身で、今もそこに住む 50 代男性から得られ

たものである。 
4
 Racine-Issa (2002: 153 - 170) 参照。 

5
 接頭辞 o は名詞クラスによって形式が異なる。Co という形式で現れることが多いため、本稿では便

宜上、o という表記で代表させる。詳しくは、2.1 節を参照されたい。
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クされたコピュラ動詞に定形節が後続するもの（(2d) (4b)）に分けることができる。これら

の形式は「関係節」と呼ばれるが、以下に示す通り「先行詞」無しで項となり得る。 

 (2) a. [m̩6-na-tenda         kazi] ka-cha-vata       pesa7 

     G1.SM.NMLZ-IPFV-do  work 3SG/G1.SM-IRR-get  money   

  b. [a-na-e-tenda              kazi] ka-cha-vata       pesa 

     3SG/G1.SM-IPFV-G1.NMLZ-do  work 3SG/G1.SM-IRR-get  money 

  c. [mw-a-wa           ka-na-tenda       kazi  sasa] ka-cha-vata       pesa 

     G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-do work now  3SG/G1.SM-IRR-get  money  

  d. [a-ø-e-wa                 ka-na-tenda      kazi  sasa] ka-cha-vata       pesa 

     3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-IPFV-do  work  now  3SG/G1.SM-IRR-get  money 

    「仕事をする人はお金を得るだろう」（主語の例） 

 (3) a. nyi-m̩-kut’u             [m̩-na-kwea            m̩nazi] 

    1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF  G1.SM.NMLZ-IPFV-climb  coconut tree 

  b. nyi-m̩-kut’u             [mw-a-wa           ka-na-kwea          m̩nazi] 

    1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF  G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-climb  coconut tree 

     「私はヤシの木に登っている人を見た」（目的語の例） 

 (4) a. [N-ne-vyo-funga]         vi-chukue 

     1SG.SM-INCH-G8.NMLZ-tie  G8.OM-take.SUBJ 

    「わたしが縛ったもの（袋）はもっていきなさい」    

  b. [vi-ø-vyo-wa            ha-ja-vi-funga]                  vy-ache 

     G8.SM-PRF-G8.NMLZ-COP  3SG/G1.SM.NEG-INCH.NEG-G8.OM-tie  G8.OM-leave.SUBJ 

    「彼が縛っていないもの（袋）は置いておきなさい」（目的語の例） 

  上記の例を「関係節」として記述するのであれば、「先行詞」のない例は、「先行詞」が省

略されていると分析されるかもしれない。カエ方言には名詞クラスと呼ばれる名詞分類が存

在する。接頭辞 m̩や oは名詞クラスと一致する接頭辞として分析できる。このことから (2) (3) 

では mt’u「人」、(4) では vipolo「袋」が省略されていると考えられるかもしれない8。しかし、

「先行詞」が省略されているとは仮定できない例が存在する。 

 

                                                   
6
 カエ方言の音素目録は以下のように提示できる。母音 /i, e [ɛ], a, o [ɔ], u/、無声無気閉鎖音 /p, t, k/、

 無声無気破擦音 /ch [ʧ]/、有気閉鎖音 /p’ [pʰ], t’ [tʰ], k’ [kʰ]/、有気破擦音 /ch’ [ʧʰ]/、 前鼻音化阻害音 

 /mb, nd, nj [nʤ], ng [ŋɡ]/、入破音 /b [ɓ], d [ɗ], j [ʄ], g [ɠ]/、摩擦音 /f [ɸ], v [β], th [θ], dh [ð], s, z, sh [ʃ], gh 

 [ɣ], h/、鼻音 /m, m̩, n, n̩, ny [ɲ], ng’ [ŋ], N/、流音 /l, r/、接近音/y [j], w/。/m̩, N/ は成節的鼻音である。

 /N/ の調音点は未指定で後続する子音に同化する。[ ] 内の表記は IPA によるより近似 的な音価で

 ある。本稿では[ ] 外の表記を用いる。この表記は概ね標準スワヒリ語の正書法に対応する。 
7
 本稿では準体言化標識である接頭辞を太字で、準体言を [ ] で括り提示する。 

8
 実際、(4) の例を確認する際は、vipolo「袋」があるという文脈を設定している。 
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 (5) a. ku-v-ijua9              [a-ø-vyo-tenda            Juma    leo] 

    2SG.SM-G8.OM-KNOW.PRF  3SG/G1.SM-PRF-G8.NMLZ-do Juma.PN  today 

  b. ku-v-ijua              mambo  [a-ø-yo-tenda             Juma    leo] 

    2SG.SM-G8.OM-know.PRF  matter   3SG/G1.SM-PRF-G6.NMLZ-do Juma.PN  today 

    「ジュマが今日やったこと知ってる？」 

 (6) ku-v-ijua              [i-na-vyo-ligwa] 

  2SG.SM-G8.OM-know.PRF   G9.SM-IPFV-G8.NMLZ-eat.PASS 

  「（マンゴーの）食べ方（食べられ方）知ってる？」 

 (7) [a-na-vyo-tenda            kazi] ka-na-lawa           jasho 

   3SG/G1.SM-IPFV-G8.NMLZ-do  work 3SG/G1.SM-IPFV-get out  sweat 

  「仕事をするとき、彼は（いつも）汗をかく」 

 (8) [a-ø-vyo-ja10-wa               ka-na-tembea]     ka-m-ono                mwalimu 

   3SG/G1.SM-PRF-G8.NMLZ-come-COP  3SG/G1.SM-IPFV-walk 3SG/G1.SM-3SG/G1.OM-see.PRF teacher 

  「彼は歩いていたとき、先生に会った」 

(5a) と (5b) は同じ意味となる。(5b) では、mambo「事」という 6 クラス名詞の「先行詞」

があり、接頭辞 o はこの「先行詞」と一致している。しかし、(5a) は 8 クラスの接頭辞 o が

現れているが、「先行詞」がなく、省略されていると考えられる適当な名詞もない。(6) は 8

クラス接頭辞 o でマークされ、方法を表している。方法を表す名詞として、nam̩na「方法」

があるが、9/10 クラス名詞で、8 クラスの形式である o と一致しないことから、(6) の「先

行詞」としては考えられない。(7) (8) は 8 クラスの接頭辞 o でマークされ、時を示す副詞節

を形成する例である。wakati「時」という名詞がこうした節に前接することもあるが、wakati

は 3 クラス11名詞でこれも「先行詞」とは考えられない。 

  本稿では、(2) - (8) の例を踏まえ、これまで「関係節」とみなされてきた形式を柴谷のいう準

体言として記述を行う。 

  1 節では、本稿での議論に関わる名詞クラスと呼ばれる名詞分類と定動詞の構造、コピュ

ラ動詞、非動詞述語について説明する。続く 2 節で準体言の形式的特徴を記述する。3 節で

は、項として機能する準体言の特徴をより詳細に記述する。4 節では、主名詞（先行詞）を

                                                   
9
 ijua「知る」という動詞は目的語接辞なしで目的語が現れることも可能だが、実際の使用を見ると 

 目的語接辞でマークされるのが一般的である。目的語が後続する場合、(5b) のように目的語の主名

 詞の名詞クラスが 8 クラスでなくとも、ijua「知る」という動詞は 8 クラスの目的語接辞 vi でマー

 クされることがある。 
10

 ja「来る」という動詞は、AM 接辞 na「未完結」、cha「未実現」と共起する際は、発話時より後 

  の事態を、li「完結否定」、a/ø「完了（準体言）」と共起する際は発話時より前の事態を表す標識 

  として機能する。 
11

 スワヒリ語規範文法では、wakati「時」は 11 クラスの名詞に分類されるが、本稿では後述する通り、

  11 クラスを 3 クラスと別のクラスとして設定しない。 
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修飾する際の名詞句内の語順を記述する。5 節では、準体言内の語順を準体言標識との相対

的位置に着目して記述する。 

 

1  カエ方言文法概要 

   

  本節では、カエ方言の文法の中でも、準体言と関連する部分について説明する。具体的に

は名詞クラスと呼ばれる名詞分類、定動詞の構造、コピュラ動詞 wa、非動詞述語 na につい

て述べる。 

 

1.1  名詞クラスについて 

  他の多くのバントゥ系言語と同様に、カエ方言にも名詞クラスと呼ばれる名詞分類が存在

する。バントゥ諸語研究やスワヒリ語研究では、一般に、名詞接頭辞の形式、一致要素の形

式、複数形の形式などに基づき、名詞は分類されるが (Katamba 2003: 103, 112, Contini-Morava 

1994)、本稿では、名詞クラスを文法的性と同様の分類と捉え12、名詞と一致する要素の形式

にのみ基づき分類する。このように分類すると、1 ~ 10、15、16、18 と番号が付される 13 の

クラスに分けることができる。この番号はバントゥ諸語研究で共通して用いられるものに従

っている。Racine-Issa (2002: 30 - 49) は、標準スワヒリ語と同様に 11 クラス、17 クラスも認

めているが、本稿では、この二つを独立したクラスとしてたてていないことに留意されたい。

これは一致形式にのみ基づき分類した場合、この二つはそれぞれ、3 クラス、15 クラスとは

別のクラスとみなすことができないためである。 

  1 ~ 10 クラスについては、基本的に奇数番号に属する名詞が単数、続く偶数番号に属する

名詞がそれに対応する複数となる。15、16、18 はそれぞれ、動詞不定形（15 クラス）、場所

名詞（15, 16, 18 クラス）のクラスとなる。 

  多くの名詞は、［接頭辞－語根］と分析することができ、接頭辞の形式はそれぞれのクラ

スで、概ね一貫している。多くの形容詞も同様に分析することができる。名詞を修飾する要

素（指示詞、所有詞、属辞、形容詞）、名詞と一致する動詞の接頭辞（主語接辞、目的語接

辞、準体言化接辞）は名詞クラスによって形式が異なる。以下にそれぞれのクラスの代表的

な名詞と名詞修飾要素の形式を提示する。動詞に付加される接頭辞は後述する。 

表 1：名詞とその一致要素の形式 

 名詞 指示詞近称 所有詞「私の」 形容詞「よい」 

1 m̩t’u「人」 yuno yangu m̩zuri 

2 wat’u「人」（複数） wano wangu wazuri 

3 m̩kono「腕」 uno wangu m̩zuri 

4 mikono「腕」（複数） ino yangu mizuri 

                                                   
12

 これに伴い、名詞クラスを表すグロスとして G ‘gender’ を用いることとする。 
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 名詞 指示詞近称 所有詞「私の」 形容詞「よい」 

5 tunda「果物」 lino lyangu zuri 

6 matunda「果物」（複数） yano yangu mazuri 

7 kit’u「物」 kino changu kizuri 

8 vit’u「物」（複数） vino vyangu vizuri 

9 nguo「服」 ino yangu zuri 

10 nguo「服」（複数） zino zangu zuri 

15 mahaa「場所」 kuno kwangu kuzuri 

16 mahaa「場所」 vano vangu vazuri 

18 mahaa「場所」 m̩no mwangu muzuri~m̩zuri13 

  それぞれの名詞クラスの意味的特徴を把握することは容易ではない。ここでは本稿との議

論と関わる部分について説明する。1/2 クラスの名詞はすべて有生物を指示対象とする。た

だし、有生物を指示対象とする名詞の中には、他のクラスに属するものもある。親族名称の

一致要素の形式は概ね 1/2 クラスのものであるが、所有詞のみ 9/10 クラスとなる。所有詞の

形式まで考慮にいれ名詞を分類するのであれば、親族名称は 1/2 クラス、9/10 クラスとは別

のクラスに属するものとみなされるが、本稿では便宜上、その一致形式に 1/2 クラス、また

は 9/10 クラスのグロスを付すこととする。8 クラスの一致要素は、(6) ~ (8) でも示した通り、

8 クラスの主名詞と一致する以外に、様態や方法、時間を表す際に現れることがある。15、

16、18 クラスの名詞は場所を指示対象とする。それぞれのクラスの詳細な違いは別稿に譲る

が、例えば、それぞれのクラスの名詞は、概ね以下のような場所を表す際に用いられると考

えられる。 

15 クラス：所与の文脈から把握できない不定の場所。 

16 クラス：所与の文脈から把握できる定の場所。 

18 クラス：ある場所、モノの内部。 

なお、15、16、18 クラスに属する一般名詞は、表 1 に挙げた mahaa 以外は、他のクラスに

属する名詞に ni という接尾辞を付したものとして分析可能である。 

 

1.2  定動詞の構造 

  定動詞の構造は以下のように一般化できる。 

 (9) （否定接辞）－主語接辞－（AM 接辞）－（目的語接辞）－語幹 

1.2.1  語幹 

  非借用語の動詞は、語幹を［語基－末尾辞］と分析すると、末尾辞の形式に応じて、基本

                                                   
13

 18 クラスの muzuri の mu と主語接辞の mu は成節鼻音 m̩と自由交替する。 
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語幹、完了語幹、接続語幹という三つのタイプに分けることができる。このうち基本語幹と

完了語幹が定動詞中に現れる。なお、本稿では基本語幹を動詞の引用形式として提示する。 

  基本語幹は、動詞にかかわらず、［語基－a］となる。完了語幹は動詞によって形式が異な

る。接続語幹は、動詞にかかわらず、語幹の形式 は［語基－e］となる。以下に完了語幹の

一般化した形式と対応する動詞の基本語幹、接続語幹の形式を提示する。 

表 2：非借用語動詞の語幹の形式 

  完了語幹 基本語幹 接続語幹 

完了語幹 1 …CV1(C)－V1 …CV1(C)－a …CV1(C)－e 

完了語幹 2 …C(V)w－a …C(V)w－a …C(V)w－e 

完了語幹 3 …Vm̩C－u …Vm̩C－a …Vm̩C－e 

完了語幹 4 C－a C－a C－e 

完了語幹 5 C－i C(w)y－a C(w)y－e 

完了語幹 6 C－u Cw－a Cw－e 

  完了語幹 1は最も一般的な形式である。語基の最終母音と同じ母音が末尾辞として現れる。 

  完了語幹 2 は語基が w で終わるタイプで、末尾辞は基本語幹同様に、a となる。完了語幹

2 の w は多くの場合、受動を表す派生接尾辞と分析できる。しかし、chewa「遅れる」、fanikiwa

「成功する」のように、受動を表さず、また、対応する派生前の語基のない語幹も完了語幹

2 に含まれる。また lewa「酔う」のように、語基が w で終わっていても、完了語幹 1 に分類

される動詞も存在する。 

  完了語幹 3 は、語基の最後の子音の直前に成節鼻音 m̩14が現れるタイプで、末母音は u と

なる。 

  完了語幹 4、5、6 の語幹は概ね一音節である。 

  完了語幹 4 は、基本語幹と同様に Ca という形式となる。このタイプの動詞としてはコピ

ュラ動詞 wa、ja「来る」、k’a「与える」が挙げられる。 

  完了語幹 5 は基本語幹が［C(w)y－a］となるタイプで、完了語幹の末尾辞は i となる。こ

のタイプの動詞としては lya「食べる」、nya「雨が降る、糞をする」、nywa「飲む」が挙げら

れる。 

  完了語幹 6 は基本語幹が［Cw－a］となるタイプで、末尾辞は u となる。このタイプの動

詞としては、fwa「死ぬ」、gwa「落ちる」、pwa「潮が引く」、ivwa「熟す」（非一音節語幹）

が挙げられる。 

  なお、cha「夜が明ける」、chwa「日が沈む」、ijua「知る」、ta「卵を産む」、langaNza「修

理する」15の完了語幹はどのタイプにも当てはまらない不規則な形式となる。以下にこれら

の完了語幹と基本語幹を提示する。 

                                                   
14

 成節鼻音は通時的には、*mu という形式が再建されている (Nurse & Hinnebusch 1993: 183 - 185)。 
15

 話者によっては、langaNza ではなく、langam̩za という形式を用いる。langam̩za という基本語幹に 

  対応する完了語幹は、langam̩zu となり、完了語幹 3 の形式となる。 
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表 3：不規則な形式の完了語幹 

完了語幹 基本語幹 接続語幹 

che cha che 

chwe chwa 未調査 

ijua/iji ijua ijue 

ti ta 未調査 

langaNzi langaNza langaNze 

なお、ijua「知る」の肯定形での完了語幹の形式は、基本語幹と同様である。否定形では、iji

という形式が現れるが、この形式から推測される、*-ija という形式の基本語幹は存在しない。 

  借用語動詞は語根そのものが語幹となるものと、［語根－派生接尾辞－末尾辞］と分析で

きるものに分けられるが、前者については、基本語幹、完了語幹の別はない16。後者につい

ては、基本語幹の末尾辞は常に a となる。完了語幹は、基本的に完了語幹 1 の通り、語基の

最終母音と同じ母音が末尾辞として現れる。ただし、受動を示す派生接尾辞が現れる場合は、

完了語幹 2 の通り、完了語幹の形式は基本語幹と同じとなる。 

 

1.2.2  主語接辞と目的語接辞 

  主語接辞は、主語の主名詞の人称もしくは名詞クラスに一致する接頭辞で、義務的に現れ

る17。 

  目的語接辞は、目的語の主名詞の人称もしくは名詞クラスに一致する接頭辞で、目的語が

あっても現れない場合がある。 

  以下に、定動詞中に現れる、主語接辞と目的語接辞を提示する。語幹が母音で始まる動詞

の中には、直前に現れる接頭辞と融合するものがある。こうした動詞と融合した場合の主語

接辞や目的語接辞の形式は以下には提示しない。詳しくは、Racine-Issa (2002: 79-91) を参照

されたい。 

表 4：定動詞中の主語接辞と目的語接辞の形式 

 主語接辞 目的語接辞 

1 人称単数 nyi/N18 nyi/N 

1 人称複数 tu tu 

2 人称単数 ku ku 

2 人称複数 m̩/mu19 ku~m̩/mu20 

                                                   
16

 tafuta「探す」、hara「腹を下す」は語根そのものが語幹となる借用語動詞だが、完了形はそれぞれ

  tafutu、hara、接続形が tafute、hare となり語末の a が末尾辞として再分析されていると考えられる。 
17

 ただし、主語が 1 人称単数で、AM 接辞が na の場合、主語接辞は現れない。 
18

 子音で始まる接頭辞、語幹が後続する場合、1 人称単数の主語接辞は N という形式と自由交替が容

  認される。筆者の観察の限り、実際に使用される際は、後続する形態素の初頭音が母音性をもたな

  い場合、弱化した形式で現れることが多い。 
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 主語接辞 目的語接辞 

3 人称単数・1 クラス ka m̩/mu21 

3 人称複数・2 クラス wa wa 

3 クラス u u 

4 クラス i i 

5 クラス li li 

6 クラス ya ya 

7 クラス ki ki 

8 クラス vi vi 

9 クラス i i 

10 クラス zi zi 

15 クラス ku ku 

16 クラス va va 

18 クラス m̩~mu22 m̩~mu 

1.2.3  AM接辞 

  定動詞中には、以下に挙げるアスペクト・ムードを表す接頭辞が現れる。na「未完結 

(imperfective)」、 cha「未実現  (irrealis)」、me「起動  (inchoative)」、mena 「起動進行 

(inchoative-progressive)」、li「完了否定 (negative perfect )」、ja「起動否定 (negative inchoative)」。

なお、これらの AM 接辞が現れる際の語幹はすべて基本語幹となる。完了語幹は AM 接辞と

共起しない。 

 

1.2.4  極性 

  否定極性は ha という接頭辞で表される23。na「未完結」、cha「未実現」、完了語幹は否定

接辞と共起することができる。me「起動」、mena「起動進行」は否定接辞と共起できない。

li「完了否定」、ja「起動否定」は義務的に否定接辞と共起する。 

  なお、完了語幹が否定接辞と共起する場合、「～しなかった」「まだ～していない」という

                                                                                                                                                                     
19

 直前の接頭辞と融合しない母音ではじまる語幹が後続する場合、mu となる。子音で始まる接頭辞、

  語幹に後続する場合、m̩と mu が自由交替する。 
20

 目的語が 2 人称複数となる場合、目的語接辞だけでなく、動詞語幹の直後に ni という接語が現れ 

  る。この接語は複数の聞き手に呼びかける際に現れる。目的語接辞は ku と m̩/mu が自由交替する。

  m̩は、後続する語幹の初頭音が母音性を持たない場合現れる。mu は後続する語幹が母音性をもち、

  なおかつ、語幹が直前の接頭辞と融合しない場合に現れる。 
21

 m̩は、後続する語幹の初頭音が母音性を持たない場合現れる。mu は後続する語幹が母音性をもち、

  なおかつ、語幹が直前の接頭辞と融合しない場合に現れる。 
22

 後続する形態素が母音で始まる場合、mu となる。後続する形態素が子音で始まる場合、mu と m̩が

  自由交替する。 
23

 ただし、主語が 1 人称単数、2 人称単数、3 人称単数の場合は、主語接辞とのかばん形態素となる。

  それぞれの形式は si, hu, ha となる。 
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意味にはならず、「（これから）～しない」という意味になる24。完了の肯定は完了語幹が現

れる動詞によって表されるが、完了の否定は、li「完了否定」で基本語幹がマークされるこ

とにより表される。 

表 5：定動詞の AM 接辞の形式、語幹の形式、否定接辞との共起関係 

 AM 接辞の形式 語幹の形式 否定接辞との共起 

未完結 na 基本語幹 可 

未実現 cha 基本語幹 可 

起動 me 基本語幹 不可 

起動進行 mena 基本語幹 不可 

完了否定 li 基本語幹 義務 

起動否定 ja 基本語幹 義務 

完了 ø 完了語幹 可 

 

1.3  コピュラ動詞 waについて 

  詳しくは 2.2 節で後述するが、準体言はコピュラ動詞 wa を介して形成されることもある。

ここでは、コピュラ動詞 wa の基本的な特徴を説明する。 

  コピュラ動詞 wa の基本的用法として、主語の状態変化を示す用法と主語の場所を示す用

法がある。 

  wa が AM 接辞でマークされる場合は、基本的にその AM 接辞に応じたアスペクトやムー

ドに関する情報が表される。しかし、完了に活用した場合（以下コピュラ完了形）、他の多

くの動詞とは異なり基準時以前の事象の終了は表さず、単にコピュラ節を形成する機能のみ

を担う。コピュラ完了形に後続するのは、①主語の性質や状態を示す要素、②主語の所有者

を表す要素、③主語の存在する場所を示す要素である。コピュラ完了形では状態変化は表さ

ない。このコピュラ完了形に対応する否定形は［否定接辞－主語接辞－li］という形式であ

る。この li という形態素は非動詞述語として分析できる25。 

  コピュラ動詞 wa にはこれ以外に、定形節にアスペクトやムードに関する情報を付加する

用法もある。この場合、wa は具体的意味をもたず、AM 接辞を表示する支えとして用いられ

る。コピュラをマークする AM 接辞としては、cha がよく観察されるが、na、me、mena も現

れうる。(10) の四角で囲った部分が付加的に用いられるコピュラ動詞である。 

 (10) ka-cha-wa          ka-na-tenda       kazi 

  3SG/G1.SM-IRR-COP   3SG/G1.SM-IPFV-do work 

  「彼は仕事をしているだろう」 

 

                                                   
24

 ただし ijua「知る」と goma「できる」の完了語幹が否定接辞と共起する場合は、単に「知らない」、

  「できない」という意味になる。 
25

 li はサバキ祖語の*-li- ‘be’ (Nurse & Hinnebusch 1993: 649) に遡ると考えられる。 
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1.4  非動詞述語 naについて 

  所有を表す際は［（否定接辞）－主語接辞－na］という要素が述語として機能する。この

na という形態素は、na「未完結」、mena「起動進行」以外の AM 接辞と共起でき、動詞に似

たふるまいをみせるが、不定形を形成する接頭辞 ku を付加することはできない26。この非動

詞述語 na を用いて、準体言が形成されることもあるが、その際の形式は 2.4 節で説明する通

り、ほかの動詞の場合とは異なる。なお、15、16、18 クラスの主語接辞で na がマークされ

た場合、na に後続する名詞が指示する対象が存在することを表す。 

 

2  準体言の形式的特徴 

 

  本節では、0 節で示した四つの準体言形成法の形式的特徴について説明する。 

 

2.1  接頭辞タイプ 

  ここでは動詞語幹に接頭辞を付加する準体言形成法について述べる。接頭辞タイプの準体

言形成法としては、準体言化接辞 m̩を付加するタイプ（(2a) を参照、以下タイプ 1）と、準

体言化接辞 o を付加するタイプ（(2b) を参照、以下タイプ 2）がある。以下に一般化した形

式を示す。 

 (11) m̩－（否定接辞）－AM 接辞－（目的語接辞）－語幹    （タイプ 1） 

 (12) 主語接辞－（否定接辞）－（AM 接辞）－（目的語接辞）－o－語幹    （タイプ 2） 

  タイプ 1 の修飾する主名詞は 1 クラスに属している。またタイプ 1 によって準体言化され

る項（準体言内の欠けている項）は主語だけである。このタイプ 1 の準体言化接辞 m̩は、多

くの 1 クラスの名詞、形容詞の語頭に現れる接頭辞 m̩と同形である。そして、1 クラスに属

する名詞は単数の有生物を指示対象とする。この事実を踏まえると、タイプ 1 の m̩という接

頭辞は、1 クラスの名詞接頭辞と歴史的には同源である可能性が指摘できる27。 

  タイプ 2 の準体言化接辞 o は、先行詞の名詞クラスによって形式が異なる。表 6 にクラス

ごとの関係節接辞の形式を挙げる。表 6 に挙げるものは、概ね Racine-Issa (2002: 156) でも提

示されている。ただし、1 クラスの e という形式は記述されていない。また、ye~yo は AM 接

辞が現れない際に現れうる異形態であるが、これも記述されていない。AM 接辞がない場合

1 クラスの三つの形式は自由交替する。AM 接辞が現れる場合は e となる。 

 

                                                   
26

 不定形を形成する接頭辞 ku が付加できるかどうかが、動詞かどうかを分ける基準となる。na や li 

  には接頭辞 ku は付加できない。 
27

 ちなみに筆者の知る限り、いずれの先行研究でも「関係節」としては説明されていないが、標準ス

  ワヒリ語でも接頭辞 m でマークされた動詞が項をとり準体言を形成しているように見える例が存 

  在する。例：m-piga konde ukutani hu-umiza mkonowe (M-hit fist wall.LOC HAB-hurt his hand)「拳を壁に    

  打ち付けるものは自身の手を痛める」(Ashton 1947: 292) 
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表 6：準体言化接辞の形式 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 16 18 
e / ye ~yo o o yo lyo yo cho vyo yo zo ko vo mo 

  同様の準体言化接辞は標準スワヒリ語のような他変種にも存在する。Nurse & Hinnebusch 

(1993: 406) は、「関係節」接辞を名詞クラス標識と o に分け、o はサバキ祖語/北東沿岸バン

トゥ祖語28の直示的接尾辞に遡ると述べている。カエ方言では、この準体言化接辞と同じ形

式の接尾辞29が代名詞として機能する。非動詞述語で所有を表す［主語接辞－na］、随伴を表

す前置詞 na30、提題を表す ndi に後続して現れる31。これらの要素と共起する接尾辞は、準体

言を形成することはなく、先行文脈に現れたものを示す代名詞として働く。また、指示詞か

ら「関係節」標識への文法化は、他のバントゥ諸語でも指摘されている (Poulos 1986: 291-3)。

これらを考慮すると、「関係節」接辞が直辞的接尾辞に由来するという Nurse の分析は、それ

ほどおかしなものではないだろう。なお、Nurse & Hinnebusch は (y)e という 1 クラスの「関

係節」接辞の歴史的由来については言及を避けているが、yeye という 3 人称単数の独立代名

詞との関連が疑われる。「関係節」中では (y)e しか現れないが、前置詞 na のあとには (y)e

だけでなく、mi（1 人称単数）、we（2 人称単数）という接辞も現れることが確認されている。

カエ方言では、1 人称単数の独立代名詞は mie、2 人称単数は weye という形式である。 

  タイプ 2 で準体言化される項の統語的制限はタイプ 1 と比較するとだいぶゆるい。主語、

目的語、斜格目的語、所有格が準体言化される。ただし、有標の斜格目的語32で先行詞とな

るのは、随伴を表す na でマークされる項のみで、道具や場所などを表す kwa33、受動文の動

作主を表す nyi/N34でマークされる項は先行詞とならない。また、所有関係は、所有物が準体

言内で目的語の場合、タイプ 2 の形式で準体言化されるが、主語の場合はならない。有標の

斜格目的語、所有格が準体言化される場合は、準体言化接辞以外に、準体言化される項と一

                                                   
28

 Nurse & Hinnebusch (1993) はスワヒリ祖語の前段階として、サバキ祖語、北東沿岸バントゥ祖語を

  再構している。 
29

 指示詞中称の弱化形 (Racine-Issa 2002: 69) も準体言化接辞と同形で、これも着目すべき点だが、準

  体言化接辞、代名詞接尾辞とは別の語彙素と考えられる。弱化形は、指示対象に応じて、近称や、

  遠称と交替するが、準体言化接辞や代名詞接辞は、指示対象が、例えば、近称で指示されるもので

  あっても形式は変わらない。 
30

 日本語の「～とともに」、「～も」に対応するような意味を表す。 
31

 ［主語接辞－na］や、前置詞 na には他の名詞も後続する。ndi にはこの接尾辞しか後続しない。ほ

  かの名詞を提題化するときは、njo という要素が提題化される名詞の直前に現れる。 
32

 斜格目的語の中には、ny-uzu gari yangu pesa zino (1SG.SM-sell.PRF car my.G9 money this.G10)「私はこ 

  の金で私の車を売った」の pesa zino「この金」のように、前置詞でマークされることのない、無標

  のものも存在する。こうした無標の斜格目的語が準体言化される場合は、準体言化される項と一致

  する標識は準体言化接辞のみである。  
33

 標準スワヒリ語において kwa という前置詞は、形式的には 15 クラスの属辞だが、道具や場所を表 

  す標識として機能することが知られる (Ashton 1947: 171 - 173)。カエ方言でも同様の用法がある。 

  場所を表す際は、kwa Juma (of.G15 Juma.PN)「ジュマのところ」という例にみられる通り、後続す

  る名詞が指すものが存在する場所を表す。 
34

 子音で始まる語が後続する場合、nyi は N に弱化することがある。この前置詞の形式は 1 人称単数 

  の主語接辞と同じであり、同じように弱化しているといえる。 
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致する別の標識が現れる。(13) は随伴の na でマークされた項が準体言化される例である。

準体言中の na の後にも準体言化接辞と同形の代名詞が現れる。(14) は所有格が準体言化さ

れる例である。準体言中に、所有詞が現れる。それぞれの例で、準体言接辞以外で、準体言

化される項と一致する要素には下線を引く。 

 (13) mwanakele  [N-cha-e-kwenda35       m̩jini     na=e] 

  child       1SG.SM-IRR-G1.NMLZ-go  town.LOC  with=G1.PRO 

  「私が一緒に街に行く子供」（斜格目的語） 

 (14) mwanafuzi  [nyi-ø-e-m̩-kut’a                   baba  ake    jana] 

  student      1SG.SM-PRF-G1.NMLZ-3SG/G1.OM-see  father  his.G9  yesterday 

  「昨日私が、その父親にあった生徒」（所有格） 

  タイプ 1 とタイプ 2 の準体言の AM 接辞の形式、語幹の形式、否定接辞との共起関係は、定動

詞とは必ずしも一致しない。表 7 はそれをまとめたものである。 

表 7：準体言（タイプ 1、タイプ 2）の AM 接辞の形式、語幹の形式、否定接辞との共起関係 

 AM 接辞の形式 語幹の形式 否定接辞との共起 

 タイプ 1 タイプ 2 タイプ 1 タイプ 2 タイプ 1 タイプ 2 

未完結 na na 基本語幹 基本語幹 不可 不可 

未実現 cha cha 基本語幹 基本語幹 可 可 

起動 ne me 基本語幹 基本語幹 不可 不可 

起動進行 nena － 基本語幹 － 不可 － 

完了否定 － － － － － － 

起動否定 － － － － － － 

完了 a ø 基本語幹 基本語幹 不可 不可 

  タイプ 1 に現れる AM 接辞は na「未完結」、cha「未実現」、ne「起動」、nena「起動進行」

a「完了」である。ne は me との交替が容認されるが、話者が自発的に用いる形式は ne であ

る。起動進行は nena のみが容認され、mena は容認されない36。完了否定や起動否定を示す

AM 接辞は現れない。なお、AM 接辞 a「完了」は、mwa という形で接頭辞 m̩と融合した形

で現れる。Racine-Issa (2002: 154) は mwa という形式を積極的には分節せず、接頭辞 m とコ

                                                   
35

 一音節、及び一部の母音で始まる動詞語幹が AM 接辞 na「未完結」、cha「未実現」、me「完成」、 

  mena「起動」li「完結否定」、nge「反実仮想」、準体言化接辞に後続する際、ku という無意味接頭 

  辞を伴う。(13) では enda「行く」に、(27) では nywa「飲む」に、(45) では lya「食べる」に、こ 

  の kuが前接している。母音で始まる動詞語幹は直前の接辞と融合するという別の特徴もあるため、

  (13) の ku は kw となる。一音節語幹に付随する ku は、動詞の後に、別の要素（主語、目的語、副 

  詞句）が後続する場合は現れないこともあるが、別の要素が後続しない場合は義務的に現れる。母

  音で始まる語幹については、enda「行く」以外は義務的に ku が付随する。 
36

 定動詞をマークする、me「起動」、mena「起動進行」も ne、nena との交替が容認される。ただし、

  定動詞中に ne、nena が現れる例は自然発話の中では観察されていない。 
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ピュラ動詞 wa に分けられる可能性を指摘しているが、①他の AM 接辞と交替すること、②

成節鼻音 m̩に母音 a が後続する場合、他の環境でも融合した mwa という形で現れること37、

③他変種で「過去」の接辞として機能している a という接辞があること (Nurse & Hinnebusch 

1993: 389) を踏まえると、AM 接辞と分析する方が妥当であろう。なお、a「完了」でマーク

された準体言の語幹は、定動詞とは異なり、基本語幹となる。 

  タイプ 2 に現れる AM 接辞は na「未完結」、cha「未実現」、me「起動」、ø「完了」である。

起動進行、完了否定、起動否定を示す AM 接辞は現れない。タイプ 2 の ø「完了」は他の AM

接辞との交替と統一的に説明するために便宜上提示する。「完了」の AM 接辞が現れないと

いうのは定動詞の完了と共通する特徴だが、タイプ 2 では定動詞とは異なり、語幹は基本語

幹となる。 

  タイプ 1、タイプ 2 で否定は、定動詞と異なり、si という接頭辞によって表されるが、こ

の si が共起できる AM 接辞は cha「未実現」のみである。準体言は AM 接辞なしで、準体言

化接辞、主語接辞（タイプ 2 のみ）、目的語接辞（任意）、基本語幹、そして si で構成される

ことがあるが、その場合、AM に関する情報はマークされていないものと考えられる。 

  タイプ 2 の主語接辞は、定動詞中に現れる主語接辞と基本的に同形だが、2 人称単数、3

人称単数のみ異なる。定動詞ではそれぞれ、ku、ka となるが、タイプ 2 では u、a となる。

タイプ 2 に現れるこれらの主語接辞の形式は、他の非定動詞に現れるものと同形である。 

  目的語接辞は定動詞と同様に、任意である。 

 

2.2  コピュラを介して形成されるタイプ38
 

  コピュラを介して形成される関係節にも二つのタイプが存在する。それぞれ、コピュラ動

詞 wa が、準体言化接辞 m̩、もしくは準体言化接辞 o でマークされることから、タイプ 1 と

タイプ 2 から派生的に形成されていると考えられる。こうした接頭辞でマークされたコピュ

ラ動詞に、定動詞を主要部とする定形節が後続することで、準体言は形成される。以下に一

般化した形式を示す。 

 (15) m̩－AM 接辞－wa    定形節   （タイプ 3） 

 (16) 主語接辞－AM 接辞－o－wa    定形節   （タイプ 4） 

  タイプ 3 で準体言化されるのは 1 クラス名詞だけである。タイプ 4 では名詞クラスに関す

る制限はない。 

                                                   
37

 3 人称単数/1 クラスの目的語接辞は、子音で始まる語幹が後続する場合、成節鼻音 m̩だが、例えば

  ambia「告げる」という動詞語幹が後続する場合、鼻音の成節性は失われ、直後の動詞 ambia の a

  と融合して一つの音節を形成する。例：ch’a-mw-ambia (1SG.SM.IRR-3SG/G1.OM-tell)「私は彼に言う 

  だろう」 
38

 コピュラを介した「関係節」形成法は、筆者の知る限り他のバントゥ諸語の記述にはみられない。

  ただし、現段階では、他言語、他変種の記述を十分に精査したわけではないため、この指摘は注釈

  に留める。 
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  コピュラ動詞をマークする AM 接辞としては、タイプ 3 では na「未完結」、cha「未実現」、

ne「完成」、a「完了」、タイプ 4 では na「未完結」、cha「未実現」、ø「完了」がある。タイ

プ 3、4 の準体言のコピュラ動詞に定形節が後続するという構造は、コピュラを用いて定形

節にアスペクトやムードに関する情報を付加する構造（1.3 節参照）と並行的に捉えること

ができる。コピュラ動詞が AM 接辞 na、cha、ne でマークされる場合は、(10) と同様にこれ

らの AM 接辞が担うアスペクトやムードに関する情報が準体言に付加されている一方で、完

了の a、ø でマークされる場合は、アスペクトに関する情報が付加されることなく、コピュ

ラは準体言を形成する標識としてのみ機能していると考えられる。 

  その理由としてまず、a、ø でマークされたコピュラに、na、cha、me、mena でマークされ

た定動詞、あるいは完了に活用した定動詞が後続するタイプ 3、4 の準体言と、na、cha、ne/me、

nena、a/ø でマークされたタイプ 1、2 の準体言の間に意味的な対立が生じないことが挙げら

れる39。 

  また、コピュラ動詞に後続する定動詞のアスペクト・ムード、極性の制限もこの傍証とな

ると考えられる。cha、na、ne でマークされたコピュラ動詞に後続できる定形動詞には、ア

スペクト・ムード、極性に関して制限があるが40、これはコピュラをマークする AM 接辞と、

後続する定動詞の AM 接辞が表す情報の齟齬から生じる制限だろう。これに対して、コピュ

ラ動詞が a や ø でマークされる場合、後続する定動詞のアスペクト・ムード、極性に制限は

ない。a や ø でマークされるコピュラ動詞には、タイプ 1、2 では準体言化できないような

AM 接辞でマークされた定動詞も後続して準体言化される41。つまりタイプ 3、4 では、タイ

プ 1、2 とは異なり、定動詞で表されうるものと同様のアスペクトやムード、極性が準体言

中で表されるようになっているといえる42。 

  なお、他の多くの動詞は、完了に活用した場合、基準時以前の事象の終了を含意するが、

完了に活用したコピュラ動詞は、単に「いる」「である」といった存在や状態の意味を表し、

基準時以前の事象の終了を含意しない。これは、定形でも準体言でも変わらない。以下にそ

のことを示す準体言の例を挙げる。 

                                                   
39

 タイプ 3、4 の準体言でコピュラ動詞が他の AM 接辞でマークされた場合に、タイプ 1、2 の準体言

  との間に意味的対立が生じているという事実が確認されれば、本稿の主張を支持することになるが、

  現段階でこれは残念ながら未確認である。 
40

 na、me でマークされたコピュラ動詞と、na、ne と準体言化接辞コピュラ動詞には、ともに後続す 

  る動詞をマークすることのできる AM 接辞に制限があるが、この制限は現在確認している限りでは

  合致していない。また、容認される組み合わせでも、「分かるけど、使わない」とコメントされた 

  り、日によって容認度が変わったりすることがたびたびある。 
41

 ただし、タイプ 3、4 の準体言化接辞でマークされたコピュラの AM 接辞 cha「未実現」となる場 

  合も、後続する定動詞をマークできる AM 接辞や極性に制限はない。1.3 節でも述べたが、コピュ 

  ラ動詞の定形が chaでマークされる場合も同様に後続する定形動詞をマークできるAM接辞や極性

  に制限はない。 
42

 標準スワヒリ語にもタイプ 2と同様の関係節形成法があり、AM接辞に関して類似した制限がある。

  標準スワヒリ語では、コピュラ動詞ではなく［amba－関係節接辞］という形式の標識を用いること

  で、制限が回避される (Ashton 1947: 110 - 114)。 
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 (17) a. mwanangu  [mw-a-kwenda      m̩jini     jana]    

    my child    G1.SM.NMLZ-PRF-go  town.LOC  yesterday 

    ha-ja-rudi                  / ke-me-rudi 

    3SG/G1.SM.NEG-INCH.NEG-return  3SG/G1.SM-INCH-return 

  b. mwanangu  [a-ø-e-kwenda             m̩jini     jana]      

      my child    3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-go town.LOC  yesterday   

      ha-ja-rudi                  / ke-me-rudi 

      3SG/G1.SM.NEG-INCH.NEG-return  3SG/G1.SM-INCH-return 

      「昨日街に行った私の子供はまだ戻ってきていない／もう戻って来た」 

 (18) a. [mw-a-choka            bado]  

     G1.SM.NMLZ-PRF-be tired  still   

  b. [a-ø-e-choka                   bado]  

     3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-be tired  still   

     「まだ疲れている人」 

(17) は基準時以前の事象の終了を、(18) は基準時以前の事象の終了の結果生じた状態を表す
43。AM 接辞の a や ø でマークされた際にどちらを表すかは概ね動詞によって異なるが、と

もに、基準時以前の事象の終了が含意されていると考えられる。これとは対照的に、コピュ

ラ動詞は、a や ø でマークされた場合、基準時以前の事象の終了を含意しない。(19) (20) は、

それを示す例である。 

 (19) a. uyoko   m̩t’u   m̩refu  njo=[mw-a-wa           kaka    angu] 

    that.G1  person tall.G1 GVN=G1.SM.NMLZ-PRF-COP  brother  my.G9 

  b. uyoko   m̩t’u   m̩refu  njo=[a-ø-e-wa                  kaka    angu] 

    that.G1  person tall.G1 GVN=3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP  brother  my.G9 

    「私の兄であるのはあそこの背の高い人だ」 

 (20) embe  [i-ø-yo-wa              mbichi]  

  mango  G9.SM-PRF-G9.NMLZ-COP  unripe  

  「未熟であるマンゴー」 

コピュラ動詞 wa には変化を表す意味がある。しかし、(19) は少し離れたところにいる複数

の人の中でどれが兄であるかを尋ねる問いに対する答えであり、「兄になる」という変化は

想定しにくい。また (20) では、「マンゴーが未熟になる」という変化が想定しにくい。この

二つの例から、a、ø でマークされたコピュラ動詞 wa は、基準時以前のイベントの終了を含

                                                   
43

 定動詞の完了形は、これに加えて、「参照時以前の終了とその影響」を含意する。例えば、(17) の 

  enda「行く」という動詞の定動詞完了形は、「行った」ということを表すと同時に「まだ戻ってき 

  ていない」ということを含意する。 
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意しない状態を表すと考えられる。同じように a、ø でマークされ基準時以前の事象の終了

を含意しない動詞としては ijua「知る」が挙げられる44。 

  定形であるコピュラ完了形と m̩コピュラ、o コピュラは表すアスペクトは等価である。し

かし、前者には別の定形節が後続できず、後者には後続できる。コピュラを用いて定形節に

アスペクトやムードに関する情報を付加する構造とタイプ 3、4 の準体言のコピュラ動詞に

定形節が後続するという構造の最も大きな違いは、単にアスペクトやムードに関する情報を

付加するだけか、これに加えて準体言を形成する機能も担っているかという点であろう。こ

れらの事実を踏まえると、a、ø でマークされたコピュラ動詞というのは、別の定形節に付加

可能なアスペクトやムードを担わない形式が、準体言を形成することに特化した標識になっ

ているとみなすことができるだろう。 

  以下の議論では、a、ø でマークされたコピュラ動詞を準体言化標識とみなし、これらをそ

れぞれ、m̩コピュラ、o コピュラと呼ぶこととする。以下で、タイプ 3、タイプ 4 の関係節と

して提示する例も、この m̩コピュラ、o コピュラを介して形成されるものである。 

  統語的には、タイプ 3、4 ともに、主語、目的語、斜格目的語、所有格を準体言化するこ

とができる45。ただし、準体言化できる有標の斜格目的語は、タイプ 2 と同様に、随伴の na

でマークされた項のみである。また、有標の斜格目的語、所有格が準体言化される場合は、

準体言中に、準体言化標識以外にも、準体言化される項と一致する標識が現れる。この標識

はタイプ 2 と同様に na でマークされる項の場合は準体言化接辞と同形の代名詞、所有格の

場合は所有詞が現れる。以下の例では、準体言化される項と一致する標識に下線を付す。 

 (21) a. mwanakele  [mw-a-wa           N-cha-kwenda  m̩jini     na=e] 

    child       G1.SM.NMLZ-PRF-COP  1SG.SM-IRR-go  town.LOC  with=G1.PRO 

  b. mwanakele  [a-ø-e-wa                  N-cha-kwenda  m̩jini     na=e] 

    child       3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 1SG.SM-IRR-go  town.LOC  with=G1.PRO 

    「私が一緒に街に行く子供」（斜格目的語） 

 (22) a. mwanafuzi [mw-a-wa           nyi-m̩-kut’u              baba ake    jana] 

    student     G1.SM.NMLZ-PRF-COP  1SG.SM -3SG/G1.OM-see .PRF father his.G9  yesterday 

  b. mwanafuzi [a-ø-e-wa               nyi-m̩-kut’u           baba ake   jana] 

    student      3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP  1SG.SM -3SG/G1.OM-see PRF father his.G9 yesterday 

    「昨日私がその父親にあった生徒」（所有格） 

  o コピュラは主語接辞でマークされるが、AM 接辞 ø「完了」でマークされる場合、この主

語接辞は、(23) に示す通り、後続する定形節の主語と一致することも、主名詞と一致するこ

とも可能である。 

                                                   
44

 これ以外に kaza「好ませる」、chukia「嫌わせる」という動詞も形式的には「完了」であっても、

  機能的には「完了」を表さない動詞と考えられるが、現段階でこれを検証することはできていない。 
45

 比較の対象については、いったんは容認されたが、日を変えて再度確認したところ容認されなかっ

  た。実際の使用において、比較の対象は準体言化されない可能性が高い。 
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 (23) a. mwanafuzi [u-ø-ye-wa              ku-m̩-kut’u              jana] 

    student     2SG.SM-PRF-G1.NMLZ-COP  2SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF  yesterday（主語と一致） 

  b. mwanafuzi [a-ø-ye-wa               ku-m̩-kut’u            jana] 

    student     3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP  2SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF yesterday （先行詞と一致） 

    「あなたが昨日会った学生」 

  m̩コピュラや、o コピュラからコピュラ動詞 wa が省略されたような形式も、準体言化標識

として機能する。ただし、m̩コピュラの省略形には定動詞が後続できる一方、o コピュラに

は定動詞は後続できない。なお、これらの形式については、話者自身もコピュラ動詞が省略

されているという直観をもつ。 

 (24) a. [mw-a          mwalimu] nani 

     G1.SM.NMLZ-PRF teacher    who 

  b. [a-ø-e                  mwalimu] nani 

     3SG/G1.SM-PRF- G1.NMLZ  teacher    who 

     「先生であるのは誰」（叙述名詞が後続する例） 

 (25) a. [mw-a          nyumbani]  nani 

     G1.SM.NMLZ-PRF house.LOC  who 

  b. [a-ø-e                 nyumbani] nani 

     3SG/G1.SM-PRF- G1.NMLZ house.LOC who 

     「家にいるのは誰」（場所名詞が後続する例） 

 (26) a. ng’ombe  [mw-a          ka-na-kunywa        maji]  

    cow      G1.SM.NMLZ-PRF 3SG/G1.SM-IPFV-drink  water 

  b. *ng’ombe  [a-ø-e                 ka-na-kunywa        maji]  

     cow      3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ  3SG/G1.SM-IPFV-drink  water  

     「水を飲んでいる牛」（定形節が後続する例） 
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2.3  タイプ 1 - 4の使い分けについて 

  ここまでの小括として、タイプ 1 からタイプ 4 までの準体言形成法において、準体言化で

きる項は以下のようにまとめることができる。 

表 8：統語的制限 

 主語 目的語 斜格（無標） 斜格（有標） 所有格 比較の対象 

タイプ 1 ✓ － － － － － 

タイプ 2 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ － 

タイプ 3 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ （✓） 

タイプ 4 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ （✓） 

表 9：アスペクトとムード、極性に関する制限 

 未完結 未完結否定 未実現 未実現否定 起動 起動否定 完了 完了否定 起動進行 

タイプ 1 ✓ － ✓ ✓ ✓ － ✓ － ✓ 

タイプ 2 ✓ － ✓ ✓ ✓ － ✓ － － 

タイプ 3 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

タイプ 4 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

表 10：名詞クラスに関する制限 

 1 クラス 2-18 クラス 

タイプ 1 ✓ － 

タイプ 2 ✓ ✓ 

タイプ 3 ✓ － 

タイプ 4 ✓ ✓ 

ある項を準体言化する際にいくつかの方法がある場合、準体言化形成法の違いによって、意

味的な違いは生じない。また、どのような条件で、どの準体言形成法が選択されるのかも現

段階で明確には分からない。ただ、話者が自発的に発する例を観察する限りでは、複数の選

択肢がある場合、制限のゆるいものよりも、制限のきついものが好まれるようである。例え

ば、準体言化される項が主語で、その名詞クラスが 1 クラス、アスペクトが未完結の場合、

タイプ 2 - 4 ではなく、タイプ 1 が選ばれる。 
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2.4  非動詞述語 

  非動詞述語を形成する要素として所有を表す na とコピュラ li が挙げられる。この二つは

他の動詞とは異なる形で準体言を形成する。 

  まず na には準体言化接辞 m̩と o を付与することができる。 

 (27) a. u-m̩-saidie                [m̩-na46          shida] 

    2SG.SM-3SG/G1.OM-help.SUBJ  G1.SM.NMLZ-POSS difficulty 

  b. u-m̩-saidie                [a-na-e                  shida] 

    2SG.SM-3SG/G1.OM-help.SUBJ  3SG/G1.SM-POSS-G1.NMLZ  difficulty 

    「困っている人を助けなさい」 

上記に示す通り、naはAM接辞無しで準体言を形成しうる。ただし準体言化接辞が m̩の場合、

AM 接辞 cha、ne を、準体言化接辞が o の場合、cha を付加することも可能である。AM 接辞

がない場合と、付加された場合の一般化した形式を以下に示す。 

 (28) a.［m̩－na］ 

  b.［m̩－AM 接辞－na］ 

  c.［主語接辞－na－o］ 

  d.［主語接辞－o－na］ 

  e.［主語接辞－AM 接辞－o—na］ 

c d は主語接辞と準体言化接辞 o が現れるという点でタイプ 2 と似ている。ただし、c は準体

言か接辞の現れる位置がタイプ 2 とは異なる。d は接辞の順序がタイプ 2 と同じである。d

は準体言化される項が主語（所有者）の場合に容認される。なお、所有は m̩コピュラ、o コ

ピュラに所有の na の定形が後続することによっても準体言化される。 

  li は様態47や場所を示す節を形成する際に現れる。 

 (29) na-chaka        nyi-we         m̩t’u   m̩kubwa  ja   [a-li-vyo              Juma] 

  1SG.SM.IPFV-want  1SG.SM-COP.SUBJ  person big.G1    like   3SG/G1.SM-COP-G8.NMLZ  Juma.PN 

  「私はジュマのような偉大な人になりたい」 

 (30) N-ku-veleke              [a-li-ko                 Gwegwe] 

  1SG.SM-2SG.OM-bring.SUBJ   3SG/G1.SM-COP-G15.NMLZ  Gwegwe.PN 

  「グウェグウェがいるところにあなたを連れて行こうか？」 

li は、様態を示す際は 8 クラスの準体言化接辞 o で、場所を示す際は 15、16、18 クラスの準

体言化接辞 o でマークされる。他の準体言化接辞でマークされることはない。また、m̩でマ

                                                   
46

 本稿では na と後続する要素は分かち書きするが、この二つは、間に別の要素を挿入することはで 

  きず、接語とホストのような関係になっていると考えられる。 
47

 Racine-Issa (2002: 173) に場所を示す用法は記述されているが、様態を示す用法はみられない。 
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ークされることもない。以下に一般化した形式を示す。 

 (31) ［主語接辞－li－o］ 

なお、li は AM 接辞でマークされない。AM 接辞が現れる際は、コピュラ動詞 wa によって

関係節は形成される。 

 

3  項のタイプ 

 

  (2) - (4) で示した通り、カエ方言の準体言はその形成法にかかわらず、主名詞（先行詞）

なしで節中の項となることができる。(2) - (4) は、主語や目的語となる例だが、以下にそれ

以外の項となる例を挙げる。 

 (32) a. ny-ende       na=[m̩-na-kwendesha          baskeli] 

    1SG.SM-go.PRF  with=G1.SM.NMLZ-IPFV-go.CAUS  bicycle 

  b. ny-ende       na=[a-na-e-kwendesha               baskeli] 

    1SG.SM-go.PRF  with=3SG/G1.SM-IPFV-G1.NMLZ-go.CAUS bicycle 

  c. ny-ende       na=[mw-a-wa            ka-na-kwendesha       baskeli] 

    1SG.SM-go.PRF  with=G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-go.CAUS  bicycle 

  d. ny-ende       na=[a-ø-e-wa                  ka-na-kwendesha       baskeli] 

    1SG.SM-GO.PRF  with=3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-IPFV-go.CAUS  bicycle 

    「私は自転車を運転する人と行った」 

 (33) a. na-chaka        u-cheze         ja   [mw-a-cheza         vino   sasa] 

    1SG.SM.IPFV-want 2SG.SM-play .SUBJ like  G1.SM.NMLZ-PRF-play this.G8 now 

  b. na-chaka       u-cheze       ja   [mw-a-wa         ka-cheze         vino  sasa] 

    1SG.SM.IPFV-want  2SG.SM-play.SUBJ  like   G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-play.PRF  this.G8 now 

    「私はあなたに、たった今踊った人のように踊ってほしい」 

 (34) a. na-chaka        kisu  ja   [N-ø-cho-ki-tumia               juzi]   

    1SG.SM-IPFV-want knife like  1SG.SM-PRF-G7.NMLZ-G7.OM-use  the other day 

  b. na-chaka       kisu  ja   [N-ø-cho-wa           N-ki-tumii          juzi] 

    1SG.SM-IPFV-want knife  like   1SG.SM-PRF-G7.NMLZ-COP 1SG.SM-G7.OM-use.PRF  the other day 

    「先日私が使ったようなナイフが欲しい」 
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 (35) a. N-ku-veleke            [a-na-ko-kaa 48                Juma] 

    1SG.SM-2SG.OM-send.SUBJ  3SG/G1.SM-IPFV- G15.NMLZ-live  Juma.PN 

  b. N-ku-veleke             [a-ko-wa             ka-na-kaa         Juma] 

    1SG.SM-2SG.OM-send.SUBJ   3SG/G1.SM- G15 .NMLZ  3SG/G1.SM-IPFV-live Juma.PN 

    「あなたをジュマが住んでいるところに連れて行こうか」 

 (36) a. ha-ku-na        [m̩-na-kwimba         nyimbo] 

    NEG-G15.SM-POSS  G1.SM.NMLZ-IPFV-sing  song 

  b. ha-ku-na        [mw-a-wa           ka-na-kwimba       nyimbo] 

    NEG-G15.SM-POSS  G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-sing  song 

    「歌っている人はいない」 

  c. ha-ku-na        [wa-na-o-kwimba         nyimbo] 

    NEG-G15.SM-POSS  G2.SM-IPFV-G2.NMLZ-sing  song 

  d. ha-ku-na        [wa-ø-o-wa             wa-na-kwimba       nyimbo] 

    NEG-G15.SM-POSS  G2.SM-PRF-G2.NMLZ-COP  3PL/G2.SM-IPFV-sing  song 

    「歌っている人々はいない」 

 (37) a. [mw-a-m̩-piga        Juma]   Pandu 

     G1.SM.NMLZ-PRF-hit  Juma.PN  Pandu.PN 

  b. Pandu    njo=[mw-a-m̩-piga       Juma] 

    Pandu.PN  GVN=G1.SM.NMLZ-PRF-hit  Juma.PN 

    「ジュマを殴ったのはパンドゥだ」 

 (38) a. [nyi-ø-yo-okota]           embe 

     1SG.SM-ø-G9.NMLZ-pick up  mango 

  b. embe  njo=[nyi-ø-yo-okota] 

    mango GVN=1SG.SM-ø-G9.NMLZ-pick up 

   「私が拾ったのはマンゴーだ」 

(32) - (34) は斜格目的語の例である。(32) では準体言が随伴の na に後続している。(33) (34) 

では、ja「ように」に後続している。(36) は所有表現に後続する例で、不在を表している。

(37) (38) は準体言が分裂文中に現れる例である。それぞれ、「誰がジュマを殴ったか」、「あ

なたは何を拾ったか」という WH 疑問文の答えとなる。WH 疑問文の答えとなる場合、準体

言中では既知の情報が表されているが、この準体言は、(37a) (38a) のように、節頭に現れる

こともあれば、(37b) (38b) のように、提題標識 njo のあとに現れることもある。 

  しかし、準体言単独で現れることのできない場合もある。名詞が nyi/N や属辞には後続で

                                                   
48

 kaa という動詞は「暮らす」という意味と「座る」という意味を持つ。なお、「今暮らしている」と

  いう意味では na「未完結」でマークされ、「今座っている」という意味では完了形になる。 
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きる一方で、準体言はこれらの前置詞に直接後続することはできず、主名詞を介在させる必

要がある。(39) は 15 クラスの属辞 kwa に準体言が後続する例である。 

 (39) a. *ny-ende       kwa   [tu-ø-ye-m̩-kuta                   jana] 

     1SG.SM-go.PRF  of.G15 1PL.SM-PRF-NMLZ.G1-3SG/G1.OM-see  yesterday 

  b. ny-ende       kwa   m̩t’u   [tu-ø-ye-m̩-kuta                    jana] 

    1SG.SM-go.PRF  of.G15 person  1PL.SM-PRF-NMLZ.G1-3SG/G1.OM-see  yesterday 

    「私は、我々が昨日会ったあの人のところに行った」 

また、他の名詞とは異なり、準体言は修飾要素（形容詞、指示詞、所有詞、属辞）で修飾す

ることはできない。 

 

4  主名詞と準体言の語順 

   

  準体言は、主名詞を修飾する際、他の修飾要素と同様に49、主名詞に後続する（(40) (41) 参

照）。また、他の修飾要素と共起する場合、名詞から最も遠い位置に現れる（(42) (43) 参照）。 

 (40) a. mt’u   [mw-a-kuja            jana] 

   person  G1.SM.NMLZ-PRF-come  yesterday 

  b. *[mw-a-kuja            jana]     mt’u 

     G1.SM.NMLZ-PRF-come  yesterday  person 

  c. mt’u  [mw-a-wa        ka-ja              jana] 

   person G1.NMLZ-PRF-COP 3SG/G1.SM-come.PRF  yesterday 

  d. *[mw-a-wa        ka-ja              jana]     mt’u 

     G1.NMLZ-PRF-COP 3SG/G1.SM-come.PRF  yesterday  person 

     「昨日来た人」 

 (41) a. embe  [a-ø-zo-leta                   Makoto] 

    mango  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring  Makoto.PN 

  b. *[a-ø-zo-leta                   Makoto]    embe 

     3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring  Makoto.PN  mango 

  c. embe  [a-ø-zo-wa                   ka-lete             Makoto] 

   mango  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-bring.PRF  Makoto.PN 

  d. *[a-ø-zo-wa                   ka-lete             Makoto]    embe 

     3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-bring.PRF  Makoto.PN  mango 

     「マコトがもってきたマンゴー」 

                                                   
49

 ただし、指示詞は主名詞に先行することもある。他の修飾要素もある場合、指示詞は先行する方が

  自然なようである。 
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 (42) a. m̩geni  yangu  m̩kubwa  [m̩-na-lawa                 m̩jini]  

   guest  my.G1 big.G1    G1.SM.NMLZ-IPFV-come from  town.LOC 

  b. m̩geni  yangu  m̩kubwa  [mw-a-wa           ka-na-lawa              m̩jini] 

   guest  my.G1 big.G1    G1.SM.NMLZ-PRF-COP 3SG/G1.SM-IPFV-come from  town.LOC 

   「街から来た大柄な私の客」 

 (43) a. kisu  changu  kikali    [N-ø-cho-katia               kamba] 

   knife my.G7  sharp.G7   1SG.SM-PRF-G7.NMLZ  cut.APPL  rope 

  b. kisu  changu  kikali    [N-ø-cho-wa     N-katii             kamba] 

   knife my.G7  sharp.G7   1SG.SM-PRF-COP  1SG.SM-cut.APPL.PRF  rope 

   「私がロープを切るのに用いた鋭い私のナイフ」 

 

5 準体言内の項の位置について 

 

  標準スワヒリ語では、「関係節」内の項は「関係節」接頭辞でマークされた要素の前に現

れることはできず、後続しなければならないことが知られる (Ashton 1947: 113, Mohammed 

2001: 185-186)。カエ方言でも、準体言で修飾する主名詞がある場合、準体言内の項は、準体

言接辞でマークされた要素に先行することはできない。 

 (44) a. tu-na-kulya     embe  [a-ø-zo-leta                   Pandu] 

   1SG.SM-IPFV-eat  mango  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring  Pandu.PN 

  b. *tu-na-kulya     embe  [Pandu    a-ø-zo-leta]  

    1SG.SM-IPFV-eat  mango  Pandu.PN  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring 

  c. tu-na-kulya    embe  [a-ø-zo-wa                  ka-lete            Pandu] 

   1SG.SM-IPFV-eat mango  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-bring.PRF  Pandu.PN 

  d. *tu-na-kulya    embe   [Pandu   a-ø-zo-wa                ka-lete]   

    1SG.SM-IPFV-eat mango   Pandu.PN 3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-bring.PRF  

    「私たちはパンドゥがもってきたマンゴーを食べている」 

しかし、準体言が修飾する主名詞がない場合、準体言内の項は準体言接辞でマークされた要素

に先行することが可能となる。 
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 (45) a. tu-na-kulya     [a-ø-zo-leta                   Pandu] 

   1SG.SM-IPFV-eat   3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring  Pandu.PN 

  b. tu-na-kulya     [Pandu    a-ø-zo-leta ] 

   1SG.SM-IPFV-eat   Pandu.PN  3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-bring 

  c. tu-na-kulya     [a-ø-zo-wa                   ka-lete             Pandu] 

   1SG.SM-IPFV-eat   3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-bring.PRF  Pandu.PN 

  d. tu-na-kulya      [Pandu    a-ø-zo-wa                   ka-lete]   

   1SG.SM-IPFV-eat   Pandu.PN 3SG/G1.SM-PRF-G10.NMLZ-COP  3SG/G1.SM-bring.PRF  

   「私たちはパンドゥがもってきたのを食べている」 

(44) (45) は準体言化接辞でマークされた要素に先行するのが主語となる例だが、目的語や場所

名詞の場合も同様である。以下の (46) (47) は目的語の、(48) (49) は場所名詞の例である。なお、

目的語や場所名詞が準体言化接辞でマークされた要素に先行する場合、主名詞がなくとも、準

体言は定形節の述語に後続することはできない。 

 (46) a. m̩t’u   [m̩-na-kwimba         nyimbo ] nyi-m̩-kut’u 

   person  G1.SM.NMLZ-IPFV-sing  song    1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  b. *m̩t’u   [nyimbo  m̩-na-kwimba]        nyi-m̩-kut’u 

    person  song    G1.SM.NMLZ-IPFV-sing  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  c. m̩t’u   [mw-a-wa           ka-na-kwimba      nyimbo ] nyi-m̩-kut’u 

   person  G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-sing  song    1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  d. *m̩t’u  [nyimbo  mw-a-wa         ka-na-kwimba    nyimbo] nyi-m̩-kut’u 

    person  song    G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-sing song    1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

    「歌をうたっている人に私は会った」 

 (47) a. [m̩-na-kwimba         nyimbo]  nyi-m̩-kut’u 

    G1.SM.NMLZ-IPFV-sing  song     1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  b. [nyimbo  m̩-na-kwimba]        nyi-m̩-kut’u 

    song    G1.SM.NMLZ-IPFV-sing  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  c. [mw-a-wa           ka-na-kwimba       nyimbo]  nyi-m̩-kut’u 

    G1.SM.NMLZ-PRF-COP  3SG/G1.SM-IPFV-sing  song     1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  d. [nyimbo  mw-a-wa           ka-na-kwimba]      nyi-m̩-kut’u 

    song    G1.SM.NMLZ-PRF-COP 3SG/G1.SM-IPFV-sing  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

    「歌をうたっている人に私は会った」 
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 (48) a. m̩t’u   [a-ø-e-kwenda              m̩jini]     nyi-m̩-kut’u 

   person  3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-go  town.LOC  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  b. *m̩t’u  [m̩jini      a-ø-e-kwenda]             nyi-m̩-kut’u 

    person town.LOC  3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-go  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  c. m̩t’u  [a-ø-e-wa               k-ende         m̩jini]    nyi-m̩-kut’u 

   person  3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-go.PRF town.LOC  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  d. *m̩t’u  [m̩jini     a-ø-e-wa               k-ende]        nyi-m̩-kut’u 

    person  town.LOC 3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-go.PRF 1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

    「街に行った人に私は会った」 

 (49) a. [a-ø-e-kwenda              m̩jini]     nyi-m̩-kut’u 

    3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-go  town.LOC  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  b. [m̩jini      a-ø-e-kwenda ]            nyi-m̩-kut’u 

    town.LOC  3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-go 1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  c. [a-ø-e-wa                 k-ende          m̩jini]     nyi-m̩-kut’u 

    3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-go.PRF  town.LOC  1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

  d. [m̩jini      a-ø-e-wa                 k-ende]         nyi-m̩-kut’u 

    town.LOC  3SG/G1.SM-PRF-G1.NMLZ-COP 3SG/G1.SM-go.PRF 1SG.SM-3SG/G1.OM-see.PRF 

   「街に行った人に私は会った」 

 

6  結論 

   

  本稿では、スワヒリ語カエ方言で「関係節」とされてきたものを、柴谷の説く準体言とし

て再記述することを試みた。この記述の動機は、カエ方言で散見される「先行詞」のない関

係節も網羅した説明を行うことにある。 

  なお、標準スワヒリ語にもカエ方言のタイプ 2 と同じように、「関係節」接辞で動詞をマ

ークすることで形成される「関係節」形成法が存在するが、自由関係節50（free relative clause）

として現れうることがかろうじて指摘されているのみで (Krifka 1995: 1404)、包括的な分析はま

だまだなされていない。カエ方言では、「関係節」を準体言と捉えることで、5 節で述べた通り、

準体言内の項が準体言標識に先行しうることを記述できたが、スワヒリ語他変種でも「関係節」

を準体言として把握し直すことで新たな知見が得られるかもしれない。 

 

 

 

 

                                                   
50

 自由関係節の例としては以下のような英語の例文の下線を引いた部分の節が挙げられる。例：   

  Whatever she wants she gets.（下線は筆者による） 
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略号一覧 

1      first person（1 人称） 

2      second person（2 人称） 

3      third person（3 人称） 

APPL    applicative（適用） 

CAUS   causative（使役） 

COP    copula（コピュラ） 

G      gender（文法的性） 

GVN    given （所与） 

HAB    habitual（習慣） 

INCH    inchoative（起動） 

INF     infinitive（不定） 

IPFV    imperfective（未完結） 

IRR     irrealis（未実現） 

LOC    locative（所格） 

NEG    negative（否定） 

OM     object marker（目的語標識） 

PASS    passive（受動） 

PL      plural（複数） 

PN     proper noun（固有名詞） 

POSS    possessive（所有） 

PRF     perfect（完了） 

PRO    pronoun（代名詞） 

NMLZ   nominalizer（準体言化） 

SG     singular（単数） 

SM     subject marker（主語標識） 

SUBJ    subjunctive（接続）
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モンゴル語の第 2音節以降における Cx と CVx の対立について 

植田尚樹 

京都大学 

 

1 はじめに 

 モンゴル語ハルハ方言（以下モンゴル語）の第 2 音節以降の母音体系は、「母音の長短の

対立はなく、音素的母音 (phonemic vowel) と挿入母音 (epenthetic vowel) の区別である」と

されている。phonemic vowel は第 2音節以降で唯一の音韻的な母音である。epenthetic vowel

は位置も音価も予測可能であることから、音韻的には存在せず、規則によって挿入される音

声的なものであるとされる。 

 しかし、この解釈では問題となり得る例がある。動詞の未来・形動詞形 -x は、正書法に

おいて必ず直前に母音を伴って書かれ、母音が書かれない名詞・形容詞と正書法上のミニマ

ルペアをなす。（本稿では、正書法による綴りの転写を <  > で表す。） 

 

 (1) <alx>  ‘hammer’  vs.  <alax>  ‘kill-FUTP’ 

       <šarx> ‘injury’   vs.  <šarax> ‘broil-FUTP’ 

 

 モンゴル語の正書法は現代語の音韻体系に基づいて制定されたものであり、正書法と音声

事実との乖離は小さい。これらの語に関しても、正書法が音声事実を反映している、つまり

音声的にも弱化母音の有無によるミニマルペアをなす可能性がある。その場合、動詞の未

来・形動詞形に現れる第 2音節以降の弱化母音は、phonemic vowel とも epenthetic vowel と

も異なる振る舞いを見せる。したがって、仮に (1) のような語が音声的にもミニマルペアを

なしているとすれば、第 2音節以降の母音体系について再考する必要がある。 

 このように、(1) のような語は母音体系にも関わる重要な語であるにもかかわらず、音声

学的な調査が不十分であり、音声的事実が必ずしも明らかではない。本稿では、(1) のよう

な正書法上のミニマルペアをなす語の音声的事実を調査し、これらの語が音声的にも母音の

有無によるミニマルペアをなすことを示す。そして、その事実をもとに、第 2音節以降にも

母音の長短の対立を認める音韻解釈を提案する。 

 

2 研究の背景 

 本節では研究の背景として、モンゴル語の音韻体系および挿入母音の振る舞いについて述

べる。 
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2.1 音韻体系 

2.1.1 子音体系 

 子音体系は以下のとおりである1。 

 

表 1：子音体系 

 
labial 

palatalized  

labial 
dental 

alveo- 

palatal 
palatal velar uvular 

stops (p), b (pj), bj t, d tj, dj (kj), gj (k), g ɢ 

affricates   ʦ, ʣ č, ǰ    

fricatives   s š xj x [x~χ]  

lateral fricatives   l [ɮ, ɬ] lj [ɮj, ɬj]    

nasals m mj n nj  ŋ  

rhotics, glides w wj r rj j   

 

2.1.2 母音体系 

母音体系は、位置（第 1音節か第 2 音節以降か）によって異なるとされている。 

第 1音節では、長母音と短母音の対立がある。一方、第 2音節以降には長母音と短母音の

対立はなく、「音素的母音 (phonemic vowel)」と「（音素的でない）挿入母音 (epenthetic vowel)」

の区別であるとされている（Svantesson 2004、Svantesson et al. 2005、Karlsson 2005 など）。以

下に音素的母音の体系を示す。 

 

   表 2：母音体系（第 1音節） 表 3：母音体系（第 2音節以降） 

short  long  diphthongs monophthongs  diphthongs 

i u  ii uu   ui i u   ui 

e2 ʊ   ʊʊ   ʊi  ʊ   ʊi 

 o   oo   3 e o    

a ɔ  aa ɔɔ  ai ɔi a ɔ  ai ɔi 

（Svantesson et al. 2005: 22 (2) 一部改変） (Svantesson et al. 2005: 24 (4)) 

第 2音節以降の monophthongs は、歴史的には長母音に由来しているものの、音声的に第

1音節の長母音よりも短母音に近い長さを持つことから、Svantesson et al. (2005) では「短い」

母音であるとされている。しかし、「短い」と解釈することの妥当性は疑わしい（Janhunen 2012, 

植田 2015a, Ueta 2015 など）。さらに、第 2音節以降の母音体系（短母音と長母音の対立が本

                                                   
1
 Svantesson et al. (2005) などでは、閉鎖音・破擦音を有声／無声の対立ではなく無気／有気の対立

と捉えるなど、いくつかの点で本稿とは異なる解釈を取っているが、その点には立ち入らない。 
2
 Svantesson et al. (2005) では、第 1音節の短母音に e がない（i と e が合流した）とされているが、

筆者は e を認める立場をとる。詳しくは植田 (2014) を参照。 
3
 oi という二重母音はない。 
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当にないのか）については議論の余地がある。現段階では上に示した解釈に従うが、詳しく

は 7節で考察する。 

 

2.2 挿入母音 

第 2 音節以降に現れる弱化した母音は、音価も位置も予測可能であり、音素的ではない。

この母音は、音韻構造に現れる子音連続 (consonant cluster) を避けるための、音声的な「挿

入母音」である。 

 

 (2)  …not only the quality, but also the places, where reduced vowels occur are predictable. Thus 

   they can be inserted (epenthesized) by a rule, and need not be present in phonological      

   representations.                                        (Svantesson et al. 2005: 23) 

 

2.2.1 挿入母音の音価 

 挿入母音の音価は、直前の子音の種類と母音調和によって決定される。 

直前の子音が歯茎硬口蓋音（š, č, ǰ）および口蓋化子音（Cj）の場合、挿入母音の音価は [ĭ] 

となる。その他の環境では、母音の音価は母音調和によって決定され、基本的には先行母音

の音色を引き継ぐ。ただし、[i], [ĭ]（二重母音の後半部分も含む）は母音調和に関わらない母

音であるため、無視される。当該挿入母音の前に [i], [ĭ] しか現れない場合、挿入母音の音価

は [ĕ] となる。 

母音調和による挿入母音の音価の原則を示すと、以下のようになる。 

 

表 4：先行母音と挿入母音の音価 

先行母音 挿入母音の音価 

(i), e, u [ĕ] 

o [ŏ]~[ɵ̆] 

ʊ [ʊ̆]~[ă] 

a [ă] 

ɔ [ɔ̆] 

 

 挿入母音は、音声的には弱化母音（中舌化し、持続時間も非常に短い母音）である。本稿

では、この音声事実を [  ̆] を用いて表す4。（o は中舌化が著しいため、[ɵ̆] で表す。） 

 

2.2.2 挿入母音の位置 

 単一の形態素からなる語の挿入母音の位置は、コーダ制約と音節化規則によって決定され

                                                   
4
 全て [ə] で表記する先行研究もある。 
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る5。 

 

 (3)  Coda constraint 

    A string of two consonants is a possible coda if, and only if, it has decreasing sonority, that is, 

    if it consists of a voiced consonant followed by a voiceless consonant.  

(Svantesson et al. 2005: 67 (2)) 

 

 (4)  Monomorphemic syllabification 

 (i)  The phonological representation of the word is scanned from right to left and a maximal 

    coda (possibly empty) is found. 

 (ii)  The coda is combined with the preceding vowel to make a rhyme. If the segment      

    precediong the coda is a consonant, a schwa vowel is epenthesized as the nucleus of the 

    rhyme. 

       (iii) The precediong consonant becomes an onset, and the syllable is complete. 

       (iv)  If there are segments left, the prodedure is repeated. 

(Svantesson et al. 2005: 69 (6)) 

 

 単一形態素からなる語に対する母音挿入の例を (5) に示す。 

 

 (5)  a.  /nert/    [nert]        ‘famous’ 

 b.  /baatr/   [baː.tăr]      ‘hero’ 

 c.  /bɔlwsrl/  [bɔ.ɮɔ̆ws.rɔ̆ɮ] ‘education’ 

 

 (5a) において、rt という子音連続はソノリティーが下降しており、コーダをなすことがで

きるため、間に挿入母音は入らない。一方、 (5b) の tr はソノリティーが上昇しており、コ

ーダをなすことができないため、間に母音が挿入される。 (5c) では、rl はコーダをなすこ

とができないため6、間に母音が挿入され、r がオンセットとなる。オンセットは 1 つしか許

されないため、左隣の s は前の音節のコーダに入ることになる。そして、ws はコーダをな

すことができるが lws はコーダをなすことができないため、l と w の間に母音が挿入され、

l がオンセットに入る。 

 複数の形態素からなる語は、語幹が音節化された後、以下の再音節化制約に抵触しない範

囲で再音節化される。つまり、音節化規則が cyclic に適用される。 

 

                                                   
5
 より詳細な規則については、Svantesson (1995)、Svantesson et al. (2005) を参照。 

6
 /l/ は音声的には側面摩擦音 [ɮ]（または [ɬ]）で現れるにもかかわらず、/r/ に後続した時にコーダ

を形成できないことから、音韻的には流音として機能していることになる。/l/ の音韻的・音声的

ステータスについては、今後検討すべき問題である。 
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 (6)  Resyllabification constraint 

    On each morphological cycle, and epenthetic vowel cannot be inserted into the already     

    syllabified part of a word.                            (Svantesson et al. 2005: 74 (14)) 

 

 (5) の各例に接尾辞を付与した形を挙げる。なお、以下では母音調和によって交替する母

音を E (e~o~a~ɔ) および U (u~ʊ) で表す。また、本稿では、実際には現れない音形を * で表

す。 

 

 (7)  a.  nert-/Es/        [ner.tes]        ‘famous-ABL’ 

 b.  baːtăr-/Es/      [baːt.ras]       ‘hero-ABL’ 

 c.  bɔɮɔ̆wsrɔ̆ɮ-/Es/  [bɔ.ɮɔ̆ws.rɔ̆.ɮɔs] ‘education-ABL’ 

                (*[bɔ.ɮɔ̆w.sɔ̆r.ɮɔs]) 

 

 (7a) では、t がオンセット、r がコーダになるように再音節化される。 (7b) では、r が後

続音節のオンセットに、t が先行音節のコーダになった結果、挿入母音が不要となり、削除

されている。他方  (7c) では、ɮ がオンセットになるが、挿入母音を削除して r をコーダ

にするとその直前に挿入母音が必要となり、 (6) の再音節化制約に抵触してしまうため、r 

をコーダにすることができない。したがって、挿入母音は削除されず、r はオンセットのま

ま残ることになる。 

 

3 正書法 

モンゴル語ハルハ方言では、キリル文字による正書法が確立されている。 

第 1 音節において、長母音は「母音字 2 つ」、短母音は「母音字 1 つ」で表記される。ま

た、第 2 音節以降において、音素的母音は「母音字 2 つ」、挿入母音を「母音字 1 つ」で表

記する。換言すれば、正書法ではどの位置でも長母音と短母音の対立であるように表記され

る7。 

 

表 5：音韻的解釈と正書法 

位置 音韻的解釈 正書法 

第 1音節 長母音 vs. 短母音 <VV> vs.< V> 

第 2音節以降 音素的母音 vs. 挿入母音 <VV> vs. <V> 

 

 第 2音節以降における挿入母音字（短母音字）の種類は、基本的には挿入母音の音価に準

じる。すなわち、歯茎硬口蓋音（š, č, ǰ）の直後には必ず <i> が書かれる。ただし、口蓋化

子音は対応する字を持たないので、「口蓋化子音 + 挿入母音」を <子音字 + i> で表す。 

                                                   
7
 歴史的にも、どの位置でも長母音と短母音の対立であった。 
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その他の環境では、母音調和の原理に従う。ここでも挿入母音の音価と同様、<i>（二重母

音の後半部分も含む8）は母音調和に関わらない母音であるため、無視される。当該挿入母音

の前に <i> しか現れない場合、挿入母音字は <e> となる。 

 

表 6：正書法における母音調和の原理 

先行母音字 後続母音字 

<(i), e, u> <e> 

<o> <o> 

<a, ʊ> <a> 

<ɔ> <ɔ> 

 

 正書法における第 2音節以降の短母音字の位置は、基本的には挿入母音の位置と一致する

（詳しくは角道 1974, Karlsson 2005, Ariunǰargal 2012 などを参照されたい）。 

 (5) および (7) に挙げた音節化の例に正書法による表記を加えると、以下のようになる。 

 

 (8) a.  /nert/     [nert]        <nert>      ‘famous’ 

  b.  /baatr/    [baː.tăr]      <baatar>    ‘hero’ 

  c.  /baatr-Es/  [baːt.ras]     <baatraas>   ‘hero-ABL’ 

  d.  /bɔlwsrl/   [bɔ.ɮɔ̆ws.rɔ̆ɮ] <bɔlɔwsrɔl>  ‘education’ 

 

4 問題の所在 

4.1 問題となる例 

 2.2節で見てきた挿入母音に関して問題となるのが、動詞の未来・形動詞形 -x である。こ

の接尾辞は正書法上、音節化規則とは関係なく、直前に必ず母音を伴って書かれる。その結

果、音節化に従う名詞・形容詞との間で、正書法上のミニマルペアが存在する。 

 

 (9) <alx>  ‘hammer’  vs.  <alax>  ‘kill-FUTP’ 

       <šarx> ‘injury’   vs.  <šarax> ‘broil-FUTP’ 

 

4.2 先行研究における記述 

  (9) のような例は、正書法上は短母音字の有無によるミニマルペアをなしているが、音声

事実はどのようになっているのだろうか。 

 Janhunen (2012) は、未来・形動詞形 -x は直前に必ず母音を必要とし、子音クラスターで

終わる語（＝名詞・形容詞）とミニマルペアが存在すると明記している。 

                                                   
8
 二重母音の後半部分、および長母音 <ii> の 2つ目の母音は、キリル文字では <й> で表記され、

その他の環境で <i> を表す <и> とは別の文字が用いられるが、本稿ではどちらも <i> で転写す

る。 
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 (10) The most common example of a morphologically conditioned schwa is offered by the 

futuritive participle marker -x, which, at least in normative Khalkha, always requires a 

preceding schwa when following a stem-final consonant. Minimal and subminimal pairs with 

and without the schwa can arise between these forms and words ending in a final consonant 

cluster, as in the example Cyrillic Khalkha erx ‘right’ vs. erex ‘to search’. 

（Janhunen 2012: 70、一部改変） 

 

 Svantesson et al. (2005) によると、未来・形動詞形 -x は音声的にも直前に母音を必要とす

る。しかし、他の弱化母音と同様に、発話スタイルによっては脱落することもあるという。

また、未来・形動詞形 -x にさらに接尾辞が後続した場合には、音節化規則によって x の直

前の母音が削除されるのがふつうである。その結果、ミニマルペアをなす名詞と同音となる

（綴り字は異なる）。 

 

 (11) <alxaas>  [aɮχas] ‘hammer-ABL’  vs.  <alaxaas>  [aɮχas] ‘kill- FUTP-ABL’ 

       <šarxaas> [ʃarχas] ‘injury-ABL’   vs.  <šaraxaas> [ʃarχas] ‘broil-FUTP-ABL’ 

 

 一方、Karlsson (2005) によると、未来・形動詞形 -x もカジュアルなスタイルでは直前に

母音を伴わずに発音されるという。しかも、ソノリティーが下降していて母音挿入が必要な

い場合のみならず、ソノリティーが上昇していて母音挿入が必要であるはずの子音連続にお

いても、母音の挿入が行われない。 

 

 (12) In the present material, however, epenthesis often does not take place in final Cx clusters (for 

  instance, in [tx] and [sx] schwa is never inserted). This indicates that, in casual speech,     

  epenthesis in final clusters ending with the future-participle suffix -x is governed by the same 

  principle as applies to the other final clusters; that type of cluster is therefore analysed      

  together with other final combinations.                           (Karlsson 2005: 60) 

 

 名詞・形容詞については、モンゴル語の発音辞典である Sambuudorǰ (2012) に記載がある。

<alx> ‘hammer’, <šarx> ‘injury’ の発音は以下のように記されている。 

 

 (13) <alx> [alăxʌ] 

       <šarx> [ʃarχă] 

 

<alx> ‘hammer’ では子音間に弱化母音が現れるとされているが、<talx> ‘bread’ や <xalx> 

‘Khalkha (people)’ ではそれぞれ [talxă], [xalxă] となっており、その位置に弱化母音はない。

このように、語によって表記が異なっているうえ、語末に母音が書かれているなど、実際の

発音を忠実に表しているかどうかは疑問が残る。 
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 以上のように、名詞・形容詞と動詞の未来・形動詞形の問題については先行研究で数多く

扱われているが、定量的な調査に基づいた音声事実が示されているとは言い難く、実際に音

声的な差異があるのか、あるとすればどの程度の差なのかを明らかにした研究は見いだされ

ない。 

正書法上のミニマルペアが、音声的にも弱化母音の有無の違いのみで対立しているとすれ

ば、2.2 節に示した挿入母音の規則では説明できず、音韻解釈を再考する必要がある。した

がって、これらの語の音声事実を正確に記述し、それをもとに音韻体系について考察するこ

とが必要である。 

 

5 調査 

未来・形動詞形 -x と名詞・形容詞に音声的差異が観察されるかを明らかにするため、以

下のような調査を行った。 

 

5.1 調査語彙 

調査語彙は、 (9) のように、正書法において母音の有無のみによってミニマルペアをなす

9組 18語である。 

 

 (14) 名詞・形容詞     -   動詞未来・形動詞形 

    <(C)VCx>            <(C)VCVx> 

    <alx> ‘hammer’    -   <alax> ‘kill-FUTP’ 

       <njalx> ‘infant’     -   <njalax> ‘paste-FUTP’ 

       <talx> ‘bread’      -   <talax> ‘confiscate-FUTP’ 

       <xalx> ‘Khalkha’   -   <xalax> ‘get hot-FUTP’ 

       <erx> ‘right’       -   <erex> ‘search-FUTP’ 

       <šarx> ‘injury’     -   <šarax> ‘broil-FUTP’ 

       <xamx> ‘sudden’   -   <xamax> ‘gather up-FUTP’ 

    <sawx> ‘chopsticks’ -   <sawax> ‘beat-FUTP’ 

       <xawx> ‘trap’      -   <xawax> ‘sew up-FUTP’ 

 

 語末の x の 1つ前の子音に注目すると、l, r, m, w のいずれかである。x の 1つ前の子音

が x と同等か、x よりも低いソノリティーを持つ子音である場合、名詞・形容詞であれ動

詞の未来・形動詞形であれ x との間に必ず母音が挿入されるので、ミニマルペアは存在し

得ない。また、口蓋化子音 Cj は後ろに必ず母音字 <i> が書かれることから、正書法による

ミニマルペアは存在し得ず、調査語彙として適切ではない。さらに、/n/ と /ŋ/ はどちらも 

<n> （キリル文字 <н>）で書かれ、両者の区別は直後の母音字の有無によってなされるほか、

両者が交替する現象もあるため、やはりミニマルペアをなす調査語彙としては適切でない。 

したがって、ミニマルペアを用いて調査ができるのは、x の 1つ前の子音が l, r, m, w のい
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ずれかである場合に限られる。 

 

5.2 調査方法 

 それぞれの語は、単独およびキャリア文中の計 2回発音された。 

 名詞・形容詞に関しては、原形（＝主格）を示し、対格接尾辞 -ig (-g)、造格接尾辞 -Er、

共同格接尾辞 -tEi、再帰接尾辞 -E9 を付与したもの、および原形をキャリア文  (15) に 入

れたものを読むように指示した10。 

 

 (15) bat ______ geǰ xelsĕŋ ‘Bat (proper name) said ______’ 

 

 ターゲットとなる語は、ダミーとなる語とともにランダムに並べられている。 

 <alx> ‘hammer’ を例にとると、以下のように読み上げられた。 

 

 (16) alx, alx-ig, alx-ar, alx-tai, alx-a, bat alx geǰ xelsĕŋ 

 

一方、動詞の未来・形動詞形に関しては、動詞語幹（＝命令形）のみを示し、命令形 -φ、

継続・副動詞接尾辞 -ǰ (-č)、完了・副動詞接尾辞 -Ed、過去・形動詞接尾辞 -sn11、未来・形

動詞接尾辞 -x を付与したもの、および未来・形動詞接尾辞 -x を付与したものをキャリア

文  (15) に入れた文を読むように指示した。動詞語幹のみを示すことで、綴り字の影響をで

きる限り排除している。こちらも、ターゲットとなる語はダミーとなる語とともにランダム

に並べられた。 

<alax> ‘kill-FUTP’ を例にとると、以下のように読み上げられた。 

 

 (17) al, al-ǰ, al-ad, al-sn, al-x, bat al-x geǰ xelsĕŋ 

 

5.3 分析方法 

 praat (Boersma and Weenink 2012) を用い、語末の x の直前に母音が存在するか否かを確認

した。母音の有無の判定は恣意的にならざるを得ないが、本調査では準周期的な音声波形が

見られ、スペクトログラム上で第 1、第 2 フォルマントが明瞭である場合に「母音がある」

と判定するほか、聴覚的印象および語のピッチも母音の有無の手掛かりとする。 

語のピッチは基本的に、1音節語では最初から高く (H)、2 音節語では第 1音節が低く第 2

音節が高い (LH)12。この事実から、語のピッチをもとに母音の有無を判定することができる。 

                                                   
9
 以上 4つの形はすべてダミーの語形である。 

10
 格接尾辞を付けた形を読み上げる調査を行わなかったインフォーマントも 2名いる（後述するイン

フォーマントのうち ES、MC）。 
11

 こちらも、4つの形はすべてダミーの語形である。 
12

 詳しくは角道 (1982)、Karlsson (2005) などを参照のこと。 
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表 7：語のピッチと母音の有無 

ピッチ 語の音節数 x の前の母音の有無 

H 1音節 母音なし 

LH 2音節 母音あり 

 

ただし、1 音節語であってもコーダが重子音である場合、母音が L ピッチ、重子音部分が

Hピッチを担い、LHピッチを実現する可能性があることが Ueta (2014) によって指摘されて

いる。このことから、「Hピッチならば 1 音節語である」とはいえるが、「LHピッチならば 2

音節語である」とは言えない可能性がある。したがって本稿では、語のピッチを母音の有無

を判定する絶対的な基準とはせず、参考として用いた。 

 

5.4 インフォーマント 

 インフォーマントは以下の 9名である。 

 

表 8：インフォーマント 

話者 年齢 性別 出身 

GM 16 女 ウランバートル（UB） 

BB 17 男 ウランバートル（UB） 

AR 23 男 ウランバートル（UB） 

BS 25 男 ウランバートル（UB） 

SC 27 女 ウランバートル（UB） 

DS 20 女 ダルハン（UBから北へ約 200キロ） 

BC 23 女 アルハンガイ（UBから東へ約 450キロ） 

ES 24 女 ゴビアルタイ（UBから南西へ約 800キロ） 

MC 40 女 ヘンティー（UBから西へ約 300キロ） 

 

 出身地はかなり広範囲に広がっており、方言差がある可能性も残されているが、いずれの

地域も大まかにはハルハ方言が話されている地域であるとされている（栗林 1992）。本稿で

は、方言差については扱わないこととする。 

 

6 結果 

 本節では、x の直前の母音の有無について、「話者による差異」「語彙（音韻構造）による

差異」「キャリア文による差異」の 3つの点から考察する。 

 

6.1 話者による差異 

 本節では、母音の有無の話者による差異について考察する。 
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 表 9 に、話者別の母音の有無を示す。数字は、語末の x の直前に明らかに母音が存在す

る語の数を表しており、最大値は調査語彙数、すなわち 9 となる。ただし w の直後では、

w 自体が音声上「母音」となり、その直後の母音の有無が判定できないことがある。その場

合は、聴覚的印象およびピッチのみから母音の有無を判定することになる。そのような場合

を含め、音声波形、スペクトログラムからは母音の存在が明らかであるとは言い切れないも

のの、ピッチなどから母音があると判断される語の数をカッコ内に示した。 

 

表 9：母音の有無（話者別） 

話者 名詞・形容詞 <(C)VCx> 動詞未来・形動詞形 <(C)VCVx> 

 単独 キャリア文 単独 キャリア文 

GM 0 0 8 (1) 3 (2) 

BB 0 0 9 4 

AR 8 1 (2) 8 (1) 5 (1) 

BS 4 1 (1) 9 6 

SC 6 (3) 6 (2) 8 (1) 7 (2) 

DS 3 (1) 4 9 7 (2) 

BC 8 (1) 7 (1) 9 9 

ES 1 (1) 0 9 9 

MC 5 (1) 5 9 7 (1) 

 

 表 9から、話者によって母音の有無に大きな違いがあることがわかる。特に名詞・形容詞

では、母音が全くない話者（GM、BB）もいれば、ほとんどの語で母音がある話者（SC、BC）

もいる。その違いを年齢や出身地から説明することは難しい。 

しかし、全体的には名詞・形容詞には母音が存在しない傾向にあり、動詞の未来・形動詞

形には母音が存在する傾向にあると言え、話者ごとに見れば、どの話者でもその傾向が当て

はまる。このことから、話者によって程度の差はあれ、「名詞・形容詞 <(C)VCx> と動詞の

未来・形動詞形 <(C)VCVx> では、発音上も母音の有無によるミニマルペアをなしている」

と言える。 

 以下に、母音の有無の違いが顕著なミニマルペアの音声波形、スペクトログラム、ピッチ

カーブを示す。 
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      図 1：šarx（ES、キャリア文中）              図 2：šarax（ES、キャリア文中） 

  

 図 1、図 2はともに、話者 ESがキャリア文中で発音した語の音声波形、スペクトログラ

ム、ピッチカーブを示しており、図 1 は名詞 <šarx>、図 2は動詞の未来・形動詞形 <šarax> 

の図である。両者を見比べるとわかるように、名詞 <šarx> では r と x の間に母音がなく、

動詞の未来・形動詞形 <šarax> では母音があることが、音声波形、スペクトログラム、ピッ

チカーブ全てから判断できる。このような例では、完全に母音の有無によるミニマルペアを

なしている。 

 

6.2 語彙（音韻構造）による差異 

 5.1節で述べたように、調査語彙において語末の x の 1つ前の子音は、l, r, m, w のいずれ

かである。これらの子音の種類の違いが、母音の有無に影響するのであろうか。本節では、

子音の種類と母音の有無との関係について考察する。 

 

6.2.1 名詞・形容詞 

名詞・形容詞における母音の有無を表 10 に示す。表中の○は母音が存在すること、×は

母音が存在しないこと、計は母音が存在する語の数を表す。音声波形、スペクトログラムか

らは母音の存在が明らかであるとは言い切れないものの、ピッチなどから母音があると判断

された語（表 9でカッコの中に入れたもの）も、ここでは「母音あり」とみなしている。 
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表 10：名詞・形容詞 <(C)VCx> における母音の有無 

話者 GM BB AR BS SC DS BC ES MC 計 

単
独 

<alx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 

<njalx> × × ○ ○ ○ × ○ × ○ 5 

<talx> × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 6 

<xalx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 

<erx> × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 5 

<šarx> × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 6 

<xamx> × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 

<sawx> × × ○ × ○ × ○ × × 3 

<xawx> × × × × ○ × ○ × × 2 

キ
ャ
リ
ア
文 

<alx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 

<njalx> × × × × ○ ○ ○ × ○ 4 

<talx> × × × × ○ ○ ○ × ○ 4 

<xalx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 

<erx> × × × ○ ○ ○ ○ × × 4 

<šarx> × × × × ○ ○ ○ × × 3 

<xamx> × × ○ ○ ○ × ○ × ○ 5 

<sawx> × × × × ○ × ○ × × 2 

<xawx> × × × × × × × × × 0 

 

名詞・形容詞は正書法上 <(C)VCx> の構造を持ち、動詞・未来形動詞形に比べて x の前

に母音が現れにくいことから、「母音が現れる形がイレギュラー」であるとみなすことがで

きる。 

 名詞・形容詞の中で最も多く母音が現れている語は xamx で、18回（2回×9名）のうち

12回で母音が現れている。続いて talx（10回）、njalx, erx, šarx（9回）となる。 

 xamx で母音が現れやすいのは、m が閉鎖性のある子音であるためだと考えられる。閉鎖

性のある m から摩擦音の x に移行する際に、m の出わたり (off glide) が母音として発音

される（あるいは、母音として聞こえる）と考えられる。 

 一方、x の前の子音が m 以外の場合、一定の傾向は見られない。talx では母音が現れや

すいが、同じく l が先行する alx ではそれほど母音が現れやすくはない。また、多くの語

に母音を挿入する傾向にある話者でも、xawx には母音を挿入しないことが多い。これが x の

前の子音 w に起因するとすれば、sawx でも同様の結果が見られることが予想されるが、実

際にはそのような結果にはなっていない。これらのことから、「x の前の子音によって母音

の有無が決まる」とは言い切れない。 
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6.2.2 動詞未来・形動詞形 

動詞未来・形動詞形における母音の有無を表 11に示す。表 10と同様に、表中の○は母音

が存在すること、×は母音が存在しないこと、計は母音が存在する語の数を表す。名詞・形

容詞の場合と同様に、表 9でカッコの中に入れたものも「母音あり」とみなしている。 

 

表 11：動詞・未来形動詞形詞 <(C)VCVx> における母音の有無 

話者 GM BB AR BS SC DS BC ES MC 計 

単
独 

<alax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<njalax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<talax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<xalax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<erex> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<šarax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<xamax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<sawax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<xawax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

キ
ャ
リ
ア
文 

<alax> × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 

<njalax> × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

<talax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<xalax> × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 5 

<erex> ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

<šarax> × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 7 

<xamax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 

<sawax> ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 

<xawax> ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 

 

名詞・形容詞とは逆に、動詞の未来・形動詞形は正書法上 <(C)VCVx> の構造を持ち、x の

前に母音が現れやすい傾向にあることから、「母音が現れない形がイレギュラー」であると

みなすことができる。 

 動詞の未来・形動詞形のうち最も母音が現れにくい語は xalax で、18回（2回×9名）の

うち 4回で母音が現れていない。以下、xawax, sawax（3回）、alax, šarax（2回）と続く。 

x の前の子音が w の時に比較的母音が現れにくいが、これは w 自体が母音 [ʊ]13 として

発音されることと関係する。 

動詞の未来・形動詞形 -x は、動詞語幹が子音で終わる場合には母音が挿入される  (18a) 

                                                   
13

 [ʊ] という音声表記は、筆者の聴覚印象と音韻論的解釈に基づいたものである。 
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が、動詞語幹が母音で終わる場合には、新たに母音が挿入されることはない (18b),  (18c) 。

このことから、「未来・形動詞形 -x は直前に母音を伴う」と言える。 

 

 (18) a. bɔd-x [bɔdɔ̆χ] ‘think-FUTP’ 

 b. saa-x [saːχ]   ‘(to) milk-FUTP’ 

 c. xai-x [χaiχ]   ‘search-FUTP’ 

 

 一部の話者では、未来・形動詞形 -x の直前の子音 w が母音 [ʊ] で発音されることによ

って、「未来・形動詞形 -x は直前に母音を伴う」という条件が満たされ、母音が挿入されな

いと考えられる14。 

 

 (19) saw-x [sawăχ] ~ [saʊχ] ‘beat-FUTP’ 

       xaw-x[χawăχ] ~ [χaʊχ] ‘sew up-FUTP’ 

 

一方、x の前の子音が w 以外の場合には、一定の傾向は見られない。特に子音が l の時

は、語によって母音の有無に大きな差がある。このことから、「x の前の子音によって母音

の有無が決まる」とは言い切れない。 

 

6.2.3 語彙と母音の有無 

6.2.1節および 6.2.2節で、名詞・形容詞においても動詞の未来・形動詞形においても、x の

前の子音が母音の有無に影響しているとは言えず、「語彙によって母音の有無に差がある」

ということだけが明らかになった。この要因としては語の使用頻度が考えられるが、現段階

では明らかでない。 

 なお、4.2節で述べたように、発音辞典である Sambuudorǰ (2012) でも語によって母音の有

無に違いがあるが、Sambuudorǰ (2012) の表記と本調査の結果は異なっている。 

 

 (20)  語彙   Sambuudorǰ (2012)   本調査（母音が現れた回数） 

  a. <alx>      [alăxʌ]           8 回／18回 

  b. <talx>     [talxă]          10 回／18回 

  c. <xalx>     [xalxă]           8 回／18回 

 

 これらの結果から、語による差異は単なるデータのばらつきである可能性が高いが、結論

を下すためにはさらなる定量的な調査が必要である。 

 

                                                   
14

 ただし、/aʊ/ という二重母音は認められないため、あくまでも音声的な現象である。 
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6.3 キャリア文による差異 

 語が単独で発音された場合と、キャリア文中で発音された場合を比較すると、名詞・形容

詞、動詞の未来・形動詞形いずれにおいても、どの話者でも単独の発音において母音が現れ

やすく、キャリア文中において母音が現れにくい（表 9参照）。 

 4.2節では、 Svantesson et al. (2005) および Karlsson (2005) の指摘、すなわち「動詞の未

来・形動詞形 -x は、formal なスタイルでは直前に必ず母音を伴って発音されるが、casual な

スタイルでは母音を伴わずに発音される」という指摘を見た。単独発話を formal、キャリア

文中での発話を casual なスタイルと読み替えるならば、動詞の未来・形動詞形に関しては、

本調査でも同様の結果が得られた。 

 一方、名詞・形容詞に関しても、単独発話（≒ formal なスタイル）では母音が挿入され

るが、この点は先行研究において指摘がない。 

 

7 母音の有無と母音体系 

 6 節では、話者や語彙、キャリア文の有無によって母音の出現の頻度が異なることを見た

が、同条件（1人の話者内の単独発話どうし、キャリア文どうし）で比較すれば、「名詞・形

容詞 <(C)VCx> と動詞の未来・形動詞形 <(C)VCVx> は、発音上も母音の有無によるミニ

マルペアをなしている」ということが明らかになった。 

 2 節で述べた音韻解釈に従うと、これらの 2 つは音韻表示が（形態素境界が存在するか否

かという違いを除いて）同じであるにもかかわらず、名詞・形容詞では母音挿入が起こらず、

動詞の未来・形動詞形では母音挿入が起こるということになる。 

 

 (21) a. <alx> (N)   /alx/  [aɮχ] 

 b. <alax> (V)  /al-x/ [aɮăχ] 

 

この事実は、2.2 節に示した母音挿入の規則では説明できない。では、両者の音声的な差異

をどのように説明すればよいだろうか。 

 1つ目の案として、形態素境界の後ろには必ず母音が挿入される、という説明が考えられ

るが、この案は他の接尾辞の振る舞いによって否定される。例えば動詞の継続・副動詞形 -ǰ 

(-č) は、ソノリティーの要請で母音が必要とされない限り、母音挿入は行われない（この点

については、Svantesson et al. (2005) も認めている）。 

 

 (22) /al-ǰ/  [aɮʤ] (*[aɮăʤ]) 

 

 2つ目の案として、未来・形動詞形は音素的母音を持った -Ex の形であると解釈する、と

いう説明が考えられるが、この案も他の接尾辞の振る舞いによって否定される。例えば、動

詞の完了・副動詞形 -Ed は、語幹が母音で終わる動詞に接続する際、母音連続を防ぐため

に子音 g が挿入されるが、未来・形動詞形ではそのようなことは起こらない (23)。また、 -Ed 
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では母音の弱化は起こらないが、未来・形動詞形では母音の弱化が起こる (24)。 

 

 (23) a. [saːɡad] < /saa-Ed/  ‘(to) milk-PFG’ 

 b. [saːχ] (*[saːɡaχ]) < */saa-Ex/ ‘(to) milk-FUTP’ 

 

 (24) a. [alad] < /al-Ed/  ‘kill-PFG’ 

 b. [aɮăχ] (*[aɮaχ]) < */al-Ex/ ‘kill-FUTP’ 

 

 3 つ目の案として、未来・形動詞形は「音素的母音」とは異なる母音を持っている、とい

う説明が考えられる。「音素的母音」この解釈では、第 2 音節以降に「音素的母音」と「そ

れとは異なる音素的な母音」の 2 種類を認めることになるが、これは母音の「長」「短」に

あたる。 

 2.1.2節で述べたように、Svantesson et al. (2005) は第 2音節以降の音素的母音を「短い」母

音だとみなしており、その根拠として音声的な長さが第 1音節の長母音よりも短母音に近い

ことを挙げている。しかし、Ueta (2015) によって、第 2音節以降の音素的母音が必ずしも第

1 音節の短母音に近い長さを持つとは言えないことが、音声産出と知覚の両面から示されて

いる。また、第 2音節以降の音素的母音は、歴史的には長母音に由来している。このような

点から、第 2音節以降の音素的母音を「長母音」と解釈することは、全く不自然なものでは

ない。 

 また、借用語の振る舞いを考慮に入れると、第 2音節以降に母音の長短を認める必要があ

るということが、植田 (2015b) によって明らかにされている。 

 以上のような点から、第 2音節以降にも音素として母音の長短の対立を認め、名詞・形容

詞と動詞の未来・形動詞形の母音の有無によるミニマルペアを、短母音の有無によって説明

することが妥当であると考えられる。つまり、名詞・形容詞は短母音なし、動詞の未来・形

動詞形は短母音を持つ -Ex という形となる。短母音は音声的には弱化母音として現れ (25b)、

語幹が母音で終わる動詞に付くときは削除される (26a)。一方、Svantesson et al. (2005) で「音

素的母音」とされていたものは、長母音であると解釈される。したがって、完了・副動詞形

は長母音を持つ -EEd という形となり、音声的に弱化せず (25c)、語幹が母音で終わる動詞

に付いたときは子音 g が挿入される (26b)。 

 

 (25) a. 名詞・形容詞       /(C)VCx/     e.g. /alx/    [aɮχ] 

 b. 動詞未来・形動詞形 /(C)VC-Ex/   e.g. /al-Ex/  [aɮăχ] 

 c. 動詞完了・副動詞形 /(C)VC-EEd/  e.g. /al-EEd/ [aɮaːd] 

 

 (26) a. /saa-Ex/  [saːχ] 

 b. /saa-EEd/ [saːɡaːd] 
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8 まとめと今後の課題 

 本稿では音声実験を通して、名詞・形容詞 <(C)VCx> と動詞の未来・形動詞形 <(C)VCVx> 

が音声的にも第 2音節以降の母音の有無のみによるミニマルペアをなすことを示した。また、

この事実から第 2音節以降の母音体系にも母音の長短の対立を認める解釈が妥当であること

を述べた。 

 しかし、現在のところ、第 2音節以降の母音体系に母音の長短を認める必然性がある例は、 

本稿で扱ったミニマルペアと、植田 (2015b) で扱われた借用語のみであり、大部分の本来語

は「音素的母音」と「挿入母音」の区別で説明できる。第 2音節以降の母音体系に母音の長

短の対立を認める、という解釈が本来語にも自然に適用できるかどうか、さらなる考察が必

要である。 

 

 

略号一覧 

ABL：奪格  

FUTP：未来・形動詞形  

PFG：完了・副動詞形 
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ɚɭɣ˻͡ķɖ B͢�ā]l]˰˛˧?ǃȐ˞̎ɣɵ—˛˧͎ĵ˯ɒ˔ȫ�T�͡³ˌ̬ͤɇÇǸ͢

͡ˬ͋ɌĔͤ26284063͢?öƜZč#1%9Z˞)�%%<˲ƗZˌ+V� 
2 ̬ɇ͡2009͢@���p˧? expressivesZ�ƙƕ˧�9Ģ[8�V�%?Ɇ˧@�ĬƎĤǲ;:?ƙ

ƕZˌ+˧�9��Ɨġ8͊ʘ<ÁYW7�VS�;?8�˨˙Z�/W7Ǥɴ8@Ɇ�,�QQ %

3;!@�V�ʺ˧?Ɇ˧Z/?KKɆ�V� 
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(b) /?¼ʅ@�˛˧̈́9/W�ˌ+Ɨġ?�¡ÃBåx<ķ6!9'WVǃȐ

¼ʅ? <�@N̋KW7�V� 

(c) (a)<˓æ'WVÄ£ÃB��@�)�)�(b)?�¡ÃBåx<ķ6!9'W

ǃȐ¼ʅQ˧Ƃ?�̝? <O�˓æ'WV� 

(d) Expressives@�Š˶˛˧? (b)?Ćɂ<ķ6!̈́¼ʅ? <ǈ<őı+Vˑʈ

Z�(a)?ɗɒ?1N<ʳɈ<àʕ�à¼ʅú)7ìɆ+V�� 

 

� ��c�˧8@�%?˧͎?%9Z�·ʎɒ< ‘dhvanyātmak shabda [dhonnattɔk 

ʃɔbdo]’�+;Y3�̈́<S47ȷƉ6#TWV˧��9ĢDʟY)7�V���c�̌

³?³ˌɒˣ�}�v�w�u�oi��4͡1861-1941͢@���c�˧?ƃƚ̈́ͅ

˯?×͖ɒɣɵ?C958�V śabda-tattva�̈́?ɂ˯�͡ṭhākur 1935͢? 8�15?

ɹZ%? ‘dhvanyātmak śabda’ <ó��600Z̀�VÂZ��c�˧?]��\�ru͇

<Ʈ$�/WT?˧<��7̈́�˶Ɖɒ<ˌ+Ɨġ<5�7˥ʉ<˯*7�V�/%

<ƶ̈'W7�VÂZá͉�TƮ$V95ͤ 

 

(1-2) ai=ḍai  ãku=bãku  ãn=cãn  amta=amta 

 ili=bili 

 uʃ=kuʃ   

 kɔc  kɔc-at  kɔc=kɔc  kɔc-a=kɔc  kɔc-or=kɔc-or  kɔc=mɔc  kɔc-or=mɔc-or 

 kɔṭ  kɔṭ-at  kɔṭ-aʃ  kɔṭ=kɔṭ  kɔṭ-a=kɔṭ  kɔṭ=mɔṭ  kɔṭ-or=mɔṭ-or … 

 

� �?Â�TY�VS�<�kɔc, kɔṭ?S�;ĂȻ?˧ǯ?±�amta=amta, kɔc=kɔc?S

�;˧ǯ?̡ˏ�ai=ḍai, kɔc=mɔc?S�;ê͉ŏ̈́?«ǜ<SV˧ǯ?�˵
%2K

̡ˏ

͡echo reduplication͢��kɔc-at, kɔṭ-aʃ?S�;˧ǯG?ȕɄƴť̊?²õ�'T<@

kɔc-a=kɔc, kɔc-or=kɔc-or?S�;˧ǯ?̡ˏƃ<ȕɄƴť̊Z²õ)7?'T;VȕɄ

;:�'K(K;ƃƚ˯ɒƠȄZɆ�7�O9?˧ǯ�ˌ+Ɨġ<Ńǵ;x�]�m

Z²�)7�V�%�)1ÂZ(49˓Ȟ)12#8O�%?˧͎��;Uˏ̻;ƃ

ƚ̈́ͅɒ¼ʅZO5%9��Ƶ)̣WS�� 

� ��c�˧? expressives?ȷƉ<5�7�˪ʣ<�VɱŻ?§Òɠ˳ZƬ47OT

�1N<�´���!5�?ÂZƮ$7��1���?Â@�o�k��h����

v|rp`�ˁ�Ņːˡ�ʷ͉o�x�͡2016͢<ċNTW1�1930Ŵ³<Ǜ�W1 3

ʕ?ɡʕţ˩? �TČTW7�V�ǝê?(1-3)~(1-7)@ʧ˕?Ą˶<ķ6!̽̈́?Ƹ

                                                
3 ‘Expressives have a greater freedom to combine the sound units already available in the Prosaic part of the 

language … Expressives are not a sort of “pre-linguistic” form of speech, somehow half-way between mimicry and 

fully developed linguistic form. They are … a sort of “post-linguistic” stage where the structural elements necessary 

for prosaic language are deliberately re-arranged and exploited for their iconic properties, and used for aesthetic 

communication.’ (Diffloth 1979: 57-58) 
4 Rabindranath Tagore@ʺ˧ė8���c�˧ė@ rabīndranāth ṭhākur  /robindronath ṭhakur/� 
5 ´���@ƴ̊ĺɊ�ͦ�@̈́ͅ˧̡͡ˏOěM͢ĺɊZɦ+͡%?ĺɊ˟ŕ@�ɽʣ?˛˧Œɒ

çǨ<ķ6!͢�;����c�˧?]��\�ru@�ɔ, a, i, u, e/æ, oi, o, ou, kɔ, ka, ki, … 9ʑ!� 
6 Tarashankar Bandyopadhyay /taraʃɔnkor bɔndopaddhae/ (1894-1979) ^�vː��c�Ů}���ɛæ̃?

¿ř� 
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â�ʑ!(1-8)~(1-12)@˔˕?Ą˶<ķ6!̉�?Ƹâ<Ɇ�TW7�V expressives?

Â8�V� 

 

[̽̈́?ǷÎ] 

(1-3) jalatɔn re bapu, ʃara=din  ʃara=rat  ṭ ip=ṭ ip jhip=jhip, 

 ̏Ɩ Ú! �ð �ǉ   �Ǒ   EXP EXP 

 hɔ-be   to tai  bhalo-kore 

 ˿�V-FUT:3ORD ;T /�)7 S! 

 hok   re bapu, ta na ʃara=din meghla. 

 ˿�V+IMP:3ORD Ú! �ð  /W NEG �ǉ  Ǘ41 

�1K41O[*P;�.�K41!�ǏOńOM=M=4@4@�̳V;T

(�49̳47!WQ�'O;�P�̾2#81!'[2͠� 

͡�ʸɃ9ɑǺ�͢ 

 

(1-4) paʃ-er gach-guli-r  pata-e pata-e jɔl 

 Ñ-GEN ǡ-DEF.pl:DIM-GEN ˀ-LOC ˀ-LOC ȉ 

 jhor-itech-e   ṭup=ṭap ṭup=ṭap. 

 ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD EXP EXP 

�̘?Ñ<�FǸ�?ˀ�T@�M9M9 M9M99ȉȤ�ʿ37�1��

͡�̞Å̠̙ň�͢ 

�

(1-5) akaʃ tɔkhon durɔnto  durjog-e  acchɔnno, jhɔṛ-er 

 ɶ /?ǐ Ơ<˷�;� ƔņÌ-LOC ˒YW1 ū-GEN 

 mɔto bataʃ, ʃɔŋge=ʃɔŋge jhɔm=jhɔm kor-ia briʃṭi. 

 S�; ͏ /W99O< EXP  +V-PF ̽ 

�ɶ@/?ǐäK*�ƃəZğ)7�1�͏@ū?S�<ĝ�ʾW�/W9Û

<̽�2#2#̳Uȓ�8�1��͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

(1-6) le,  mathali  tu matha-e de. 

 ČV+IMP:2INT ɻ 2INT ͉-LOC ��V+IMP:2INT 

 ṭ ipi=ṭipi jɔl bhari kharap. 

 EXP  ȉ 97O Ɣ� 

�'��%?ɻZ�F47�ȨW;�S�<+V[2�ţ̽͡M=M=̽͢��

�Ɍ̃¼<%1�V�T;��͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

(1-7) utɔla bataʃ-er ʃɔŋge ɔlpo  kichu=kkhɔn rimi=jhimi briʃṭi 

 ʾW1 ͏-GEN �ʔ< Ô� Ť)?̰ EXP  ̽ 

 ho-ia  ja-e,    tar=pɔr  tham-e. 

 ˿�V-PF )K�-PRES:3ORD /?Ƈ  ǼM-PRES:3ORD 
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�Ǉ͏
5M*�.

<¢47�Ť)?̰ţ̽͡3@3@̽͢�̳Uʑ�1�9Ɛ�9�|o

�9ǼM��͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

� �? 5Â?�3�ǝê? 3Â�(1-3)~(1-5))@øˢZÊ͔+VòˢɒɆȐ��9? 2Â

�(1-6)~(1-7))@ėˢ?Ê͔ɒɆȐ<Ɇ�TW7�V�òˢɒɆȐ?ĸĕ�(1-5)?S�<�

øˢ/kɔr-/�+V�?Ŕ¦çˢ kor-ia͡ǃ˧ƃ͢K1@ kor-e͡Ď˧ƃ͢�~)7�ZČV

?�E5�2��(1-4)�(1-5)?S�</WZɚɋ+V%9O8�V� 

� %%<Ʈ$TW1 expressives?̈́ͅƃƚɒ;ȷƉ<5�7@�ǻ?S�;�ʶú�

Ēʬ2X���

�

(i) C1VC2Z˧ǯ9)1̡ˏƃ? expressives@�ʊʍȫ?�V(telic)æǦ¨�ʚU

̍)˿�VǵŏZˌ+((1-3)~(1-5))��4J��C1iC2iZ˧ǯ9)1̡ˏƃ?

expressives@�ƒ˼ƃŚˢ9˓;+%9�8�V((1-6)~(1-7))� 

(ii) %%<��47�V expressives?˧͉? ṭ/jh@�̽̈́?�ʶɒȷ˼�Z˶Ɖ)

7�V�ṭ@C95C95?̽Ȥ�Ĳ͂<ʿ3Vǐ?Ăʇ;̈́� jh@�!5O

?̽Ȥ�ƀ!Ĳ͂<̂>̍Vǐ<æ+͗�)�̽̈́Zˌ+͡(1-4) vs (1-5)͢� 

(iii) ̈́ɿǣ? p/m@�̈́?͆�ǆ;�)¾ͅ�Z˶Ɖ)7�V�p@̆!̂>̍V

S�;ʊYUǆ�m@̡1�¾ͅ�Ȃ͆Z¸41ʊYUǆZˌ+͡(1-4) vs (1-

5)͢� 

(iv)  ̈́ɿȅ̈́@�̈́?̣�̨'�ŷ�U�̈́�ʦ�Ơ<ī˿+VĄ˶;:Zˌ+� 

̈́?̣     ɔ > i  (1-5) vs (1-3) 

̈́?̨'    ɔ < i  (1-5) vs (1-3) 

̈́?ŷ�U    u  <  a  (1-4) 

̈́�ī˿+Vʝɒ�ŌƗɒĄ˶    i   (1-7) 

(v) (1-7)?/r/<SVðƴ˵̡ˏ@�Ê̊ɒ;ˌɀ8�Ď˧8@Ɇ�TW;�� 

 

[Ø?Ċš̉͡�͢] 

(1-8) akaʃ to phɔṭ=phoṭ-e, cɔk=cɔk kor-ch-e. 

 ɶ EMPH EXP  EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɶ@̀!ǔWȞU��ȫ?ʠUO;�͡;V;V̉�7�V͢�� 

͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

(1-9) ʃe-din-kar ʃe alpɔna  aj jhɔk=jhɔk 

� /?-ǉ-GEN /?� Ÿʏ� ®ǉ� EXP 

kor-itech-e. 

+V-IMPF-PRES:3ORD 

�×ǉƸ�1Ÿʏ
]��w

?͡ɪĽ;:<ɑ�ʂʃ8Ƹ�W1͢ʥ;VǷǵ��K2*

V*V̉�7�V��͡�ʸɃ9ɑǺ�͢�
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(1-10) raŋa kɔrotol-er  upor ʃona-r nɔth-khani 

� ɑ�� Ƴ-GEN�� �<� ̤-GEN�ʤ͔U-DEF.SOLID:DIM 

 roudrabha-e jhɔk=mɔk kor-itech-e. 

 ̶Ø?ȰU-LOC EXP� � +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɑ�Ƴ?�<@̤͝?͔͟U��̶?ØZȘD7*V*V̉�7�V�� 

͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

(1-11) jɔl-hin  mɔeurakkhi-r baluka-mɔe gɔrbho  

 ȉ-;)? ŭ?ė-GEN ɢ-�4B�? ȍŸ 

 griʃʃ-er prɔkhor roudr-e  jhik=mik  kor-itech-e. 

 Ł-GEN ƀȬ; ̶Ø-LOC EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ȉ�țW1���rd?ɢ2T#?ȍŸ@�Ł?Ȭ)�̶š)<)V)V̉

�7�V��͡�ʷ͉o�x�͢ 

 

(1-12) godhuli-r alo jhiki=miki  kor-itech-e. 

 ͝ǌǐ-GEN Ø EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�͝ǌǐ?Ø�;V;VØ47�V��͡�ʸɃ9ɑǺ�͢ 

�

� �? 5Â?+H78�expressives@�ˍöøˢ/kɔr-/�+V�9ʋLĕY'47�ø

ˢ̎˧ǃ?̎˧9)7Ɇ�TW7�V�12)�ǝƇ?(1-12)<Ʈ$1/jhiki=miki/@�

(1-6)~(1-7)?Â9Ė*!�ƒ˼ƃŚˢ9)7ǹʬ+V%9O8�V� 

%WT?Â�T�̈́ɿǴ̔<5�7@��8̎H1(i)�ɥ˦8�V�/W<õ��ǻ?

S�;�ʶú�Ēʬ2X�� 

 

(vi) ̈́ɿê͉? c/jh@Ø?Ċš���V˔˕ɒ;Ą˶?�ʶɒ;ȷ˼Z˶Ɖ)7

�V�c<ȆH� jh?I��̉�?Ą˶�ƀ�͡(1-8) vs (1-9) ~ (1-12)͢� 

(vii)�̈́ ɿǣ? k@�VɱŻ?¾ͅZȂ+ʊYUǆ͡%%8@̉�?ȂÕ͢Zˌ+

�(1-8) ~ (1-12))��

(viii) ˵ ̡ˏ? m@�Þɒ;Ȝ'͡%%8@̉��O5ȜL͢Zˌ+͡(1-10) ~ (1-

12)͢� 

(ix) ̈́ɿȅ̈́@�Ċš+VØ?̣�̨'�˓V<ī˿+VĄ˶;:Zˌ+� 

Ø?̣     ɔ > i  (1-8) ~ (1-10) vs (1-11) ~ (1-12) 

Ø?̨'    ɔ < i  (1-8) ~ (1-10) vs (1-11) ~ (1-12) 

̈́�ī˿+Vʝɒ�ŌƗɒĄ˶    i   (1-12) 

�

� ´�? 2nru?Â�T�̈́ɿǴ̔Q̈́ɿ? ?ȷŕ?ºʛ<ʛ�W1ŏ̈́Qȅ̈́

?o^�<S47�Ë�? expressive?Ɨġ��;U?ɱŻ�ʶú8�V%9��Y�

U�12#19Ɛ��´�?ɼ 	"�ɿ8�%?�ʶúZO�Ť)Ƶ)̖N7LV%9

<)S�� 

�
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���imakÛDéêwÌ��Ò©@3>�

� ɼ 	"�ɿ?˴˯?ðƹ9)7�%?ɿ8@���c�˧?̈́ͅ¼ʅQ̈́ɿǴ̔<5

�7�ʁĂ<K9N7�!%9<+V� 

 

�����²é�

� ��c�˧@ 75?ȅ̈́̈́ʈZƬ5� 

 

Ö �� imakÛD²ééÍ�

�

 i  u 

 e  o 

 æ a ɔ 

 

 

� ̈́ͅɒ<�ȅ̈́?̬ɡ?ûë@;��K1�+H7?ȅ̈́<Šƌ+V͟ȅ̈́̈́ʈ�

őı+V� 

� ɼ �ɿ?Â8˓1S�<�»ȅ̈́?/ɔ/9͘ȅ̈́?/i/, /u/9?̰<@�/?ɐĿ?̣̈́

?Ńş9�/W�ˌ+ʧ˕ɒ�˔˕ɒɀ˶?`y�e�̣9?̰<�Šƌ̱Æ��V

S�<ƐYWV�K1�ȼȅ̈́/i/@�̨'?Ą˶Zˌ+%9��V�%W<Š)�O4

9Oŷ�ȅ̈́/a/@�ȼȅ̈́/i/, /u/9?ŠȰ8�ɀ˶?ŷ�UZˌɀ+V�/i/͡�SD

/u/͢@K1�ƭţ̊͡diminutive͢?�̝9)7�ʝɒ�ŌƗɒĄ˶Zˌ+1N<OɆ

�TWV� 

� /æ/@Ȁēɒ<ǅ)!ɐ̙)1ȅ̈́8���c�˧?İÈ˧Ƃ͡��	ĈȰ͢? 8@

Ȇ̇ɒ͊Ż�Ť;��͡ʺ˧�T?ÍɆ˧Ƃ<S!ÁYWV��j�mf�ru˧˿

ȡ?˧Ƃ<@K41!Ɇ�TW;��͢)�)�expressives8@��ƍƙQ�ʳȯ;Ą

˶Z��Vɀ˶Z˶Ɖ+V̈́9)7�S!Ɇ�TWV� 

� ©̡ȅ̈́@�ǻ? 25ɲ͎8�V� 

 

(2-1)� ��c�˧?©̡ȅ̈́ͤ 

 /ɔa/,  /ɔe/, /ɔo/, /æe/, /æo/, /ae/, /ao/, /ai/, /au/ 

 /ea/, /eo/, /ei/, /eu/, /oa/, /oe/, /oi/, /ou/ 

 /ia/, /ie/, /io/, /iu/, /ua/, /ue/, /uo/, /ui/ 

 

 

������é�

� ±?^�vͦ]��]ʅ˛˧9Ėǵ��? 5 5?˭̈́ȫ͡�ħ�ǿ�Ƈ̝ǿʻĊʵ�

ɤĎ˂�̅Ď˂͢?̮̪̈́͡stops͢<̱)�/W0WǟĿ�ȭĿ�ǟȈ�ȭȈ?Šɸ
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��V�̈́͟<̱)7@�ǃŐ//ṇ//, //ɲ//@őı+V��/WT@̈́ͅɒ<@/n/<Ėú)

7�V9˓Ð+%9�8�V� 

 

Ö �� imakÛD�ééÍ�

 

 �ħ ǿ Ƈ̝ǿʻ͡Ċʵ͢ ɤĎ˂ ̅Ď˂ Ŀ̭ 

ȭĿȭȈ p t ṭ c k  

ȭĿǟȈ ph th ṭh ch kh  

ǟĿȭȈ b d ḍ j g  

ǟĿǟȈ bh dh ḍh jh gh  

̈́͟ m n   ŋ  

ƺƼ̈́  s  ʃ  h 

ƴ̌ȭȈ  r ṛ    

ƴ̌ǟȈ   ṛh    

Ñ͂  l     

 

 

��	��éË¯ß�

� ˧Ƃo^�<SU�ɍ;41Ǵ̔Z9V� 

 

(i) deshi ͡İÈ˧Ƃ͢�

(ii) tatbhava (j�mf�ru˧ȡ�ŀŚ) 

(iii) tatsama (j�mf�ru˧ȡ�/?KK) 

(iv) ʺ˧�T?ÍɆ 

(v) ��k�˧�]�}]˧�T?ÍɆ 

(vi) ±?˛˧�T?ÍɆ 

 

Expressives@�ķǤɒ<�deshi͡İÈ˧Ƃ͢?̈́ͅǴ̔ZƬ5� 

 

(A) İÈ˧Ƃ͡Ă̈́ɿ͢ 

 

#(C1) V (C2)# 

 

12)ͤ 

C1 = /ŋ/, /s/, /ṛ/, /ṛh/ ´ł? C 

C2 = /ḍ/, /ḍh/, /s/, /h/, /ṛh/ ´ł? C 

 

� Expressives˧Ƃ?ĸĕ�%?��'T<�?S�;í̴�õYV: 

C1<@/ḍ/, /j/, /l/�Ɇ�TW1Â�;�� 
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C2?ºʛ<@�ķǤɒ<ǟȈK1@ǟĿ?̲Ř̈́@ɸ1,
7�/t/OɆ�TW;��

ą3�C2@�ǻ?ŏ̈́<̴TWVͤ/p/, /ṭ/, /c/, /k/, /m/, /n/, /ŋ/, /ʃ/, /r/, /ṛ/, /l/ 

 

(B) İÈ˧Ƃ͡2̈́ɿ͢ 

 

#(C1) V (C2) $ (C3) V (C4)# 

 

C1 = /ŋ/, /s/, /ṛ/, /ṛh/ ´ł? C 

C3 = /s/ ´ł? C 

C2 = /ḍh/, /th/, /dh/, /ph/, /bh/, /ṛ/, /ṛh/ ´ł? C 

C4 = /ḍ/, /ḍh/, /s/, /ṛh/ ´ł? C 

 

� (1-2)<˓VS�<�expressives?˧ǯ@I9[:�Ă̈́ɿ8�V�2̈́ɿǴ̔?O?

OŤǁ˓TWV��/WT@Ă̈́ɿ?˧ǯ�T?ȕɄ9)7çǨ8�VS�<ƐYW

V?8�/?³ˌÂ@�ȕɄZƢ�ɼ 
ɿ8Ƣ�%99+V�/?˥ʉ;çǨ@ŢǦ

?ˬ͋9)1�� 

 

 

��
��^bcmf�

� ]fn�u@�˧?ǝê?̈́ɿ<�V�%?̈́ɿ@��ʶ<�»�~rq8ƀ!ɐ

̈́'WV� 

� ɼ 1̈́ɿ?ĀɸZɦ+±?̡ˑ;ɀ˶9)7��?S�;O?��V� 

 

(A) »ȅ̈́/æ/ @Ƌ,ɼ 1̈́ɿ<�U�K1/ɔ/ Oɼ 1̈́ɿ<ɀWVɥȿ�1��� 

(B) /ɔ/ @ 2̈́ɿ´�?˧?�ǝƇ?̈́ɿ<@�Ȍ)7ɀW;��ǝʊ̈́ɿ8@�/o/ 9 

/ɔ/ ?Šɸ@ ɸú'W�ű</o/8ɀWV͡(2-2a), (2-2b)͢�ˣ8@�ʭǁZƷ�V

1N�ŏ̈́8ʊYVǝʊ̈́ɿ</o/ Zˍ47˪M%9��V((2-2c))� 

(2-2a) /kɔto/    [kɔto]  �!5ͣ�!T 

(2-2b) /patro/    [patro]  Śĭ 

(2-2c) /gɔgon/ [gɔgon] ~ /gɔgono/  [gɔgono] ɶ͡ǃ˧͢ 

 

(C) ɼ 2̈́ɿ<�V̈́͟ú@�Ď˧8@ɼ 1̈́ɿ<ɯø+VÓĘ��V� 

(2-3a) //ātmā//  /at$tã/ [attã]  ͙ 

   /ãt$ta/  [ãtta] 

(2-3b) //ātmīya// /at$tĩ$o/ [attĩõ]  ˖Ɲ 

   /ãt$ti$o/ [ãttio] 

 

                                                
7  12)�C1�ǟĿ̲Ř̈́?ĸĕ<�9�< C2�͇ˊĖúZ˿%)7ǟĿ?ŀɍ̈́9)7ɀWV%9�

�V�cf. giʃ=giʃ ~ gij=gij (3-42)� 
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	������������� DÛ®DéË¯ßCUX|ì�

� ��c�˧? expressives?˧ǯ@�I9[:�Ă̈́ɿ8�V͡��	ĈȰ͢�%?�3�

˧ǯ?̈́ɿǴ̔� C1VC2?O?@ʊʍȫ?�V(telic)æǦ¨Zˌ)�/W<Š)7̈́ɿ

Ǵ̔� CV?O?@�ǋɦɒ;ʊʍȫ?;�(atelic)æǦ¨;�)ȺƚZˌ+?<Ɇ�T

WV͡ɼ �ɿ(i)ĈȰ͢�K1�%WT?˧ǯZ̡ˏ+V%9<SU�æǦ¨?ʐ˿�;

�)Ⱥƚ?ʐʑZˌ+%9�8�V� 

� ˧ǯ<S47@̡ˏƃ?;�O?O�V)�̐<̡ˏƃ?L)�;�͡˧ǯ�ĂȻ

8ɀWV%9�;�͢O?O�V�C1VC2o^�?˧ǯ͡V�͟ȅ̈́8�VO?Zě

M͢9�CVo^�?˧ǯ?�3 Ǯȅ̈́�͟ȅ̈́8�VO?<̱)7@�ĂȻƃ�̡

ˏƃ��V�@:3T?ƃžOĒʬ;O?�? 3ɲ͎��V��4J�� Ǯȅ̈́�

͟ȅ̈́8;� CVo^�?˧ǯ<̱)7@�ĂȻƃ?L8˿�VO?@őı);�� 

 

Ö 	� Û®DéË¯ßCUX|ì�

�

 �ǐɒ ʐ˿ɒ�ʐʑɒ 

CV 

ø 

CV=CV 

CV=CV 

ǋɦɒ;ʊʍȫ?;��atelic)

æǦ¨;�)Ⱥƚ 

CṼ 

CṼ 

ø 

ø 

CṼ=CṼ 

CṼ=CṼ 

ʊʍȫ?�V�telic)æǦ¨� C1VC2 

C1VC2 

ø 

ø 

C1VC2=C1VC2 

C1VC2=C1VC2 

 

´��˧ǯZ(A) CVo^��(B) CṼo^��(C) C1VC2o^�?�5<Y#�/W0

W<5�7ÂZɦ+%9<+V� 

 

	������ d_h�

� CVo^�?˧ǯ?�3�ĂȻƃ9̡ˏƃZƬ5ÂZK,Ʈ$V� 

 

(3-1)  kukur-ṭa  gheu(=gheu)  kor-e ḍak-lo. 

 ȹ-DEF  EXP  +V-PF ͛!-PAST:3ORD 

�/?ȹ@lmïlmð9Ě�1�� 

 

ȹ?Ě�Ŀ��1 Į̴U?ĸĕ@ĂȻƃ�2 Į´�ʐʑ+Vĸĕ@̡ˏƃZɆ�7�V� 

� )�)�CVo^�?˧ǯ?Ń!@�Þıɒ<ʐ˿ɒ;æǦ¨�ʐʑɒ;ȺƚZˌ+

?<Ɇ�TWV1N�̡ˏƃ)�őı);��19�A�̰?ɺ�Ŀ�ȑ�Ŀ�͏

?̈́;:?ʧ˕ɒ;Ą˶Zˌ+��?S�;Â��V� 
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[̰?ɺ�Ŀ] 

 (3-2)  ha=ha/hi=hi/he=he/hæ=hæ/ho=ho  kor-e  hãʃ-ch-e. 

 EXP     +V-PF ɺ�-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@�nnn9ɺ47�V�� 

 

%WT?ɺ�Ŀ<@�ǻ?S�;ȷƉ��V� 

 

ha=ha/ho=ho (Ņ�̯ƿɒ�Ņ�;Ŀ) 

hi=hi (ŏ:O13�ĒƘT)�) 

he=he (ɓʨZ%N1�¤ǖ;) 

hæ=hæ (�ʳȯ;�¤ǖ;) 

�

�,WO�ĢȈZ˶Ɖ+V/h/8ōKU�ȅ̈́?o^�<S47/?ɺ�Ŀ?̣�̨'�

ŷ�U�̈́�ʦ�Ơ<ī˿+VĄ˶Zˌ)7�V͡ɼ �ɿ(iv)ĈȰ͢�/a/, /o/�Ņ�;

̣̈́?Ņ?ɺ�Ŀ8�ðʣ?I��SU̯ƿɒ�/W<Š)�/i/@̣̈́�ţ'!̨��

ŏ:O?ɺ�Ŀ8�ŌƗɒ;Ą˶Zī˿+V�%W<Š)�/e/Q/æ/�ȷ<Ƈʣ@��

ʳȯ8¤ǖ;Ą˶Z��V� 

� ɺ�Ŀ�%?S�<Ăȅ̈́8ˌ'WV?<Š)�ȑ�Ŀ@�?S�<©̡ȅ̈́8ˌ

'WV� 

 

[̰?ȑ�Ŀ] 

(3-3) hau=hau/hau=mau  kor-e  kãd-ch-e. 

 EXP   +V-PF ȑ!-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@[][]ȑ�7�V�� 

 

ɼ �ɿ8˓1S�<�/m/<SV˵̡ˏ@�SUȜ�̈́;�)Ą˶Zˌɀ+V?<Ɇ�

TWV�
��ĈȰ� 

 � (3-1)8Ʈ$1S�<�ȹ?͛�ĿO©̡ȅ̈́8ˌ'WV�(3-1)?/gheu/�?:?Ŋ�

TæVȦ41Ě�ĿZˌ+?<Š)��?/bheu/@�ƯøZ¸�»�Ě�ĿZǷÎ+V� 

 

(3-4)  kukur-ṭa  bheu=bheu kor-e ḍak-lo. 

 ȹ-DEF  EXP  +V-PF ͛!-PAST:3ORD 

�/?ȹ@lmlm9Ě�1�� 

 

� ĝ!͏?̨�̈́@/h/8ōKU�ȼȅ̈́?/u/<S47ˌ'WV��Ėǐ<%?

expressive@(3-5b)?S�<ŝ'�̃¼? Z˾V¼ƙZ˶Ɖɒ<ˌ+?<OɆ�TW

V� 
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[͏?̈́�ŝ'?¼ƙ] 

(3-5a)  hu=hu haoa di-cch-e. 

 EXP ͏ ��V- IMPF-PRES:3ORD 

�͏�GT%GT%ĝ�7�V�� 

(3-5b)  ṭhanḍa-r  jonno hu=hu kor-e kãp-ch-i. 

 ŝ'-GEN 1N< EXP +V-PF ̿�V- IMPF-PRES:1 

�ŝ'?1N<ɫ@JXJX̿�7�V�� 

 

� ´��Ŗ̸?̈́?ǷÎ8@;!�¼ƙQ˔˕ɒĄ˶Zˌ+ CVǴ̔? expressives?

ÂZ�$V� 

� K,�¼ƙZˌ+ expressives?Â9)7�ƨ'��1�ŎƔƙZˌ+�?S�;ˌ

ɀ��V� 

 

(3-6) amar ga  ghrina-e  ri=ri kor-ch-e. 

 1sg-GEN body ŎƔ-LOC EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɫ?̃¼ ��ŎƔ?�KUç&XU%:�� 

 

ŏ̈́?/r/@/?ŎƔƙ�̃¼ <͆�ȞV¾ͅ?S�;ƙ˕Zˌ)�ȅ̈́?/i/@/?ƙ

˕?̨'Zˌɀ+V� 

� �ǆ��?Â@�±?Ğȯ9)1ˌƕ�˓V<O1T+Ą˶Zˌɀ)7�V� 

 

(3-7)  pæ=pæ kor-e  taki-e  ach-e. 

 EXP +V-PF  ˓5NV-PF �V-PRES:3ORD 

�Ɔ@�»@˓5N7�V�� 

 

ŏ̈́?/p/@�ØǓ�O1T+ɞ̰ɒ;Ą˶Z�K1ȅ̈́?/æ/@�əƠ?ˌƕ�˓V

<��V�ʳȯƙ�̚ģƙZˌɀ+V� 

� ʑ#7��?Â@�ʼ�9ŷ�V̢Ć?ǵŏ���VĄ˶?ŗ˗ɒˌɀ8�V99

O<�/?Ą˶�ſ�˿%+¡˗ɒ;ɶ˅ƙZOÀ-7ˌɀ)7�V� 

 

(3-8)  maṭh dhu=dhu kor-ch-e. 

 ̢ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�̢Ć�Ó!@ŷ�47�V͡/WZ˓V9Ó@)1ƙ*�+V͢�� 

 

� �? 2Â@��,WOƕǓ�˔˕ɒ<��VĄ˶Zˌɀ)7�V�ǝê?Â@ȩ�

ȳ���Vǵŏ�2Ɍɗ?Â@ȉ�ȢW[A�U<Ƞ�TW7�Vǵŏ8��,WOø

ɒ;Ą˶Z·�V1N<�©̡ȅ̈́�Ɇ�TW7�V� 

 

(3-9) agun dau=dau kor-ch-e. 

 ȩ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 
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�ȩ�L%L%@ȳ���47�V�� 

 

(3-10)  nodi-te jɔl thoi=thoi kor-ch-e. 

 ŭ-LOC ȉ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ŭ<@ȉ�ºY]E'WC�4B�8�V�� 

 

 

	������d_h�

� C� o^�?˧ǯ@�C1VC2o^�?˧ǯ͡ȷ<ǝƇ? C �̈́͟?o^�͢9Ė*!�

1Į�U?æǦ¨Zˌ+1N<ĂȻƃ8Ɇ�TWVO?O�V�12)%?ĸĕ�

C1VC2o^�? expressives9@ɍ;U�/?æǦ¨?ʊʍȫ@ǋɦ'W7�;�� 

 

(3-11)  chõ mer-e tul-e  ni-lo. 

 EXP Đ!-PF Ƭ3�$V-PF ČV-PAST:3ORD 

�͜͡�͢1<@͡ȾȶZ͢'T41�� 

 

(3-12) dhã kor-e  kɔtha-ṭa  bol-e phel-lo. 

 EXP +V-PF ˛ˀ-DEF ˛�-PF Ʋ7V-PAST:3ORD 

�Ɔ@%<'W�\5KV7>/?%9Z˛47)K41�� 

 

� ´�@�ĂȻƃ9̡ˏƃ?�ǆZƬ5 expressives?Â8�V� 

� K,�ˉˈ�ʞ̈́99O<̝ŧ<ÙVɞ̰Zư�1ˌɀ9�ʐʑ)7͐DĮV'K

ZƸâ)1ˌɀ� 

 

(3-13a) bhrɔmor-ṭa bõ kor-e ghɔr-e  ḍhuk-lo. 

 ˉˈ-DEF EXP +V-PF ̝ŧ-LOC ÙV-PAST:3ORD 

�ˉˈ�͡J]@$%é@@QC̝͢ŧ<͐D̋[2�� 

(3-13b) bhrɔmor-ṭa bõ=bõ kor-e  ghur-ch-e. 

 ˉˈ-DEF EXP +V-PF ĮV-IMPF-PRES:3ORD 

�ˉˈ�J]J]͐DĮ47�V�� 

 

� ʑ#7�j^��?̈́��ĂȻ8ʦ�WVĸĕ9ʑ#7½ŻOʦ�WVĸĕ?ŠȰ

Zˌ)1Â� 

 

(3-14)  karkana-e bhõ(=bhõ) kor-e ʃiṭi  baj-lo. 

 ůĸ-LOC EXP  +V-PF j^�� ͛V-PAST:3ORD 

�ůĸ8j^���LoïLoð<9͛41�� 
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̈́ɿê͉?/b/, /bh/@�%?S�;Ưø?¸41»�̈́Zˌɀ+V͡(3-4)ZĈȰ͢�/bh/

?I���SUȜ!͆�ȞV̈́Zˌ+�%W<Š)�ȭĿ?ħ̈́/p/@�ɞ̰ɒ;˔˕

ɒĄ˶Zˌ+͡(3-7)�(3-26)ĈȰ͢��Ŗ̸?̈́Zˌ+%9@;��͡/ph/@�ħ;:

�TæV̆�ƺƼ̈́Zˌ+%9��V�(3-38)ĈȰ�͢ 

� 1Ǥ?ɟ�̈́Zɸ77͐Fĸĕ9�͏�̈́Zɸ77ĝ�+'FȺȏ?ˌɀͤ 

 

(3-15a) ʃã kor-e tir-ṭa chuṭ-e gæ-lo. 

 EXP +V-PF ɟ-DEF ˾V-PF ˊ!-PAST:3ORD 

�ɟ�GT<@͡ɗ?ðZ͢˾U̗ 1�� 

(3-15b) ʃã=ʃã kor-e  haoa di-cch-e. 

 EXP +V-PF ͏ ��V-IMPF-PRES:3ORD 

�͏�GT%GT%͛47�V�� 

 

̈́ɿê͉?ƺƼ̈́/ʃ/@�/h/͡(3-2), (3-3), (3-5)ĈȰ͢9Ė*!ƺƼZ¸�̈́Zˌɀ+V��

/ʃ/?I��SUƧƤƙ?�V̈́Zˌ+S�8�V� 

� ´�?Â@�Ŗ̸?̈́9��SU@�ȉ�Ĝ�ČTWV�;!;VƕǓ�˔˕ɒ<

��VĄ˶Zˌɀ)7�V�1Ż<Ĝ�ČVȺȏ@ĂȻƃ�ʐʑɒ<¥�7�!Ⱥȏ<

@̡ˏƃZɆ�V� 

 

(3-16a) cõ kor-e jɔl ʃuʃ-e ni-lo. 

 EXP +V-PF ȉ Ĝ�-PF ČV-PAST:3ORD 

�Ɔ@ȉZ3T<@Ĝ�̋[2�� 

(3-16b) cõ=cõ kor-e jɔl ʃuki-e gæ-lo. 

 EXP +V-PF ȉ ¥!-PF ˊ!-PAST:3ORD 

�ȉ�LVLV�3<͡3TX3TX@͢¥�è41�� 

 

� ´�@�̡ˏƃ?L? expressives?Â8�V� 

[øȶ?͛�Ŀ] 

(3-17) cĩ=cĩ kor-e ghoṛa ḍak-ch-e. 

 EXP +V-PF ͕ ͛!-IMPF-PRES:3ORD 

�͕�GG]@͛�7�V�� 

 

(3-18) jhĩ=jhĩ  poka 

 EXP  ˆ 

�ha�e͡4o4oˆ͢� 

 

[QO?�ʐʑɒ<ɸ7V̈́] 

(3-19) briddho  lok-ṭi  gõ=gõ kor-e  aoaj kor-ch-e. 

 ŴśU? -DEF:DIM EXP +V-PF ̈́ +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ŴśU�?:?Ŋ�T%P+U%B̈́Zɸ77�V�� 
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(3-20) ʃãi=ʃãi tir chuṛ-ch-e. 

 EXP ɟ šV-IMPF-PRES:3ORD 

�ɟZǻ�<͡3T%3T%͢š47�V�� 

 

[ʐʑɒ<ɸ7V̈́9�/?ʍǪ���V˔˕ɒĄ˶Zˌɀ)1Â] 

(3-21a) ʃõ=ʃõ kor-e  haoa di-cch-e. 

 EXP +V-PF ͏ ��V-IMPF-PRES:3ORD 

�͏�GT%GT%͛47�V��͡(3-15b)ĈȰ͢ 

(3-21b) ʃõ=ʃõ kor-e bɔnna baṛ-ch-e. 

 EXP +V-PF Ȕȉ Ļ�V-IMPF-PRES:3ORD 

�Ȕȉ�6]6]ȉŬZĻ)7�V�� 

 

[˔˕ɒĄ˶?Â] 

(3-22) dupur rod-e  jhã=jhã  kor-ch-e. 

 ǽþ ̶Ø-LOC EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ǽþ@�̶Ø84W4WȪ#5!S�2�� 

 

(1-9) ~ (1-12)<�VS�<�/jh/@ƀ�Ø?ĊšZˌ+?<Ɇ�TWV� 

� ǝƇ<�˔˕ɒĄ˶9/W�ī˿+V¼ƙ�'T<@Þɒ;ƙ˕?L�?�ǆ<Á

YWVÂZƮ$V� 

 

(3-23a) maṭh khã=khã kor-ch-e. 

 ̢ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�̢Ć@s³(B+ÔZCŷ�47�V�� 

(3-23b) ma-er buk chele-r  jonno khã=khã kɔr-e. 

 ȅ-GEN ʫ ŏÃ-GEN 1N EXP  +V-PRES:3ORD 

�ȅ?ʫ@�͡ȁ[2͢ŏÃ?1N<�ÔZ?#X�� 

 

 

	�	�������d_h�

� ��c�˧? expressives<@�C1VC2Ǵ̔ZƬ41˧ǯ�ǝOŃ�� 

� ´��ķǤɒ<˧ǣ?ŏ̈́ C2<ɝɗ);�T�%?͎? expressives?ÂZ˯*V� 

��	8̎H1S�<�C2?ºʛ<@�ǟȈK1@ǟĿ?̲Ř̈́@ɸ1,�/t/OɆ�TW

;��C2@�ǻ?ŏ̈́<̴TWV� 

 

̮̪̈́ͤ/p/, /ṭ/, /c/, /k/ 

ƺƼ̈́ͤ/ʃ/ 

Ȗ̈́ͤ/r/, /ṛ/, /l/ 

̈́ͤ͟/m/, /n/, /ŋ/ 
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	�	������(äãéD���

� ×<̎H1S�<�/t/8ʊYV expressive@;��½?¾ͅO;��æǦ¨?ʊʍ2

#Zɦ+ǝO ɸɒ;˧ǣ̈́@�/ɔ/8�V9ƐYWV� 

� ĂȻƃ9̡ˏƃZƬ5Â͡(3-24)͢�E5�̡ˏƃ?LZɆ�VÂ͡(3-25)͢�E5

�ĂȻƃ?LZɆ�VÂ͡(3-26), (3-27)͢ZƮ$V� 

 

(3-24) kɔṭ(=kɔṭ) kor-e kaṭ-lam. 

 EXP  +V-PF èV-PAST:1 

�͡ɤ�O?Z͢/@ï/@ð<@è41�� 

 

(3-25) khɔṭ=khɔṭ  kor-e  hãṭ-ch-e. 

 EXP  +V-PF Ǿ!-IMPF-PRES:3ORD 

�͡ɤ�̓;:8͢/=/=@Ǿ�1�� 

 

(3-26) ḍal theke pɔṭ  kor-e  phul chĩṛ-e  phel-lo. 

 ǫ �T EXP +V-PF ʸ ýèV-PF Ʋ7V-PAST:3ORD 

�ǫ�TʸZF<@ýèUČ41�� 

 

(3-27) mɔṭ  kor-e ḍal bheŋ-e phel-lo. 

 EXP +V-PF ǫ ƥV-PF Ʋ7V-PAST:3ORD 

�M)<@ǫZƥ41�� 

 

� %WT/ṭ/8ʊYVÂZ�/c/ 8ʊYVǻ?S�;Â9Ȇ̇+V9�%? 25?ŏ̈́?

Ƭ5x�]�m?̚��@4�U+V� 

 

(3-28a) kɔc(=kɔc) kor-e  kaṭ-lam. 

 EXP  +V-PF  èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z͢�Ż͡½ŻO͢è41�� 

(3-28b) kɔc=kɔc kor-e  cibo-cch-i. 

 EXP  +V-PF  )PFV-IMPF-PRES:1 

�͡ǭT��O?Z͢)PF47�V�� 

 

(3-29)  mɔc=mɔc kor-e hãṭ-ch-e. 

 EXP  +V-PF Ǿ!-IMPF-PRES:3ORD 

�͡ź?ǭT��̓8͢)T<)T<@Ǿ�1�� 

 

�?Â<˓VS�<�/c/@�ǭT��O?Zè41U)PF41U��V�@Ĳ͂<

ƨ)5#7�T̼)1U+Vǐ<ȂV�ʄɝƒ?¾ͅZˌ)7�V� 
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� K1�(3-24)~ (3-27)�(3-28) ~ (3-29)?̈́ɿê͉ŏ̈́<ɝɗ+V9�O?Zw^�;:

?̨�O?8èV9�?̈́@/k/�ɤ�O?Ėľ�Ɓ147ɸ7V̈́<@/kh/�ÁYW7

�V�K1O?ZƥVǐQO?<Ɓ1Vǐ?̆�̈́QƧƤƙ<@/p/�̡1�̈́QƧƤ

ƙZˌ+?<@/m/ZɆ�V� 

� ´��/k/ 9 /p/8ʊYV expressivesZČU�$V� 

� ɼ �ɿ? (vii)8̎H1S�<�/k/@͡�?/c/9̚47ɤ˼?͢¾ͅZȂ+ʊYUǆ

Zɦ+� 

 

(3-30) ʃukuno kaṭh die ṭɔk(=ṭɔk) kor-e aghat kor-lo. 

 ¥�1 ǡȴ 8 EXP  +V-PF ơƻ +V-PAST:3 

�¥�1ǡȴ8�I9ïI9ð@Đ�1�� 

 

(3-31a) deɔal-e matha ṭhɔk kor-e lag-lo. 

 ļ-LOC ͉ EXP +V-PF Ɓ1V-PAST:3 

�ļ<͉Z/=]@F5#1�� 

(3-31b) ṭhɔk(=ṭhɔk) kor-e dɔroja-e  dhakka mar-lo. 

 EXP  +V-PF Ɵ-LOC  ơƻ ȃV-PAST:3ORD 

�/=ï/=ð@ƟZĐ�1�� 

 

� �4J��ɼ �ɿ? (iii)8̎H1S�<�/p/@̆!̂>̍VS�;ʊYUǆZˌ+

͡(1-3), (1-4)OĈȰ͢��

 

(3-32) ṭɔp=ṭɔp/ṭ ip=ṭ ip kor-e   briʃṭi poṛ-ch-e. 

 EXP  +V-PF  ̽ ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD 

�̽�M=M=̳47�V�� 

 

� �?Â8˓VS�<�̈́ɿê͉ŏ̈́?/ṭ/@̆�ơƻ�/ṭh/@QQƀ�ơƻZˌ)7�

V�%WSUOƀ�ơƻQ̡1�̈́Zˌ+<@/ḍh/�Ɇ�TWV� 

 

(3-33) ḍhɔk(=ḍhɔk) kor-e  tel khe-e phel-lo. 

 EXP  +V-PF Ȏ ͓M-PF Ʋ7V- PAST:3ORD 

�0+Wï0+Wð@ȎZ͓LŲ)1�� 

 

%?S�<�E5�?ȉ8@;!�ŜŻ?ȧ�Ț¼Z͓M9�?̈́Q/?Ą˶Zˌɀ

+V� 

� ǿ̈́?/th/�/dh/@��<�$1�̕?Ċʵ̈́9@K41!ɍ;U��?Â<˓VS�

<�˔˕ɒ�˚˕ɒ<�ǭT�!ŜŻ?ȧ�Ą˶Zˌæ+V� 

 

(3-34) kada thɔk=thɔk kor-ch-e. 

 Ȓ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 
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�Ȓ�L9L9)7�V�� 

 

(3-35a) thɔp kor-e æk tal kada phel-lo. 

 EXP +V-PF � Ĺ Ȓ Ʋ7V- PAST:3ORD 

��Ĺ?ȒZL@]@ƣ$Ʋ71�� 

(3-35b) briddho  lok-ṭi  thɔp=thɔp kor-e hãṭ-ch-e. 

 Ŵʡ�1 -DEF:DIM EXP  +V-PF Ǿ!-IMPF-PRES:3ORD 

�/?ʡ@U9U9Ǿ�7�V�� 

 

(3-36) dhɔp kor-e mejhe-te  boʃ-e  poṛ-lo. 

 EXP +V-PF Ÿ-LOC  +YV-PF ʿ3V- PAST:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@Ÿ<A1<@żŰ[2�� 

 

 

	�	������(¤¥éD���

� ƺƼ̈́/ʃ/8ʊYV expressives@��?S�<�ƼWVS�;̈́Zˌɀ+V� 

 

(3-37) dãt kiʃ=kiʃ  kor-e bol-lo. 

 ǿ EXP +V-PF ˛�-PAST:3ORD 

�)W)W@ǿ̄U);�T˛41�� 

 

(3-38) ʃap-ṭa phõʃ=phõʃ  kor-ch-e. 

 ˇ-DEF EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�/?ˇ@3T<3T<@̈́Zɸ77�V�� 

 

� �?Â@�ơ41ǐ?Ü¼ɒ;̈́9��SU@�/?÷Ǫ�Ă;Vơƻ8@;!ɓ

ʰZƼVS�;÷ǪZO5%9ZɦĦ+V� 

 

(3-39) ṭhaʃ(=ṭhaʃ) kor-e cɔṛ mar-lo. 

 EXP  +V-PF ųƠ ơ5-PAST:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@�I3RWïI3RWð@ųƠ8ơ41�� 

 

� �?ˌɀ@�˔˕ɒ�˚˕ɒ<�ˌ͂9ƼWĕ�S�;ƙ˕Zɦ)7�S�� 

 

(3-40) phɔl-ṭa paka ho-e  ṭɔʃ=ṭɔʃ  kor-ch-e. 

 Ŗ-DEF ȱ)1 ;V-PF EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�/?Ŗ@ȱ)7tCQÕ(ºY{8%2�� 
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(3-41)  thɔʃ=thɔʃ  maṭi die kaj ho-e   na. 

 EXP  İ 8 °¨ ;V-PRES:3ORD  NEG 

�4T+4T+Dİ8@ƅ<ɸ1;��� 

 

� �?Â@�ȼ�ɶ̰<ȸN!��ª�<ƼWĕ�S�;ƙ˕Zˌ)7�V�%?

Â8@�̈́ɿê͉ŏ̈́�/g/8�V1N�̈́ɿǣ?/ʃ/OǟĿú)7/j/9ɐ̈́'WV%9�

�V� 

 

(3-42) lokjɔn-e  ghɔr-ṭa  giʃ=giʃ/gij=gij kor-ch-e. 

 �-LOC ̝ŧ-DEF EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

��8/?̝ŧ@*3*3C;47�V�� 

 

 

	�	�	����(·éD���

� /l/8ʊYV expressives@�ȣT�;̈́QȖWVS�;ǵŏ�ø��K1/W<S47

ī˿'WVĄ˶Zˌɀ+V� 

 

(3-43a) nodi-r jɔl kɔ l=kɔl chɔ l=chɔl kor-e boi-ch-e. 

 ŭ-GEN ȉ EXP EXP  +V-PF ȖWV-IMPF-PRES:3ORD 

�ŭ?ȉ@��U+ 1V1V@ȖW7�V�� 

(3-43b) pakhi-ra kɔ l=kɔl kor-e ḍak-ch-e. 

 ͚-pl EXP +V-PF ͛!-IMPF-PRES:3ORD 

�͚13@��U$�?͛�7�V�� 

(3-43c) ta-r   cokh chɔ l=chɔl kor-e uṭh-lo. 

 3ORD.INVIS-GEN ɗ EXP  +V-PF ��V-PAST:3ORD 

�Ɔ?ɗ@¸?$<F$C;41�� 

 

(3-44) mee-ra  khil=khil hãʃ-ch-ilo. 

 ŋ?ŏ-pl EXP  ɺ�-IMPF-PAST:3ORD 

�ŋ?ŏ13@�-V-V@ɺ47�1�� 

 

(3-44)?/khil=khil/@�ŏÃQŋƒ?�ʳȯ8Ŧ˝?;�ɺ�Ŀ?ƃŚ<Ɇ�TWV� 

� ǻ?S�;�̡ˏȕɄ<SVƃŚɒˌɀ͡
��ĈȰ͢O�S!Ɇ�TWV� 

 

(3-45) jhɔl=jhol-e jama 

 EXP  Ǡ 

�2T49)1/ĴW��41Ǡ� 
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 (3-46) dɔl=dol-e bhat 

 EXP  ͒ 

�ǭT�+ V͒� 

 

� %W<Š)�/r/8ʊYV expressives@�ȖWQø�<Š+VƧƤƙ�̚ģƙZˌɀ

+V� 

 

(3-47) bali ḍhuk-ech-e  bole cokh kɔr=kɔr 

 ɢ ÙV-PF-PRES:3ORD ?8 ɗ EXP 

 kor-ch-e. 

+V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɢ�Ù41?8�ɗ? �0Z0Z)7�V�� 

 

� �? 25?Â@�(3-43c)9̚47�9:NS�9+VôZƨ)è47ș�ȢWæV'

KZˌ)7�V� (3-43a), (3-43b)9OŠȰɒ8�V� 

 

(3-48) jhɔr=jhɔr kor-e kẽde phel-lo. 

 EXP  +V-PF ȑ!-PF Ʋ7V-PAST:3ORD 

�͡4R#4R#͢9N:;!șZȖ)7ȑ�ŪW1�� 

 

(3-49) cokh theke jɔl dɔr=dɔr dhara-e  poṛ-ch-ilo. 

 ɗ �T ȉ EXP  ȖW-LOC ʿ3V-IMPF-PAST:3ORD 

�ɗ�Tș�ïAEAEðŉȖ9;47ȖWʿ31�� 

 

� %W<Š)�Ċʵ̈́?/ṛ/8ʊYV expressives@�Ȧ41ƀ�Ȃ͆Zˌɀ+V� 

 

(3-50) biṛal-ṭa o-r  kol-e bos-e   ghɔṛ=ghɔṛ  

 Ƚ-DEF 3ORD.FAR-GEN ʱ-LOC +YV-PF EXP 

kor-ch-e. 

+V-IMPF-PRES:3ORD 

�/?Ƚ@�Ɔŋ?ʱ<+Y47�ĪZ0Z0Z˛Y-7�1�� 

 

(3-51) nodi-r ban-er  huṛ=huṛ  duṛ=duṛ  ʃɔbdo 

 ŭ-GEN Ȕȉ-GEN EXP  EXP  ̈́ 

�ŭ?Ȕȉ?͡�ũZïV͢H3RH3R A3RA3R��̈́� 
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	�	�
����(îéD���

� ̈́͟8ʊYV expressives@�˭̈́ȫ?̚�<S47�ɍ;41o^�?Ȃ͆Zˌɀ

+V� 

� K,�/m/@̡!�3<%OVS�;Ȃ͆8�V� 

 

(3-52) jhɔm=jhɔm kor-e briʃṭi poṛ-ch-e. 

 EXP  +V-PF ̽ ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD 

�2]2]@̽�̳47�V�� 

 

(3-53) gɔmbhir aoaj-e ghɔr-ṭa  gɔm=gɔm kor-ch-e. 

 Ȝ� ̈́-LOC ̝ŧ-DEF EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�Ȝ�̈́8̝ŧ@AUOU%Cë$>�V�� 

 

� Ŗ̸?̈́8;!�̃¼? <̡!͆!S�;¼ƙOˌɀ+V� 

 

(3-54) bhɔ-e  ga chɔm=chɔm kor-ch-e. 

 ƓƏ-LOC ̃¼ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ƓƏ<̃¼? �ç&9=U%2�� 

 

� �4J��/n/@ťZǙ!S�;Ȃ͆Zˌ+� 

 

(3-55) ʃɔn=ʃɔn kor-e haoa boi-ch-e. 

 EXP +V-PF ͏ ĝ!-IMPF-PRES:3ORD 

�͏�3T%3T%ĝ�7�V�� 

 

(3-56) ghuŋur-er ṭhun=ṭhun aoaj ʃon-a  gæ-lo. 

 ̥́-GEN EXP  ̈́ ʦ!-VN  ˊ!-PAST:3ORD 

�̥́?3R]3R]$%̈́�ʦ%�1�� 

 

� /ŋ/OťZǙ!S�;Ȃ͆Zˌ+���?Â<˓VS�<�%3T?I��/n/SU̬

!ƀ�͆�Zˌ+� 

 

(3-57) ṭhɔŋ kor-e ṭaka-ṭa  chũṛ-e  phel-e 

 EXP +V-PF  �̤-DEF ƣ$V-PF Ʋ7V-PF 

di-lo. 

��V-PAST:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@�;RW]@�̤Zƣ$æ)7Q41�� 
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(3-58) nɔjor-er  ṭaka-e  ṭhuŋ=ṭhuŋ ʃɔbdo uṭh-ch-ilo. 

 Ʃ˱-GEN �̤-LOC EXP  ̈́ ɸ5-IMPF-PAST:3ORD 

�Ʃ˱?̦˸?;RW];RW]$%̈́�͆�7�1�� 

 

(3-59) ḍhɔŋ=ḍhɔŋ kor-e ghɔnṭa baj-lo. 

 EXP  +V-PF  ̫ ͛V-PAST:3ORD 

�0]0]@̫�͛41�� 

 

 


��¶¿CU<>¿4X ������������

� %?ɿ8@�expressives? 35?o^�?ȕɄZƢ�� 

 

(1) ƴť̊?²õ 

(2) ȅ̈́«ǜ<SV̡ˏ 

(3) ˵̡ˏ 

�


����£�ÞDu~CUX¶¿�

� 	�	8˯*1̒U���c�˧8@ C1VC2o^�? expressives�ǝOŃ��%WT

? expressives?Ń!@��<�$VS�;�ƴť̊?²õ͡��m̡ˏ͢9��ƃƚ

ɒ;ƠȄ<S47�'T;V expressivesZȕɄ+V%9�8�V� 

 

Ö 
� ����������� D¶¿�

 

 �ǐɒ ʐʑ�ʐ˿ɒ 

¤ǖ8ɷȯ? C1VC2-at  

ɷȯ?͡ƺƼZ¸�͢ C1VC2-aʃ  

ɷȯ?̡͡�¾ͅZ¸�͢ C1VC2-am/um  

̓�  C1V1C2-a=C1V1C2 

̬ḭ̌<Y1V  C1V1C2-V2r=C1V1C2-V2r 

ƒ˼ƃŚˢ  C1V1C2=C1V1C2-e* 

ƭţˌɀ  C1iC2i=C1iC2i 

C1uC2u=C1uC2u 

� �˧Ŷ? V1�»ȅ̈́?ĸĕ�̡ˏ'W1 V1@�ƴť̊�-e<S47ſ�˿'WVȅ̈́Ėú

<SU ȅ̈́<;V�
���
 ĈȰ��
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���������������

� %?ƴť̊@��ʶ<��Vɲ?¾ͅZˌɀ+V expressives?˧ǯ<²�7�/?

¾ͅ�ɷȯǄ3èWV%9Zˌɀ+V�ʴġȜ�?@�%?ȕɄƃ��́ȕɄƃ8@

ˠ'W;�/t/8ʊY47�V%98�V� 

 

(4-1a) kɔc(=kɔc) kor-e  kaṭ-lam. 

 EXP  +V-PF  èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z͢�Ż͡½ŻO͢è41�� 

(4-1b) kɔc-at kor-e kaṭ-lam. 

 EXP +V-PF èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z͢��;Uè41�� 

 

� (4-1a)@(3-28a)?ʚU̍)8�V�˧ǯ?/koc/<�ȕɄ˧ť/-at/�²�7��ɷȯ�

¤ǖ<�?ƗZˌ+� 

� 'T< 25�ÂZƮ$V� 

 

(4-2a) ʃɔṛ=ʃɔṛ  kor-e jhol kha-cch-e. 

 EXP +V-PF Ȋ ͓M-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@3TX3TX@ȊZ͓[8�V�� 

(4-2b) ʃɔṛ-at kor-e mukh-e jhol ṭan-ch-e. 

 EXP +V-PF Ď-LOC Ȋ ſ!-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@���;U3TX<@ȊZ͓L̋[2�� 

 

(4-3a) kãʃa-r  tala-ṭa jhɔn=jhɔn kor-e bheŋ-e  gæ-lo. 

 ɜ̩-GEN ɔ-DEF EXP  +V-PF óWV-PF ˊ!-PAST:3ORD 

�/?ɜ̩?ɔ@�4RW]4RW]@̈́Zɸ77óW7)K41�� 

(4-3b) torobar-ṭa jhɔn-at kor-e maṭi-te  poṛ-lo. 

 sword-DEF EXP +V-PF Ĳ͂-LOC ʿ3V-PAST:3ORD 

�/?ñ@�4RW]@̈́Zɸ77ɷȯĲ͂<ʿ31�� 

 


�������������� @ ������������

� %? 25?ƴť̊@��ɷȯƒ�Zˌ+ȫ8@ 
����9¹7�V��Ėǐ<�/?

�9<¸�¾ͅZˌɀ)7�V� 

 

(4-4a) dhɔp kor-e mejhe-te  boʃ-e  poṛ-lo. 

 EXP +V-PF Ÿ-LOC  +YV-PF ʿ3V-PAST:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@Ÿ<A1<@żŰ[2�� 

(4-4b) dhɔp-aʃ  kor-e mejhe-te  boʃ-e  poṛ-lo. 

 EXP +V-PF Ÿ-LOC  +YV-PF ʿ3V-PAST:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@Ÿ<$)BWA3R<@żŰ[2�� 
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(4-4a)@(3-36)?ʚU̍)8�V�(4-4b)@�/?ø¿?ɷȯƒ9�Ƒ�8żV9�<Ʉ

*VƺƼ�ˌɀ'W7�V� 

� %W<Š)�/m/8ʊYVƴť̊@��ɷȯƒ�9�/?�9<¸�̡1�¾ͅZˌ

ɀ)7�V� 

 

(4-5) dɔṛ-am/duṛ-um kor-e dɔroja-ṭa bɔndho  ho-lo. 

 EXP  +V-PF Ɵ-DEF  ̮K41 ;V-PAST:3ORD 

�E9]@Ɵ�̮K41�� 

 

� /ɔ/, /a/9/u/?Ɨġ?̚��T§ȟ'WVS�<͡ɼ �ɿ(iv)ĈȰ͢�/dɔṛ-am/<ȆH

/duṛ-um/@SUŷ�U?̴TW1�ţ';̈́Zˌ+� 

� /dɔṛ/, /duṛ/@Ȼɸ)7ÁYWV%9�;���/duṛ/<@�?S�;̡ˏ?Â��V� 

 

(4-6) duṛ= duṛ/duṛ=daṛ8 kor-e dɔroja-ṭa bɔndho  kor-lo. 

 EXP   +V-PF Ɵ-DEF  ̮K41 +V-PAST:3ORD 

�#[>>E9E9@ƟZ̮N1�� 

 

 


���	�����������������@ ����������������������

� C1V1C2-a=C1V1C2?|o��@�æǦ¨�̓!ʐʑ)7˿�V%9Zˌ)�C1V1C2-

V2r=C1V1C2-V2r@�æǦ¨?ʚU̍)�̬ḭ̌ʑ!%9Zˌ+� 

 

(4-7a) ṭɔp=ṭɔp kor-e  briʃṭi poṛ-ch-e. 

 EXP +V-PF ̽ ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD 

�̽�M=M=̳47�V��͡(3-32) ?ʚU̍)͢ 

(4-7b) ṭɔp-a=ṭɔp kor-e  jɔl-er phõṭa poṛ-ch-e. 

 EXP  +V-PF ȉ-GEN Ȥ ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD 

�ȉȤ�ïM==<@ðÍ¨+ʿ3ʑ#7�V�� 

 

(4-8a) kɔc(=kɔc) kor-e  kaṭ-lam. 

 EXP  +V-PF  èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z͢�Ż͡½ŻO͢è41��͡(3-28a)?ʚU̍)͢ 

(4-8b) kɔc-a=kɔc kaṭ-lam. 

 EXP  èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z͢ʈǊ!è41�� 

(4-8c) kɔc-or=kɔc-or kaṭ-lam. 

 EXP  èV-PAST:1 

�͡ǭT��O?Z̬͢�ḭ̌Z�#7èUî[2�� 

                                                
8 
��ZĈȰ� 
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(4-9a) buk dhuk=dhuk kor-ch-e. 

 ʫ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ʫ�A)A))7�V�� 

(4-9b) dhuk-ur=dhuk-ur kor-e  hãṭ-ch-e. 

 EXP   +V-PF Ǿ!-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@�@L@L@Ǿ�ʑ#7�V�� 

 

 


���
������������������

� C1V1C2=C1V1C2-e @�ƒ˼ZƸâ+Vˌɀ8�U�ǃȐɒ<@ƃŚˢ9)7ǹʬ+V�

�YN7ɄɅɒ;ȕɄ8�V�˧Ŷ?ȅ̈́@�»ȅ̈́?/ɔ/9/æ/�͘ȅ̈́?/i/9/u/<̴

TWV� 

 

� /ɔ/?Â	 

(4-10) akaʃ to phɔṭ=phoṭ-e, cɔk=cɔk  kor-ch-e. 

 ɶ EMPH EXP  EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɶ@è+ªY¹W��ȫ?ʠUO;�͡3T3T̉�7�V͢�� 

͡�ʷ͉o�x�͢͡(1-8)?ʚU̍)͢ 

 

%? expressive?˧Ŷ/phɔṭ/@�tatbhava͡j�mf�ruŀŚ˧Ƃ͢?/phoṭik/�̑ǋ

;��T?ÍɆ8�V�%?Â<˓VS�<�˧Ŷ?ȅ̈́�/ɔ/?9�@�ƴ̊/-e/<̐

ˊĖú)7�̡ˏ)1̈́ɿ?ȅ̈́@ ȅ̈́/o/9;V� 

 

� Ėǵ?ȅ̈́|o��ͤ 

(4-11a) jhɔ l=jhol-e jama  �:V<@39��Yp(<9Ǡ�(3-45) 

 EXP  Ǡ 

(4-11b) dɔ l=dol-e bhat  �V'5*X͒�(3-46) 

 EXP  ͒ 

(4-11c) dhɔb=dhob-e ʃada  �I'I'Dɑ��

 EXP  ɑ 

(4-11d) kɔn=kon-e haoa  �z>=+͏� 

 EXP  ͏ 

 

� �4J��˧Ŷȅ̈́�/æ/?9�@�̡ˏ)1̈́ɿ?ȅ̈́@/e/9;V� 

 

(4-12a) kæn=ken-e mee  ��S'N3$ŋ� 

 EXP  ŋ 

(4-12b) ghæn=ghen-e chele  �*R#*R#%X1+µ+ŏÃ� 

 EXP  ŏÃ 
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� ˧Ŷȅ̈́�͘ȅ̈́/i/9/u/?9�@�Ė*ȅ̈́�ʚU̍'WV� 

(4-13a) ṭ ip=ṭ ip-e briʃṭi  �I;RI;RæX̽�(cf. (1-3), (1-6)) 

 EXP  ̽ 

(4-13b) phin=phin-e kapɔṛ  �Ñ¾DÎ'$Ű� 

 EXP  Ű 

 

(4-14a) jhur=jhur-e bali  �1V1V/LYXɢ� 

 EXP  ɢ 

(4-14b) tul=tul-e  gal  �͡ŏÃ?͢V'$͈� 

 EXP  ͈ 

 


������������������� @ ��������������

� C1iC2i=C1iC2i9 C1uC2u=C1uC2u@�/i/K1@/u/?ʚU̍)<SVƭţ̊

͡diminutive͢?ǹʬZO41�Ê̊ɒ;ˌɀ8�V��ʶɒ<@ 
���
9Ė*!ƒ˼

ƃŚˢ9)7Ɇ�TWV��̝̎9)7ǹʬ+V%9O�V� 

 

C1iC2i=C1iC2i?Âͤ 

 (4-15) le,  mathali  tu matha-e de. 

 ČV+IMP:2INT ɻ 2INT ͉-LOC ��V+IMP:2INT 

 ṭ ipi=ṭipi jɔl bhari kharap. 

 EXP  ȉ 97O Ɣ� 

�'��%?ɻZ�F47�ȨW;�S�<+V[2�ţ̽͡M=M=̽͢��

�Ɍ̃¼<%1�V�T;��͡�ʷ͉o�x�͢͡(1-6)?ʚU̍)͢ 

 

C1uC2u=C1uC2u?Âͤ 

(4-16a) bhɔ-e  buk dur=dur kor-ch-e. 

 ƓƏ-LOC ʫ EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ƓƏ<ʫ�A)A))7�V�� 

(4-16b) duru=duru hia 

 EXP  Ɗʲ 

�:�:�)7�VƊʲ� 

 

� ̉�Zˌ+˧ǯ/jhɔk/?ƭţ̊ƃ /jhik/͡(1-12)ĈȰ͢�̽̈́Zˌ+˧ǯ/jhɔm/?ƭţ̊

ƃ/jhim/�̥?̈́;:?̤Ũˎ?̈́Zˌ+/jhɔn/?ƭţ̊ƃ/jhun/�T¿TW1�ǻ?S

�;ƃ��V�Ƈʣ? 25?ƃ@�͆�Zˌ+/r/<SVðǆ̡ˏ<S47ƃƜ'W7�

V�%W@�,WO͊Ż?͘�ʝɒ�Ê̊ɒ;ˌɀ8�U��?ȕɄ|o���T˧

Ƃú'W1O?9˓VH�8�X�� 

 

(4-17) godhuli-r alo jhiki=miki  kor-itech-e. 

 ͝ǌǐ-GEN Ø EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 
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�͝ǌǐ?Ø�;V;VØ47�V��͡�ʸɃ9ɑǺ�͢͡(1-12)?ʚU̍

)͢ 

 

(4-18) rimi=jhimi briʃṭi  �3@3@̽� 

 EXP  ̽ 

 

(4-19) runu=jhunu nupur=ddhoni �3R]3R]͛V̥́?̈́� 

 EXP  ̥́=̈́ 

 

 


����²ér¬CUXâ×�

� ɼ �ɿ ?(iv)9(ix)�K1ɼ 	ɿ?Â(3-2)8ǋT�;S�<�̈́ɿȅ̈́@̈́QĄ˶?

ƀ'�ŷ�U�ŌƗɒĄ˶;:?ɱŻZˌɀ+V� 

� ˧Ŷ�̡ˏ'WV9��ȅ̈́«ǜ<S47�ˌæ'WV̈́QĄ˶?øɒ;x�]�

mZˌɀ+V%9��V�ǝOŃ�?@/u/9/a/?«ǜ8�V�/a/?I���/u/<ȆH�

SUŅ�;̈́Qŷ�U?Ą˶Z��V1N�(1-4)<˓VS�<�/u/->/a/?͇Ź8̡ˏ'

WVĸĕ�Ń��%?ÂZ�<àƶ+V� 

 

(4-20) paʃ-er gach-guli-r  pata-e pata-e jɔl 

 Ñ-GEN ǡ-DEF.pl:DIM-GEN ˀ-LOC ˀ-LOC ȉ 

 jhor-itech-e   ṭup=ṭap ṭup=ṭap. 

 ʿ3V-IMPF-PRES:3ORD EXP EXP 

�̘?Ñ<�FǸ�?ˀ�T@�M9M9 M9M99ȉȤ�ʿ37�1��

͡�̞Å̠̙ň�͢ 

�

� ǚ<��?S�;Â��V� 

 

(4-21a) ṭuŋ=ṭaŋ  aoaj  �;];]ë)Ï-Ẍ́� 

 EXP  ̈́ 

(4-21b) ṭhuŋ=ṭhaŋ aoaj  �3R]3R]ë)Ï-Ẍ́�͡cf. (3-58)͢ 

 EXP  ̈́ 

 

� :3TO̤Ũ�͛U͆!̈́8�V��/ṭ/SUO/ṭh/?I��SUŅ�;S!͆!̈́Z

ˌ+� 

 

(4-22a) dum(=dum) kor-e kil mar-lo. 

 EXP  +V-PF ƫ Đ!-PAST:3ORD 

�L'ïL'ð<@ƫ8ȃ41�� 
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(4-22b) dum=dam kor-e col-e gæ-lo. 

 EXP  +V-PF ̖M-PF ˊ!-PAST:3ORD 

�E9E9@͡ŅƑ 8͢ɸ3ć41�� 

 

� Ǥɿ 
��?ȕɄ<S47Ʉ*1̡ˏƃ<O�Ėǵ;ȅ̈́«ǜ�˿%U�V�%?Â

8@�/u/->/a/9/a/->/u/? 25?|o���Ɇ�TWV� 

 

(4-23) ṭupur=ṭapur/ṭapur=ṭupur briʃṭi poṛ-ch-e. 

 EXP    ̽ ̳V-IMPF-PRES:3ORD 

�M=WM=W@̽�̳Uʑ�7�V�� 

 

 


�	��Üâ×�

� �˵
%2K

̡ˏ͡echo reduplication͢�9@�̈́ɿê͉ŏ̈́�ÙWǜYV̡ˏƃ?%98�

Ƈƴˑʈ?ê͉ŏ̈́?o^�<S47'K(K;x�]�m�õYV� 

� %?�3�ǝO͊Ż�͘!�/?Ɨġ�@4�U)7�V?@�/m/<SV˵̡ˏ8

�V� (1-10)~(1-12)�(3-3);:8˓1S�<�/m/@�̈́Q˔˕ɒĄ˶?Ȝ'Zˌɀ+

V�(3-3)Zàƶ+V� 

 

(4-24) hau=hau/hau=mau kor-e  kãd-ch-e. 

 EXP   +V-PF ȑ!-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@[][]ȑ�7�V�� 

 

hau=hau<ȆH�hau=mau@SUȜ!�ȥ)�ȑ�ǆZˌɀ+V� 

 

˧Ŷ/kɔc/͡cf. (3-28)͢<ķ6!˵̡ˏ?Âͤ 

(4-25a) kɔc=mɔc kor-e cibo-cch-e. 

 EXP  +V-PF )PFV-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@ïV'$QD\ðO3RO3R)PF47�V� � 

(4-25b) kɔcor=mɔcor kor-e cibo-cch-e. 

 EXP  +V-PF )PFV-IMPF-PRES:3ORD 

�Ɔ͡ŋ͢@ïV'$QD\ðO3RO3R)PFUÏ->�V� � 

 

� (4-17)͡(1-12)?ʚU̍)͢?S�<�˧Ƃú'W7�VÂO�V�àƶ+V9ͤ 

 

(4-26) godhuli-r alo jhiki=miki  kor-itech-e. 

 ͝ǌǐ-GEN Ø EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�͝ǌǐ?Ø�;V;VØ47�V��͡�ʸɃ9ɑǺ�͢ 
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� /m/?±<�˵̡ˏ<S!ÁYWVŏ̈́@�˭̈́ȫ�Ė*!�ħ8�V̮̪̈́/p/, /ph/, 

/bh/9�ɤĎ˂̮̪̈́?/c/8�V� 

 

(4-27a)  cɔṭ  kor-e khe-e  na-o. 

 EXP +V-PF ͑HV-PF ČV-IMP:2ORD 

�1<1@͑H3P�;'��� 

(4-27b)  cɔṭ=pɔṭ  kor-e khe-e  ni-lo. 

 EXP +V-PF ͑HV-PF ČV-PAST:3ORD 

��#[>?͑HʊY41�� 

 

(4-28a)  bacca-ṭa  bhæ̃=bhæ̃ kor-e kãd-ch-e.  

 ˽[ĳ-DEF EXP  +V-PF ȑ!-IMPF-PRES:3ORD 

�/?˽[ĳ@*R#*R#ȑ�7�V�� 

(4-28b)  bacca-ra  cæ̃=bhæ̃ kor-e kãd-ch-e.  

 ˽[ĳ-pl EXP  +V-PF ȑ!-IMPF-PRES:3ORD 

�˽[ĳ13�*R#*R#ȑ�YN�7�V�� 

 

� (4-27b)@�(4-27a)<�V˧Ŷ/cɔṭ/�T?�ŏ̈́/p/<SV͇ˊ˵̡ˏ<S47Ʉ*1O

?9ƐYWV��4J��(4-28b)@�(4-28a)<�V˧Ŷ/bhæ̃/?̐ˊ˵̡ˏ<S47Ʉ

*1O?8�V� 

 

(4-29a)  chele-ra hoi=hoi kor-ch-e. 

 ŏÃ-pl EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ŏÃ13�°�D�\#.>�V�� 

(4-29b)  chele-ra hoi=coi kor-ch-e. 

 ŏÃ-pl EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ŏÃ13��í*)7�V�� 

 

� (4-29b)@�(4-29a)<�V˧Ŷ/hoi/?/c/<SV͇ˊ˵̡ˏ<S47Ʉ*1O?8�X��

%W<Š)��<Ʈ$V(4-30)8@�/chɔṭ/O/phɔṭ/OĂȻ?˧Ŷ9)7Ɇ�TW;�1

N�:3T?ǆĘ<̡ˏ'W7�V9O˛�;�� 

 

(4-30) jɔntrona-e chɔṭ=phɔṭ  kor-ch-e. 

 ʹɏ-LOC EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ʹɏ<D9%;�<>�V�� 

 

� %?±�±?ŏ̈́<SV˵̡ˏ;�)ê͉ŏ̈́?ʮʿ9ƐYWV��?S�;Â�

�V�O9?˧ŶZȷŕ8�VO?�8�;�O?��V�/W0W?˧Ƃ<5�7�

®Ƈ?Ǳ˜�Ƌˑ8�X�� 
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(4-31a) ama-r peṭ ḍai=ḍai kor-ch-e. 

 1sg-GEN �;�� EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɫ?�;�@$<F$2�� 

(4-31b) am-ar peṭ ai=ḍai kor-ch-e. 

 1sg-GEN �;�� EXP +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɫ?�;�@DAN?$<F$2��͡(1-2)ĈȰ͢ 

 

(4-32a) amar gɔla kuʃ=kuʃ  kor-ch-e. 

 1sg-GEN ?:� EXP  +V-IMPF-PRES:3ORD 

�ɫ??:@GWGW)7�V�� 

(4-32b) kɔtha-ṭa  bol-bar  jonno uʃ=kuʃ  kor-ch-i. 

 %9-DEF ˛�-VN:GEN� 1N EXP +V-IMPF-PRES:1 

�ɫ@/?%9Z˛�1!7%6%6)7�V��͡(1-2)ĈȰ͢ 

 

(4-33) o-ra  ele=bele  kɔtha bol-ch-e. 

 3ORD.FAR-pl EXP  ˛ˀ� ˛�-IMPF-PRES:3ORD 

�ƆT@¡�QB$9[Ù\ïKVKVð)PH47�V�� 

 

 

�������������� CìvD§´nÛ�½Ý�

� ��c�˧?ǃȐ�˧Ƃ<@�expressives9¹1�ƃƚ̈́ͅ9Ɨġ?ɘƴɒ;Šƌ�

˓TWVɀ˶���;Uŷȋ<˓TWV�/WT?�3�͍ˁ;ɀ˶Z��<̎HV

%9<+V�%�)1ɀ˶@�%WK8?˞̎ǃȐ8@Ġʖɒ;ɀ˶9)7ČUƢY

WV?�ű8�41��Ǥ˯8˞̎)1 expressives?���c�˧ǃȐ<ăNV̡ˑ

ƒZʢ�V9�/?S�;Ƣ�8��?�9��ɎĨZɄ*'-V�expressives?ùƪ

ɒ;çǨ9əÉ47�®ŻǤǰɒ;Ǳ˜�Ƌˑ8�X�� 

 

(1) ŔÚ̡ˏ 

(2) ˵̡ˏ 

(3) ȅ̈́«ǜ 

(4) ê͉̈́ɿ«ǜ 

(5) əªėˢ CVCa=CVCi 

(6) ŕ̊/͎ëˢ/ǁˢ 

(7) ĢDė 

(8) øˢ˧Ƃ 

 

������yâ×�

� ŔÚ̡ˏ@�˧Ƃɒ;ÞŚZˌ+ĥˢ+H7<5�7�ɄɅɒ8�V� 
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(A) ėˢ 

� �O<ĸƞǰ<Ɇ�TW�ˏǁƒZˌ+� 

 

(5-1a) gram-e gram-e   ǥ�<ͣ8 

 ǥ-LOC ǥ-LOC 

(5-1b) majh-e majh-e   ǐ�̰͡�<͢ 

 ̰-LOC ̰-LOC 

 

(B) ³ėˢ 

� ¡ǰ͡ȭǶ͢�ĸƞǰ<Ɇ�TW�ˏǁƒZˌ+� 

(5-2a) ke ke   ˫� 

 ˫ ˫ 

(5-2b) ki ki   ½� 

 ½ ½ 

(5-2c) kotha-e  kotha-e  ½å½å8 

 ½å-LOC ½å-LOC 

 

(C) ɱŻƃŚˢͣòˢ 

(i) ɱŻ�ƀ�%9Zˌ+�ėˢÊ͔?ĸĕ@Ê͔+Vėˢ?ˏǁƒZˌ+%9O�V� 

(5-3a) bɔṛo bɔṛo cokh  97OŅ�;ɗͣŅ�;�ɗ 

 Ņ�� Ņ�� ɗ 

(5-3b) aste  aste  97OR4!U 

 R4!U R4!U 

 

(ii)�I9[:��9��ƗġZˌ+� 

(5-4a) ca gɔrom gɔrom khe-te  hɔ-be. 

 ʽ Ȳ� Ȳ� ͓M-IMPF ;V-FUT:3ORD 

��ʽ@ãN;��3<͓K;#WA;T;��� 

(5-4b) cupi cupi cɔl-o. 

 ͞47 ͞47 ̖M-IMP:2ORD 

�/�49͡I9[:̈́Zɸ7,͢<̖N�� 

 

(D) øˢ 

(i) ø¿?ʚU̍)͡Ŕ¦ƃ͢� 

(5-5a) chele-ṭa  phir-e  phir-e  taka-cch-e. 

 ŏÃ-DEF ƯU̍V-PF ƯU̍V-PF ˓5NV-IMPF-PRES:3ORD 

�/?ŏ@�½ŻOƯU̍47@˓5N7�V�� 

(5-5b) toma-ke  dekh-e dekh-e bujh-te  hɔ-be. 

 2ORD-OBJ ˓V-PF ˓V-PF ɂ˙+V-IMPF ;V-FUT:3ORD 

�ę@½ŻO˓;�Tɂ˙);#WA;T;��� 
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(ii)�I9[:��9��ƗġZˌ+͡ǢŔ¦ƃ�ʟƛƃ͢� 

 

(5-6a) ami mor-te  mor-te  bẽ-ce  gech-i. 

 1 ȁ=-IMPF ȁ=-IMPF Ʉ�ŽDV-PF ˊ!+ PF-PRES:1 

�ɫ@+[8?9%X8ȁ;,Ʉ�Ȃ41�� 

(5-6b) ja-e   ja-e   ɔbostha 

 ˊ!-PRES:3ORD  ˊ!-PRES:3ORD  Ⱥƚ 

�®<Oȁ</�;Ⱥƚ� 

 

 

�����Üâ×�

� ��c�˧8@�˵̡ˏ@ǃȐú'W7�U�/ṭ/, /ph/, /ʃ/, /m/? 4ɲ͎?ŏ̈́<SV

«ǜ�˿�V���Q;<��9��ǘǎ;ˏǁƒ?±<�/?«ǜŏ̈́?̛Ʀ<ƌ

*7�ȷŕ?x�]�m�²�'WV�%? 8�ǝê?/ṭ/@ ɸɒ;ˌɀ8�:?ĥ

ˢ9Oȷ<ɄɅɒ<˵̡ˏZƃƜ+V� 

 

(A) /ṭ/<SV˵̡ˏ 

(5-7a) ca=ṭa    ��ʽQ;[�� 

 ʽ=EDUP 

(5-7b) bhalo=ṭalo   ����:��� 

 ��=EDUP 

(5-7c) o-ra=ṭora   �ƆT;[�� 

 3ORD.FAR-pl=EDUP 

(5-7d) jodi=ṭodi   �O)O;[7� 

 O)=EDUP 

(5-7e) ja-ben=ṭaben  na. �ˊ41U);�8!2'�� 

 ˊ!-FUT:2HON=EDUP NEG 

 

(B) /ph/<SV˵̡ˏ@�̆˃QÄÏZ˺NVˌɀ<Ɇ�TWV� 

(5-8a) ca=pha    ��ʽQ;[�?5KT;�O?� 

 ʽ=EDUP 

(5-8b) bhalo=phalo   ����:��;[7A�$1%9� 

 ��=EDUP 

 

(C) /ʃ/<SV˵̡ˏ@�ɱŻˌɀZQYT$V?<Ɇ�TWV� 

(5-9a) moṭa=ʃoṭa   �ŇUȈġ?� 

 Ň41=EDUP 

(5-9b) boka=ʃoka   �{b4J�� 

 {b=EDUP 
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(5-9c) majh-e=ʃajh-e   �9�1K� 

 ̰-LOC=EDUP 

 

(D) /m/<SV˵̡ˏ@�ƎUQƾƻɒ;ˌɀ<Ɇ�TWV� 

(5-10a) reg-e=meg-e   �ʯZɸ7K!47� 

 ƎV-PF=EDUP 

(5-10b) khõc-a=moc-a   �͡?�TZƱ)7͢ɷ45�Į+%9� 

 ɷ45!-VN=EDUP 

 

� %?±��?S�<�/b/<SV˵̡ˏO1K<˓TWV��ȷ<@4�U)1x�

]�m�²õ'W7�T,��?/ṭ/<SV˵̡ˏ9?Ɨġɒ;̚��@4�U);�� 

 

(5-11a) cakri=bakri   �°¨Q;[�� 

 °¨=EDUP 

(5-11b)  cakor=bakor   �đÁ�Q;[�� 

 đÁ�=EDUP 

 

 

��	��²ér¬CUXâ×�

� I9[:�ėˢ8�V�
��8�$1S�;�/u/9/a/?«ǜ<SV̡ˏ�Ń���

(5-12e)?S�<�/i/9/a/�«ǜ+VÂO�ɰ<˓TWV� 

 

(5-12a) bhul=bhal   �˨UQ;[�� 

 ˨U=VDUP 

(5-12b) khucro=khacra   �ţ̧Q;[�� 

 ţ̧=VDUP   ͡˧ǣ?/o/O�«ǜȅ̈́?/a/<Ėú)7/a/<ŀú͢ 

(5-12c) ṭhakur=ṭhukur   �ɨǵQ;[�� 

 ɨǵ=VDUP 

(5-12d) phãki=phũki   �&K�)Q;[�� 

 &K�)=VDUP 

(5-12e) bhiṛ=bhaṛ   �ȝ̻Q;[�� 

 ȝ̻=VDUP 

 

 

��
��Ê �éËDr¬CUXâ×�

� %WOI9[:�ėˢ8�V�Ƈÿˑʈ@�Ö?˧Ƃ?ɼ 1̈́ɿ�«ǜ)7ƃƜ'

WV�/Wʳ¼9)7@Ɨġ�;�� 
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(5-13a) chele=pile   �ŏ:OQ;[��9
 

 ŏÃ=SDUP 

(5-13b) kapoṛ=cɔpoṛ   �ˋ͎Q;[�� 

 ˋ͎=SDUP 

(5-13c) baʃon=kɔʃon   �͑ĭ͎Q;[�� 

 ͑ĭ͎=SDUP 

 

 

�����Åq�Ú������������

� øėˢ(VN)˧Ŷ?/a/Z/i/8«ǜ'-7ƃƜ'WV̡ˏ˧Ŷ8�əªƒ�;�)͡ʳø

ˢ?ĸĕ@͢æǦ¨?ˏǁƒZˌ+ėˢZȕɄ+V� øˢ˧Ŷ�»ȅ̈́͡/a/Z̵!͢

;�) ȅ̈́8�Vĸĕ@�(5-14b), (5-14c)?S�<�̐ˊĖú<SU�Ȅ͘�ȅ̈́<

ŀú+V� 

 

(5-14a) mar-a=mar-i   �ȃUĕ�� 

 ;"V-VN=RECIP 

(5-14b) dækh-a=dekh-i   ��ª�Z˗Ş+V%9� 

 ˓V-VN=RECIP 

(5-14c) ghor-a=ghur-i   ��3T%3TĮV%9� 

 ĮV-VN=RECIP 

 

� Ń̈́ɿøˢ?ĸĕ@�/a/8ʊYV˧Ŷ�T�Ėǵ?ėˢZȕɄ+V� 

 

(5-15a) baṛa=baṛi   �Ņ$'<+V%9� 

 ĻQ+=RECIP 

(5-15b) douṛa=douṛi   �˾UĮV%9� 

 ˾V=RECIP 

 

� ėˢ�ƃŚˢ˧Ŷ?/a/8ʊYV�TO�Ėǵ?̗ɱZʌ7�òˢZƃƜ+V%9�

�V͡(5-16a)͢�ŏ̈́8ʊYVėˢ˧Ŷ@�(5-16b)<˓VS�<�ƴť̊/-a/Z9V�

%?ƴť̊@/?ð<͘ȅ̈́�ǦV9��͇ˊȅ̈́ĖúZ˿%)7/-o/<ŀú+V͡(5-

16c~d)͢ � 

 

(5-16a) ʃoja=ʃuji   �ȿɘ<� 

  ɜ4ɘ"?=RECIP 

(5-16b) cokh-a=cokhi   �ɗ9ɗZĕY-7� 

 ɗ=RECIP 

 

                                                
9  ‘pile’ @�ŏÃ�?Ɨġ?o���˧˧Ƃ�T?ÍɆ8�V� 
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(5-16c) mukh-o=mukhi   �Ę��ĕY-<� 

 ͌=RECIP 

 (5-16d) piṭh-o=piṭhi   �ʪ ĕY-<� 

 ʪ =RECIP 

�

�

������Þ�ì}Ú�¦Ú�

� ŕ̊�͎ëˢ�ǁˢ<@�ǒ̒ƃ9ƭţƃ��V�ǒ̒ƃ9ƭţƃ@�Ýĵɒ<�

/a/~/o/9/i/?Šɸ8ˌ'WV�/-i/@�Ȁēɒ<@� ���c�˧͡MB, Middle 

Bengali͢?ŋƒƃ?ėȂU8�V� 

 

(5-17a) boi-ṭa    �/?Ǥ� 

 Ǥ-DEF 

(5-17b) boi-ṭi    �/?͡ţ'��ʝ)�͢Ǥ�  

Ǥ-DEF:DIM 

 

(5-18a) boi-gulo   �/WT?Ǥ� 

 Ǥ-DEF.pl 

(5-18a) boi-guli    �/WT?͡ţ'�/ʝ)�͢Ǥ� 

Ǥ-DEF.pl:DIM 

 

(5-19a) boi-khana   �/?͡įƃȶ9)7?͢Ǥ� 

 Ǥ-DEF.SOLID 

(5-19b) boi-khani   �/?͡įƃȶ9)7?�ţ'�/ʝ)�͢Ǥ� 

Ǥ-DEF.SOLID:DIM 

 

(5-20a) chele-ṭa    �/?ŏÃ� 

 ŏÃ-DEF 

(5-20b) chele-ṭi    �/?͡ĒƘ�͢ŏÃ� 

ŏÃ-DEF:DIM 

 

(5-21a) chele-gulo   �/?ŏÃ13� 

 ŏÃ-DEF.pl 

(5-21a) chele-guli   �/?͡ĒƘ�͢ŏÃ13� 

ŏÃ-DEF.pl:DIM 

 

(5-22a) æk-ṭa  boi  ��ß?Ǥ� 

� ��
�NONH Ǥ 
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(5-22a) ek-ṭi10  boi  ��ß?͡ţ'�/ʝ)�͢Ǥ� 

� ��
�DIM� Ǥ�

 

(5-23a)  æk-jɔn  chele  ��?ŏÃ� 

 one-HUMAN ŏÃ 

(5-23b)  ek-ṭi10  chele  ��?͡ĒƘ�͢ŏÃ� 

 one-DIM  ŏÃ 

 

 

�����H��

� Ëė?ɡʗƃ@ĢDė9)7Ɇ�TWV��ʶ<�/-u/, /-i/8ʊYVƃ@ƭţƃ?

ǹʬZǪ1+� 

(5-24) pɔncanon  �ǽžė͡ɉƒ͢� 

 pɔcai   �˖)LZ%N1ĢDė� 

 pocu   �Ƙɮ� 

 

(5-25) dinobondhu  �ǽžė͡ɉƒ͢� 

 dina   �{b<)1ĢDė� 

 dinu   �Ƙɮ� 

 

(5-26) ʃona   �ǽžė͡ŋƒ͢� 

 ʃonai   �˖)LZ%N1ĢDė� 

 ʃonu   �Ƙɮ� 

 

 

������ÚÛ��

� ��c�˧?˧Ƃ�ȷ<øˢ˧Ƃ<�expressives9?̱̕�Ƶȟ'WVO?�Ń��

%WT?Ȁēɒ˿ȡ@ˏ̻8�V� 

� /?�3?�VO?@�expressives�TȕɄ)19ʢ�TWV� 

 

(5-27) mɔṭka-   �J�49ƥV�ͥ� mɔṭ �J�49�͡(3-27) ĈȰ͢ 

 

� K1�(5-27)9@̐<�øˢ�T expressives�ȕɄ)19ʢ�TWVĸĕO�V��

 

(5-28) ghur=ghur kɔr-  �"V"VĮV�ͥ� ghor- �ĮV�͡(5-14c) ĈȰ͢ 

 

                                                
10 ǁˢ/æk/?/æ/@�ƭţƃ?ƴť̊/-ṭi/?ȅ̈́/-i/<̐ˊĖú)7�/e/<ŀú+V� 
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� �4J��¹1˧ŶZO5��c�˧?øˢ9 expressives?�ǆ��j�mf�r

u˧?˧Ŷ�TȕɄ)19'WVÂO�V��?(5-29)@�259OĖ*˧Ŷ�TȕɄ

)19'WVÂ8�U�K1(5-30)͡(3-24)ĈȰ͢@�/W0W�ɍ;V˧Ŷ�Të�

<ȕɄ)19'WVÂ8�V� 

 

(5-29) jɔ l=jɔl kɔr-  � T T+V� 

jɔl-   �ȳ�̉!� 

ͥ� */jval-/ �ȳ�̉!�͡j�mf�ru͢ 

 

(5-30) kɔṭ=kɔṭ   �%9%99͡èV͢� 

ͥ� �/kaṭṭa/ �%9%9�͡j�mf�ru͢ 

 

kaṭ-   �èV� 

ͥ� */kṛt-/ �èV�͡j�mf�ru͢ 

 

� %�)1Ȁēɒ˩ǋ��I[9�<%WT?˧Ƃ?ɄƜ̗ɱZĊǍ)1O?;?��

ɄƜ?̗ɱ8͎Ƶ�Ǫ1)1ƅó�;�?�:���9��ɎĨ�Ʉ*V� 

� ®Ƈ�%�)1øˢ˧Ƃ9 expressives?�]ZSUŷȋ<ČU�$�/?ɄƜ̗ɱ

ZǱ˜+V¾Ĳ��VS�<Ɛ�� 

 

 

�������������� Déê�¢@ ¡�@DåàC=$>�o�«�ÃBN@P�

� Ǥ˯?ɼ ���	��
ɿ8���c�˧? expressives?̈́ͅƃƚ9Ɨġ9?̱̕Z�'

K(K;˘Ż�TČU�$7�1�K1ɼ �ɿ8@�%?S�;̱̕9?Û̒ƒ�˓

TWV±?ǃȐ�˧Ƃɀ˶Zǳ˗)7L1� 

� K,���c�˧? expressives?̈́ͅƃƚ9Ɨġ9?̱̕<5�7�%WK8?˴

˯�T�ʶú8�/�;ȫZ�<éƮ+V� 

 

(1) ��c�˧? expressives8@�˧Ŷ?̈́ɿǴ̔?̚�͡C1VC2/CV͢��ˌæ

'WVæǦ¨Ú¼?ŅK�;ḭ̌ɒ;Ǵ̔?̚�͡ǋɦɒ;ʊʍȫ��V

�telic��;��atelic��͢Zɦ+� 

(2) ˧Ŷ?̡ˏ<S47�æǦ¨�ʐ˿)1UȺƚ�ʐʑ+V%9Zˌ+� 

(3) ˧Ŷê͉ŏ̈́(CV<�#V C, C1VC2o^�?˧Ŷ<�#V C1)?o^���

ˌæ+VæǦ¨�O1T+ʧ˕ɒ�˔˕ɒ�˚˕ɒȷƉZ˶Ɖɒ<ˌɀ+V� 

(4)  Ǯȅ̈́@�/?æǦ¨�O1T+̈́?̣QĄ˶?ƀ'�̨'�ŷ�U�ʦ

�Ơ<O1T+ŌƔƙZˌ+� 

(5) C1VC2o^�?˧Ŷ<��7�˧Ŷǣ? C2@�æǦ¨?ʊʍ?ǵƚZˌ+� 

(6) /?±�ƴť̊?²õQ˵̡ˏɾ?ȕɄ<SU�'K(K;x�]�mZõ

�V%9�8�V� 
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� %%8̎H1̈́ͅƃƚ9Ɨġ9?ɘƴ?̱̕@�expressives9��ĥˢ<��7¼ʅ

ɒ<Ǵ̔ú'W1O?8�V��/?̱̕ZǴƜ+Vˑʈ?C95C95<5�7@�

��c�˧?±?ǃȐɀ˶Q˧ƂƃƜ9?̰<Û̒ƒ�˓TWV�19�A�̡ˏQ

˵̡ˏ�ˌ+æǦ¨?ˏǁƒ�͘ȅ̈́/i/Q/u/�ˌ+ƭţˌɀ�øˢ˧Ƃ?Ń!<˓TW

V expressives<͎¹?̈́9Ɨġ?̱̕�;:� 

� ®Ƈ���c�˧? expressives?SUʋʙɒ;çǨZˊ�;�T�%WT?ǃȐ�

˧Ƃɀ˶9 expressives?̱Æ�%�)1ɀ˶���c�˧?ǃȐ? <ăNVºʛ<

5�7�ʢŞZȜN1�� 
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§´ÁÛÂ�Ö 

 

ɋĔ͡g�m͢ ʺ˧ ǉǤ˧ 

>< >fg<dZefcb< > �,<

?< ?bY<dZefcb< ? �,<

@< @eY<dZefcb< @ �,<

DEF< YZ[^b^gZ< �<

DIL< Y^a^bhg^iZ< ��<

EDSO< ZX]c<eZYhd`^XVg^cb< 5
mno

90x�;�"90y<

ELOH< Zad]Vg^X< �4<

EUO< ZkdeZff^iZ< ZkdeZff^iZxpqsvwtruy<

FSR< [hgheZ< #$�<

GEM< \Zb^g^iZ<XVfZ< �%<

HAB< ]VW^ghV`< /��<

HNM< ]cbce^[^X< � <

HSLAM< ]haVb< �:<

ILO< ^adZeVg^iZ< ���<

ILOF< ^adZe[ZXg^iZ< #���3=�<

IMR< ^bg^aVgZ< 2�<

IMT< ^bi^f^W`Z< ��1<

KNC< `cXVg^iZ<XVfZ< �%<

MEG< bZ\Vg^iZ< ��6<

MNMH< bcb]haVb< �:��<

NBJ< cW_ZXg^iZ<XVfZ< *)%<

NPD< ceY^bVel< -<

OAQR< dVfg< 7��<

OF< dZe[ZXg^iZ< ���3=���<

d`< d`heV`< 0!<

OPEQ< deZfZbg< (��<

PECIO< eZX^decXV`<bchb< +��3<

FAP< [Ve< 8,<

QDSO< fl``VW`Z<V`gZebVg^b\<eZYhd`^XVg^cb< ;.�"90<

f\< f^b\h`Ve< 
!<

QNKID< fc`^Y<cW_ZXg< ��'<

TDSO< icjZ`<V`gZebVg^b\<eZYhd`^XVg^cb< &;�"90<

TM< iZeWV`<bchb< 	�3<
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琉球沖永良部語上平川方言の言語資料 
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++一橋大学社会学研究科 
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キーワード：琉球諸語、奄美、沖永良部、消滅危機言語、言語復興、表記法

1 はじめに 

図１：沖永良部島、上平川集落の位置 

 本稿は沖永良部島の上平川集落（鹿児島県大島郡知名町字上平川）で話されている琉球

諸語（以下「ひょーむに（çoo+muɲi“上平川＋ことば”）」とする）の言語資料を提示す

る。言語資料はひょーむに母語話者（1957 年生）の創作物語「みちゃぬ ふい（土の 

言語記述論集 (                                                                                                )                           Journal of Kijutsuken, Descriptive Linguistics Study Group                                                                                                                             8                                                                                                                                (2016), 231-251
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声）」の第一話全文を収録する。また言語資料を記録するための現代日本語共通語のひら

がなをベースにした表記法（以下「ひらがな表記法」）を提案することも本稿を目的とし、

ひらがな表記法を整備するための言語音の調査も報告する。 

ひょーむにを含む琉球諸語・諸方言（地域言語）は、流暢な話者が概ね 60 歳以上であり、

母語として獲得している子どもがいない、世代間継承が断絶した消滅危機言語である。各

地域言語の言語体系を記述・記録する研究者の数・能力は限られており、これに依存する

だけでは多くの地域言語が近い将来消滅してしまう。しかし、母語話者や地域住民が容易

に使用することができ、かつ異なる言語音を一貫して書き分けられる表記法があれば、研

究者による地域言語の記述が進んでいないうちから、母語話者や地域住民がある程度の言

語記述を行うことができる。さらに母語話者や地域住民がこの表記法を用いることで、地

域コミュニティの手で言語資料を大量に記録することも可能である（山田 2015）。

UNESCO（2003）が提案する言語の消滅危機度測定では、表記法の有無と言語記録の質・

量が危機の度合いに大きく影響し、消滅の危機にある言語が表記法を持つこと、質の高い

言語資料を多く蓄積することが、消滅危機度が下がることを含意している。さらに、本稿

で言語資料として提示するような消滅危機言語を用いた創作活動も、言語の消滅危機度を

下げることに大きく貢献する要素である。 

 本稿で提案するひらがな表記法は、著者が言語資料の作者とともに言語音・音素を短期

間で特定しながら、小川（2015）が提案する琉球諸語のための統一的表記法を参照して作

成した。記述の進んでいない琉球諸語の数は、長期間滞在してフィールド調査を行う研究

者よりはるかに多く、本稿の手法が他の琉球諸語の初期調査およびひらがな表記法整備の

際に、コミュニティと協働で言語の記述・記録を効率的に進めるガイドラインとなること

が期待される。 

1.1 先行研究 

 沖永良部語は、口蓋化の音変化（kʲ→t͡ ɕ）を経た東部方言と、音変化を経なかった西部方

言に分かれることが知られている（真田・奥間 1986）。ひょーむには西部方言に属する。

沖永良部語に関する最も包括的な先行研究は平山（1986）である。平山（1986）は、東部

の和泊、国頭集落、西部の知名、瀬利覚集落の音韻、形態、統語論の一部を報告している。

近年では Lubbe and Tokunaga（2015） が西部の正名集落、東部の国頭集落の文法概略を発

表したほか、国立国語研究所が東部の出花、国頭集落、西部の瀬利覚、田皆集落における

語彙、文法調査の結果を刊行する予定である。ひょーむにに特化して報告した先行研究は

管見の限り存在しない。 

2 言語音の特定 

 ひらがな表記法は、基本的に開音節を単位とした表記法であり、頭子音と音節核となる

母音の組み合わせを一文字で表す。よって、地域言語が持つ言語音を母音と子音に分けて

特定することが、表記法整備の初期段階として必要である。実在する開音節に対応する文
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字が全て含まれるような文字セットを準備してひらがな表記法を作成する。つまり、その

言語の音として特定した子音・母音が、実際に開音節の頭子音・音節核となるかどうかの

調査は、ひらがな表記法作成時にはそれほど突き詰めず、論理的に可能な全ての組み合わ

せに該当する文字を用意し、言語記録が蓄積され、音韻論的記述が進むにつれて整理して

いく方針を採用する。 

 以下では、表層的に観察される母音と子音を特定する。使用するデータは全て、著者が

2015 年 9 月と 12 月に行った調査で、言語資料の作者である 1957 年生の母語話者から収集

した。言語資料「みちゃぬ ふい」の語彙 173 語1と、その追調査と、横山が沖永良部島国

頭集落で収集している調査データをもとにした調査で得た語彙 150 語2の計 323 語をデータ

として用いる。 

2.1 母音 

 ひょーむには表 1でまとめる五母音の短母音と長母音（母音の連続 VVとして表記する）

を持ち、表 2、表 3で示す対立が観察される。例えば表 2において、[i]と[u]の対立は、最上

段の[i]の行と右端の[u]の列が交差する欄に、tiati “手当”と kutu “こと”（t_#環境）とし

て示されている。 

表1 ：ひょーむにの母音

前 中 後 

高 i, ii u, uu 

中 e, ee o, oo 

低 a, aa 

表2 ：短母音の（準）最少対

i e a o u 

i sudi 袖 

ɸude 筆 

tɕimi 爪 

ama 母 

tiati 手当 

tinto 空 

tiati 手当 

kutu こと 

e ɸude 筆 

uda どこ 

hate 畑 

tinto 空 

akuɕe 退屈 

uɕu 後ろ 

a ura あなた 

mihediro 

ありがとう 

sata 砂糖 

satu 里 

o tinto 空 

kutu こと 

u 

1非自立語 25語（助詞類 20語、文末詞 5語）、活用語 48語を含む。異なる活用形も含めると 213語。 

2
 活用形・派生語も含めると 159語。 
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表3 ：長母音の最少対

i e a o u 

i jii 柄 

jee 祝い 

jii 柄 

jaa 家 

tii 手 

too 蛸 

jii 柄 

juu 湯 

e çee 蠅 

çaa 坂 

hee 灰 

hoo 水路 

jee 祝い 

juu 湯 

a taa 田 

too 蛸 

jaa 家 

juu 湯 

o too 蛸 

tuu 十 

u 

 表 4の語彙を用いて、各母音の第 1フォルマント（縦軸）、第 2フォルマント（横軸）を

計測した。表 4 中で下線を引いた H トーンが実現する各母音を持つ語彙を 3 つずつ用意し、

それぞれ 3 回ずつ母語話者が発音したものをそれぞれ計測した。その値を二次元に配置し

た母音空間図を図 2 に示す。各母音と音節を成す頭子音をそろえることはできなかったた

め、ばらつきが見られるが、五母音は音響的にもおおむね明瞭に区別されていると言える。 

表4 ：母音空間図作成に用いた語彙（下線部が計測した母音）

i e a o u 

miʑi 水 hate 畑 nama  今 ʑoo 門 ɸutuɕi 今年 

nabi 鍋 akuɕe 退屈 haganii 鏡 sampo ウズラ wudui 踊り 

tui 鳥 aite 相手 uda どこ hoo 水路 agu 友だち 

図 2：母音空間図（縦軸：F1, 横軸：F2） 
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 母音の長短は弁別的であると思われるが、これを示す最少対は観察されていない3。長母

音を含む語例のみが観察され、その長母音が最小語制約およびメロディー制約4による長音

化に由来せず、調査協力者が短母音との置き換えを「それはひょーむにの語彙ではない」

と判断した語を以下に列挙する。不十分な証拠ではあるがこれらの語例にもとづき、ひょ

ーむにには母音の長短が弁別的であると結論付ける。 

(1)  [ii] a. ɕiikusa “カタバミ” 

b. hooraɕagiisanu “嬉しそうな”

(2)  [ee] a. meenabi “若い娘” 

b. heeɲa “二の腕” 

c. teenee “丁寧” 

d. deeʑoobu “大丈夫” 

(3) [aa] a. maamii5 “豆” 

b. baaba “おばあさん”  

c. n’aatɕa “明日” 

d. taauɕagi “ツンとすました様子” 

(4)  [uu] a. muuru “みんな” 

b. ɕuuki “ごちそう” 

(5) [oo] a. hooraɕaɴ “嬉しい” 

b. deeʑoobu “大丈夫” 

2.2 子音 

表 5にひょーむにで観察される子音の表層形をまとめる。 

3 語末では母音の長短の対立がなく、長く実現するものは、メロディー制約（注 4 参照）または最少語

制約（自立語は 2モーラ以上）を満たすためのものと考えられる。 

4
 本稿では議論しないが、語彙的メロディー指定が HHLH である語彙が、3 モーラ以下の音韻語（自立語

（＋付属語））の場合に、一部のモーラが長音化することが観察されている（例：uʑu]ru=[mu “野菜＝

も”  vs. uʑu]u[ru “野菜”、a[b は aから bにかけてのピッチの上昇を、a]bは aから bにかけてのピッチ

の下降を表す（ [ と ] の標識は上野（2006）による）。 

5
 語末の iiはメロディー制約によって長音化した母音。属格標識=nuが付くと maami=nuとなる。 
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表5 ：ひょーむにの子音（表層形）

調音点 

調音方法 

両唇音 歯茎音 （歯茎） 

硬口蓋音 

軟口蓋音 口蓋垂／

声門音 

破裂音 無声 p t, ts tɕ k q 

有声 b d g 

摩擦音 無声 ɸ s ɕ, ç h 

有声 z ʑ 

鼻音 非喉頭化 m n ɲ ŋ ɴ 

喉頭化 m’ n’ ɲ’ 

弾き音 ɾ 

接近音 非喉頭化 w j 

喉頭化 w’ j’ 

 [p], [z], [ts]は、分布がオノマトペか借用語に限られるようである。以下にこれまで得られ

た語例をあげる。 

(6)  [p] a. sampo “ウズラ”6 

b. patɕiipatɕi “パチパチ”（擬音語） 

(7) [ts] a. kutsu “靴” 

b. aisatsu “あいさつ” 

(8) [z] a. hanzaɕi “人が集まるときなどに縁側を庭に延長したもの” 

b. uɾizummaami “うりずん豆（シカクマメ）”

c. zuboɾa “怠けること” 

 半母音[w], [j]と鼻音 [m], [n]に、喉頭化(C’)・非喉頭化(C)の対立があり、以下の（準）最

少対が存在する。ひょーむにの喉頭化子音は、例えば[m’]は、子音の開始点までは声門を閉

鎖して空気圧を高め、両唇の開放と同時に声門閉鎖を開放する調音方法で構音される。 

(9) a. wanu “私” b. w’aa “豚”

(10) a. juu “湯” b. j’uu “魚”

(11) a. maa “ここ” b. m’aa “そこ”

(12) a. naa “名前” b. n’aa “もう、もっと”

6
 sampo は沖永良部 4 地点で確認されており（国立国語研究所調査による）沖永良部語の中では定着して

いる語彙だと思われるが、与論語、沖縄諸語には存在せず語源は不明。 
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3 ひらがな表記法 

 ひょーむには以下で示す音節構造を許す。音節核となる母音以外は全て非義務的である。

この音節構造を拍音とし、ひょーむにで許されている拍音の表記法を作成する。 

(13) (C)(G)V(V)(N) C: 子音、V: 母音、G: 半母音、N: 鼻音 

 琉球諸語統一的表記法（小川 2015）にもとづいた、ひょーむにのひらがな表記法を、発

音表記、語例とともに表 6 に示す。この表記法は、現代日本語共通語のひらがなに補助記

号を加え、以下の形式に沿って琉球諸語の全拍音を表記できるよう設計されている。 

(14) 【補助記号】【主仮名（大文字）】【補助仮名（小文字）】【補助記号】

小川（2015）では主仮名の前に 4 つの補助記号が使われているが、ひょーむにでは喉頭化

音を表す「‘」（「ちょん」と呼ぶ）のみを使用する（例「‘ま」[m’a]）。また仮名文字の

後に続く補助記号は、ひょーむにでは「い」に続く「゛」（「てんてん」と呼ぶ）のみを

使用する7。喉頭化音の他に現代日本語共通語に無い拍音には、[ji], [j’i], [wu], [w’u]があり、

それぞれ「い゛」「‘い゛」「をぅ」「‘をぅ」を使用する。 

(15) a. 「いー」 [ii] “胃” b. 「い゛ー」 [jii] “柄” 

(16) a. 「うとぅ」 [utu] “音” b. 「をぅとぅ」 [wutu] “夫”

表 6 では、横方向に母音を、縦方向に子音（子音と半母音の組み合わせを含む）を取り、

それぞれの組合せを拍音として、各セルで表記を提示する。語例は概ね言語資料内の語彙

を例示したが、言語資料に該当する語が無い場合は、調査データから補足した語を用いて

いる。灰色の欄は使用語例が観察されていない拍音を表しており、ひょーむにに存在しな

い拍音というわけではない。小川（2015）で表記が設定されていないものは、ひょーむに

で観察される「ひぇ」をのぞき本稿でも表記を提案せず、同様にセルを灰色にしている。 

 Cje に関しては小川（2015）で報告されている「しぇ」[ɕe]と「じぇ」[ʑe]に加えて、ひょ

ーむにでは[çe]が観察され、これに「ひぇ」を新たに提案する。また、[ɕ], [ʑ], [tɕ], [ç], [ɲ] は、

破裂音と同様に[s], [z], [ts], [h], [n]に半母音[j]が続いたもの（[sj], [zj], [tsj], [nj]）の表層形と

する分析が可能である。Cje は未観察のものが多いが、語例が観察された場合はこの分析を

仮定して以下の方針にもとづき、新たな表記法を用意する。 

7
  小川（2015）は、現代日本語共通語で濁点および半濁点が付く仮名文字（「ば」「ぱ」など）を、主仮

名として扱っている。 
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(17) Cjeに関する方針

i) 基本的には（基底形で）半母音[j]無しの拍音と同じ子音を持つ Ciを表す主仮名に、

小文字の「ぇ」を補助記号として付す（例：「き」＋「ぇ」＝「きぇ」）。

ii) Ci を表す主仮名に小文字の「ぃ」を補助記号として用いる「てぃ」「でぃ」

「つぃ」「ふぃ」は、これらの主仮名に小文字の「ぇ」を付し、「てぇ」「で

ぇ」「つぇ」「ふぇ」とする。

 Cwは現時点では「くゎ」[kwa]のみが観察されているが、沖永良部語国頭方言では「ぐゎ」

[gwa]も観察されている（例：magwa“孫”）。表の体裁の都合上「くゎ」のみを最後に提

示したが、新たに観察された場合は以下の方針にもとづき表記法を作成することとする

（小川（2015）と同じ方針）。 

(18) Cwaに関する方針

i) 基本的に Cwaを表すには、子音を同じくする Cuの主仮名に、小文字の「ゎ」を

補助記号として付す。

ii) Cu に小文字の「ぅ」を補助仮名として用いる「とぅ」「どぅ」は、これらの主

仮名に小文字の「ゎ」を付し、「とゎ」「どゎ」とする。

 軟口蓋よりもかなり奥に舌背（後舌面）を接触させて作られる（口蓋垂）無声破裂音[q]

は、語頭位置かつ[o]の前にのみ現れ、語頭位置では[o]の前には軟口蓋無声破裂音[k]は現れ

ない（[k]は他の全ての母音の前に現れる）。よって(19)の音韻規則を仮定し、表 6 では[qo]

を子音[k]の行に含める。 

(19) a. qoi “肥やし”

b. qoi “鋤”

c. k  q / word[ _o

表6 ：ひょーむにのひらがな表記法と語例

a i u e o 

 あ  a い i う u え e お o 

あぐ 

agu 

友だち 

いち 

itɕi 

いつ 

うじゅる 

uʑuɾu  

野菜 

おー 

oo 

泡、粟 

k か ka き ki く ku け ke こ ko(qo) 

かみゅん 

kamjuɴ 

食べる 

きー 

kii 

気 

くさ 

kusa 

草 

けーたん 

keetan 

かけた 

こい 

qoi 

鋤、肥やし 
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kj きゃ kja kji きゅ kju kje きょ kjo 

わきゃ 

wakja 

私たち 

きゅーしが 

kjuuɕiga 

来るが 

g が ga ぎ gi ぐ gu げ ge ご go 

がん gaɴ 

そう 

ぎーさぬ 

giisanu 

～そうな 

しぐとぅ 

ɕigutu 

仕事 

じょーきげん
ʑookigeɴ  

上機嫌 

ごくらく 

gokuɾaku 

極楽 

gj ぎゃ gja gji ぎゅ gju gje ぎょ gjo 

ぎゃー 

gjaa 

カヤ（植物）

s さ sa すぃ si す su せ se そ so 

さいご 

saigo 

最後 

すば 

suba 

そば（傍、側） 

そー 

soo 

竿 

ɕ しゃ ɕa し ɕi しゅ ɕu しぇ ɕe しょ ɕo 

しゃー 

ɕaa 

下、舌 

しー 

ɕii 

縁（へり） 

しゅーき 

ɕuuki 

ごちそう 

あくしぇ 

akuɕe 

退屈 

z ざ za ずぃ zi ず zu ぜ ze ぞ zo 

はんざし 

hanzaɕi 

座敷を庭に延

長したもの 

うりずんまーみ
uɾizummaami 

うりずん豆 

ʑ じゃ ʑa じ ʑi じゅ ʑu じぇ ʑe じょ ʑo 

じゃま 

ʑama 

邪魔 

いじ 

iʑi 

行き 

うじゅる 

uʑuɾu 

野菜 

なーじぇ 

naaʑe 

無いか 

にじょさい 

niʑosai 

かわいそうに 

t た ta てぃ ti とぅ tu て te と to 

たーうしゃぎ 

taauɕagi  

すました様子 

てぃだ 

tida 

太陽 

とぅびゃがたん 

tubjagataɴ 

飛び散った 

はて 

hate 

畑 

とー 

too 

蛸 

tj てゃ tja tji てゅ tju tje てょ tjo 

d だ da でぃ di どぅ du で de ど do 

うだ 

uda 

どこ 

まんでぃ 

mandi 

たくさん 

むどぅたん 

mudutaɴ 

戻った 

でーじょーぶ 

deeʑoobu 

大丈夫 

=どー 

=doo 

＝よ 

dj でゃ dja dji でゅ dju dje でょ djo 

＝でゃ 

=dja 

＝のだ 

＝でょ 

=djo 

＝だよ 
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ts つぁ tsa つぃ tsi つ tsu つぇ tse つぉ tso 

あいさつ 

aisatsu 

あいさつ 

tɕ ちゃ tɕa ち tɕi ちゅ tɕu ちぇ tɕe ちょ tɕo 

みちゃ 

mitɕa 

土 

ちら 

tɕiɾa 

顔 

ちゅー 

tɕuu 

人 

ちょーねー 

tɕoonee 

少し 

n な na ni ぬ nu ね ne の no 

なま 

nama 

今 

ぬー 

nuu 

何 

ねま 

nema 

寝床 

のーぎー 

noogii 

のこぎり 

ɲ にゃ ɲa に ɲi にゅ ɲu にぇ ɲe にょ ɲo 

しらにゃ 

ɕiɾaɲa 

しないと 

にじょさい 

ɲiʑosai 

かわいそうに 

n’ ‘な n’a n’i ‘ぬ n’u ‘ね n’e ‘の n’o 

‘なーちゃ 

n’aatɕa 

明日 

‘ねー 

n’ee 

少し 

ɲ’ ‘にゃ ɲ’a ‘に ɲ’i ‘にゅ ɲ’u ‘にぇ ɲ’e ‘にょ ɲ’o 

‘にゃーとぅん 

ɲ’aatuɴ 

玉城（集落名） 
h は ha hi ほぅ hu へ he ほ ho 

はぎ 

hagi 

足 

へーさ 

heesa 

早く 

ほー 

hoo 

肌 

ç ひゃ ça ひ çi ひゅ çu ひぇ çe ひょ ço 

ひゃー 

çaa 

坂 

ひんび 

çimbi 

毎日 

ひゅー 

çuu 

今日 

ひぇー 

çee 

蠅 

ひょー 

çoo 

上平川（集落名） 

ɸ ふゎ ɸa ふぃ ɸi ふ ɸu ふぇ ɸe ふぉ ɸo 

ふぁー 

ɸaa 

葉 

ふい 

ɸui 

声 

ɸj ふゃ ɸja ɸji ふゅ ɸju ɸje ふょ ɸj 

p ぱ pa ぴ pi ぷ pu ぺ pe ぽ po 

パチーパチ8 

patɕiipatɕi 

パチパチ 

さんぽ 

sampo 

ウズラ

8
 オノマトペはカタカナで表記する。 
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pj ぴゃ pja pji ぴゅ pju pje ぴょ pjo 

b ば ba び bi ぶ bu べ be ぼ bo 

すば 

suba 

そば（傍,側） 

ひんび 

çimbi 

毎日 

ちぶる 

tɕibuɾu 

頭 

＝んたべ 

=ntabe 

＝まで 

bj びゃ bja bji びゅ bju bje びょ bjo 

びゃー 

bjaa 

ニラ

m ま ma み mi む mu め me も mo 

まんでぃ 

mandi 

たくさん 

みー 

mii 

実 

むーる 

muuɾu 

みんな 

めー 

mee 

前 

もーきゆん 

mookijuɴ 

儲ける 

mj みゃ mja mji みゅ mju mje みょ mjo 

きちみゃー 

kitɕimjaa 

聞いてみよう 

たるみゅん 

taɾumjuɴ 

頼む 

m’ ‘ま m’a ‘み m’i ‘む m’u ‘め m’e ‘も m’o 

‘まー 

m’aa 

そこ 

‘むいのこし 

m’uinokoɕi 

思い残し 

‘もーり 

m’ooɾi 

ようこそ 

m’j ‘みゃ m’ja m’ji ‘みゅ m’ju ‘みぇ m’je ‘みょ m’jo 

‘みゃー 

m’jaa 

猫 

‘みゅん 

m’juɴ 

思うこと 

j や ja い゛ ji ゆ ju いぇ je よ jo 

やわらたまー

ぬ 

jawaɾatamaanu 

柔らかい 

い゛る 

jiɾu 

夜 

ゆくゎ 

jukwa 

良い 

いぇー 

jee 

祝い 

よー 

joo 

そっと、じっと 

j’ ‘や j’a ‘い゛ j’i ‘ゆ j’u ‘いぇ j’e ‘よ j’o 

‘ゆー 

j’uu 

魚 

‘よー 

j’oo 

ほら穴 

ɾ ら ɾa り ɾi る ɾu れ ɾe ろ ɾo 

ちら 

tɕiɾa 

顔 

ふり 

ɸuɾi 

これ 

たる 

taɾu 

誰 

みへでぃろ 

mihediɾo 

ありがとう 

ɾj りゃ ɾja ɾji りゅ ɾju ɾje りょ ɾjo 

なりゃ 

naɾja 

なれば 
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w わ wa うぃ wi をぅ wu うぇ we うぉ wo 

わぬ 

wanu 

私 

をぅらどぅたし 

wuɾadutaɕi 

叫んでいたの 

w’ ‘わ w’a ‘うぃ w’i ‘う゛ w’u ‘うぇ w’e ‘うぉ w’o 

‘わー 

w’aa 

豚 

etc. くゎ kwa ん m~n~ŋ~ɴ ーVV っ CC 

くゎんきゃ 

kwaŋkja 

子どもたち 

い゛んが 
jiŋga 

男 

むーる 

muuɾu 

みんな 

4 言語資料 

 ひょーむに母語話者（1957 年生）による創作物語「みちゃぬ ふい（土の 声）」全文

を言語資料として提示する。接語（付属語）境界を「＝」、複合語境界を「+」で表示し、

(20)で例示する五段の記述方法を用いる。1 行目のひょーむに文と 2 行目の日本語文は、意

訳や分かち書きも含め、絵本（松村ほか 2016）として出版した原文のままとする。ただし

原文では登場人物の台詞を太字で表しているが、本稿では「」で表記する。 

(20)  みちゃぬ ふい ←原文（ひょーむにひらがな表記） 

土の 声  ←原文（日本語） 

みちゃ＝ぬ ふい  ←分析形（ひらがな表記） 

mitɕa=nu ɸui ←分析形（表層形発音記号） 

土＝の 声 ←語釈 

物語要約 

畑の野菜たちに御用聞きに行ったゆきぐゎー（ゆきちゃん）は、種を残そうとする雑草の

カタバミの願いを聞き入れ、引き抜くのを一日待つことにする。帰り際、日照り続きで苦

しんでいた土の声を聞き、土の手入れをして帰る。翌日カタバミを引き抜きに行くと…。 

[1] あくしぇ しゅんどー

たいくつだなあ

あくしぇ しゅん＝どー

akuɕe ɕun=doo 

退屈 する＝よ 
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[2] ひゅーわ ぬーむ しゅーぬ くとぅ なん

きょうは なにも することがない

ひゅー＝わ ぬー＝む しゅーぬ くとぅ なん

çuu=wa nuu=mu ɕuunu kutu naɴ 

今日＝は 何＝も する こと ない 

[3] はてち いじ ぬーか しゅーぬ くとぅ なんか きちみゃー

はたけに いって なにか おてつだいすることが ないか きいてみよう

はて＝ち いじ ぬー＝か しゅーぬ くとぅ なん＝か きち みゃー

hate=tɕi iʑi nuu=ka ɕuunu kutu naŋ=ka kitɕi mjaa 

畑＝に 行って 何＝か する こと ない＝か 聞いて みよう 

[4] うじゅるち ふい けーたん

やさいに こえを かけた

うじゅる＝ち ふい けーたん 

uʑuɾu=tɕi ɸui keetaɴ 

野菜＝に 声 かけた 

[5] 「むーる ぬーか しゅーぬ くとぅ なーじぇ」

「こんにちは なにか おてつだい しましょうか」

むーる ぬー＝か しゅーぬ くとぅ なーじぇ 

muuɾu nuu=ka ɕuunu kutu naaʑe 

みんな 何＝か する こと ないか 

[6] たーうしゃぎ しー たるむ ひんと しらん

ツンとすまして だれも へんじをしてくれない

たーうしゃぎ しー たる＝む ひんと しらん 

taauɕagi ɕii taɾu=mu çinto ɕiɾaɴ 

ツンとすました様子 して 誰＝も 返答 しない 

[7] はてぬ しーぬ はなちむ ふい けーたん

はたけのまわりの はなにも こえをかけた

はて＝ぬ しー＝ぬ はな＝ち＝む ふい けーたん 

hate=nu ɕii=nu hana=tɕi=mu ɸui keetaɴ 

畑＝の 縁＝の 花＝に＝も 声 かけた 

[8] 「ひゅーわ まーにおーとぅん」

「きょうは まにあってまーす。」

ひゅー＝わ まーにおーとぅん

çuu=wa maaniootuɴ

今日＝は 間に合っている
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[9] むーる ほーらしゃぎーさぬ ちらし ひんと しー くりたん

みんな ニコニコしながら こたえてくれた

むーる ほーらしゃ ぎーさぬ ちら＝し ひんと しー くりたん

muuɾu hooɾaɕa giisanu tɕiɾa=ɕi çinto ɕii kuɾitaɴ 

みんな 嬉しい そうな 顔＝で 返答 して くれた 

[10]くさちむ はなし しー みちゃん

くさにも はなしかけてみた

くさ＝ち＝む はなし しー みちゃん

kusa=tɕi=mu hanaɕi ɕii mitɕaɴ 

草＝に＝も 話 して みた 

[11] 「どーか ‘なー ‘ねー ふぬ まま よー しみてぃ くりり」

「おねがいだから もう すこし このまま そっと しておいて くれよ」

どーか ‘なー ‘ねー ふぬ まま よー しみてぃ くりり 

dooka n'aa n'ee ɸunu mama joo ɕimiti kuɾiɾi 

どうか もう 少し この まま そっと させて くれ 

[12] 「なまがでぃ しにぶしゃなん」

「まだ しにたくないよ」

なま＝がでぃ しに＋ぶしゃ なん

nama=gadi ɕiɲi+buɕa naɴ

まだ 死にたくない

[13]なま さいごぬ はな さかさんでぃ しゅーぬ とぅくるでゃ

「いま さいごの はなを さかそうと しているところなんだ」

なま さいご＝ぬ はな さかさん＝でぃ しゅーぬ とぅくる＝でゃ 

nama saigo=nu hana sakasan=di ɕuunu tukuɾu=dja 

今 最後＝の 花 咲かそう＝と する ところ＝だ 

[14]なーちゃんたべ まちくりり

「あしたまで まってくれよ」

‘なーちゃ＝んたべ まち くりり 

n'aatɕa=ntabe matɕi kuɾiɾi 

明日＝まで 待って くれ 

[15] 「わかたん わかたん」ち ちぶる なーでぃたんきゃ

「わかった わかった」と あたまを なでると

わかたん わかたん＝ち ちぶる なーでぃたん＝きゃ

wakataɴ wakatan=tɕi tɕibuɾu naaditaŋ=kja

わかった わかった＝と 頭 なでた＝なら
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[16]パチーパチ しーくさぬ みーぬ とぅびゃがたん

パチパチ カタバミのみが げんきよく はじけとんだ

パチーパチ しーくさ＝ぬ みー＝ぬ とぅびゃがたん 

patɕiipatɕi ɕiikusa=nu mii=nu tubjagataɴ 

パチパチ カタバミ＝の 実＝が 飛びちった 

[17]しぐとぅ しまちゃぬ はなぬ わかりぬ あいさつぬ きかたん

おしごとを すませた はなたちの さよならの あいさつが きこえた

しぐとぅ しまちゃぬ はな＝ぬ わかり＝ぬ あいさつ＝ぬ きかたん 

ɕigutu ɕimatɕanu hana=nu wakaɾi=nu aisatsu=nu kikataɴ 

仕事 済ませた 花＝の 別れ＝の あいさつ＝が 聞こえた 

[18] 「ひゅーわ たるむ あいて しー くりらじぇ」

「きょうは だれも あいて して くれないのか」

ひゅー＝わ たる＝む あいて しー くりらじぇ 

çuu=wa taɾu=mu aite ɕii kuɾiɾaʑe 

今日＝は 誰＝も 相手 して くれないか 

[19] 「みじらしゃなんやー」

「つまらないの…」

みじらしゃ なん＝やー

miʑiɾaɕa naɴ=jaa

おもしろい ない＝な

[20]むどぅらんでぃ しゃんきゃ うだかんてぃ あびゆぬ ふいぬ しゃん

かえろうと すると どこかで よびとめる こえが した

むどぅらん＝でぃ しゃん＝きゃ うだ＝か＝んてぃ あびゆぬ ふい＝ぬ しゃん 

muduɾan=di ɕaŋ=kja uda=ka=nti abijunu ɸui=nu ɕaɴ 

戻ろう＝と したら どこ＝か＝で 呼ぶ 声＝が した 

[21] うしゅ むこたしが うじゅるむ はなむ くさむ あてぃなぬ ほんかどぅ しゅーる

ふりかえるが やさいも はなも くさも しらんぷりだ

うしゅ むこた＝しが うじゅる＝む はな＝む くさ＝む あてぃなぬ ほんか＝どぅ しゅーる 

uɕu mukota=ɕiga uʑuɾu=mu hana=mu kusa=mu atinanu hoŋka=du ɕuuɾu 

後ろ 向いた＝が 野菜＝も 花＝も 草＝も 知らない ふり＝ぞ9 している 

[22] よー しゅーてぃ きー ちきてぃ きちみちゃん

じっと みみを すまして きいてみた 

よー しゅーてぃ きー ちきてぃ きち みちゃん 

joo ɕuuti kii tɕikiti kitɕi mitɕaɴ 

じっと して 気 つけて 聴いて みた 

9
 いわゆる焦点助詞=duの語釈は「これぞまさに」などの「＝ぞ」とする。 
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[23]がん しゃんきゃ はぎぬ すばんてぃ ふいぬ しゃん

すると あしもとで こえがした

がん しゃんきゃ はぎ＝ぬ すば＝んてぃ ふい＝ぬ しゃん 

gaɴ ɕaŋkja hagi=nu suba=nti ɸui=nu ɕaɴ 

そう したら 足＝の そば＝で 声＝が した 

[24] 「わぬでゃ わぬでゃ へーさ きー ちち くりりでゃ」

「わたしよ わたしよ はやく きづいてちょうだい」

わぬ＝でゃ わぬ＝でゃ へーさ きー ちち くりり＝でゃ

wanu=dja wanu=dja heesa kii tɕitɕi kuɾiɾi=dja 

私＝だ 私＝だ 早く 気 付いて くれ＝だ 

[25]わが がんし だりちきとぅし わからじぇ

「わたしが こんなに つかれきっているのが わからないの」

わ＝が がんし だり＋ちきとぅ＝し わからじぇ 

wa=ga gaɴɕi daɾi+tɕikitu=ɕi wakaɾaʑe 

私＝が こんなに 疲れ-きっている＝の わからないか 

[26]しんがり ふいし をぅらどぅたしわ みちゃ やたん

しわがれごえで さけんでのは つちだった

しんがり ふい＝し をぅらどぅた＝し＝わ みちゃ やたん

ɕiŋgaɾi ɸui=ɕi wuɾaduta=ɕi=wa mitɕa jataɴ 

しわがれ 声＝で 叫んでいた＝の＝は 土 だった 

[27] 「あべー うらどぅ やてぃな あべあべー がんしむ だりちきてぃ」

「あら あなただったの あらあら こんなに やつれてしまって…」

あべー うら＝どぅ やてぃな あべあべー がんし＝む だり＋ちきてぃ 

abee uɾa=du jatina abeabee gaɴɕi=mu daɾi+tɕikiti 

あらー あなた＝ぞ だったか あらあら こんなに＝も 疲れ＋きって 

[28] 「ひんび てぃだぬ てぃーちきとぅんとぅ ほーぬ ありたさやー」

「まいにち カンカンでりだから おはだが あれたのね」

ひんび てぃだ＝ぬ てぃー＋ちきとぅんとぅ ほー＝ぬ ありたさ＝やー

çimbi tida=nu tii+tɕikituntu hoo=nu aɾitasa=jaa 

毎日 太陽＝が 照り＋つけているから 肌＝が 荒れた＝ね 

[29] 「にじょさい… しまだな あたんやー」

「かわいそうに… ごめんなさいね」

にじょさい しまだな あたん＝やー 

ɲiʑosai ɕimadana ataɴ=jaa 

かわいそうに すまないで あった＝ね 
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[30] 「きー ちかだな あたんどー」

「きがつかなかったわ」

きー ちかだな あたん＝どー 

kii tɕikadana atan=doo 

気 付かないで あった＝よ 

[31] 「すぐ ほーぬ てぃあて しらにゃ ならん」

「すぐ おはだの おていれを しなきゃ」

すぐ ほー＝ぬ てぃあてぃ しらにゃ ならん

sugu hoo=nu tiati ɕiɾaɲa naɾaɴ 

すぐ 肌＝の 手当て しないと ならない 

[32] 「さーさ ほー むまー」

「さあ マッサージを はじめましょう」

さーさ ほー むまー 

saasa hoo mumaa 

さあ 肌 揉もう 

[33]てーねーに みちゃむみ ちじきたん

ていねいに つちの マッサージを つづけた

てーねー＝に みちゃ＋むみ ちじきたん 

teenee=ɲi mitɕa+mumi tɕiʑikitaɴ 

丁寧＝に 土＋揉み 続けた 

[34]がん しゃんきゃ フクフク やわらたまーぬ ほー なたん

すると やわらかい おはだに なった 

がん しゃん＝きゃ フクフク やわらたまーぬ ほー なたん 

gan ɕaɲ=kja ɸukuɸuku jawaɾatamaanu hoo nataɴ 

そう した＝なら フクフク 柔らかい 肌 なった 

[35]みちゃわ ほーらしゃぎーさぬ ちら なてぃ ふいにむ はりぬ むどぅたん

つちは ニコニコした かおに なり こえにも げんきが もどった

みちゃ＝わ ほーらしゃ ぎーさぬ ちら なてぃ ふい＝に＝む はり＝ぬ むどぅたん 

mitɕa=wa hooɾaɕa giisanu tɕiɾa nati ɸui=ni=mu haɾi=nu mudutaɴ 

土＝は 嬉しい そうな 顔 なって 声＝に＝も 張り＝が 戻った 

[36] 「あー ごくらくどー」

「あー きもちいいわー」

あー ごくらく＝どー

aa gokuɾaku=doo

あー 極楽＝よ
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[37] 「いきういぬ いじてぃ きちゃんどー」

「いきかえったわー」

いきうい＝ぬ いじてぃ きちゃん＝どー

ikiui=nu iʑiti kitɕan=doo 

勢い＝が 出て 来た＝よ 

[38] 「ふりし また ちゃんとぅ しぐとぅ しらゆんわー」

「これで また ちゃんと おしごとが できるわ」

ふり＝し また ちゃんとぅ しぐとぅ しらゆん＝わー

ɸuɾi=ɕi mata tɕantu ɕigutu ɕiɾajun=waa

これ＝で また ちゃんと 仕事 できる＝わ

[39] うぬ い゛る うーあみぬ ふたん

その よる おおあめが ふった

うぬ い゛る うー＋あみ＝ぬ ふたん

unu jiɾu uu+ami=nu ɸutaɴ 

その 夜 大雨＝が 降った 

[40]ちぎぬ あさ むーるち あいさつ しんぎゃ いじゃんきゃ

つぎの あさ みんなに あいさつを しに いったら

ちぎ＝ぬ あさ むーる＝ち あいさつ し＝んぎゃ いじゃん＝きゃ 

tɕigi=nu asa muuɾu=tɕi aisatsu ɕi=ŋgja iʑaŋ=kja 

次＝の 朝 みんな＝に あいさつ し＝に 行く＝と 

[41] うじゅるむ はなむ くさむ じょーきげんぬ ちら しゅーたん

やさいも はなも くさも きもちよさそうな かおを していた

うじゅる＝む はな＝む くさ＝む じょーきげん＝ぬ ちら しゅーたん 

uʑuɾu=mu hana=mu kusa=mu ʑookigen=nu tɕiɾa ɕuutaɴ 

野菜＝も 花＝も 草＝も 上機嫌＝の 顔 していた 

[42]しーくさぬ すばち いじゃん

カタバミの そばにいった

しーくさ＝ぬ すば＝ち いじゃん 

ɕiikusa=nu suba=tɕi iʑaɴ 

カタバミ＝の そば＝に 行った

[43] 「わー しぐとぅわ しだんどー」

「ぼくの しごとは おわったよ」

わー しぐとぅ＝わ しだん＝どー 

waa ɕigutu=wa ɕidan=doo 

私 仕事＝は 済んだ＝よ 
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[44] 「‘なー ぬーむ ‘むいぬこしわ なんどー」

「もう なにも おもいのこすことは ないな」

‘なー ぬー＝む ‘むいぬこし＝わ なん＝どー 

n'aa nuu=mu m'uinukoɕi=wa nan=doo 

もう 何=も 思い残し＝は ない＝よ 

[45] 「いちんたべむ むーるが じゃま なゆんきゃ いかんとぅ たるまー」

「いつまでも みんなの じゃまに なったら いけないから たのむよ」

いち＝んたべ＝む むーる＝が じゃま なゆん＝きゃ いかん＝とぅ たるまー 

itɕi=ntabe=mu muuɾu=ga ʑama najuŋ=kja ikan=tu taɾumaa 

いつ＝まで＝も みんな＝の 邪魔 なる＝と いけない＝から 頼もう 

[46] 「うぬうち わー くゎんきゃが じゃま しんぎゃ きゅーしが たるみゅんど」

「そのうち ぼくの こどもたちが じゃましに くるだろうが なかよくしてくれよ」

うぬ うち わー くゎ＝んきゃ＝が じゃま し＝んぎゃ きゅー＝しが たるみゅん＝ど 

unu utɕi waa kwa=ŋkja=ga ʑama ɕi=ŋgja kjuu=ɕiga taɾumjun=do 

その うち 私 子ども＝たち＝が 邪魔 し＝に 来る＝が 頼む＝よ 

[47]はら きみたぬ い゛んがぬ ふいぬ しゃん

かくごを きめた おとこの こえがした

はら きみたぬ い゛んが＝ぬ ふい＝ぬ しゃん 

haɾa kimitanu jiŋga=nu ɸui=nu ɕaɴ 

腹 決めた 男＝の 声＝が した 

[48]しーくさ はがいぬじゃんきゃ うりずんまーみぬ ちら いじゃちゃん

カタバミを ひきぬいたら うりずんまめが かおを だした

しーくさ はがい＋ぬじゃん＝きゃ うりずんまーみ＝ぬ ちら いじゃちゃん 

ɕiikusa hagai+nuʑaŋ=kja uɾizunmaami=nu tɕiɾa iʑatɕaɴ 

カタバミ 引き＋抜いた＝なら うりずん豆＝が 顔 出した 

[49] 「みへでぃろどー ふりし よーやく わきゃちむ てぃだぬ あたゆんどー」

「ありがとう これで ようやく ぼくたちにも おひさまが あたるよ」

みへでぃろ＝どー ふり＝し よーやく わきゃ＝ち＝む てぃだ＝ぬ あたゆん＝どー

mihediɾo=doo ɸuɾi=ɕi joojaku wakja=tɕi=mu tida=nu atajun=doo 

ありがとう＝よ これ＝で ようやく 私たち＝に＝も 太陽＝が 当たる＝よ 

[50] 「なまから きばてぃ あき なりゃ まんでぃ みー ちきゆんどー」

「これから がんばって あきに なったら いっぱい みを つけるぞ」

なま＝から きばてぃ あき なりゃ まんでぃ みー ちきゆん＝どー 

nama=kaɾa kibati aki naɾja mandi mii tɕikijun=doo 

今＝から がんばって 秋 なれば たくさん 実 付ける＝よ 
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[51] 「‘なー わきゃ くとぅわ しゅわ しーぐりなんどー」

「もう ぼくたちの ことは しんぱいしなくていいよ」

‘なー わきゃ くとぅ＝わ しゅわ しーぐりなん＝どー

n'aa wakja kutu=wa ɕuwa ɕii＋guɾinan=doo 

もう 私たち こと＝は 心配 し＋なくていい＝よ 

[52] 「わきゃ しゅーきわ てぃだどぅ やんとぅ ‘なー でーじょーぶどや」

「ぼくたちの ごちそうは おひさまだから もう だいじょうぶだよ」

わきゃ しゅーき＝わ てぃだ＝どぅ やん＝とぅ ‘なー でーじょーぶ＝どや

wakja ɕjuuki=wa tida=du jan=tu n'aa deeʑoobu=doja

私たち ごちそう＝は 太陽＝ぞ だ＝から もう 大丈夫＝だよ

[53] 「うぬうちに しーくさぬ くゎんきゃが じゃま しんぎゃ きゅーぬ はじ やしが」

「そのうち カタバミの こどもたちが じゃましに くるだろうが」

うぬ うち＝に しーくさ＝ぬ くゎ＝んきゃ＝が じゃま しん＝ぎゃ きゅーぬ はじ や＝しが

unu utɕi=ɲi ɕiikusa=nu kwa=ŋkja=ga ʑama ɕiŋ=gja kjuunu haʑi ja=ɕiga 

その うち＝に カタバミ＝の 子ども＝たち＝が 邪魔 し＝に 来る はず だ＝が 

[54] 「うぬ くるにわ ‘なーひ ふでぃとぅんとぅ」

「そのころには ぼくたちは もっと おおきくなっているから」

うぬ くる＝に＝わ ‘なーひ ふでぃとぅん＝とぅ

unu kuɾu=ɲi=wa n'aaçi ɸuditun=tu

その 頃＝に＝は もっと 育っている＝から

[55] 「うぬ くゎんきゃとぅむ ゆくゎあぐ しー いかゆも」

「そのこたちとも なかよくやっていけるさ」

うぬ くゎ＝んきゃ＝とぅ＝む ゆくゎ あぐ しー いかゆ＝も

unu kwa=ŋka=tu=mu jukwa agu ɕii ikaju=mo 

その 子ども＝たち＝と＝も 良い 友だち して 行ける＝よ 

[56]しぐとぅ しまちゃぬ しーくさわ ゆりぬはかに うちゃん

おしごとを すませた カタバミは ゆりのはかに おいた

しぐとぅ しまちゃぬ しーくさ＝わ ゆり＝ぬ はか＝に うちゃん

ɕigutu ɕimatɕanu ɕiikusa=wa juɾi=nu haka=ɲi utɕaɴ 

仕事 済ませた カタバミ＝は ユリ＝の 墓＝に 置いた 

[57] ‘まーわ はなぬ みちゃち むどぅゆぬ ねまどぅ やーる

そこは くさや はなが つちに かえる ねどこだ

‘まー＝わ はな＝ぬ みちゃ＝ち むどぅゆぬ ねま＝どぅ やーる

m'aa=wa hana=nu mitɕa=tɕi mudujunu nema=du jaaɾu 

そこ＝は 花＝が 土＝に 戻る 寝床＝ぞ だ 
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書評: Alexandra Y. Aikhenvald The Art of Grammar —A Practical Guide—
Oxford: Oxford University Press, 2015, xxiii+380pp.

林　範彦

神戸市外国語大学・jinozu@yahoo.co.jp

キーワード：フィールド言語学、参照文法、言語調査法、文法執筆

「現地調査は楽しい。なにしろ自分がノートに書き取っていることの殆どすべてが今まで世に知ら

れていなかった新情報なのである。しかし本当の苦労は、帰国後それらの資料を整理し、まとめ、

発表までもって行く段階にある。年を単位のつらい日々に堪えねばならぬ。」(土田 1978: 36)

1 はじめに

本稿は Aikhenvald氏 1の最新刊の著作である The Art of Grammar —A Practical Guide—2の

書評である。本書は同氏の豊富な現地調査に基づいた言語研究と 30年に渡る参照文法の読破に

裏打ちされた類型論的分析の経験則の集大成と言える。端的に述べれば、言語研究者がいかに

してよい文法を記述し、また他の参照文法をいかにして読むべきかをまとめた書籍であると言

えよう。本稿ではこれから現地調査に基づく言語学 (通称「フィールド言語学」)を始める人だ

けでなく、これまでいくぶん経験を積んだ研究者にとっても有用な 1冊であることを述べたい。

本稿の構成は以下のとおりである。まず 2節では本書の各章の概要および要点を簡潔にまと

める。そして 3節で 2節での内容をふまえ、本書の特長と問題点の指摘を行う。4節で (特にこ

れから始めようとする)フィールド言語学徒に対する本書の利用法と今後読み進めるべき関連文

献を提示する。5節で本稿を締めくくる。

2 本書の構成

本書は全部で xxiii + 380ページである。本文に入る前に、“Preamble (前置き)” として本書で

書かれていることを簡潔に述べている。その後、15章に渡る本文では、いかにして明解で完成

度の高い個別言語の文法を書くべきかが解説されている。巻末 (pp.317–331)には本書に関連す

る言語学の術語 334項目の簡明な説明が付されている。本文を読む際には適宜参照しておくべ

1 著者の研究に関する情報は現在の所属先である James Cook Universityのウェブサイトでも閲覧で
きる。

https://research.jcu.edu.au/portfolio/alexandra.aikhenvald (2016年 1
月 13日閲覧)

2 本書の邦題をつけるとすれば『文法を書くための技術 (こつ) —実践的な手引書—』とでもなるだろ
う。
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きだろう 3。

本文の章立ては表 1のとおりである。

表 1 本書の章立て

第 1章 Introduction: towrite a grammar pp.1–29

(序章: 文法を書くには)

第 2章 A language and its setting pp.30–45

(言語とそれを取り巻く状況)

第 3章 Basics (文法記述の基礎) pp.46–58

第 4章 Sounds and their functions (音とその機能) pp.59–80

第 5章 Word classes (語類) pp.81–102

第 6章 Nouns (名詞) pp.103–128

第 7章 Verbs (動詞) pp.129–156

第 8章 Adjectives and adverbs (形容詞と副詞) pp.157–170

第 9章 Closed classes (閉じた語類) pp.171–204

第 10章 Who does what to whom: grammatical relations pp.205–224

(誰が誰に何をするか—文法関係)

第 11章 Clause and sentence types (節と文のタイプ) pp.225–244

第 12章 Complex sentences and clause linking pp.245–266

(複文と節連結)

第 13章 Language in context (文脈における言語) pp.267–285

第 14章 Why is a language the way it is? pp.286–305

(言語がかくの如くある理由)

第 15章 How to create a grammar and how to read one pp.306– 316

(参照文法の書き方と読み方)

各章はフラットな形で書かれているが、実質的には 4つのカテゴリーに分割できるだろう。

すなわち、表 2のようにまとめられる。

以下では、この 4つのカテゴリーの概要を述べる。

3 言語学の術語は研究者によって異なった意味で用いられることもしばしば見受けられる。英語で書
かれた言語学の教科書には巻末に同様の術語集を掲載しているものも多い (Payne 2006など)。しか
し、そのような教科書の術語説明は簡便なものにすぎない。よって、更に詳しい説明を求める場合
は言語学辞典を適宜参照すべきであろう。Crystal (2008),亀井ほか (1996),斎藤ほか (2015)などは
参考となる。亀井ほか (1996)は特に構造主義言語学や言語学史に強く、詳細な記述に定評がある。
一方、Crystal (2008)や斎藤ほか (2015)は最新の理論言語学の用語についても触れており、コンパ
クトな説明は初学者に特に適しているだろう。

林 範彦
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表 2 本文部分のカテゴリー

[1] 文法を書くために必要な知識や心得 第 1章・第 3章

[2] 文法に盛り込まれる内容 第 2章および第 4章から第 13章まで

[3] 言語の歴史的な側面の利用 第 14章

[4] 文法のより良い作り方と読み方 第 15章

2.1 文法を書くために必要な知識や心得

現地調査を通じて、個別言語の文法を書くためには、ある一定程度の知識や心得が必要とな

る。本書では第 1章と第 3章で簡単にまとめられている。

第 1章では適切なグロスの振り方やわかりやすい用語の使用、説明順序への配慮、現地調査

の方法論など、言語調査を行い、文法執筆に入る前の準備段階について整理されている。

第 3章では言語学の基本的な前提知識を最小限に記述している。音体系・語の単位・屈折と

派生の区別・語類の区別の方法・句と節の定義など、言語学の初歩的でありながら、誤りやす

い事項を丁寧に整理している。

2.2 文法に盛り込まれる内容

ある個別言語の文法が 1つの参照文法として機能するためには、包括性がまずは求められる

こととなろう。本書の第 2章および第 4章から第 13章では、何が盛り込まれるべきかが解説さ

れている。

第 2章では、執筆対象となる言語の、とりわけ言語外的知識や背景について、その調査と記

述の重要性を説いている。対象となる言語は、どれくらいの話者人口をもち、話者たちはどの

ような生態環境で暮らし、どのような社会構造をもっているのかなどについて、読者はまず示

される必要がある。これ以外にも、言語構造の基本的な類型、すなわち、形態論的な類型や語

順、音韻体系の概要なども、文法の中心に入る前に示しておくべきだと述べている。

第 4章から第 12章までは表 1に示したタイトルからも推測できるように、言語構造の中核的

部分において、特に記述されるべきことを整理している。著者の Aikhenvald氏は世界の諸言語

に対して幅広い見識を有している。しかし、やはり専門とするアマゾン地域の諸言語と、現在

所属する大学のあるオーストラリアの諸言語の事例から具体的な知見が披露されていることが

多い。

第 4章では音素分析とともに、文法内で音素をどのように提示すべきかを述べている。子音

では調音点の表示において受動器官 (両唇音や歯茎音など)のみを提示している場合が多い。本

書では可動器官 (舌尖など) も合わせて記述すべきであるとしている。またこの章では区別が

困難な接辞 (affix) と倚辞 (clitic) の区別についてもまとめているので、初学者には特に有用で

ある。
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第 5章では語類の記述についての注意点が整理してある。各語類は一般的に意味と相関する

ため、その設定基準に意味を用いたくもなる。しかし、本書では形態統語的基準を中心に据え

るべきであると明言している。また、本章では名詞・動詞・形容詞の各語類の下位分類につい

ても概説している。

第 6章では名詞句の記述に関する留意点が整理してある。性・数や名詞クラス、類別詞の問

題をはじめ、所有構文・格標示・派生と複合についても言及している。特に数と類別詞の記述

に注力されていることが伺える。

第 7章では動詞およびその周辺事項の記述に関する問題を扱っている。動詞にまつわる事柄

としては、テンス・アスペクト・ムードに始まり、モダリティや証拠性 (evidentiality)の問題 4、

方向や移動に関わること 5、結合価の増減 (valency-changing derivation)、動詞連続、さらに一部

の言語に見られる名詞抱合に至るまで多岐にわたる。特にデータ観察の際に注意が必要となる、

受動・逆受動・使役・適用態については、その特徴を Box 7.1から Box 7.4でそれぞれ整理して

いる。動詞に関わる問題は内容も豊富なため、文法執筆にあたっては特別な章を設けてもよい

言語もあると述べている。また動詞的な語彙と動詞句の構造に関する言及は参照文法において

重要であるとする。

第 8章では形容詞と副詞の記述に関する留意点と形容詞・副詞の派生法について整理してあ

る。形容詞は名詞あるいは動詞と形態統語的に類似した特徴を持っているため、それぞれの統

語範疇との区別が難しい場合が多い。形容詞は特定の意味範疇に集中的に分布することもよく

知られている。しかし、あくまでも統語的機能 (名詞修飾を行う・属性叙述を行う)にそって形

容詞を他の語類と切り分けることが肝要である。他方、副詞は形容詞以上に文法的な規定が難

しいことが多い。多くは動詞を修飾する。また特定の意味範疇 (様態・類似・評価・程度・位置・

時間など)に集中的に分布することを述べている。

第 9章では閉じた集合をなす語類として、人称代名詞・指示詞・冠詞・疑問詞・量化詞などの

記述に関する留意点が整理してある。各言語において閉じた集合をなす語類の種類は多様であ

ろう。本章末の表 9.16では著者の調査しているマナンブ語の閉じた集合をなす語類の一覧を、

名詞句の主要部となりうるか・前置/後置修飾のいずれなのか・格標示が行えるかなどの基準に

基いて整理している。また、「小辞 (particle)」という用語は様々な種類の機能辞を指示する可能

性を含むため、抑制的に用いられるべきであると述べている。

第 10章では項と格標示に関する問題を概説している。本書では統語的な核となる項として S

(自動詞の主語), A (他動詞の主語), O (他動詞の目的語)を、周辺的な要素として E (拡張された

項)を認める。これらと格標示体系との関与のあり方 (対格言語・能格言語の問題や非典型格標

示の問題など)、またコピュラ節や無動詞節の項とのつながりを記述する。また S, A, Oは意味

役割 (動作主・被動者など)と 1対 1に対応しないため、混同しないように強く警告している 6。

4 本書では ‘non-spatial setting’として整理している。
5 本書では ‘spatial setting’として整理している。‘non-spatial setting’に比して、簡潔な記述におさえ
られている。

6 意味役割・格・情報構造・統語機能のレベルの区別が重要であることは角田 (2010: 177–239)でも
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第 11章では節と文のタイプについて、節内部の構造・節の統語的機能・語用論的機能と発話

行為の関連性などから整理している。コピュラ節や無動詞節は特にその内部構造に着目し、存

在・所在・所有・属性・同定などの意味的関係性に注意すべきである。また統語的機能において

は主節と従属節の違いに十分留意すべきである。そして陳述・疑問・命令などの発話行為に関

係する文のタイプの記述では、動詞の形態や語順、イントネーションなどによって区別されう

ることも心に留めておきたい。

第 12章では複雑な文と節連結の記述の問題を扱っている。重文の記述に始まり、関係節や補

文の問題、交替指示 (switch reference)、軸項 (pivot)構造や節の相互関係の記述の問題を概説し

ている。特に 1文を構成する複数の節の意味的関係を記述するには 2種類の方法が考えられる。

すなわち、意味からはじめて、それに対応する節の形式はどのようになっているのかを検証す

る方法と、節を構成する形式を整理するところからはじめて、その形式がどのような意味タイ

プに対応するのかを考察する方法である。著者は後者が好ましいと述べている。

第 13章は文法と文脈の関係性について言及している。話題や焦点といった情報構造の問題を

整理し、文がどのような形で語り (narrative)を構成するために結び付けられるのか、コミュニ

ケーションの有り様や発話の型 (speech formulae)などの問題をここでは論じている。また、各

言語話者のもつ文化に応じて、語彙に様々な使い分けがなされることもある。参照文法ではそ

のような語彙の問題についても詳述するのが望ましいとする。

2.3 言語の歴史的な側面の利用

第 14章は本書で唯一歴史的な側面について言及している。系統を同じくする言語間の共通す

る特徴や、借用をはじめとする言語接触の問題などについてである。しかし、それはあくまで

共時的な記述を行うための説明原理の 1つとして用いているにすぎない。本書では対象言語と

関連言語の祖語の再建を促すという意味ではなく、むしろ対象言語がなぜ現在のような状態に

落ち着いているのかを説明するための道具として通時的理解を利用せよと促しているのである。

またこの章の後半では話者コミュニティの住む生態環境や社会構造に関する学術的配慮が参照

文法の説明にも寄与すると述べている。

2.4 文法のより良い作り方と読み方

第 15章は最終章として、フィールド言語学徒が個別に調べてまとめ上げた文法現象などを

参照文法の形としてどのように盛り込んでいくのか、また他の研究者が書いた参照文法をどの

ように読むべきかを解説している。著者はここで、すべての文法現象について参照文法が説明

できるとは限らないが、「ある形式が他と『自由に』交替可能である」7と述べることは最後の手

強調されている。
7 フィールド調査を行っているとよく遭遇するのが、「A という表現は B という表現と同じ意味だ」
とか「これは A と言っても良いし、Bと言っても良い」というコンサルタントの助言である。当該
の言語をよく知らない調査者は非常に困惑する。基本的な前提として形式が異なるのは意味機能の
違いに依拠するという考えがあるからだが、本書でも述べられているように、時に「男ことば」「女
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段とすべきだ、と主張している。また多くの小節を含む長い章よりも、個別的なテーマにした

がった章を多く配置するほうがよいとする。他方、文法説明に必要な類例は最小限にとどめる

べきで、何十も例を挙げて冗長な解説をするのは好ましくないとしている。

そして参照文法は統合的なものであり、読者はよくやりがちな拾い読みではなく、最初から

最後まで一貫して読むことがやはり求められるとも述べている。

3 本書の特長と問題点

3.1 手始めに何を調べるべきかを明確に伝えている

日本の大学では「言語調査法」や「フィールドメソッド」を教える講座は非常に少ない。ア

メリカの大学のように言語学科の 1つの大きな役割として言語調査法の教育を掲げているのと

は大きく異なる。そのため、特に日本で教育を受ける言語学徒やこれまで言語学の教育を受け

てこなかった人々に対し、本書はフィールド言語学の目標に向けてなすべきこと、方法論の全

般を概説する点で、大きく貢献する。

フィールド言語学に関連する書籍は理論言語学のそれには比すべくもないが、いくつか存在

する。その代表例としては表 3のものを挙げられよう。

表 3 フィールド言語学の関連書籍

書名 図 1での略号

Burling (1984[2000]) LFL

Bouquiaux andThomas (1992) SDUL

Chelliah andde Reuse (2011) HDLF

Dixon (2010a) BLT1

Dixon (2010b) BLT2

Dixon (2012) BLT3

Gippert(et al. 2006) ELD

Newmanand Ratliff (2001) LF

Payne(1997) DM

Payne(2006) ELS

本書 (図 1では ‘AG’ と省略)を含め、評者がこれらの関連書籍の相関性を図示化したものが

以下の図 1となる。なお、略号は書名の頭文字を利用して付けてある。

どのような書物にも大きなテーマが存在し、そのテーマと関連する周辺的な部分は副次的に

扱われるものである。表 3に掲げられたフィールド言語学関連書籍もそれぞれのテーマにした

がって読み進めるべきで、各々に記述の強弱が見受けられる。ただし、図 1の相関関係と本稿

ことば」や世代差などの社会的要因が絡む場合がある。同一意味範疇で複数の形式が交替可能であ
るような助言を受けた場合、可能な限りその差異の要因を探ることが求められよう。
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 LF ELD       

   HDLF      

     BLT1    

      AG   

  LFL   SDUL    

       DM  

       BLT2,3  

       ELS  

    

ELS 

DM 

LF 

LF 

図 1 フィールド言語学関連書籍の相関関係

での評価はあくまで評者の主観的な印象を元に述べられていることを了解されたい。

まずここに掲げた 11冊を「フィールドワークの方法論」と「文法記述の方法論」の 2つの観

点から整理した。縦軸の「フィールドワークの方法論」では、上に行けば行くほどその方法論

の記述 (エリシテーションやテキスト採集の方法や、現地コミュニティとのつきあい方など)が

多くなり、下の位置ではフィールドワークの方法論の記述は少なくなる、ということを示して

いる。横軸の「文法記述の方法論」も同様に、右に行けば行くほど文法記述の方法論 (参照文法

に盛り込む内容、具体的には音韻論や形態統語論の記述すべきテーマなど)が多く示され、左に

行けば行くほど少なくなることを、表している。例えば、LFは文法記述の方法論には強くない

ものの、フィールドワークの方法論には非常に強い。一方、ELSは文法記述の方法論を大いに

展開しているが、フィールドワークの方法論はほぼ説明がなされていない。

本書は黒枠で囲った AGで表示している。評者の印象ではフィールドワークの方法論につい

て LFL, SDUL, DMなどよりも詳しく記述しながらも、全体的には文法記述の方法論をコンパ

クトに、しかしわかり易く丁寧に記述し、横軸では大きく右に配置されると考えている。本書

の読了後は、文法記述の方法論については DM や BLT 2, 3を、フィールドワークの方法論につ

いては BLT1あるいは LFや ELDを読むと、本書の内容を十分に補完できるだろう。

3.2 分析で迷いがちな部分についても明快かつ簡潔に解説

言語学の初学者をはじめ、多くのフィールド言語学徒は音韻論の分析においても、形態統語

的な分析においても様々なデータに困惑させられる。例えば、ある音と類似する特徴をもつ別

の音が音韻的に対立する関係にあるのかや、音韻語と文法語の違い、形態素の境界、格標示と

項構造の問題、テンス・アスペクト・ムードや証拠性、さらにはボイスなどの文法現象の分析

で当該言語がどのような特徴を真に有しているのか、一見して迷うことがあろう。

本書ではしばしば判断に迷うような派生と屈折の違い (表 3.2)や接辞と倚辞の区別の仕方 (表

4.6)などについて表にして整理してある。分析の際のチェックリストとしてこのような整理は
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大いに役立つだろう。

もちろん詳しい解説は 3.1にも挙げた Dixon (2010a, b, 2012)などを参照すればよい。言語学

の初学者は他書をやはり参照すべきである。他方、すでに経験豊富なフィールド言語学徒や基

礎的な言語学のコースを修了した博士課程の学生などは知識の整理や確認のために本書を用い

ることは大いに役立つだろう。本書では分析における注意点 8を含めて、類型論的な情報がコ

ンパクトにまとめられている。そのため、簡単に重要事項を確認するには本書は非常に有用で

ある。

3.3 各言語データの出典が見にくいことと表記の一貫性

特に第 4章から第 13章では多くの言語データについて、具体的な説明を加えている。ただ

し、それらの中には著者のオリジナルのデータではないものある。それら著者が独自に収集し

たデータが出所でないものは各章末の Notes and sources(注と参照文献) を見なければならな

い。しかし、当の Notes and sourcesはデータのソースだけを載せているのではない。他に参照

すべき文献もあわせて掲載している。よって、本書で引用された例のソースとの区別が一見し

てわかりづらい。データのソースについては、引用した箇所で明示しておいたほうがわかりや

すかったのではないかと思われる 9。

データのソースの引用における問題の一例を挙げよう。5.6節では形容詞の下位分類について

述べている。その中で日本語には「屈折型の形容詞 (inflected adjectives) [イ形容詞に相当]」と

「いわゆる『非屈折型』の形容詞 (so-called ‘uninflected’ adjectives) [ナ形容詞に相当]」があると

説明している。そして、この説明のソースについて Notes and sourcesを見ると、日本語のソー

スについては一切言及していない。推奨文献としては Dixon (2004, 2010a, 2010b)が挙げられ

ている。しかし、それは日本語のソースではない。実際にこの分析は Backhouse (2004)などに

依拠していると推定されるが、本書には参考文献でも提示されていない。やはりソースの提示

方法は改善すべきだろう。

またこれに関連して、データのソースや参照した文法が多様であるにも関わらず、ソースの

表記法をそのまま本書でも採用して例を挙げているため、時として読者に誤解を与えかねない

8 いくつかの箇所で注意点 (WARNINGあるいは TO REMEMBER)が強調されている。フィールド言語
学の初学者だけでなく、経験者にとっても重要な箴言であるので、よく理解しておくべきだろう。
以下、評者の整理を掲げる。

WARNING: 「意味役割と統語関係の区別の重要性」 (p.222)

TO REMEMBER: 「すべての言語に記述すべき文法があること」 (p.5)

「辞書とともに文法も現地コミュニティに喜ばれること」 (p.9)

「類型的類似性と歴史的系統の区別の重要性」 (p.35)

「自由な交替を抑制的に認めること」 (p.311)　 [脚注 7も参照]

9 もちろん、多くの言語からデータを引用する際にこのようなやり方も便利な部分があるのかもし
れない。実際、Dixon (2010a, b, 2012)でも本書と類似したやり方をとっている。しかし、Dixon
(2010a, b, 2012)では多くの箇所でやはり一般的なソースの提示方法もとっており、本書とやや異な
ると思われる。
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事例も散見される。

例えば、本書では東南アジアの言語として Enfield (2007)のラオ語文法をしばしば引用して

いる。本書でも p.273に以下のような語彙が Enfield (2007: 166)のとおりに引用されている。

(1) lèèn1‘run’, nam∅-k̀oòn4 ‘ CLASS.TERM:LIQUID -chunk’,phùùn4 ‘floor’, lèka∅‘ LINKER ’

(1)の語彙に見られる母音の/è//ò//ù/は本書 4.2節で引用されたユフップ (Yuhup)語 [アマゾン

地域; マク諸語、本書は Silva and Silva (2012)から引用] の例のように低声調の母音をあたか

も指すように見える。しかし、実際にはこれは Enfield (2007)で独自に採用された表記法であ

る。/è/は/E/を、/ò/は/O/を、/ù/は/W/を表す。誤解を生まないためにも、表記をわかりやすく工

夫しておくべきだろう。

3.4 音声学・音韻論の説明について

本書は第 4章で、音声の記述に関する手順を示している。これは類書である Payne (1997,

2006)などと異なった優れた特徴と言える。音声学・音韻論は形態統語論の記述と分けて、独

立に論じられることが多い。その点で多くの書籍でも単著にまとめられることが一般的である。

本書は文法執筆においてどうしても避けられない分野として位置づけている点は重要なポイン

トだと考えられる。ただし、説明の順序や内容については若干の工夫があってもよかったので

はないかと思われる部分もある。

例えば、4.1.1節の子音の記述では子音体系のサンプルを表 4.1に示している。この表では閉

鎖音系列において両唇音と歯茎音に無声無気音・無声有気音・有声無気音の 3対立を有してい

るのに、軟口蓋音には無声無気音しかないことや、流音に/l, r, ô/の 3対立を見出している。もち

ろん、この表自体はあくまでサンプルであるため、類型論的に非常にいびつな体系でもよいと

は言える。しかし、もう少し一般的な体系のものを出して説明しても良かっただろう。

また表 4.1では/w/を dorso-velarと labio-velarをまたぐ音と位置づけ、両唇音との近接性を

重視して、両唇音の隣に配置している。この考え方自体は理にかなったものではある。ただし、

両唇音の列全体を軟口蓋音の右隣に配置した表は非常に特異なもので、/w/の位置づけを重く

見過ぎた結果であると言わざるをえない。両唇音は一般的に表の左端に位置づけられることに

よって、調音器官の先頭をイメージできるようになっている。本書のような方法も確かに理解

できる。しかし、表では一般的なものを載せ、本文の説明で「言語によっては両唇音を軟口蓋

音の右隣に配置した表としてもよい」といった形で補ってもよかったのではないだろうか。

説明の順序などについても一考の余地がある。

4.1.1節の子音の箇所では、発声についても言及している。確かに有声音や気息音についても

発声と関与する。しかし、ここできしみ声 (creaky)や息漏れ声 (breathy)にまで言及してしまっ

ている。一方で、より強くこれらが関与する母音のところでは説明がない。これら「特徴的な」

発声についてはやはり適切な場所で説明するほうが特に初学者にはよかったと思われる。

同様に 4.1.2節の母音のところで、成節子音についても言及している。しかし、本来はその次

の音節構造の小節 (4.1.3節)で説明すべきだったと思われる。ついでながら、ここでは成節子音
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の符号に ‘
˚
’ を用いている。これは印欧語比較言語学での慣習である。一般的には文法記述には

国際音声字母 (IPA)を用いるため、無声音を表記する ‘
˚
’ に代わって、‘

"
’ を用いるべきだろう。

更に付け加えると、様々な内容をコンパクトに詰め込もうとするあまり、説明に物足りなさ

を感じる部分も存在する。例えば、音韻語と文法語の違いなども第 4章で扱っている点は非常

に重要である。一方で、本書では超分節音に関する記述がその分薄い。確かに多くの言語学関

連書でも分節音の記述に比べて、超分節音の記述は少なくなる。本書でも多分にもれない。

超分節音の術語の使用法については分節音のそれに比べて実は多様である。評者は早田

(1999)に倣い、「アクセント」を「音韻語内の卓立位置」とし、また「声調」を「当該言語で規

定される有限個の超分節要素」であると見なしている 10。この立場に立てば、日本語の東京方

言はアクセント言語に、鹿児島方言は声調言語であると分析される。

しかし、本書では術語の対立項が「ストレス」と「声調」であり、「ピッチ」は「ストレス」

の顕現される要素の一部として見なされている (4.2および 3.1参照)。つまり、本書では「スト

レス」を一般的に言う「アクセント」と同義に用いている 11。また「声調」は「ピッチの違い」

によって、「語と意味を区別する」と述べている。これでは「ピッチを用いたストレス言語」と

「声調言語」の区別ができない。このとおりにアジアの言語を記述すると、読者に誤解を与えか

ねないだろう。他の章の記述における鮮やかさが第 4章では見られなかったのは残念である 12。

10実際の早田 (1999)での「アクセント」と「声調」の説明は以下の通りである。
「「アクセント」はそれが当該単位 (例えば単語)の「どこに有るか」ということが問題になるも
のである。第 1音節にある,第 2音節にある,後から 2番目の音節にある等々。」(早田 1999: 9)
「「トーン」とは,当該単位 (北京語なら音節)に有るのは「どれなんだ (どのトーンか)」というこ
とが問題になるものである。北京語には四声すなわち 4種類の音節単位のトーンがあるが,当該単

語のトーンはその四つのうちの
・

ど
・

れなのか,ということが情報になる。」(早田 1999: 9)
11 上野 (2011)によると、英語圏では「強さアクセント (つまり、ストレス)」を「アクセント」と呼ぶ
ことが多い。古本真氏 (私信コメント)によると、バントゥ言語学でも「ストレス」と「アクセント」
を同じ意味で用いるようである。そして、キャットフォード (2006)や Ladefoged & Johnson (2011)
をはじめ、多くの音声学の入門書などでは「ピッチ」と「ストレス」を対立する概念として捉えて
いる。キャットフォード (2006)と Ladefoged & Johnson (2011)では「アクセント」という用語を用
いていない。一方、日本語で書かれる斎藤 (2009)や早田 (1999)などでは、この両者を包含する概
念として「アクセント」を用いる。
基本的に英語で書かれた教科書は印欧語をはじめとしたストレスを持つ言語の音声学的解説が
中心であり、ピッチは、イントネーションの問題を除けば、ストレスの付随的特徴の一部として
理解される。そしてピッチが語義の弁別に用いられる場合はトーン (声調) であると見なされる。
Ladefoged & Johnson (2011: 260–261)ではストレス・トーン・ピッチの区別の問題を整理している
が、日本語について最終的に「ピッチ・アクセント」の言語としながらも、その性格付けとして「あ
る意味トーンとストレスの間に位置づけられるケース」としている。Aikhenvald氏の本書の立場も
キャットフォードたちの立場に近いものであると言えるかもしれない。ピッチが語義の弁別に用い
られるという一点だけであれば、日本語と中国語は同じ音調システムをもつと分析されるが、東ア
ジア諸語の研究者の多くは受け入れないだろう。日本語や東アジアの諸言語におけるアクセントの
議論が西洋のものと噛み合っていないとみなせる。

12著者は複数の言語の詳細な文法記述を行っている経験豊富なフィールド言語学者であるが、経歴を
考えると、文法記述の問題を主体に研究してきた。そのことが、本書の音韻論の取り扱いの薄さの
要因の 1つとなっているのかもしれない。
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4 フィールド言語学徒、そして日本語話者の言語学徒のために

本書を通読して得られる情報はすこぶる多い。特にアジアを中心に研究活動する言語学徒に

とっては、南北アメリカやオーストラリアの先住民語の情報をわかりやすく伝えてくれること

は、視野の拡大に大いに役立つ。以下では、フィールド言語学徒、そして日本語話者の言語学

徒が本書をどのように活用し、また今後どのように学習や研究を進めていくべきか、管見を述

べて、本書評を締めくくりたい。

4.1 フィールド言語学徒にとっての本書

学位取得あるいはその他の目的で未知の言語を研究しようとするフィールド言語学徒にとっ

て、新たなフィールドに赴く行為はまさに旅そのものと言えよう。気ままにあてもなく好きな

場所を訪れる旅は非常に楽しい。ただし、フィールド言語学徒の旅は現実的にはさほど自由な

ものではない。限られた時間と資金に縛られながら、着実に成果を上げることが昨今特に求め

られている。そのような厳しい条件の中、本書の果たす役割はまさにその副題に示されるよう

に「実践的な手引書」なのである。

フィールド言語学には、現地へ行く前の準備に始まり、現地調査、そして調査によって得ら

れたデータの整理と分析、その成果公開が一連の仕事として存在する。以下では、フィールド

ワークへの準備から調査そのものの段階と、文法記述を行う段階について、本書と関連文献の

読み進め方を提示しておきたい。

4.2 フィールドワークのために

まず、現地へ行く前には pp.20–29に示される Appendix: Excursus – Linguistic Fieldwork

(付録: 追記 –ことばのフィールドワーク) および Box 1.1 “Essential principles for successful

fieldwork in linguistics”を読んでおくと良いだろう。ここにはフィールド言語学で行うべき

ことが (かなり理想的に) 書かれている。まず、文法分析は媒介言語によるエリシテーション

(elicitation)による調査ではなく、テキストないし会話の収集データに依拠することが最も重要

であると述べられている (動物相や植物相の語彙調査はエリシテーションが有効であるとも述べ

ている)。また調査者はできるだけ早くに対象言語の運用能力を高め、対象言語によって参与観

察できるようになるべきであるとも述べられている。録音や録画機材などの装備はできるだけ

最小限にとどめるべきだといった実践的なことについても整理されている。

これを読んだあとは、本書が思想的に共鳴していると考えられる Dixon (2010a)の第 9章

“Field Linguistics”を読むと良いだろう。そこではフィールド言語学徒がすべきこと、そしてし

てはならないことが簡明にまとめられている。

さらにもっと具体的なイメージを掴みたいという場合は、Newman and Ratliff (2001)がフィー

ルドワークの方法について詳細に検討しているので有用であろう。Newman and Ratliff (2001)

ではフィールド経験の豊富な言語学者が言語研究プロジェクトの立て方から、協力者と調査者

の関係、モノリンガルアプローチ (媒介言語を用いずに調査する方法)などについてつぶさに述
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べている。こちらは目的に応じて読み進めることによって、方法論についての理解を深められ

るだろう。

日本語話者の言語学徒は、質問調査については林 (2004)、フィールドワークの方法全般につ

いては宮地ほか (監修 2010, 2011)なども有用なので、参考になる 13。特に林 (2004)は日本でよ

く用いられる方法について、その長所と短所を整理している。

いずれにせよ、フィールドワークに行く前に、言語学に対する最低限の基礎知識は必要であ

る。特に言語学の初学者は気をつけたい 14。本書の第 3章はそのためにはまず読んでおくべき

である。また Dixon (2010a)の第 1章から第 7章は特に熟読に値しよう。日本語話者の場合は、

この他に風間ほか (2004)15や斎藤 (2010)16が便利である。各々記述に強弱があるが、標準的な

教科書として用いることができる。

上記に掲げた参考文献はいずれも概説的なものである。実はフィールドワークは言語分析の

実践そのものであり、分析の訓練をある程度積んだ上で臨むのがやはり好ましい。日本語で書

かれた言語学の教科書は言語データの分析の訓練を促すものが極まれであるのが残念である 17。

一方で、英語で書かれた教科書 (Fromkin ed. 2000, Payne 2006, Akmajian et. al. eds. 2010な

ど) では基礎的な訓練を行える練習問題が付されているものがある。また別冊でワークブック

(Ottenheimer 2006, Farmer and Demers 2010など)が施されているものもある。特に初学者はで

きればある程度取り組んでおきたい。

そして、本書はとりわけ音声学や音韻論に対する扱いが弱い。これだけでは実際に音声の聞

き取りや音素分析、語彙調査といった言語調査の特に最初に行われる仕事にたどり着けない可

能性がある。そのためには音声学の訓練や音韻論の基礎の把握、音素分析の訓練は別の教科書

13フィールド言語学は言語人類学的調査の一部として位置づけられることも多い。言語人類学的調査
については宮岡 (編) (1996)なども参考になる。

14言語学も他の諸科学と同様、細分化の歴史を歩んできたことにより、各研究者が専門とする領域も
非常に小さい範囲に絞られる傾向が出てきた。しかし、フィールド言語学の目標は研究対象言語
の全体像を明らかにすることである。音韻論だけ、形態論だけ、あるいは統語論だけの研究が不可
能な学問領域である。各研究者により得意な分野が偏ることはある意味必然的なことだとしても、
全般的な視野を持って臨みたいところである。また、フィールド言語学という手法は言語人類学
や社会学・心理学とも強く関連する。人間の社会的関係性の問題を意識しながら言語学上の問題を
解き直すことや学際的な観点も重視されつつある。この点についてはバーリング (1974),ハイムズ
(1979), Duranti (1997), Foley (1997), Enfield (2002),唐須 (編) (2008),エンフィールド (2015)などが
参考になるだろう。

15この本はまさに現代言語学の基本事項をバランスよくまとめている。特に第 5章の類型論、第 6章
の歴史言語学、第 7章の音声学・音韻論は言語学の初学者は熟読しておくとよいと思われる。残念
ながら、この本では社会言語学について扱っていないので、他書で補う必要がある。また統語論に
ついては本書と並行してやはり他書も読んでおくべきだろう。

16この本は風間ほか (2004)と異なり、社会言語学まで含んだ全般的な記述がなされている点でバラン
スが取れている。しかし、全般的なことに目配せしようとするあまり、各項目の記述が少なく、初
学者にはむしろ向いていない側面もあろう。「入門」と銘打たれているが、一旦基礎を終えた学習者
の覚書として利用するほうがよいかもしれない。

17日本語のものの中でも柴谷ほか (1981)や東京大学言語情報科学専攻 (編)(2011)などは解説と練習
問題が付いている。後者は体系性という観点からはややバランスを欠いたところがあるが、初学者
の知的好奇心をかきたてる工夫と巻末の練習問題の解答例がある点は長所と言える。
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(Katamba 1989,Roca & Johnson 1999a, 1999b, Odden 2005,キャットフォード 2006, Ladefoged

& Johnson 201118など)で補っておくべきだろう 19。音声記号の理解や音声学の事項について

はプラム・ラデュサー (2003),城生ほか (編) (2011)を手元においておくとよい。

4.3 よりよい文法記述をめざして

フィールド言語学の仕事は調査だけではない。冒頭の土田 (1978)にも示したように、整理・

分析・発表という気の遠くなるような作業が続く。本書は何を調べるべきかという点でとても

有益な情報を提供してくれている。特に本書の第 2部ともいうべき第 4章から第 13章はいず

れも各文法書が記すべき内容を整理してくれている点では必読といえよう。

ただ、本書は世界中の文法書の細かい情報を示したわけでもなければ、類型論的な考察を行っ

た書物でもない。あくまで文法をより良く書くための「ガイド」なのである。よって、一字一

句本書にしたがって文法を執筆しても、他の研究者の興味をひく文法は一向に書けないだろう。

本書では多くの文法書で書かれているテンス・アスペクト・ムードの問題や、ボイスの問題、語

順の問題などについては簡単に触れる程度となっている。しかし、これらはいずれも大きな問

題である。各問題につき一章を割くべき価値がある。参照文法執筆の際、本書のまとめのよう

に、軽く触れる程度では済まされない。

これらの文法現象を執筆する際、当該言語の特徴をあぶり出しながら、類型論的な位置づけ

を行うには、Shopen (ed.) (1985a, b, c), Shopen (ed.) (2007a, b, c)が大いに役立つだろう。いず

れも音韻論に関する記述は皆無であるが、文法の各部門に関する類型論的概説は有用である。

Shopen (ed.) (2007a, b, c)は Shopen (ed.) (1985a, b, c)の改訂版の位置づけである。しかし、両

者では異なる執筆者が担当する章もあり、いずれの版も参考になる 20。

また著者の Aikhenvald氏とともに研究仲間である Dixon氏が編集している、各文法項目の

類型論的考察をまとめた研究書が近年盛んに刊行されている (Dixon & Aikhenvald 2000, 2002,

2004, 2006, 2009, Aikhenvald & Dixon 2001, 2003, 2006a, b, 2013, 2014など)。これらは特に冒

頭の概説とともに、読者の研究対象の言語と地域的あるいは系統的に近い言語の章を中心に読

み進めることで、記述の焦点がつかめることと思われる。いずれも本書の内容の理解をさらに

18 Ladefoged &Johnson (2011)は第 6 版である。2015年には第 7 版として Ladefoged & Johnson
(2015)が出版されたが、評者は未見である。第 6版は CDが添付されており、音声の聞き取り訓練
などに効果的である。

19この他にも国際音声字母 (IPA)と実際の音声との対応を知るには以下のウェブサイトも有用である
(いずれも 2016年 2月 16日閲覧)。

i) 東京外国語大学言語モジュールによる音声記号の解説サイト
http://www.coelang.tufs.ac.jp/ipa/

ii) 国際音声字母の学習促進サイト (注: 国際音声字母協会のものではない)
http://www.internationalphoneticalphabet.org/ipa-sounds/ipa-chart-
with-sounds/

iii) カナダ・ヴィクトリア大学言語学科の解説サイト
http://web.uvic.ca/ling/resources/ipa/charts/IPAlab/IPAlab.htm

20例えば、文の種類に関する章は、Shopen (1985a)では Jerrold Sadockと Arnold M. Zwicky が、
Shopen (ed.) (2007a)では Ekkehard K̈onigと Peter Siemundが担当している。
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深めるはずである。

そしてとりもなおさず、特に読者の研究対象の言語に地域的あるいは系統的に近い言語の参

照文法を通読しておくことは、読者自身の文法記述においても大きな力となろう。また自身の

文法記述の際に、近隣の言語で問題となっているテーマを意識しながら、研究を進めれば、完

成した自身の文法は対照言語学・言語類型論・歴史言語学の観点から参照されやすくなると思

われる。

なお、日本語話者にとってはエヴァンズ (2009)21が参照できることは大きい。これは講演録

であるが、記述文法を書くにあたっての心構えがコンパクトに、かつバランスよくまとめられ

ている。

5 おわりに

本稿では Aikhenvald氏の最新刊の The Art of Grammarの概要をまとめ、その特長と問題点

を指摘し、特にこれからフィールド言語学を行う人々、あるいは言語学を始めようとする人々

に対する推奨文献を記述した。最後に、評者自身の自戒も込めて、以下の 2点を今後の注意点

として述べ、筆を擱く。

1つは、フィールドワークで得られる経験は個別事象の集合体であることである。それゆえ

に、他のフィールド経験は傾聴に値し、大いに参考となるものの、そのまま別のフィールド調

査に当てはめることはできない。フィールド言語学徒は 1回 1回の経験を積みながら、独自に

フィールド言語学の方法論を紡ぎ上げるしかない。他のフィールド言語学徒との情報交換は積

極的に行うべきであるし、フィールド言語学に関する文献はやはり読むべきである。しかし、

それらの他者からもたらされた知識を金科玉条とすべきではない。

もう 1点は、学術共通語として用いられる英語での論文執筆・文法執筆である。著者は数多

くの言語の調査経験をもち、多くの言語を解する異能の言語学者である。ここで、本書の参考

文献を見ていただきたい。大変残念なことに、本書では英語あるいは西欧語以外で書かれた文

法書はほぼ無視されている 22。これを研究者の怠慢だと批判することはたやすい。しかし、ど

れほど多くの言語学徒が自分の知らない言語で書かれた文献を読むために、その言語を 1から

学習し始めるのか、相当に心もとない。つまり、英語以外で書くことは、畢竟、読者をかなり

狭めることにつながる。

21これに加えて、エヴァンズ (2013)は危機言語 (消滅の危機に瀕する言語)の問題を扱った書物であ
るが、特に第 10章は危機言語を扱うフィールド言語学徒にとって重要な心構えが書かれている。

22著者は日本語・中国語・朝鮮語、その他アジアの諸言語にも強い関心を抱いているように見える。
膨大な研究の蓄積のある日本語・中国語・朝鮮語に対しても、英語以外で書かれた文献 (当該言語
で書かれた研究)は一切参照されていない。東南アジアの諸言語もラオ語が多く引用されているの
は Enfield (2007)が本書の方針と親和性のある形で書かれた英語による参照文法だからである。タ
イ語も引用されているものの、東南アジアの大言語であるベトナム語やクメール語は一言も言及さ
れていない。もちろん、本書のようなコンパクトな書籍ですべての言語に言及することは無理であ
る。しかし、それ以上にベトナム語とクメール語に信頼に足る英語で書かれた参照文法が見当たら
ない (あるいは極めてまれである)ことのほうが問題となるのである。
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母語で論文を執筆することはもちろん大切である。そして、それは母語の言語生活における

かけがえのない営為である。ただし、ここでより重要なのは文法などの執筆に用いられる英語

は、もはや文化の 1要素ではないことである。論文の英語はコンピュータソフトや数式と同じ

ように、完全に道具のようなものとしてみなされるものである 23 24。母語でも旺盛に研究活動・

論文執筆を行いながら、特に重要な学術的貢献がなしえるものについて英語で成果を積極的に

公開することは 21世紀の言語学徒にとってもはや免れ得まい 25。
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補足

なお、本書中で評者が発見した誤植、あるいは修正すべきではないかと思われる箇所につい

て以下の表に示しておく (該当箇所は太字にする)。

誤 (修正すべき箇所) 正 (好ましい表現)

p.5 9行目 nO nO

p.68 4行目 /botl
˚
/ /botl

"
/

p.68 4行目 /sædn
˚

/ /sædn
"
/

p.72 4行目 the bilabialtrill B the bilabial trill B

p.74 8行目 -N /N/

p.83 15行目 Salish, families, Salishfamilies,

p.83 15行目 predicates, and predicatesand

p.226 下から 15行目 In Tschangla In Tshangla

p.243 5行目 onTschangla onTshangla

p.293 下から 5行目 Enfield(2004a) Enfield(2002)

p.293 最終行 Enfield(2004a: 3) Enfield(2002: 3)

p.342 2行目 Enfield ,Nicholas J. (ed.)2004. Enfield, Nicholas J. (ed.)2002.

p.342 4行目 Enfield ,Nicholas J.2004a. Enfield, Nicholas J.2002.

p.342 5行目 Enfield ,Nicholas J.2004b. Enfield, Nicholas J.2004.
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Abstract

Review: Alexandra Y. Aikhenvald The Art of Grammar — A Practical Guide—Oxford:

Oxford University Press, 2015, xxiii+ 380pp.

Norihiko HAYASHI

Kobe City University of Foreign Studies

This is to review a recent publication of field linguistics entitled asThe Art of Grammarby

Alexandra Aikhenvald. This book is a truly informative and substantial guide for field linguists

to illustrate from “how to prepare for field trips” to “how to write and read a reference grammar,”

which includes a kind of typological summaries of phonological and morpho-syntactic features in

the world languages and warnings for language descriptions. This book helps the beginners of

linguistic fieldwork to understand what to do in the field and what to write in a reference grammar,

though if they do not know the fundamentals of linguistics they should complement them by reading

other materials suggested in this review. For professional linguists (or Ph.D students), this book is

useful as a checklist for linguistic fieldwork and analyses.

Keywords: field linguistics, reference grammar, field method, grammar description

林 範彦
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言語記述研究会例会報告

第 60 回 (3/29/2015)～第 70 回 (3/12/2016)

第 60回 2015年 3月 29日（日）13:30～17:00

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 植田尚樹
「モンゴル語ハルハ方言の母音の長さについて—位置による母音長の違い—」

研究発表 白田理人
「奄美喜界島諸方言の音変化—諸方言間の音韻対応に関する予備的報告—」

第 61回 2015年 4月 26日（日）13:00～17:30

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 落合いずみ
「セデック語パラン方言の “t”から始まる動詞に関する考察」

研究発表 古本真
「スワヒリ語マクンドゥチ方言の弱化した指示詞について」

研究発表 脇坂美和子
「湖北方言のテキストに見る接尾辞の多機能性について」

第 62回 2015年 5月 23日（土）13:30～ 17:00

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 野島本泰
「ブヌン語動詞形態論（第二部）語彙的接頭辞」

研究発表 牧野友香
「スワヒリ語の動詞語幹における全体重複について」

第 63回 2015年 6月 28日（日）13:30～ 18:00

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
学会報告 落合いずみ
「SEALS25海外学会報告—東南アジアの陸と海を廻って—」

研究発表 山本恭裕
「イロカノ語の節補語に現れる動詞のアスペクト・時制表示について」

研究発表 Nishaant Choksi

“Toward a Typology of Concern: A reanalysis of the ethical dative in relation to possession”
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第 64回 2015年 7月 26日（日）13:30～ 17:00

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 植田尚樹
「モンゴル語ハルハ方言の第 2音節以降の母音の有無について—音声事実と音韻解釈—」

研究発表 山本恭裕
「イロカノ語のイデオフォンの形態論・音韻論・統語論」

第 65回 2015年 9月 27日（日）13:00～ 17:30

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
学会報告 伊藤雄馬
「ICAAL6海外学会報告」

研究発表 稲垣和也
「インドネシア語の所有」

研究発表 白田理人
「奄美喜界島上嘉鉄方言の形容詞—-sa(r-)形と-ku形の相違—」

研究発表 古本真
「そこに境界はあるのか—スワヒリ語カエ方言の動詞末尾辞の分節可能性について—」

第 66回 2015年 10月 10日（土）10:30～ 17:00

於京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 Izumi Ochiai

“Notes on historical reduplication in Seediq”

研究発表 藤原敬介
「バングラ語の『人魚構文（体言じめ文）』とその周辺」

研究発表 Nathan Badenoch

“Quick Review of Expressives in Southeast Asia”

研究発表 大西正幸・Durga Datta

“Bangla Expressives”

研究発表 Nathan Badenoch

“Bit Expressives”

研究発表 Nishaant Choksi

“Expressives in the Munda Languages: Some Reflections on Santali and Mundari”

第 67回 2015年 11月 8日（日）10:00～ 18:00

京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 Kim Jee Hong

“Non-canonical ending systems in Jeju Korean”
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研究発表 Naoki Ueta

“The duration of full non-initial vowels in Khalkha Mongolian:

from the perspectives of speech production and perception”

研究発表 脇坂美和子
「湖北方言の愚痴命令文」

研究発表 落合いずみ
「セデック語パラン方言の方位表現—上り坂・下り坂を枢軸に—」

調査報告 千田俊太郎
「調査報告」

学会報告 山本恭裕・落合いずみ
「海外学会報告 “13th International conference on Austronesian linguistics”」

第 68回 2015年 12月 26日（土）13:30～ 18:00

京都大学文学部第 10演習室（総合研究 2号館）
学会報告 吉岡乾
「International workshop on Noun Modifying Expressions (NMEs)

in South Asian Languagesの報告」
研究発表 鈴木博之・四郎翁姆

“Evidential system in Lhagang Tibetan of Minyag Rabgang Khams (Dartsendo, Sichuan)”

研究発表 山田真寛
「琉球沖永部語上平川方言の音声表記について」

第 69回 2016年 2月 6日（土）13:30～ 18:00

京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 山本恭裕
「ビデオ課題実験によるタガログ語移動表現の類型の検討と移動様態の粒度」

研究発表 大竹昌巳
「契丹語格接尾辞の数による分裂現象」

第 70回 2016年 3月 12日（土）13:30～ 18:00

京都大学文学部第 9演習室（総合研究 2号館）
研究発表 野島本泰
「20世紀初頭のブヌン語巒社方言における 2つの歯擦音
—『巒蕃ブヌン語集』におけるカナ表記からわかること—」

研究発表 落合いずみ
「埔里北蕃語と現代セデック語—ある手稿の物語」

研究発表 植田尚樹
「モンゴル語ハルハ方言の接尾辞の母音長について」
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編集後記
『言語記述論集』第 8号に掲載の論文・書評は、以下の方々（匿名希望の方も含む）が読み合わせにご参加
くださいました。詳細なコメントの作成にご協力いただいたことに、この場を借りて編集部から心よりお礼申
し上げます。

伊藤雄馬 植田尚樹 大竹昌巳 大西正幸
長田俊樹 倉部慶太 重野裕美 白田理人
鈴木博之 千田俊太郎 林範彦 古本真
宮川創 山田真寛 吉岡乾 脇坂美和子

『言語記述論集』第 8号は、これまでの 7年、7つの号の積み重ねの上にあります。本号は、これまでの方
針を受け継ぎながら、体制の再編を行いました。編集会議にご参加いただいた皆様、メーリングリストでご意
見をいただいた皆様のご助力に感謝いたします。
『言語記述論集』は記述言語学をテーマに押し出した、日本国内においても国際的にも稀少な学術雑誌です。
今後とも本誌が皆様に愛され永く続き、多くの論文が寄稿されるよう切に願います。

（2016年 3月　落合いずみ記）

276



　



言語記述論集 第 8号

Journal of Kijutsuken

Descriptive Linguistics Study Group Vol. 8

編集長：千田俊太郎

副編集長：落合いずみ

編集委員：倉部慶太・白田理人・脇坂美和子

Editor-in-chief：TIDA Syuntarô
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